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昭
和
五
十
六
年
明
和
村
定
例
議
会
が
、
九
月
二
十
一
日
招
集
さ

れ
、
四
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
①
明
和
村
土
地
開
発
公
社
事
業
及
び
決
算
の

報
告
②
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
③
邑
楽
館
林
医

療
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
④
五
十
六
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
⑤
五
十
五
年
度
各
種
決
算
の
認
定

⑥
農
地
の
固
定
資
産
税
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て
⑦
行
政
改
革

の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
な
ど
報
告
一
件
、
議
案
十
六

件
、
請
願
一
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
員
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
終
日
に
は
一
般
質
問
六
件
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
村
長
や
各
担
当
課
長
が
答
弁
に
あ
た
り
ま
し
た
。

中
央
幼
稚
園
建
設

用
地
一
．
一
千
四
百
二
十

八
，
m
を
一
二
干
二
百
五

十
五
万
六
千
五
百
八

十
円
て
村
へ
売
却
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

現
在
公
社
か
保
有
し

て
い
る
用
地
は
社
会

体
育
館
建
設
用
地
と

し
て
千
七
百
六
十
四

吋
が
残
っ
て
い
る
だ

て報社？日玉
麟篇g盆
つ算発畠亨
いの公――_/ 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

認
定
す
る

5
5年
度
各
種
会
計
を

け
で
す
。

0
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て

教
育
委
員
の
田
口
重
夫
さ
ん
か
九

月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

ひ
さ
よ
し

っ
た
の
で
、
新
た
に
早
川
久
美
さ
ん

（
大
輪
）
を
選
任
す
る
こ
と
で
議
会
の

同
意
を
求
め
ま
し
た
。

早
川
さ
ん
は
群
馬
師
範
を
卒
業
後
、

最
初
に
梅
島
村
尋
常
高
等
小
学
校
に

奉
職
さ
れ
、
そ
の
後
各
小
学
校
を
巡

り
教
頭
か
ら
校
長
に
な
リ
、
昭
和
五

十
六
年
三
月
干
代
田
村
東
小
学
校
長

を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
か
、
引

続
い
て
四
月
か
ら
本
村
の
村
誌
編
さ

ん
室
で
村
誌
蝙
さ
ん
に
た
ず
さ
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

大
正
九
年
十
二
月
二
十
二
日
生
ま

れ
六
十
歳
。

〇
一
部
事
務
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
の
事
務

所
が
現
在
館
林
市
役
所
内
で
し
た
か
、

こ
れ
を
館
林
厚
生
病
院
内
に
変
更
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

新
事
務
所
館
林
市
成
島
二
六
二
番

地
の
一
（
館
林
厚
生
病
院
内
）

ま
た
、
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済

市
町
村
組
合
に
つ
い
て
は
十
月
十
八

日
か
ら
館
林
市
役
所
か
新
庁
舎
に
移

リ
ま
す
の
で
‘
組
合
事
務
所
の
位
置

を
新
庁
舎
の
地
番
に
変
更
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

新
事
務
所
館
林
市
城
町
一
番
一
号

（
市
役
所
内
）

早
川
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

五
十
六
年
度
の
予
算
に
歳
入
歳
出

と
も
七
千
七
十
万
円
を
追
加
し
ま
し

こ
。

• 

歳
出
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
説
明

し
ま
す
と
‘
排
水
路
改
良
工
事
費
に

三
千
六
百
九
十
万
円
、
農
道
整
備
事

業
の
測
量
設
計
委
託
料
三
百
五
万
円
、

梅
原
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
補
助
金
九

百
六
十
万
円
、
西
小
学
校
用
地
取
得

費
五
百
五
万
円
な
ど
補
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
リ
一
般
会
計
歳
入
・
歳

出
は
二
十
億
七
千
七
十
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

0
昭
和
5
5年
度
各
種
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
な
ど

の
決
算
か
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
三
面
四
面
に
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
農
地
の
固
定
資
産
税
に

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

農
地
の
固
定
資
産
税
に
関
す
る
意

見
書
か
採
択
に
な
リ
、
明
和
村
議
会

と
し
て
、
自
治
大
臣
、
建
設
大
臣
、

国
土
庁
長
官
、
農
林
水
産
大
臣
、
内

閣
総
理
大
臣
あ
て
次
の
意
見
書
を
提

出
い
た
し
ま
す
。

「
最
近
の
厳
し
い
経
済
環
境
の
も

と
に
お
い
て
、
日
本
農
業
は
極
め
て

深
刻
な
事
態
に
当
面
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
時
期
に
、
農
業
経
営
の
基

盤
と
な
る
農
地
の
固
定
資
産
税
か
増

嵩
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
日
本
農
業

の
振
輿
に
多
大
の
影
響
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
一
般

〇
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

農
地
に
対
す
る
課
税
に
当
た
っ
て
は
‘

そ
の
収
益
性
の
低
い
こ
と
を
十
分
に

認
識
し
、
農
業
者
の
生
産
意
欲
を
阻

害
し
な
い
よ
う
慎
重
な
配
慮
を
す
る

よ
う
強
く
要
請
す
る
。
」

0
行
政
改
革
の
推
進
に
関

す
る
意
見
書
に
つ
い
て

行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
意
見

書
か
採
択
、
議
会
と
し
て
内
閣
総
理

大
臣
や
内
閣
官
房
長
官
に
次
の
よ
う

な
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

①
行
政
の
範
囲
の
見
直
し
と
減
量
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
は
で

き
る
だ
け
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

住
民
の
意
志
を
反
映
し
な
か
ら
、
総

合
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
国

県
・
市
町
村
間
の
行
政
事
務
と
財
源

の
再
配
分
を
行
う
こ
と
。

②
国
の
機
関
委
任
事
務
の
整
理
縮
少

す
る
な
ど
し
‘
行
政
の
簡
素
効
率
化

を
図
る
こ
と
。

③
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
、
自
律

性
の
強
化
の
た
め
、
国
唐
補
助
金
等

の
抜
本
的
整
理
合
理
化
及
び
零
細
補

助
金
の
一
般
財
源
へ
の
振
替
え
を
推

進
す
る
こ
と
。

④
行
政
改
革
に
名
を
か
り
た
一
方
的

な
地
方
へ
の
負
担
転
嫁
は
、
絶
対
行

わ
な
い
こ
と
。

全
ス
パ
イ
防
止
法
制
定
促
進

に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

ス
パ
イ
防
止
法
制
定
促
進
に
関
す

る
意
見
書
も
採
択
に
な
リ
ま
し
た
の

で
‘
議
会
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
、

外
務
大
臣
な
ど
に
提
出
し
ま
し
た
。

「
わ
か
国
か
、
現
在
の
自
由
な
民

主
体
制
を
保
持
す
る
た
め
に
、
防
衛

力
を
持
つ
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

リ
ま
す
か
‘
兵
器
の
性
能
や
‘
兵
員

の
配
置
な
ど
の
防
衛
機
密
が
筒
抜
け

に
な
っ
て
い
て
は
国
防
は
成
り
た
ち

ま
せ
ん
。
共
産
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
、

言
論
の
自
由
な
先
進
諸
国
は
ど
こ
で

も
機
密
保
護
法
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
日
本
も
機
密
を
保
護
す
る

法
律
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
」

●
梅
島
排
水
の

完
成
予
定
に
つ
い
て

事
業
費
か
少
な
く
‘
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
は
完
成
が
大
変
遅
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
、
国
・
県
に
対
し

て
ど
し
ど
し
要
望
し
て
、
早
期
実
現

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

〔
答
〕
本
体
工
事
だ
け
で
も
三
億
三

千
万
円
か
か
る
。
当
初
は
三
年
計
画

で
あ
っ
た
か
、
国
の
色
々
の
状
況
か

ら
六
ー
七
年
の
計
画
か
予
想
さ
れ
る

か
、
各
方
面
に
陳
情
し
て
早
期
完
成

を
め
ざ
し
ま
す
。

●
梅
島
排
水
西
側
の

道
路
整
備
に
つ
い
て

こ
の
道
路
は
大
変
重
要
な
の
で
、

す
ぐ
に
防
塵
舗
装
な
ど
し
て
、
す
ぐ

に
で
も
整
備
し
て
も
ら
い
た
い
。

〔
答
〕
こ
の
道
路
は
排
水
路
工
事
が

ら
み
の
工
事
で
あ
る
た
め
に
‘
排
水

工
事
の
状
況
を
み
な
か
ら
、
考
え
て

行
き
た
い
。

●
特
殊
電
装
西
側
の

拡
巾
道
路
に
つ
い
て

現
在
、
特
殊
電
装
閥
の
西
側
の
道

路
拡
巾
の
進
捗
状
態
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。（

次
ペ
ー
ジ
下
段
へ
つ
づ
く
）
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5 億

4 億

3 億

2 億

1 億

五
億
四
八
八
二
万
円
（
二
八
・
六
％
）

四
億
六
七
九
八
万
円
（
二
四
・
三
％
）

昭和55年度決算
（一般会計）

入
出

歳
歳

―
―
•
八
％
）

二
億
二
七
四
0
万
円

地
方
交
付
税

村 村

税 債

19億2219万円
17億8396万円
残額 1 億3823万円

歳入
·.•..•• •・．．．．．・．．．．·.・．．．

国
庫
支
出
金

繰
入
金

隈
支
出
金

昭
和
五
十
五
年
度
の
村
の
家
計
簿
と

い
え
る
べ
き
決
算
が
、
九
月
の
定
例
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
村
民
の
み

な
さ
ん
に
、
一
般
会
計
及
び
各
種
特
別

会
計
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
の
か
、
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
、
み
な
さ
ま
の
こ
理
解
を
得
た
い

と
思
い
ま
す
。

繰
越
金

（
九·
O
％
)

一
億
七
孟0
万
円

そ
の
他

I 一般会計各項目決算額 ◎総額▲割合＊村民一人当たり I 

I 議 会 費 l
◎ 4,550万円
• 2.5% 
* 4,600 円

公
か
象
.

.

 
務 費 l

◎ 20,451 万円
• 11.5% 
* 20,676円

［民 生 費 l
◎ 16,541 万円
• 9.3% 
* 16,723 円

［衛 生 費 l
◎ 5,133万円
• 2.9% 
* 5,189 円

1 農林水産業費 I
◎ 22.158万円
▲・ 12.4%

* 22,402円
定刺会や臨時会を29回開涯 主な支出先は広報紙の発行 ►金婚者顕彰や老人福祉大会 ►各家庭力ら排出されるコミ ► 農用地の有効利用を図るだ
しましだ。主な支出は議員のや行事予定カレンターの作成を行う►村戦没者追悼式を実を 569 トン処理しだ►各種検め、農用地利用増進事業に積
報酬、調言、研修、それに議 ►屋外放送 1 カ斯増設►庁内施►老人福祉大会を開佳 776 診を実施して異常者の早期発極的に取り組む► 震追整個
会だより 3 ⑰発行しだ詈用ての床タイ）詞長替え► 明和村総名参刀〇► 老人などに対して訪見に努めだ ► 狂犬病対策など 1673m行う ►排水路整備を10
芍。 合計画書作成► カーフミラー問しだり敬老年金を賭る►老として野犬の捕獲► し尿処理 ヵ所6682m行う ► 水路改良事

や警戒標識を48カ新設置►村人•田子・身体障害者などのを1983屈処理可る 業を21 本3400m行う ► 農業用
誌編さん事業に取り組む►交福祉スボーツ大会を実施 — 霊胄誓：贔誓羞；t:言畏｀‘
追安全のだめの巡回広報や交 道整備を2443m行う ► きめ細
逹教室を17噂実施► 知事・衆 力い指導を行うだめの震政広
参議異選挙 ・ 報指導車を購入

直王ー］
◎ 1,299万円
• 0.7% 
* 1,313 円

1 土木費 I
◎ 33,168万円
• 18.6% 
* 33,533 円

古ヽVJ
'

.

.

 
防 費 l

◎ 7,486万円
• 4.2% 
* 7,568円

［教 育 費 l
◎ 55,459万円
• 31.1% 
* 56,070 円

► 本村の商業・工業の振興を ►遵路維持詈理のだめ敷砂利 ► 消防団員の志気高揚及び火 ► 教育の充実をは力るだめ西
図るだめに商工会へ 330 万円 3235トン► 舗装新設工事10カ災防ぎょのだめの第 1 ⑰明和小学校を増築可る►中学校の
助成可る►各種制度資金融資研2735m ► 追路改良工事12カ支団ボンフ操法大会を実施しフール内面溢装を行う ►栗l」 1
の利用者は 4件で融資額は、 所4304m ► ｛則溝整備工事60m だ ► ）肖防ボンフ車 1 台購入► 防球ネット設置・栗幼稚園の
2600万円で可。 ►村営住宅 2階建てを 3戸建第 3分団第 2班の詰所新築► 南則溝敷設►中学校テニスニ

設►渡船を運営しだ（バイワ防火水槽 5基新設► 防犯灯19 ートのフェンスを張り替えだ
1750台、自転車3840台、徒歩基新設しだ► 婦人消防隊の制 ►中央幼稚園を稔転改築しだ
4809人） ► 舗装補修工事 7 ヵ服220着作る。
所4265m行う。

. 公 債 費 l
◎ 8,624万円
• 4.8% 
* 8,719 円
村ガ事業を芍るだめに国な
ど力ら惜りだ資金を返斉 (20
事業）しだ贄用て弓。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

〔
答
〕
ま
だ
、
拡
巾
の
同
意
か
得
ら

れ
な
い
地
権
者
が
数
名
い
る
の
で
、

今
後
‘
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

役
員
の
方
々
の
協
力
を
願
っ
て
、
早

期
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

●
今
後
の
住
宅

施
策
に
つ
い
て

中
部
・
西
部
地
区
に
お
い
て
は
人

口
か
増
加
し
て
お
り
、
東
部
に
お
い

て
は
微
増
で
す
。
学
校
の
生
徒
の
バ

ラ
ン
ス
等
を
考
え
て
、
東
部
地
区
に

村
営
住
宅
及
び
県
営
住
宅
導
入
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

〔
答
〕
現
在
東
部
地
区
は
、
都
市
計

画
法
に
よ
る
市
街
化
調
整
区
域
の
た

め
困
難
か
予
想
さ
れ
る
。

●
農
業
排
水
路
の

整
備
に
つ
い
て

農
業
用
排
水
路
の
不
良
が
め
だ
ち

用
を
足
さ
な
い
所
も
あ
り
、
転
作
も

で
き
な
い
。
機
械
掘
り
な
ど
行
っ
て

は
ど
う
か
。

〔
答
〕
村
と
し
て
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
各
地
区
に
維
持
管
理

費
を
交
付
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ

う
な
場
所
に
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
あ

り
か
た
い
。

●
利
根
加
用
水
路
の
破
損

箇
所
の
復
旧
に
つ
い
て

利
根
加
用
水
路
に
破
損
箇
所
が
あ

り
、
人
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
危
険

な
状
態
で
あ
る
の
で
早
急
に
修
理
を
。

〔
答
〕
こ
の
所
は
こ
の
前
の
台
風
十

五
号
の
と
き
に
四
十
九

m
に
わ
た
り

く
ず
れ
た
も
の
で
、
現
在
災
害
復
旧

の
報
告
を
行
っ
た
の
で
、
現
在
国
の

報
告
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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土地

村
' 建物

有
』

車両

財
I 

証券及び
出資金

産
基金

”] 
IO I,224m' 

前年度 95,095m' 

(^｢  

パ“吻、“¢ペ久

前年度

21,339 m' 

19, 187m' 前年度

19台

19 台

ロコ
4 、 055千円

前年度 3,995千円

的ふ
現金388,780千円

土地 1,819m' 

前年度現金388, 194千円
土地 7 、 312m'

負担 し た額（村税） と サ ビ ス された額

19万9,057 円 75万8,810 円
4 万7,315円 18万362 円

※歳出合計 17億8,396万円を
100％にするとその内訳は

①事業費に 46.8％で 8 億3,492万円

②人件費に 22.8％で 4 億609万円

③贔助馨等~ 14.0％で 2 億4,987万円
④物件費に 8. I ％で 1 億4,485万円

⑤公債費に 4.8％で 8,614万円

⑥その他、積立金・維持補修費等です。

~ 

~ 総 額 村民一人が負担した額 一世滞が負担した額

村 民 税 218,770,980 円 22,118 円 93,054 円
村
固定資産税 169,255,560 17, 112 71,993 

税
軽自動車税 8,137,920 823 3,461 

の
村たばこ消費税 28,295,790 2,861 12,036 

内
電 気 税 36, I 07, 205 3 1 65II 15,358 

訳
特別土地保有税 7,417,900 750 3,155 

＿
国
民
健
康
保
険
会
計
＿

＿
入
当
だ
り
の
医
療
費

六
万
八
己
―
―
＿
十
＿
円

昭
和
五
十
五
年
度
の
国
民
健
康
保

険
会
計
の
決
算
は
三
億
三
千
六
十
四

万
円
で
、
総
支
出
は
二
億
九
千
七
百

三
十
五
万
円
で
差
引
き
三
千
三
百
二

十
九
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
そ
の
う
ち
五
百
万
円
を

基
金
に
繰
入
し
国
保
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
し
た
。

収
入
の
主
な
も
の
は
、
み
な
さ
ん

か
ら
の
保
険
税
の
一
億
二
千
百
三
十

五
万
円
で
、
全
体
の
三
六
・
七
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
か
ら
の

補
助
一
億
七
千
七
百
四
十
七
万
円
で

全
体
の
五
三
・
七
％
で
こ
の
合
計
か

全
体
の
収
入
の
九

0
•

四
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

支
出
に
つ
い
て
み
る
と
、
保
険
事

業
の
対
象
者
は
四
千
二
百
三
十
七
人
‘

世
帯
で
は
千
三
百
五
十
七
戸
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
病
気
な
ど
で
‘
医
者

に
か
か
っ
た
各
医
院
か
ら
の
請
求
額

は
二
億
五
千
七
百
七
十
四
万
円
で
、

一
人
当
た
り
六
万
八
百
三
十
一
円
、

一
世
帯
当
た
り
十
八
万
九
千
九
百
三

十
三
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
高
額
療
養
費
補
助
は
、
四

百
五
件
の
請
求
で
二
千
百
七
十
六
万

円
の
支
払
い
。
助
産
補
助
三
十
一
件

の
請
求
で
二
百
四
十
六
万
円
。
葬
祭

費
の
補
助
五
十
七
件
で
五
十
八
万
円

な
ど
を
支
出
し
ま
し
た
。

加

l水
道
事
業
会
計
＿

紀
水
量
五
•
四
％
戚

昭
和
五
十
五
年
度
の
水
道
会
計
の

決
算
は
収
益
的
収
支
に
お
い
て
五
千

四
百
一
万
円
（
水
道
料
金
）
の
収
入

に
対
し
て
四
千
六
百
三
十
万
円
の
支

出
（
第
三
水
源
地
の
配
水
ポ
ン
プ
の

改
良
工
事
・
第
二
水
源
地
の
ポ
ン
。
フ

取
替
・
配
水
管
の
修
理
・
人
件
費
な

ど
）
で
‘
差
引
き
利
益
が
七
百
七
十

一
万
円
あ
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
に
お
い
て
は
機
械
な

ど
の
売
却
は
な
い
の
で
収
入
は
ゼ
ロ

で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
支
出
は
六

百
四
十
三
万
円
で
し
た
。
主
な
支
出

は
新
里
、
南
大
島
、
川
俣
、
大
輪
の

四
地
区
で
四
百
八
十
二

m
の
配
水
管

布
設
、
メ
ー
タ
ー
器
の
新
規
取
付
工

事
で
す
。

な
お
、
こ
の
不
足
金
額
は
各
種
積

立
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

給
水
量
に
つ
い
て
み
る
と
、
八
十

万
二
千
三
百
十
加
で
前
年
と
比
較
す

る
と
五
•
四
％
の
減
少
で
す
。
こ
れ

は
冷
夏
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
の
農
業
共
済
会

計
の
各
作
目
別
に
つ
い
て
み
る
と
：
·

▼
農
作
物
共
済
の
加
入
戸
数
は
千
百

三
十
四
戸
で
掛
金
総
額
は
千
三
百
六

--------
本年度決算額 前年度決算額 比 較

収入 330, 640千円 330,104千円 536千円
目民健康保険

支出 297,345 294,334 3,011 

水収益的
収入 54,016 57,155 • 3,139 

道 支出 46,299 41, 248 5,051 

事 収入

゜ ゜ ゜業資本的
支出 6,427 9,447 • 3,020 

収入 62,415 59,931 2,484 
農業共済

支出 59,236 54,813 4,423 

十
四
万
円
で
、
三
割
以
上
の
被
害
農

家
に
二
千
二
百
五
十
二
万
円
支
払
い

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
共
済
金
の
支
払
い
が

多
か
っ
た
の
は
、
全
国
的
な
冷
夏
に

よ
り
、
水
・
陸
稲
の
登
熟
が
悪
く
、

加
え
て
五
十
四
年
の
麦
播
種
期
に
お

け
る
数
度
の
強
雨
に
よ
る
発
芽
障
害

に
よ
る
も
の
で
す
。

▼
家
畜
共
済
の
加
入
戸
数
は
四
十
一

戸
で
引
受
頭
数
は
二
百
十
五
頭
で
掛

金
総
額
は
百
三
十
二
万
円
で
し
た
。

損
害
に
対
す
る
支
払
い
金
額
は
三

百
五
十
八
万
円
で
、
死
亡
の
二
十
九

頭
、
病
気
の
百
四
十
六
頭
に
対
す
る

支
払
い
で
し
た
。

▼
果
樹
共
済
の
加
入
戸
数
は
五
十
四

戸
で
掛
金
総
額
は
三
十
五
万
円
で
三

割
以
上
の
被
害
農
家
に
五
十
二
万
円

支
払
い
ま
し
た
。

▼
園
芸
共
済
の
加
入
戸
数
は
九
十
二

戸
で
掛
金
総
額
は
百
三
十
七
万
円
で

病
害
虫
の
多
発
に
よ
る
被
害
な
ど
二

十
四
戸
、
三
十
四
棟
に
三
百
四
十
一

万
円
支
払
い
ま
し
た
。
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臼遍憶柑愚愚樹西
ー無事故・無違反コンワール第 5 回報告一

地域ぐるみ、村ぐるみで交通安全思想の普及徹底を図るた

め昨年 11 月より、第 2 回目の行政区別無事故無違反コンクー

ルが始められていますが、第 5 回目の中間報告は次のとおり

です。 11 月から 8 月までの 10 ヵ月の間で交通事故が61 件、違

反が46件、合計して 107 件の事故違反がありました。

それにしても意外に多いのが酒酔い運転、今回も 2 ヵ月で

4 件検挙されています。

人口 減，i\数 交通事故種別 悪質違反行為 顛 位

行政区名
死亡 重傷 栢サ 物損 酒酔い ひき 速度違反 あて 無

（持，,_\} 累計 庫故率
事故 事故 事故 事故 酒気帯び 逃げ (2珈川上） 逃げ 免許

( ）は前但l

斗合田 398 270 0 6784 1 2 2 12(15 I 

下江黒 345 0 0 1 (1) 

上江黒 530 2沃 0 4717 5 1 1 10(6) 

千津井 609 590 0 9688 1 2 4 3 2 1 16(16) 

江口 629 450 0 7154 1 2 2 3 1 14(11) 

田島 563 480 0 8526 2 1 3 1 1 15(14) 

南大島 1,273 910 0 7121 1 5 5 4 2 4 13(13) 

新里 874 270 0 3089 1 1 6 1 1 7 (7) 

中谷 641 2団 0 3588 4 1 1 1 8 (9) 

梅原 扮2 420 0 5048 I 3 3 1 11(12) 

川俣 404 20 0 0495 1 3 (3) 

頃賀 467 70 0 1499 1 2 5 (5) 

大輪 8'!1 270 0 3010 1 1 1 3 1 I 6 (8) 

入ヶ谷 125 0 0 1 (1} 

矢島 667 310 0 4648 3 2 1 9 (JO) 

大佐貫 583 50 0 0858 1 4 (4) 

計 9,842 4,590 0 4fi64 2 4 14 41 20 12 2 12 

「
青
い
目
を
し
た
お
人
形
は
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
セ
ル
ロ
イ
ド
・

．
」

明
和
村
に
も
あ
っ
だ

青
い
目
の
人
形

ー
中
学
校
家
庭
科
室
に
保
存
—
ー

と
唱
歌
て
親
し
ま
れ
て
い
る
人
形
か

中
学
校
の
家
庭
科
至
か
ら
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
一
部
の
人
は
冗
の
梅
島
小

学
校
に
あ
る
わ
け
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
か
、
こ
の
た
び
正
式
に
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
形
は
昭
和
二
年
ア
メ
リ
カ

か
ら
日
本
と
親
善
を
は
か
る
た
め
‘

人
形
使
節
と
し
て
全
国
の
幼
稚
園
や

小
学
校
に
一
万
二
千
七
百
三
十
九
体

贈
ら
れ
ま
し
た
。
（
群
馬
県
で
は
九

十
体
）

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
か

激
し
く
な
る
と
国
の
命
令
で
は
と
ん

ど
の
学
校
で
焼
か
れ
、
現
在
県
内
で

確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
十
七
体
で
し

た
が
、
こ
れ
で
十
八
体
。

昭
和
二
年
の
学
校
沿
革
史
を
ひ
も

と
い
て
み
た
ら
「
七
月
五
日
県
庁
二

出
向
キ
人
形
ヲ
受
領
ス
」
と
記
載
さ

れ
‘
受
け
取
っ
て
い
る
事
を
確
認
。

桐
の
粕
に
納
め
ら
れ
た
約
四
十
e
m

の
人
形
は
‘
赤
い
ベ
レ
ー
帽
‘
白
い

マ
ン
ト
、
青
い
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た

か
わ
い
い
出
で
立
ち
。
寝
か
せ
る
と

ま
ぶ
た
を
閉
し
る
な
ど
精
巧
に
出
来

て
い
ま
す
。
人
形
の
ボ
デ
ー
の
後
ろ

に
は

‘
G
E
N
u
I
N
E
M
A
D

A
M
E
H
E
N
D
R
E
N
D
o
 

L
L
2
1
6

の
文
字
が
印
刷
さ

れ
、
当
時
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
参
し
て

各
人
形
に
名
前
か
つ
い
て
い
た
と
い

う
か
、
パ
ス
ポ
ー
ト
か
不
明
な
た
め

名
前
は
わ
か
ら
ず
、
当
時
の
梅
島
村

固
民
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
早
川
水

門
さ
ん
に
聞
い
て
も
「
名
前
か
つ
い

て
い
た
の
は
た
し
か
だ
が
ど
う
し
て

も
思
い
出
せ
な
い
」
ま
た
「
各
地
の

学
校
で
は
焼
却
し
た
よ
う
た
か
、
私

は
何
の
罪
も
な
い
人
形
を
破
壊
し
た

り
焼
却
で
き
す
、
赤
十
字
精
神
に
従

っ
て
保
存
し
た
」
と
当
時
の
事
を
話

関口儀二さん

身
体
障
害
者
の
自
立

更
生
者
と
し
て
表
彰

大
佐
貫
の
鯉
沼
利
三
郎
さ
ん
は
、

身
体
障
害
者
福
祉
功
労
者
と
し
て
県

知
事
よ
り
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

鯉
沼
さ
ん
は
昭
和
四
十
二
年
に
傷

い
軍
人
会
長
と
な
っ
て
か
ら
は
、
傷

い
軍
人
は
も
ち
ろ
ん
の
事
‘
身
体
障

害
者
の
更
生
援
護
に
尽
力
さ
れ
、
相

談
会
を
開
い
た
り
、
巡
回
訪
問
を
積

極
的
に
行
い
、
一
人
で
も
多
く
の
人

か
杜
会
復
帰
で
き
る
よ
う
日
夜
努
力

し
て
い
る
事
か
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

江
口
の
関
口
儀
二
さ
ん
は
、
こ
の

程
、
身
体
障
害
者
自
立
更
生
者
と
し

て
県
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

関
口
さ
ん
は
昭
和
二
十
八
年
に
左

足
を
失
う
と
い
う
不
幸
に
も
め
げ
ず 鯉沼利三郎さん

身
体
障
害
者
福
祉
功

労
者
と
し
て
感
謝
状

し
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
人
形
の
名
前
を
記
憶

し
て
い
る
人
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
広

報
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

持
前
の
不
屈
の
精
神
か
ら
電
気
製
品

の
部
品
加
工
技
術
を
お
ぱ
え
、
昭
和

四
十
年
に
独
立
し
、
現
在
自
宅
で
油

に
ま
み
れ
な
か
ら
機
械
を
動
か
し
て

い
ま
す
。

大
変
苦
し
く
て
‘
困
っ
た
事
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
か
、
今
で
は
仕
事
も

楽
し
く
、
子
供
達
も
一
人
前
に
成
長

し
た
の
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
身
障
者
更
生
会
の
副
会
長

と
し
て
‘
障
害
者
の
自
立
更
生
の
た

め
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
功
労
か
認
め
ら

れ
今
回
の
表
彰
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
今

年
も
行
わ
れ
、
各
学
校
の
校
内
審
査

を
パ
ス
し
た
ポ
ス
タ
ー
八
十
八
点
か

寄
せ
ら
れ
九
月
十
七
日
、
村
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
次
の
十
八
人
の
作
品

か
県
審
査
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
提
出
さ
れ
る
ポ
ス
タ
ー

は
県
審
査
に
お
い
て
は
毎
年
、
上
位

入
賞
を
果
た
す
の
は
常
で
、
昨
年
は

酒
井
宏
く
ん
が
全
国
一
位
と
な
り
‘

今
年
も
多
数
の
方
の
入
選
か
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
一
年
奈
良
原
絵
実
高
沢
明
浩

▼
二
年
八
田
深
雪
佐
藤
優

▼
三
年
柿
沼
友
紀
田
口
昌
明

江
森
孔
明

▼
四
年
田
部
井
隆
行
江
森
陽
子

▼
五
年
奈
良
原
由
香
鈴
木
か
お
り

▼
六
年
酒
井
美
子
渡
辺
美
佐
子

▼
中
学
二
年
酒
井
宏
・
奈
良
正
明

田
中
文
子
・
始
沢
恭
美
・
松
本
洋

子 1
8点
が
県
審
査
へ

ー
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
ー
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上岡高次さん
（南大島）

ゲ
ン
豆
；
｀
泊
姦
竺

み
な
ど
、

す
。被

害
件
数
は
八
百
八
十
件
で
す
か

コ
ソ
泥
に
よ
る
被
害
額
で

あ
き
巣
ね
ら
い
の
防
止
は

心
の
戸
締
り
か
ら

秋
の
全
国
防
犯
運
動

1
0月
1

日
ー

2
0日
ま
で

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

｛
秋
の
全
国
防
犯
運
動
が
、
十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
一

~
日
間
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

｛
こ
の
運
動
は
、
年
間
を
通
じ
て
、
最
も
あ
き
巣
な
ど
の
窃
盗
が
｛

一
発
生
す
る
時
期
に
も
う
一
度
、
我
が
家
の
防
犯
に
つ
い
て
認
識
を
｛

i
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

~
こ
の
時
期
は
行
楽
や
野
良
仕
事
な
ど
で
、
家
を
留
守
に
す
る
こ
~

~
と
が
多
く
、
あ
き
巣
の
絶
好
の
時
期
で
す
。

｛
ち
ょ
．
つ
と
の
外
出
で
も
、
し
っ
か
り
と
”
カ
ギ
”
を
か
け
、
隣
＿

｝
り
近
所
に
「
お
ね
が
い
し
ま
す
」
と
一
声
か
け
て
か
ら
出
か
け
ま
―

＿
し
ょ
う
。

ｷ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9
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9
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9
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9

9

9

9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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被
害
額
四
千
上
百
二
万
六
千
円
ー

こ
れ
は
昨
年
一
年
間
の
館
林
腎

察
署
で
扱
（
た
、
あ
き
巣
や
忍
び
こ

私
か
住
ん
で
い
る
地
区
は
‘
わ

ず
か
二
十
五
戸
の
小
さ
な
部
落
で

す
か
、
十
年
間
に
ガ
ン
で
尊
い
生

命
を
な
く
さ
れ
た
方
か
四
人
も
お

り
ま
す
。

人
生
こ
れ
か
ら
と
言
う
大
切
な

時
、
一
家
の
大
黒
柱
で
あ
リ
戦
前

戦
後
を
通
じ
日
本
の
貪
し
き
時
代

を
背
負
っ
て
ひ
た
む
き
に
生
き
抜

い
た
尊
敬
す
べ
き
立
派
な
方
々
で

こ
。

し
tし

か
し
、
こ
の
方
々
を
助
け
る
方

法
か
あ
る
と
す
れ
ば
一
に
も
二
に
も

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
一
言
に
尽

き
る
と
思
い
ま
す
。

ら
‘
管
内
の
約
三
十
軒
に
一
軒
は
被

害
に
あ
っ
て
い
る
勘
定
に
な
り
ま
す
。

明
和
村
だ
け
を
見
る
と
五
十
四
件

で
す
の
で
、
約
四
十
二
軒
に
一
軒
の

割
リ
合
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
ド
ロ
ボ
ウ
の
ね
ら
い
は
‘

市
街
地
よ
り
も
田
舎
を
、
そ
し
て
‘

鉄
道
や
国
・
県
道
の
通
っ
て
い
る
所
。

さ
ら
に
県
境
と
い
っ
た
所
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
ら
を
考
え
た
場
合
、
こ
れ

に
ま
っ
た
く
合
致
す
る
の
か
本
村
。

そ
ん
な
理
由
で
本
村
は
被
害
に
遭

う
家
庭
や
会
社
か
急
激
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
田
舎
の
家
は
大
き
い
か
ら

ど
こ
か
一
ヵ
所
カ
キ
を
か
け
忘
れ
て

ガ
ン
‘
肺
ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン
）
等

に
よ
り
多
く
の
方
か
進
ん
で
受
け

る
こ
と
か
‘
や
か
て
は
ガ
ン
制
圧

へ
の
近
道
な
の
で
す
。

万
一
手
遅
れ
と
な
っ
た
ら
、
本

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
南
大
島
の
上
岡
高
次
さ
ん
で
す
）

ガ
ン
で
は
、
ど
う
せ
助
か
ら
な
い
人
は
も
と
よ
り
一
家
の
悲
惨
を
思

と
言
っ
て
、
あ
き
ら
め
の
時
代
は
過
う
時
‘
忙
し
い
と
か
、
私
は
大
丈

ぎ
、
今
は
ガ
ン
を
克
服
す
る
時
代
と
夫
と
は
言
わ
れ
な
い
は
ず
。
一
人

な
っ
た
の
で
す
。
で
も
多
く
の
方
か
受
診
さ
れ
、
安

こ
れ
は
村
で
行
う
集
団
検
診
（
胃
心
し
た
日
々
を
送
っ
て
下
さ
い
。

｀
万
被
言
に
あ
っ
だ
―
』

〇
侵
入
場
所

い
た
リ
‘
忍
び
こ
ん
で
も
、
広
い
か

ら
わ
か
ら
な
い
と
い
う
事
も
あ
る
よ

う
で
す
。

発
生
時
間
を
み
る
と
‘
昼
も
夜
も

二
時
か
ら
四
時
ま
で
か
多
く
‘
昼
の

二
時
か
ら
四
時
と
い
う
の
は
主
婦
か

買
い
物
や
用
事
で
家
を
留
守
に
す
る

時
間
で
、
全
体
の
一
8
-
•四
％
。
夜
中
の

ー
一
時
か
ら
四
時
は
熟
呻
中
の
と
こ
ろ

で
全
体
の
几
・
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
う
す
る
に
昼
一
と
夜
の
ー
一
時
か
ら

四
時
が
約
四
分
一
を
占
め
て
い
ま
す
。

侵
入
場
所
を
み
る
と
‘
四
一
％
か
、

カ
キ
の
か
け
忘
れ
な
ど
の
戸
締
リ
の

無
い
箇
所
か
ら
侵
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ド
ロ
ボ
ウ
は
カ
ギ
の

か
け
忘
れ
た
と
こ
ろ
を
ね
ら
い
侵
入

し
ま
す
。
カ
キ
を
か
け
忘
れ
て
い
る

よ
う
で
は
「
ド
ロ
ボ
ウ
さ
ん
‘
ど
う

ぞ
我
か
家
へ
入
っ
て
下
さ
い
。
」
と
い

っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
ネ
。

出
か
け
る
時
や
‘
就
寝
す
る
と
き

は
、
も
う
一
度
戸
締
リ
を
し
た
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ロ
ボ
ウ
の
被
害
に
あ
う
と
、
土

足
で
あ
か
っ
た
リ
、
あ
た
り
か
ま
わ

ず
ち
ら
か
し
た
り
す
る
の
で
、
二
〇

番
し
て
も
、
腎
察
が
来
る
前
に
‘
き

れ
い
に
掃
除
を
す
る
人
が
い
る
か
、

犯
行
現
場
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
く
だ

さ
い
。
た
く
さ
ん
の
手
か
か
り
が
残

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

＊
侵
入
発
生
時
間

【
事
例

ド
ロ
ボ
ウ
は
、
光
・
音
・
人
の
目
・

二
個
以
上
の
カ
キ
に
と
て
も
弱
い
の

で
す
。
主
錠
だ
け
て
は
簡
単
に
こ
わ

さ
れ
艮
入
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
戸

締
リ
は
玄
関
に
か
ぎ
ら
す
丈
夫
な
力

ギ
で
二
重
に
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ロ
ボ
ウ
は
二
つ
目
の
カ
ギ
を
あ
け

る
と
き
は
ど
う
し
て
も
不
自
然
な
姿

勢
と
な
．
っ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
れ
ま

た
と
て
も
き
ら
い
ま
す
。

·:_>

▼
発
生
場
所
梅
原

▼
餃
入
場
所
・
北
側
窓
ガ
ラ
ス
の

カ
ギ
付
近
の
ガ
ラ
ス
を
三
角
に
割
っ

て
カ
ギ
を
あ
け
て
侵
入

▼
被
害
状
況
：
·
·
：
二
階
建
て
の
家
で
、

一
階
北
側
の
タ
ン
ス
の
中
か
ら
現
金

三
万
円
と
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
を
盗
ま
れ

る
。
ハ
ン
ト
バ
ッ
ク
は
近
く
に
捨
て

ら
れ
て
あ
っ
た
。
タ
ン
ス
の
中
を
物

色
し
た
か
、
元
通
り
復
元
し
た
の
で

家
族
の
方
か
、
被
害
の
発
見
に
大
変

遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
事
例
…·
:
2

】

▼
発
生
場
所
：
田
島

▼
侵
入
場
所
：
北
側
勝
手
口
の
カ

ギ
を
か
け
忘
れ
た
所
か
ら
侵
入

▼
被
害
状
況
：
・
・
・
・
ニ
階
建
て
の
家
で

家
族
は
二
階
で
就
寝
中
、
一
階
に
置

い
と
い
た
現
金
五
万
八
千
円
と
預
金

通
帳
入
り
の
セ
カ
ン
ド
バ
ッ
ク
を
盗

ま
れ
る
。

明
和
村
で
起
こ
っ
た

最
近
の
事
例

全
に
ロ
ボ
つ
の
蕊
い
毛
の
【
事
例
：
：••
3

】

▼
発
生
場
所
：
·
：
•
江
口

▼
侵
入
場
所
：

.... 

勝
手
の
窓
を
締
め

忘
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
侵
入

▼
被
害
状
況
：
…
•
北
側
六
畳
間
の
タ

ン
ス
の
引
き
だ
し
か
ら
現
金
二
万
五

干
円
入
り
の
財
布
を
盗
ま
れ
る
。

【
事
例
：
：••
4

】

▼
発
生
場
所
・
・
・
千
津
井

▼
被
害
状
況
：
·
：
·
家
族
が
母
屋
で
就

寝
中
、
別
棟
の
納
屋
に
し
ま
っ
て
お

い
た
玄
米
十
二
袋
（
三
十
k
g
詰
）
を

盗
ま
れ
る
。

▼
同
様
な
事
件
と
し
て
上
江
黒
で
も

納
屋
に
あ
っ
た
米
八
袋
を
盗
ま
れ
て

し
ま
う
。

【
事
例
：·
·
:
5

】

▼
発
生
場
所
・
・
・
大
輪

▼
侵
入
場
所
：
・
・
・
・
全
部
の
窓
、
ド
ア

ー
に
カ
ギ
を
か
け
て
な
い
の
で
侵
入

場
所
は
不
明
。

▼
被
害
状
況
…
•
•
•
ロ
ッ
カ
ー
の
中
の

手
さ
げ
カ
バ
ン
内
に
あ
っ
た
四
十
万

円
を
盗
ま
れ
る
。
普
段
は
現
金
は
置

い
て
な
い
か
、
こ
の
日
は
翌
日
、
車

の
代
金
を
支
払
う
た
め
に
お
金
を
置

い
て
い
た
。

※
こ
の
よ
う
に
、
侵
入
ド
ロ
の
事
例

を
あ
げ
て
み
ま
し
た
か
、
こ
の
他
に
‘

店
舗
の
軒
下
に
設
置
し
て
置
い
た
玩

具
の
自
動
販
売
機
か
そ
っ
く
り
持
ち

去
ら
れ
た
り
‘
工
場
や
事
務
所
も
ね

ら
わ
れ
ま
し
た
。

跨
察
官
の
話
し
で
は
、
明
和
村
は

特
に
東
部
地
区
に
被
害
が
集
中
（
昨

年
の
三
倍
）
し
て
い
る
の
で
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
を
お
願
い
し
た
い
と
の
事
。
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「
た
の
し
い
親
と
子
の
つ
ど
い
」

は
「
親
（
特
に
父
親
）
と
子
ど
も
と

豆
汀
ま
」
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
論
文
が

準
提
言
賞
を
受
け
る

あ
す
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
そ
の
問
題
点
を
さ

ぐ
り
、
具
体
的
に
提
言
す
る
「
第
七
回
毎
日
郷
土
提
言
賞
」
に
“
グ
ル
ー

。
フ
た
け
う
ま
“
1
1
代
表
田
口
忠
幸
さ
ん
（
須
賀
）
が
各
県
代
表
の
論
文
三

百
七
十
九
編
の
う
ち
か
ら
見
事
準
提
言
賞
に
入
賞
し
、
八
月
二
十
九
日
毎

日
新
聞
社
東
京
本
社
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
た
け
う
ま

の
メ
ン
バ
ー
は
吉
永
正
一
（
千
代
田
村
）
千
葉
優
（
館
林
市
）
安
原
八
平

さ
ん
（
須
賀
）
の
四
人
。
I

こ
の
四
人
は
西
小
学
校
の

P
T
A

活
動
で
知

り
合
っ
た
仲
間
達
か
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
、
こ
の
提
言
論
文
は
、
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
に
及
び
、
締
切
り
十
日
前
に
四
人
で
応
募
を
決
意

し
、
撤
夜
で
ね
じ
リ
ハ
チ
マ
キ
姿
て
書
き
上
げ
た
そ
う
で
す
。
準
提
言
賞

「
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
を
取
り
戻
そ
う
ー
親
子
・
教
帥
か
一
体
と
な
っ

て
ー
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
論
文
の
要
旨
は
次
の
よ
う
で
す
。

グループたけう T了マしア＝り ＜ふ
づの

• -9 二 • っ— - 1) オし

さ分自文化囲 示強のかちめじ庭 でれで取の合
やの分化出にいしいふ失でためでそ参わ呼り味い
‘住自’'版あまて接れわ聞と手親の加れび戻 L L 

そん身が物ふ‘し、点合れかしヽづ子後しおかそな—
のでは‘’'れ子るとし、つれうくでもたやけうど心
成いもとやてど゜なをつ‘話り一そ゜じた‘をの
りるとも”いも つ取あこもの日れ 族もと親こ
立土よす俗るた たりつの‘仕大ぞ もののとも
ち地りる悪”ち こ戻たつあ事工れ 大でね子つ
やの‘と映雑の とし親どちををの 賛‘らとた
汗よ自‘像文周 を‘子いこ始は家 成わいで手

と
涙
に
ま
み
れ
て
苦
闘
し
た
人
の
業

績
な
ど
も
押
し
流
し
て
し
ま
い
つ
つ

あ
る
。子

ど
も
た
ち
を
守
リ
‘
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
心
を
育
て
る
た
め
に
「
創

作
ふ
る
さ
と
劇
」
か
ス
タ
ー
ト
し
、
第

一
作
「
土
よ
‘
よ
み
が
え
れ
」
（
出

演
・
教
職
員
全
員
）
▽
第
二
作
「
奈

良
石
む
か
し
か
た
り
」
（
出
演
・
教

職
員
全
員
と
P
T
A

本
部
役
員
）
▽

第
三
作
「
土
に
生
き
る
人
々
、
そ
の

汗
と
涙
」
（
出
演
•
P
T
A

役
員
）
と
‘

そ
の
出
演
メ
ン
バ
ー
か
推
移
し
、
第

四
作
で
教
職
員

•
P
T
A

役
員
・
子

ど
も
た
ち
と
文
字
通
り
三
者
一
体
の

出
演
に
よ
っ
て
引
き
継
か
れ
た
。

青
少
年
の
非
行
か
と
り
ざ
た
さ
れ
、

家
庭
内
暴
力
‘
校
内
暴
力
が
国
会
で

論
議
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
抜
本
的
施

策
や
特
効
薬
的
な
も
の
は
見
出
せ
な

い
の
か
現
状
で
あ
る
。
私
た
ち
が
提

言
し
た
い
の
は
、
い
ま
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
親
子
の
ふ
れ
合
い
を
某
盤
に
す

え
て
ス
タ
ー
ト
し
、
地
域
ぐ
る
み
、

学
校
ぐ
る
み
で
、
ま
ず
自
分
の
足
も

と
‘
根
も
と
で
あ
る
郷
土
の
こ
と
を

知
る
仕
事
や
、
心
の
ふ
れ
合
い
と
つ

な
か
り
を
強
め
る
活
動
を
み
ん
な
で

汗
を
流
し
な
か
ら
、
ま
す
進
め
る
こ

と
か
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
か
子
ど
も
の
こ
ろ
、
ガ

キ
大
将
を
中
心
と
し
た
学
校
や
家
庭

か
ら
離
れ
た
異
年
齢
集
団
か
存
在
し

て
い
た
。
ま
た
近
所
の
人
た
ち
も
久

し
ぶ
り
の
ご
馳
走
を
つ
く
る
と
き
‘

手
紙
コ
ン
ワ
ー
ル
で

一
＿
十
名
入
賞

田
日
貞
雄
さ
ん

逝
去
さ
れ
る

3 位決定戦

i
□

い
[

向
こ
う
『
一
軒
両
隣
に
お
す
そ
分
け
す

る
分
ま
で
余
計
に
つ
く
っ
て
交
換
し

合
っ
た
。
そ
の
地
域
連
帯
か
、
子
ど

も
た
ち
か
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
と

き
‘
理
屈
や
お
世
辞
抜
き
で
励
ま
し

合
っ
た
り
、
温
か
く
見
守
っ
た
り
‘

注
意
し
合
っ
た
り
し
て
育
て
合
い
‘

守
り
合
う
運
動
の
基
盤
だ
っ
た
の
だ
。

い
ま
こ
そ
、
地
域
、
学
校
ぐ
る
み
で
、

郷
土
・
国
土
に
根
ざ
し
た
活
動
を
盛

ん
に
し
、
新
し
い
連
帯
を
つ
く
り
出

す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

（
毎
日
新
聞
よ
り
抜
粋
）

管
内
郵
便
局
で
は
毎
年
、
夏
休
み

に
行
わ
れ
る
小
学
六
年
生
の
臨
海
学

校
先
か
ら
、
父
母
に
手
紙
を
書
い
て

も
ら
う
第
一
回
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
月
二
十
三
日
の
「
ふ

み
の
日
」
を
知
っ
て
も
ら
う
事
と
、

手
紙
文
化
、
文
字
文
化
の
気
運
を
盛

リ
上
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

内
容
・
文
字
な
ど
し
っ
か
り
書
か
れ

て
あ
っ
た
次
の
二
十
名
の
方
か
入
賞

し
ま
し
た
。

▼
西
小
六
年

田
口
義
行
宮
寺
香
奈
子
斉
藤

文
子
幅
田
敬
子
田
口
純
子

秋
野
恵
美
子
柿
沼
文
子
坂
上

理
枝
渡
辺
妙
子
小
半
幸
恵

▼
東
小
六
年
｀

天
海
慶
子
連
見
雄
一
都
丸
法

子
木
村
弘
砂
賀
政
美
多
田

克
己
新
井
宏
美
坂
上
雅
代

酒
井
芙
子
照
内
健
司

区
長
会
長

村
の
区
長
会
長
で
あ
っ
た
大
輪

の
田
口
貞
雄
さ
ん
が
九
月
十
六
日

午
後
五
時
三
十
七
分
、
脳
出
血
の

た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
一

歳
で
し
た
。

田
口
さ
ん
は
昭
和
四
十
六
年
か

ら
大
輪
の
衛
生
部
長
、
五
十
二
年

か
ら
は
明
和
村
衛
生
協
力
会
会
長
、

五
十
四
年
か
ら
は
明
和
村
区
長
会

長
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
他
に
も

子
供
会
育
成
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
役
職
は
数
知
れ
ず
。

い
つ
も
親
し
み
深
い
温
和
な
顔

で
誰
れ
か
れ
の
へ
だ
た
り
も
な
く

接
し
、
区
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、
村
行
政
に
も
力
強
い
協
力
者

で
あ
り
‘
よ
き
理
解
者
で
も
あ
り

ま
し
た
。

い
つ
も
愛
用
の
自
転
車
で
村
中

を
巡
っ
て
い
る
姿
か
目
に
焼
き
付

い
て
い
ま
す
ね
。

本
当
に
田
口
さ
ん
長
い
間
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

こ
こ
に
村
民
の
皆
さ
ん
と
田
口

さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

女子の部
斗合田

上
江
黒

千
津
井

ェ
ロ
.
.
 9
 
中
谷

下
江
黒

斗
合
田

矢
島
新
里

老
人
ク
ラ
ブ
対
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ゲ
ー
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ボ
ー
ル
大
会

男子の部
南大島下

16 22 

矢
島
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梅
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南
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江
黒
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島
大
輪
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井
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里
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ヽ
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大
佐
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南
大
島
下

上
江
黒
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作級生と大いに語る．グ
一I

原
ロ

農
業
に
つ
い
て
、
最
近
は

農
業
の
諸
問
題
に
つ
い
て

一

' 

「―ー〔質問者〕ー______------------------― 7
I 玉井みち子（矢島） 立岡恵子（千津井） I 
I I 

: 原口千代子（大輪） 松本昭子（中谷） : 

I 村田藤江（大輪） 大泉房子（梅原） l 
I 
I 野本芳子（千津井） 久保庭かづ子（新里） | 
I 
I 吉田フミ（梅原） 新井幹子（新里） : 
| | 

I 関根 トシ子（須賀） ―出席者37名（敬称略）― | 

し-------------------------------------」

ヽ

＝■ 
次 ぞ緊で学 け語習公しな
の質み張罰；級初まりと民てこ-,
と問まをを生めし大し館九と私
お及しほ、もてたいてで月がは
りびたぐ］＿緊のつに‘婦二聞村
で答゜しご張試 質村人十き長
し弁 てっしみ 問長学九たさ
たの 本急てな をと級日いん
゜要 番しいの な大の ‘L に
旨 にてたで げいー中とこ
は の、の‘ かに学央題ん

運
動
場
の
計
画
に
つ
い
て

王
井
最
近
、
明
和
村
は
館
林
市

と
合
併
す
る
の
で
は
と
聞
い
て
お
り

ま
す
か
ど
う
な
の
で
す
か
。

村
長
合
併
す
る
‘
し
な
い
は
最
終

的
に
村
民
の
意
志
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
か
、
館
林
市
及
び
明
和
の
議
員

に
よ
っ
て
調
査
研
究
会
を
つ
く
り
行

政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
を
し
大

体
終
了
し
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
近

い
う
ち
に
次
の
段
階
に
入
る
と
思
い

ま
す
。
千
代
田
村
か
町
昇
格
と
い
う

こ
と
で
、
目
下
強
力
に
陳
情
運
動
を

行
っ
て
お
リ
ま
す
。
色
々
な
デ
メ
リ

ッ
ト
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
に
し
て
も
‘

全
国
の
市
町
村
も
昇
格
に
つ
い
て
は

関
心
が
高
い
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は

行
政
の
効
果
的
な
執
行
、
村
民
か
ら

市
民
と
い
う
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

館
林
市
と
の
合
併
は

減
反
政
策
に
よ
り
大
変
困
っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
業
後
継
者
に
つ
い
て
は
、

村
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
考
え
な
の

で
す
か
。

村
長
需
要
と
供
給
の
関
係
て
現

在
米
か
余
っ
て
い
る
。
水
田
利
用
再

蝙
対
策
事
業
と
し
て
、
年
々
転
作
か

強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
古
米

古
々
米
に
つ
い
て
一
卜
』
二
十
万
円
も

か
け
て
処
理
を
し
た
り
、
国
内
価
格

の
％
位
の
値
段
で
外
国
に
売
っ
て
、

在
庫
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
家
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

後
継
者
の
問
題
で
す
か
、
こ
れ
は

な
ん
と
い
っ
て
も
農
家
に
嫁
さ
ん
か

来
な
い
と
い
う
事
で
、
村
で
も
結
婚

相
談
員
な
ど
を
委
嘱
し
て
、
あ
の
手

こ
の
手
を
打
っ
て
い
ま
す
か
、
現
在

の
と
こ
ろ
申
し
訳
け
な
い
か
結
ば
れ

た
カ
ッ
。
フ
ル
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

村
田
大
輪
・
須
賀
地
先
の
利
根

川
河
川
敷
に
大
規
模
な
運
動
場
が
出

来
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
か
、
本
当

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
出
来
る
と
す
れ
ば
、
い
つ

項
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

村
長
計
画
と
い
う
よ
リ
、
も
う

す
ぐ
着
手
し
ま
す
。
野
球
場
・
ソ
フ

ト
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
備
え
ら

雑
草
が
の
び
ほ
う
だ
い

れ
‘
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
使
え
る
よ
う
な
広
場
も
あ
り
ま
す
。

今
年
は
一
番
利
用
の
多
い
野
球
場

ソ
フ
ト
場
を
二
面
作
り
ま
す
。

こ
の
運
動
場
は
莫
大
な
費
用
か
か

か
る
の
で
、
館
林
市
と
共
同
で
行
い

ま
す
。
完
成
は
昭
和
六
十
年
の
予
定

で
す
。

野
本
農
業
用
排
水
路
な
の
に
排

水
か
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
、
非
常

に
困
っ
て
い
る
。
な
ん
と
か
な
ら
な

い
も
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
空
地
の
草
か
伸
び
ほ
う
だ

、
こ
な
っ
て
い
る
所
も
み
ら
れ
る
か

環
境
上
、
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
と

思
う
か
、
ど
の
よ
う
な
指
砕
を
な
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

村
長
以
前
の
区
画
整
理
事
業
の

と
き
に
‘
用
排
水
路
を
一
緒
に
し
て

し
ま
っ
た
の
で
現
在
困
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
毎
年
予
算
を
大
き
く
取
っ

て
排
水
路
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

南
北
の
排
水
路
を
重
点
的
に
行
い

そ
れ
を
谷
田
川
に
流
し
た
い
。
そ
の

た
め
谷
田
川
の
流
路
の
浚
渫
（
し
ゅ

ん
せ
つ
）
を
行
っ
て
い
る
。

次
の
雑
草
の
事
は
、
こ
れ
は
村
の

指
弁
要
綱
に
基
つ
い
て
、
百
冬
空
地
の

草
か
伸
び
て
い
る
所
有
者
に
対
し
て

「
す
ぐ
刈
り
取
る
よ
う
に
」
と
通
知

子
供
の
遊
び
場
に
つ
い
て

を
出
し
て
い
る
。
今
年
協
力
い
た
だ

い
た
の
は
七

0
％
で
あ
る
の
で
、
今

後
は
強
く
指
導
し
て
い
く
。

吉
田
梅
原
の
西
部
に
住
ん
で
お

リ
ま
す
か
、
朝
七
時
か
ら
八
時
頃
ま

で
、
水
の
出
が
と
て
も
悪
い
の
で
す
。

時
に
は
ト
イ
レ
に
困
る
事
も
あ
リ
ま

す
の
で
、
そ
の
対
策
を
早
急
に
お
顆

い
し
ま
す
。

村
長
梅
原
西
地
区
は
第
一
水
源

か
ら
送
水
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
水

源
と
異
な
っ
て
圧
が
低
い
の
で
、
第

三
水
源
か
ら
も
一
部
送
水
を
考
え
て

お
り
ま
す
。
現
在
担
当
課
で
検
討
中

で
あ
り
ま
す
。

関
根
子
供
の
遊
び
場
が
少
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
か
、
村
は
今
後
造
る

予
定
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

村
長
現
在
は
小
・
中
学
校
の
校

（
次
ペ
ー
ジ
上
段
へ
つ
づ
く
）

水
道
の
出
が
悪
い
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立
岡
村
長
は

村
の
柱
で
あ
リ
、

常
に
苦
労
か
た
え

な
い
と
思
い
ま
す

が
そ
の
中
で
特

に
一
番
ご
苦
労
な

点
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
村
長
と

し
て
わ
た
し
達
村

民
へ
‘
要
望
か
あ

り
ま
し
た
ら
お
伺

い
し
た
い
。

村
長
何
と
い

っ
て
も
予
算
編
成

で
す
。
こ
れ
で
一

年
間
村
づ
く
り
か

決
定
し
ま
す
か
ら
。

み
な
さ
ん
の
家
庭

と
同
じ
よ
う
に
‘

あ
れ
を
買
っ
て
く

れ
、
こ
れ
を
買
っ

村
長
と
し
て
の
苦
労
は •• 

村長、 婦人分
庭
、
神
社
仏
閣
の
広
場
を
子
供
た
ち

が
、
う
ま
く
利
用
し
て
遊
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

一
部
集
落
セ
ン
タ
ー
の
改
築
と
ミ

ッ
ク
ス
し
て
広
場
を
造
り
ま
し
た
か
、

そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
少
い
の
で
、
今

後
土
地
買
収
を
中
心
と
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本
予
算
編
成
の
時
、
何
に
一

番
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
か
。
具
体

的
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

村
長
予
算
に
は
ど
う
し
て
も
こ

れ
は
取
リ
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

経
常
経
費
が
あ
り
ま
す
か
、
そ
の
他

の
事
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
チ

ェ
ッ
ク
し
て
は
ぶ
け
る
も
の
は
は
ぶ

き
、
そ
の
お
金
を
事
業
費
に
ま
わ
し

村
民
の
福
祉
に
つ
な
か
る
よ
う
考
え

て
い
る
。 予

算
の
重
点
は

て
く
れ
と
子
供
達
の
要
望
か
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
お
金
と
相

談
し
な
か
ら
や
る
よ
う
に
村
も
健
全

財
政
を
維
持
し
た
い
し
‘
要
望
を
取

り
入
れ
た
い
し
む
す
か
し
い
の
で
す
。

私
か
ら
の
要
望
で
す
か
、
明
和
村

は
明
る
＜
平
和
な
村
で
村
民
性
も
非

常
に
穏
や
か
で
す
か
、
公
徳
心
が
少

し
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
モ
ラ

ル
を
高
め
素
晴
ら
し
い
環
境
を
つ
く

っ
て
頂
き
た
い
。

大
泉
私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
状
況
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
‘
登
録
す
る
と
の
事
で
す
か

ど
う
い
う
わ
け
で
す
か
。

村
長
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
団

体
は
九
団
体
百
二
十
八
名
‘
個
人
で

は
百
二
十
二
名
お
り
ま
す
。

活
動
に
お
い
て
は
、
一
人
暮
ら
し

の
老
人
へ
の
愛
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
な

ど
や
杜
教
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
公
民
館

の
図
書
の
貸
し
出
し
な
ど
た
く
さ
ん

や
っ
て
い
ま
す
。

登
録
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
、

村
の
行
事
な
ど
を
お
手
仏
し
て
も
ら

い
た
い
と
き
に
連
絡
す
る
た
め
で
あ

り
ま
す
。
全
村
民
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
精
神
を
も
っ
て
も
ら
え
ば
住
み
よ

い
り
っ
ば
な
村
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

久
保
庭
納
税
班
長
を
な
く
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
所
で
は

勤
め
の
人
か
多
く
、
わ
ざ
わ
ざ
休
ん

で
瑾
長
を
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

゜

ん

村
長
こ
の
問
題
は
以
前
か
ら
税

務
課
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
か
、

納
税
班
長
に
つ
い
て

ら出された運

について村長

次のような計

公開しました。

z
.
/
 

新
井
各
地
で
非
行
問
題
な
ど
か

と
リ
だ
た
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
村
の

⑥自由広場

⑦太陽の広場

青
少
年
の
非
行
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
種
々
の
事
情
で
現
在
の
機
構
を
存
続

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
理
由
と

し
て
は
、
口
座
振
替
え
も
、
そ
れ
だ

け
の
預
金
が
な
い
と
引
落
し
か
出
来

な
い
し
、
あ
と
の
滞
納
整
理
と
、
職

員
の
増
員
等
も
必
要
に
な
る
。
従
っ

て
、
夫
婦
共
お
勤
め
の
方
は
夜
間
で

も
朝
早
く
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
近

く
の
役
場
職
員
に
頼
ん
で
く
だ
さ
い
。

明
和
村
は
県
村
民
税
二
十
三
年
連
続

完
納
と
い
う
こ
と
で
、
納
税
成
績
は

県
下
一
番
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
一
層
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①夕焼けの広場

②老人と子どもの広場

③テニスコート

④野球場

⑤サッカー場‘

青
少
年
の
実
態
は

ど
の
よ
う
な
の
で

す
か
。

村
長
現
在
、

き
わ
め
て
非
行
問

題
は
少
な
い
。
し

か
し
、
中
学
校
に

い
る
時
は
問
題
な

い
の
だ
が
、
高
校

生
徒
の
生
活
圏
が

広
く
な
る
と
、
多

少
問
題
か
出
て
い

る
よ
う
で
す
。
誘

惑
に
負
け
な
い
よ

う
意
志
の
強
い
子

に
な
る
た
め
の
家l

庭
教
育
を
お
顆
い
』
＇

し
ま
す
。



昭和56年 10 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第241号 (10) 

村
長
ら
が
長
寿
者
を
訪
問

M
_ 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
”
」
と
敬
老
の

日
の
前
日
、
村
長
‘
助
役

ら
が
二
班
に
分
か
れ
て
、

八
十
五
歳
以
上
の
老
人
七

十
一
人
を
全
員
訪
問
。

村
内
の
最
長
痔
者
の
薗

田
み
つ
さ
ん
を
訪
れ
た
村

長
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ど

っ
さ
り
手
渡
し
長
痔
を
祝

い
ま
し
た
。

薗
田
さ
ん
か
ら
「
ま
だ

ま
だ
元
気
に
色
々
な
事
を

す
る
ん
で
す
」
と
話
を
聞

か
さ
れ
び
っ
く
り
。

村
長
も
「
一
層
体
に
気

を
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
」

な
ど
と
励
ま
し
の
言
葉
を

か
け
、
元
気
づ
け
て
い
ま

し
た
。

大
輪
老
人
ク
ラ
ブ
の
長

弄
会
は
、
七
月
と
八
月
の

二
回
、
大
輪
集
落
セ
ン
タ

ー
の
草
取
り
作
業
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
年
三
月
に
り

っ
ぱ
な
セ
ン
タ
ー
か
完
成

し
、
長
痔
会
も
度
々
利
用

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
お
礼
と
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
会
場
作
り
を
兼

ね
て
行
っ
た
も
の
で
、
五

十
二
人
の
老
人
達
か
参
加

し
て
、
ひ
ざ
ま
で
伸
び
た

草
を
取
り
、
あ
た
り
一
面

き
れ
い
に
な
っ
た
所
で
、

再
び
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

写真提供／早川水門さん

利
用
の
お
礼
に
と
草
取
り
奉
仕

廃
品
回
収
を

敬
老
の
日
に

達
を
喜
ば
せ

＂
を
会
の
合

に
南
大
島
新

地
区
の
婦
人

ル
ー
。
フ
新
和

会
（
会
長
平

石
妙
子
）
は

一
年
前

溌
品
回
収
を
し
て

老
人
を
招
待

ヵ
月
お
き
に
、
廃

品
回
収
を
し
て
、

そ
の
お
金
で
敬
老

の
日
に
七
十
歳
以

上
の
お
年
寄
り
十

八
名
を
招
待
し
敬
老
を
祝
い
ま
し
た
。

新
和
会
は
昨
年
は
各
家
庭
を
回
っ

て
座
イ
ス
の
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し

た
か
、
今
年
は
お
年
寄
り
を
一
堂
に

集
め
て
な
ご
や
か
に
や
ろ
う
と
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
お
年
寄
り

の
喜
び
そ
う
な
手
料
理
を
食
べ
き
れ

な
い
ほ
ど
作
り
、
お
年
寄
り
達
も
終

始
ニ
コ
ニ
コ
顔
゜

あ
る
老
人
は
「
こ
ん
な
に
り
っ
ぱ

に
私
た
ち
を
祝
っ
て
く
れ
て
、
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
元
気
に
し
な
く
て
は
」

と
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
祝
い
に
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。

自慢の手料理で老人を招待

-
.
¥
>
'
 

乙
’
贔

e

』

老人クラブ対抗ゲートボール大会
ボ で会ラ目

1 こ行がブ的お
ルのわ九対と年
日日れ月抗し寄
和はま十ゲたり
に絶し七 l 第の
恵好た日トニ健
まの゜明ボ回康
れゲ 中 1 老増

‘I 校ル人進
三卜 庭大クを

つ
の
コ
ー
ト
上
で
は
老
人
達

の
熱
い
戦
い
か
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

男
子
の
優
勝
は
南
大
島
下

チ
ー
ム
。
女
子
は
斗
合
田
チ

ー
ム
で
し
た
。
な
お
詳
し
い

結
果
は
七
面
に
掲
載
。

.

f

f

f

.

 

d
`
.

、
‘

`. 
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敬
老
の
日
に
は
特
別
お
年
寄

り
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

て
も
ら
お
う
と
‘
斗
合
田
の
婦

人
会
で
は
、
お
年
寄
り
二
十
六

人
を
招
待
し
て
、
記
念
品
を
贈

っ
た
り
、
真
心
の
こ
も
っ
た
手

料
理
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
‘
敬
老
を
祝
う
事
は

も
ち
ろ
ん
の
事
、
昨
年
完
成
し

た
斗
合
田
集
落
セ
ン
タ
ー
の
調

理
至
を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
‘

お
年
寄
り
に
喜
ば
れ
る
料
理
講

習
会
を
兼
ね
て
行
っ
た
も
の
。

副
会
長
で
あ
る
田
村
喜
代
子

さ
ん
は
「
も
っ
と
お
年
寄
り
を

招
待
し
た
か
っ
た
か
、
こ
れ
以

上
は
席
が
な
く
な
る
し
…
…
」

と
残
念
そ
う
で
し
た
か
、
老
人

達
は
手
料
理
に
舌
つ
づ
み
を
打

っ
た
あ
と
は
、
老
人
と
婦
人
が

交
互
に
歌
や
踊
り
を
披
露
し
、
こ
の

日
ば
か
り
は
老
人
天
国
で
し
た
。
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派
手
な
服
装
で
身
を
飾
る
よ
り
、

簡
素
な
服
装
で
心
の
美
し
さ
を
飾
ろ

う
と
、
昭
和
三
十
三
年
か
ら
秋
分
の

日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
村
の

成
人
式
も
‘
こ
と
し
で
二
十
七
回
目

を
か
ぞ
え
ま
し
た
。

も
う
す
っ
か
リ
‘
秋
の
成
人
式
か

定
着
し
、
親
か
ら
も
成
人
者
か
ら
も

喜
ば
れ
て
お
り
、
こ
と
し
も
、
男
子

は
白
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
黒
ズ
ボ
ン
‘

女
子
は
白
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
黒
の
ス
カ

ー
ト
に
身
を
包
ん
だ
成
人
者
百
一
名

（
出
席
者
九
十
五
名
）
か
大
人
の
仲

間
入
り
の
式
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

式
は
村
長
か
「
皆
さ
ん
は
、
今
や

心
身
と
も
に
一
人
前
の
国
民
に
な
っ

た
こ
と
か
認
め
ら
れ
‘
選
挙
権
を
は

何
か
一
十
＂
成
に
な
っ
た

私
は
、
九
月
二
十
三
日
に
人
生
の

一
区
切
り
で
あ
る
成
人
式
を
村
長
さ

ん
を
は
し
め
多
く
の
方
々
の
祝
福
の

下
に
迎
え
る
事
か
出
来
、
心
か
ら
う

れ
し
く
思
っ
と
同
時
に
‘
大
人
と
し

て
の
責
仕
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。

私
自
身
、

金
子

豊
（
入
ヶ
谷

大
人
と
し
て
の
自
覚
と
行
動
を

人
生
の
―
つ
の
区
切
り
と
し
て
成

人
式
を
迎
え
た
わ
け
で
す
か
、
学
生

の
私
に
と
っ
て
は
、
正
直
な
と
こ
ろ

大
入
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
い
う
実

感
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
。

二
十
歳
に
な
っ
て
、
自
分
な
り
の

人
生
を
歩
む
上
て
多
く
の
困
難
や
試

王
井
美
佐
子
（
江
ロ

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に

じ
め
、
す
べ
て
の
公
民
権
か
与
え
ら

れ
た
事
を
深
く
自
覚
し
、
あ
ら
ゆ
る

行
動
に
責
仔
を
持
つ
よ
う
心
か
け
て

く
だ
さ
い
。
今
こ
こ
に
杜
会
の
一
員

と
し
て
、
立
派
に
成
人
な
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
時

代
の
推
移
と
社
会
情
勢
の
変
化
に
眼

1
0名
が
大
人
の
仲
間
入
り

派
ば
直
鐸
門
記
布
式

を
注
か
れ
、
今
ま
で
以
上
に
努
力
を

重
ね
、
国
家
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
北
島

充
く
ん
と
駒
宮
光
子
さ
ん
か
成
人
者

を
代
表
し
て
、
「
平
和
な
時
代
に
育

っ
た
私
達
は
、
物
資
か
豊
富
だ
っ
た

た
め
に
、
物
に
対
す
る
価
値
感
か
失

わ
れ
、
モ
ノ
の
あ
り
か
た
さ
に
つ
い

て
、
つ
い
無
感
覚
と
な
り
か
ち
で
す

か
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
た
め
、

今
後
積
極
的
な
態
度
で
物
ご
と
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
力
づ

よ
い
答
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

練
が
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
、
大
切
な
こ
と
は
、
そ

れ
に
負
け
な
い
強
い
意
志
を
も
っ

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
‘
常
に
自
分
ら
し

さ
を
失
わ
ず
、
二
十
歳
と
し
て
の

自
覚
を
も
っ
て
責
任
あ
る
行
動
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
か
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
実
感
は
有
り
ま
せ
ん
か
、

そ
れ
は
今
日
ま
で
周
囲
の
方
々
の

あ
た
た
か
い
保
護
の
下
で
育
っ
て

き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
ま
で
二
十
年
と
い

う
長
い
間
‘
両
親
を
は
し
め
、
周
囲

の
方
々
に
迷
惑
ば
か
リ
か
け
て
き

た
の
で
、
こ
の
記
念
す
べ
き
成
人
式

を
境
に
一
人
前
の
大
人
と
し
て
の

自
覚
を
も
ち
責
任
あ
る
行
動
を
す

る
と
い
う
事
を
お
暫
い
致
し
ま
す
。

「明和村の民俗」誌が
発刊されます

ーお早く申し込みを一

こ
ん
な
道
具
を使っ

た
な

『
ヒ
キ
ド
イ
』

げ
る
の
に
手
押
し

ポ
ン
プ
の
原
理
を

利
用
し
た
ヒ
キ
ド

イ
か
利
用
さ
れ
た
。

長
さ
は
約
二
m

、

縦
・
横
と
も
三
十

e
mほ
ど
の
箱
状
で
、

箱
の
底
と
中
の
柄

の
先
端
に
開
閉
弁

が
つ
い
て
い
る
。

こ
れ
を
用
水
堀
の

中
に
入
れ
、
柄
を

引
い
た
り
、
押
し

た
り
す
る
こ
と
に

よ
り
、
水
が
下
の

口
か
ら
上
へ
揚
っ

て
く
る
。
水
の
便

か
悪
い
田
で
は
大
事
な
道
具
で

あ
っ
た
。

第 2 回

明和村の民俗についての調査が、

上毛民俗学会員により 8 月 6 日より

9 日までの 4 日間行われ、各地区の

老人クラブ員をはじめ、多数の方の

ご協力を得て、村内の伝統的な生活

習俗や文化、水場、県境における民

俗等貴重な資料や記録調査が無事終

了し多大な成果を得ました。

この調査結果を集録した「明和村

の民俗」が出版されますので、購入

を希望する方はお早めに申し込んで

ください。

〔頒布方法〕

►体裁 85 版約三百ページ

►価格 l 冊 3 千円（予定）

► 申込方法 申込用紙（公民館に用

意）またはハガキで冊数、住所、

氏名、電話番号を明記して 11 月 30

日までに中央公民館までに申し込

んでください。

►代金納入本と引換え納入

►頒布予定来年 3 月～ 4 月

► その他 予約による限定出版です。
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し
i 写真左から田ロ・篠木・江森くん
--------------------------------------------------

小林くん

ー
県
囲
碁
・
将
棋
大
会
ー

明
和
中
が
団
体
で
三
位

竹
藪
の
中
に
大
き
な
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
か
飛
び
込
ん
で
来
た
よ
う
に
錯
覚

を
受
け
る
、
白
く
て
球
状
の
オ
バ
ケ

「
＇ワ

キ
ノ
コ
か
大
輪
の
早
川
水
門
さ
ん
宅

に
生
え
家
族
の
方
も
び
っ
く
リ
。

発
見
当
時
は
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
位
た

1
1

ー
i
q
、
.
.
.
,

,
9
0

へ4

考
え
る
力
と
‘
粘
り
強
い
精
神

力
を
は
ぐ
く
も
う
と
‘
第
六
回
県

中
学
校
囲
札
・
将
棋
選
手
権
大
会

か
九
月
十
三
日
前
橋
中
央
公
民
館

て
行
わ
れ
、
将
棋
の
団
体
戦
に
お

い
て
明
和
中
か
第
三
位
と
な
り
ま

し
た
。大

会
は
二
十
七
校
か
参
加
し
て

行
わ
れ
、
明
和
中
か
ら
は
田
口
吉

-
、
江
森
豊
、
篠
木
邦
夫
く
ん
か

団
体
戦
に
出
場
し
て
盤
上
に
激
し

い
戦
い
を
繰
り
広
け
四
回
戦
ま
て

勝
ち
進
み
、
第
三
位
と
い
う
帷
か

し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ま
た
個
人
戦
で
出
場
し
た
た
小

林
聡
く
ん
も
三
回
戦
ま
で
進
み
め

で
た
＜
初
段
を
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

お
ば
け
キ
ノ
コ
に
び
っ
く
り

秋
の
交
通
安
全
運
動
か
九
月

二
十
一
日
か
ら
行
わ
れ
、
各
地

て
盛
ん
に
催
し
物
か
行
わ
れ
ま

し
た
か
‘
本
村
て
は
安
全
協
会

と
認
豆
祭
の
協
力
に
よ
リ
‘
卓

J
I
台
を
連
ね
て
「
村
か
ら
交

通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
」

な
ど
と
広
報
し
な
か
ら
村
内

を
一
周
し
ま

し
た
。ま

た
‘
九

月
二
十
三
日

こ
一
丁
つ
し
こ
、

l
>
ク
ー

4
A

オ
t

成
人
式
の
会

場
て
、
無
事

故
を
祈
る
折

リ
鶴
を
成
人

者
一
人
ひ
と

リ
に
渡
し
ま

し
た
。

カ
メ
―
っ

D

ニ
ュ
ー
ス

車
5

台
を
連
ね
て

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

今年もブドウが

たわわに

っ
た
の
か
四
‘
五
H

後
に
は
直
径
三
十
e
m

に
も
生
長
。
今
ま
て
見
た
事
の
な
い
キ
ノ

コ
な
の
て
、
名
前
は
、
ど
う
い
う
種
類
の

キ
ノ
コ
だ
ろ
う
と
、
あ
ち
こ
ち
の
辞
典
を

引
っ
ぱ
り
た
し
て
、
よ
う
や
く
”
オ
ニ
フ

ス
ヘ
タ
ケ
＂
と
わ
か
リ
一
安
心
。
こ
れ
は

日
本
特
産
の
食
用
キ
ノ
コ
と
わ
か
る
か
‘

め
す
ら
し
い
の
て
食
べ
す
に
も
っ
ば
ら
観

賞
用
と
か
。
な
お
‘
オ
ニ
と
は
鬼
、
フ
ス

べ
と
は
廂
の
意
味
た
そ
う
で
ま
さ
し
く
鬼

の
廂
の
よ
う
て
し
た
。

※
オ
ニ
フ
ス
ベ
：
・
・
・
・
ま
れ
に
生
え
る
ひ
し

ょ
う
に
め
す
ら
し
い
キ
ノ
コ
で
白
い
店
状

て
初
め
は
内
部
ま
て
白
く
食
品
の
ハ
ン
ペ

ン
の
よ
う
に
柔
ら
か
い
閃
質
て
食
べ
ら
れ

る
。
後
に
組
織
ガ
崩
壊
し
‘
黄
褐
色
の
改

を
流
出
し
表
皮
は
は
け
て
落
ち
、
あ
と
は

鮮
い
ー
ぃ
綿
の
よ
つ
な
褐
色
の
固
ま
り
と
な

る
。

盛大に福祉スポーツ大会

第
二
回
明
和
村
総
合

福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
か

九
月
六
日
中
学
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
‘
老
人
ク
ラ
ブ
、

身
体
障
害
者
、
母
子
家

庭
等
か
一
堂
に
集
り
‘

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

楽
し
い
一
日
を
過
こ
し

て
相
互
の
親
睦
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ

た
も
の
て
‘
こ
の
日
ニ

百
十
名
の
方
か
出
席
さ

れ
各
種
目
に
熟
戦
か
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
椅
子
と
リ
ゲ
ー

ム
・
風
船
割
リ
リ
レ
ー
に

人
気
か
集
中
し
、
体
育
館

に
は
さ
わ
や
か
な
笑
顔
‘

さ
わ
や
か
な
笑
い
か
こ
だ

ま
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
に
三

十
三
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
の

方
の
手
助
け
か
あ
リ
ス
ム

ー
ズ
に
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
け
ま
す
。

八
月
下
旬

と
も
な
る
と
‘
ぶ
ど
う
の

一
大
産
地
化
を
め
さ
す
大
輪
地
区

に
‘
濃
紫
色
の
実
を
た
わ
わ
に
つ
け

た
巨
峰
か
今
年
も
実
を
つ
け
‘
早
朝

か
ら
家
族
総
出
て
ブ
ト
ウ
の
出
荷
に

大
忙
し
の
毎
日
。

こ
と
し
は
開
花
期
の
六
月
上
旬
に

異
常
低
温
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
収

量
は
あ
ま
り
多
く
な
い
か
、
糖
度
は

そ
の
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
平
年
並
み

と
な
っ
た
の
て
‘
ま
す
は
一
安
心
と

い
っ
た
と
こ
ろ
の
よ
う
て
し
た
。
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p
ノ

ノ
、

い
ら
っ
し
ゃ
い
と
秋
の
味
覚
を
街
頭
販
売

と
っ
て
も
よ
く
で
き
た
自
家
製
納
豆

：昔、：作~ ｀の冑胃
豆なをつり調稲 ま作おの程んの
のつ利た大整のこしりい納自は恩
味か用の豆に生れたあし豆家‘田
をししご‘をよ産は゜げくを製こ万

田
島
・
南
大
島
地
区
で
は
、

九
月
の
こ
え
を
聞
く
と
同
時
に

秋
の
味
覚
の
代
表
で
あ
る
ナ
シ

，
山
＂
の
収
穫
に
大
忙
し
。

＇
特
に
県
道
沿
い
の
栽
培
農
家

,
'
は
、
「
生
産
直
売
」
の
看
板
を

か
か
げ
、
新
鮮
な
味
覚
を
、
次

一
か
ら
次
へ
と
訪
れ
る
マ
イ
カ
ー

ー
客
を
相
手
に
手
際
よ
く
さ
ば
い

ー
て
い
ま
す
。

客
は
店
頭
で
自
分
の
お
目
あ

て
の
ナ
シ
を
試
食
し
な
が
ら
、

満
足
そ
う
に
一
箱
二
箱
と
ト
ラ

→
ン
ク
に
つ
め
込
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
作

柄
甘
み
と
も
最
高
、
し
か
も
売

れ
行
き
も
順
調
と
あ
っ
て
連
日

ホ
ク
ホ
ク
顔
で
し
た
。

. 

メ
―

口
に
し
よ
う
と
つ
く
っ

た
も
の
で
す
。

恩
田
さ
ん
は
二
十
年

前
ま
で
作
っ
て
い
た
の

で
、
思
い
出
し
な
か
ら

の
挑
戦
。

出
来
あ
が
っ
た
時
、

味
は
ど
う
か
な
ど
と
、

家
族
で
試
食
し
た
と
こ

ろ
、
お
い
し
い
と
喜
ん

で
い
た
の
で
、
近
所
の

人
に
分
け
て
あ
げ
た
と

こ
ろ
、
こ
れ
ま
た
好
評
。

「
ち
ょ
っ
と
工
夫
す

れ
ば
、
お
い
し
く
し
か

も
安
く
で
き
る
ね
」
と

大
喜
び
で
し
た
。

r•一
、...

ヽ` 
f_ 

.. 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
て
い
る
九
月
二
十
二
日
、
警
察
官

や
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
等
の
協

力
を
得
て
、
村
内
三
か
所
で
午
後
四

時
半
か
ら
六
時
ま
で
二
輪
車

の
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

自
動
車
保
有
率
全
国
第
一

位
の
群
馬
県
で
す
か
ら
、
さ

す
か
に
バ
イ
ク
を
利
用
す
る

人
は
少
な
か
っ
た
様
で
す
が
、

こ
の
日
調
査
し
た
五
十
七
台

の
う
ち
‘
違
反
な
し
は
た
っ

た
の
十
三
台
。
な
か
に
は
ブ

レ
ー
キ
不
良
車
に
平
気
で
乗

っ
て
い
る
人
も
あ
り
、

も
し
も
の
こ
と
を

考
え
る
と
身
震

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

明
和
農
協
で
国
民
年

金
を
受
け
て
い
る
人
た

ち
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
か
九
月
五
日
、
や
ま

う
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
健
康
増
進

は
も
ち
ろ
ん
、
農
協
を

通
し
て
年
金
を
受
け
て

い
る
人
た
ち
に
日
頃
の

感
謝
の
意
味
を
込
め
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
参

加
者
全
員
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
後
、
地
区
別

に
分
か
れ
て
。
フ
レ
ー
ボ

レ
。J
 

試
合
の
結
果
、
優
勝

は
南
大
島
、
二
位
は
梅

原
チ
ー
ム
で
し
た
。

バ
イ
ク
の
7
7％
が

整
備
不
良

正月の花シクラメン順調に育つ
~ ~ -9 て-- -―—↓上·こ9 1 

家
で

九
月
末
ま

に
ハ
チ
の
植
え

も
四
回
済
ま
せ
、

の
咲
く
十
一
月
中
旬
か

出
荷
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。

な
か
に
は
、
待
ち
き
れ
な
く

も
う
咲
い
て
い
る
シ
ク
ラ
メ
ン

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
こ

月
用
れ
は
樹
勢
を
強
め
る
た
め
摘
み

・
ー
と
い
え
ば
取
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
今

ミ
る
ク
ラ
メ
ン

1
1。
年
は
苗
か
ら
全
て
順
調
に
育
ち

こ
の
シ
ク
ラ
メ
ン
今
ま
で
に
な
い
‘
り
っ
ぱ
な
花

を
栽
培
し
て
い
る
が
咲
く
だ
ろ
う
と
栽
培
農
家
の

千
津
井
地
区
の
栽
人
達
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

い
が
す
る
思
い
で
し
た
。
五
十
g
以

下
の
バ
イ
ク
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
使
用
は

法
律
で
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
身
の
安
全
の
た
め
に
必
ず

着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

保
険
契
約
切
れ
の
二
輪
車

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

注
意
し
ま
し
ょ

゜

、
つ
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飼
い
犬
を
野
犬
に
し
な
い
で

い
ぬ

来
年
は
戌
年
。

る
記
事
を
一
っ
゜

最
近
は
世
界
各
地
か
ら
‘
め
ず
ら

し
い
犬
か
輸
入
さ
れ
愛
犬
家
を
喜
ば

せ
て
い
ま
す
か
、
ど
ん
な
か
わ
い
い

犬
で
も
元
を
た
ど
れ
ば
コ
ヨ
ー
テ
や

ジ
ャ
ソ
カ
ル
な
ど
と
同
じ
仲
間
で
オ

オ
カ
ミ
と
よ
く
似
た
習
性
を
持
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

明
和
村
で
も
現
在
五
百
十
七
匹
の

犬
か
飼
わ
れ
て
い
ま
す
か
、
飼
犬
、

そ
し
て
野
犬
に
よ
る
人
や
家
畜
の
被

害
か
役
場
に
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
野
犬
に
よ
る
被
害
か
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
‘
本

村
か
県
境
、
そ
し
て
前
に
は
利
根
川

河
川
敷
か
広
々
と
し
て
い
る
の
で
、

処
理
に
困
っ
た
人
か
拾
て
、
そ
れ
か

そ
こ
で
犬
に
関
す

野
犬
化
し
て
い
る
の
か
原
因
と
思
わ

れ
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
野
犬
な
ど
を
捕
獲

し
た
数
は
百

l
-
+
―
叫
で
す
。
捕
え

ら
れ
な
い
野
犬
の
方
か
多
く
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
数
は
お
そ
ろ

し
い
ほ
ど
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
捕
獲
し
た
犬
を
み
る
と
‘
-

度
飼
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
犬
か
と
て

も
多
い
の
で
す
。
そ
こ
で
一
度
飼
う

と
決
め
た
ら
、
最
後
ま
で
面
倒
を
み

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
ネ
。

ま
た
、
か
わ
い
さ
の
あ
ま
り
、
時

に
は
放
し
飼
い
に
し
て
お
く
家
を
見

か
け
ま
す
か
‘
こ
れ
は
い
か
な
る
場

合
で
も
や
め
て
く
だ
さ
い
。
犬
は
ち

よ
っ
と
し
た
事
で
大
変
凶
暴
に
な
る

場
合
も
あ
リ
ま
す
。

な
お
、
子
犬
か
生
ま
れ
た
、
あ
る

い
は
犬
が
必
要
な
く
な
っ
た
、
さ
ら

に
は
大
き
く
な
り
過
き
て
手
に
負
え

な
く
な
っ
た
な
ど
の
理
由
で
拾
て
る

の
も
や
め
て
く
だ
さ
い
。

犬
に
関
す
る
相
談
は
役
場
保
健
課

あ
る
い
は
館
林
保
健
所
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
犬
を
処
分
す
る
場
合
な

ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
事
例
ー
】

5
6年
6

月

1
1
日
須
賀

九
歳
に
な
る
子
供
か
道
路
上
で
遊

ん
で
い
た
ら
、
突
然
野
犬
に
襲
わ
れ
、

わ
き
腹
、
背
中
、
手
‘
腹
を
咬
ま
れ

る
。
そ
の
後
こ
の
付
近
で
捕
獲
器
を

設
置
し
た
と
こ
ろ
‘
咬
ん
だ
と
思
わ

れ
る
野
犬
を
捕
獲
す
る
。

【
事
例2
】

5
6年
6

月

3
0日
梅
原

玄
関
に
一
ヵ
月
位
前
か
ら
野
犬
か

住
み
つ
き
、
ハ
キ
モ
ノ
な
ど
を
く
わ

え
ど
こ
か
へ
持
っ
て
い
っ
て
し
ま
い

大
変
困
っ
て
し
ま
う
。
大
変
人
な
っ

こ
い
の
で
、
一
度
は
人
の
手
に
よ
っ

て
飼
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
捨
て
犬
ら

、
。

し
し

保
健
所
で
こ
の
犬
を
~
き
取
る
。

【
事
例3
】

5
6
年8
月
3

日
大
輪

自
宅
で
飼
っ
て
い
る
に
わ
と
り
を

夜
中
に
二
羽
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

捕
獲
器
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
二

頭
捕
獲
す
る
。

子
犬
か
生
ま
れ
、
捨
て
る
場
合
が

あ
る
よ
う
な
の
で
‘
避
妊
手
術
を
し

て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。
手
術
料

は
一
頭
に
つ
き
約
一
万
五
千
円
で
す

か
二
千
円
の
補
助
金
か
支
給
さ
れ
ま

す
。 避

妊
手
術
に

補
助
金
を
支
給

村
で
は
野
犬
に
よ
る
人
、
ま
た
は

家
畜
の
危
害
を
一
件
で
も
な
く
そ
う

と
、
野
犬
捕
獲
者
に
報
償
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

村
内
の
居
住
者
で
二
十
才
以
上
の

方
か
野
犬
を
捕
獲
し
、
役
場
保
健
課

に
持
参
さ
れ
た
方
に
次
の
と
お
り
、

報
償
金
を
支
給
し
ま
す
。

0

大
型
犬
（
一
頭
当
た
り
）
五
百
円

0

小
型
犬
（
一
頭
当
た
り
）
二
百
円

野
犬
捕
獲
者
に

報
償
金
を
支
給

【
事
例
4

】

5
6
年8
月

1
8
日
須
賀

以
前
か
ら
ニ
ー
三
頭
の
野
犬
か
う

ろ
つ
い
て
い
た
の
で
、
気
を
つ
け
て

い
た
か
、
そ
の
犬
と
思
わ
れ
る
犬
か

金
網
を
破
っ
て
、
飼
っ
て
い
た
う
さ

ぎ
六
羽
全
部
殺
し
て
し
ま
う
。

そ
の
後
捕
獲
器
を
設
置
し
た
と
こ

ろ
、
野
犬
一
頭
捕
獲
し
た
。

【
事
例5
】

5
6年
8

月

2
8日
江
口

大
人
か
自
転
車
で
通
行
中
、
近
く

の
家
で
放
し
飼
い
に
し
て
い
た
犬
か

追
っ
て
来
た
の
で
逃
け
た
か
左
足
を

咬
ま
れ
て
し
ま
う
。

. 
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五
十
肩
の
予
防

五
十
肩
と
い
う
の
は
肩
の
関
節

の
周
り
の
筋
肉
や
関
節
の
潤
滑
油

の
う

を
た
め
る
嚢
の
炎
症
で
I
J
肩
関
節

周
囲
炎
I
J
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
一

種
の
老
化
現
象
で
、
四
十
歳
以
上

こ
と
に
‘
五
十
歳
台
に
よ
く
お
こ

る
の
で
、
五
十
肩
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

▼
症
状

痛
み
か
ひ
ど
く
、
腕
を
後
に
回

し
た
り
、
上
に
あ
げ
る
こ
と
か
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
特
に
‘
髪
を

と
と
の
え
た
り
、
帯
を
結
ん
だ
り

す
る
動
作
か
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
治
療

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
運
動
に
よ
っ
て

ゅ癒
着
を
防
ぎ
、
血
の
め
ぐ
り
を
よ

く
し
、
炎
症
を
お
こ
し
た
関
節
の

表
面
を
滑
ら
か
に
し
ま
す
。

▼
家
庭
で
蘭
単
に
で
き
る

五
十
肩
予
防
体
操

①
片
手
を
椅
子
の
背
に
上
体
を
く

の
字
に
曲
げ
‘
悪
い
方
の
手
を
ダ

ラ
リ
と
た
ら
し
、
肩
の
力
を
抜
き

振
子
の
よ
う
に
前
後
左
右
に
振
っ

た
り
回
す
。
ア
イ
ロ
ン
を
さ
げ
て

行
え
ば
よ
り
効
果
的
。

②
両
手
で
棒
を
水
平
に
も
ち
上
げ

た
り
、
頭
の
後
に
引
き
下
げ
た
り

す
る
。

③
壁
か
柱
に
向
っ
て
立
ち
、
足
の

位
置
を
決
め
て
、
腕
を
前
や
横
に

ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
し
、
指
を
が
ま

ん
で
き
る
ま
で
上
げ
て
い
く
。

④
肩
関
節
の
動
く
範
囲
を
広
げ
る

た
め
に
、
痛
む
腕
を
上
に
し
て
、

天
突
き
体
操
を
す
る
。

※
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
運
動
の
前
、
温
・

湿
布
で
肩
を
暖
め
て
や
れ
ば
、
痛

み
や
関
節
の
動
き
も
楽
で
す
。

〔五十肩体操〕

第 16 回
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尺閃＿ボール大会
《豆 11 月 15 日

中学校校庭

館で十参
事に一加
務中月チ
局央五 I
ヘ公日ム
民まは

ママさん

バレーボール大会

1 1 月 1 日
中学校校庭

九民ま十参
人舘で月刀0
制事にニチ
務中＋ 1 

思央一こ
ヘ公日は

魚つり大会
1 1 月 3 日
谷田川

’ ヘ公日は参
9 民ま十力0

館で月甲
事に二し
務中十込
局央 □ み

女男

六
人
制

九
人
制

い
ま
走
っ
て
い
る
モ
ー
タ
ー
バ
イ

ク
十
台
の
う
ち
二
台
か
無
保
険

あ
な
た
の
バ
イ
ク
は
保
険
や
共
済
に

加
入
し
て
い
ま
す
か
。

最
近
バ
イ
ク
の
便
利
さ
か
う
け

て
利
用
者
か
増
え
て
い
ま
す
か
、
そ

れ
と
同
じ
よ
う
に
入
身
事
故
も
増
加

乗
り
物
の
中
で
人
の
足
を
踏
ん

だ
り
‘
問
違
い
電
話
を
か
け
て
し

ま
つ
な
ど
、
不
注
意
か
ら
見
知
ら

ぬ
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
「
ご

め
ん
な
さ
い
」
「
済
み
ま
せ
ん
」
「
失

礼
し
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
か
す

ぐ
さ
ま
出
て
く
る
よ
う
、
お
互
い

に
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
日
常
の
交
際
や
、
仕
事

の
上
で
お
わ
び
を
言
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
機
会
も
多
い
も
の
で
す
。

過
失
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
‘
や

む
を
得
な
い
理
由
か
あ
る
場
合
で

も
、
相
手
に
迷
惑
を
か
け
た
以
上

は
、
ま
ず
誠
心
誠
意
わ
び
る
こ
と

か
大
切
で
す
。
言
い
訳
を
先
に
し

な
い
で
、
ま
た
、
人
の
せ
い
に
し

た
り
口
先
で
ご
ま
か
そ
う
と
し
な

い
で
、
理
由
か
あ
っ
て
も
そ
れ
を

言
う
の
は
あ
と
に
し
て
、
と
に
か

く
ま
す
謝
る
。
「
本
当
に
申
し
訳
ご

|
|
上

8
)

ロ
い
訳
よ
り
も
ま
ず
あ
や
ま
る

し
て
い
ま
す
。

万
一
、
人
身
事
故
を
起
こ
し
た
場

合
、
損
害
賠
償
を
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
モ
ー
タ
ー
バ

ィ
ク
保
有
者
は
損
害
保
険
会
杜
の
自

賠
責
保
険
か
、
農
協
の
自
動
車
共
済

の
ど
ち
ら
か
へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ざ
い
ま
せ
ん
。
私
の
不
注
意
で
こ

う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
何

と
も
お
わ
び
の
申
し
よ
う
も
あ
り

ま
せ
ん
」

借
り
た
物
や
預
か
っ
た
物
を
な

く
し
た
り
‘
汚
し
た
り
し
た
場
合

は
、
そ
の
訳
を
話
し
て
わ
び
る
と

と
も
に
‘
必
要
に
応
し
て
弁
償
の

仕
方
に
も
触
れ
な
く
て
は
な
リ
ま

せ
ん
。
こ
の
く
ら
い
の
こ
と
な
ら

謝
る
こ
と
も
な
い
な
ど
と
‘
た
か

を
く
く
ら
な
い
で
、
相
手
の
身
に

な
っ
て
よ
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
い
っ
て
、
あ
ま
り
物
事
を
深

刻
に
考
え
、
自
責
の
念
に
か
ら
れ

て
謝
る
勇
気
も
出
な
い
よ
う
で
は

困
り
ま
す
。
起
き
た
こ
と
は
起
き

た
こ
と
と
し
て
率
直
に
謝
る
こ
と

て
す
。
誠
意
か
通
し
れ
は
、
相
手

も
寛
大
に
応
し
て
く
れ
る
の
か
普

通
で
す
。

忘
れ
文
い
ま
せ
ん
か
こ
心
へ
｀
心

ぷ
心
匁
吹
印
駆
責
保
険

り
ま
せ
ん
。

保
険
料
・
共
済
掛
金
は
、
一
年
契

約
の
場
合
五
千
三
百
円
、
二
年
も
の

か
六
千
六
百
五
十
円
、
三
年
も
の
は

七
千
九
百
円
で
、
長
期
契
約
は
ど
割

安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
の
申
込
み
は
モ
ー
タ
ー
バ
イ

ク
店
、
自
転
車
店
、
農
協
で
ど
う
ぞ
。

本
村
も
年
々
人
口
か
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
増
加
の
原
因
は
、
他
の

市
町
村
か
ら
の
転
入
者
か
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
転
入
し
て
間
も
な
い
人
は

こ
の
土
地
の
な
ら
わ
し
や
し
き
た
り

に
と
ま
ど
い
‘
お
ど
ろ
き
な
が
ら
も

早
く
明
和
の
人
に
慣
れ
よ
う
と
‘
早

く
明
和
人
に
な
ろ
う
と
一
生
懸
命
努

力
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、
そ
れ
ら
の
人
を
温
か

く
迎
え
て
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
ち

よ
っ
と
し
た
言
葉
使
い
で
転
入
者
を

傷
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

わ
た
し
た
ち
は
、
明
和
村
の
名
の

よ
う
に
転
入
し
て
来
た
人
は
も
ち
ろ

ん
の
事
‘
誰
れ
と
で
も
区
別
な
く
‘

明
る
＜
相
や
か
に
接
し
ま
し
ょ
う
。

寄
付
あ
り
が
と
う

0
新
里
の
相
原
栄
三
郎
さ
ん
は
恵
ま

れ
な
い
人
の
為
に
使
っ
て
く
だ
さ
い

と
社
会
福
祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行
へ

五
千
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

＊
中
谷
の
坂
上
い
そ
さ
ん
は
奉
仕
銀

行
へ
千
八
百
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

転
入
者
を
温
か
く

迎
え
よ
う

省エ字は
省▽字ー・・・・・・・· •• 

電 気 毛 布

そろそろ電気毛布を使用する頃に

なってきましたね。そこでちょっ

と一言。

●むやみに⑭にするのはやめ、こ
まめに温度調節しましょう。

(6 時間⑮を〶にすると）
月約5.4KW で 152円の節約になり

ます。

●スイッチは寝る 30分前位に入れ

ましょう。

(I 時間使用時間を減らすと）

月約 I.8 KW で50円の節約になり

ます。

分
去
れ
の
そ
ば
花
白
し
常
夜
燈

萩
盛
り
丘
は
信
濃
路
一
里
塚

淡
々
と
高
原
秋
の
軽
井
沢

坂
村
芳
明

古
稀
翁
の
句
碑
さ
わ
や
か
に
除
幕
式

月
の
ぱ
り
来
し
を
よ
ろ
こ
び
稲
架
を

組
む

ハ
マ
チ
籠
波
に
揺
れ
揺
る
野
分
か
な

岡
安
福
一

秋
耕
や
停
年
の
な
き
老
農
夫

日
曜
も
祭
日
も
な
く
稲
を
刈
る

ょ
ょ

沢
庵
漬
け
姑
に
尋
ね
る
塩
加
減

北
島
若
水

〇
板
倉
町
飯
野
の
上
田
商
事
（
上
田

富
雄
）
は
第
二
回
老
人
ク
ラ
ブ
対
抗

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
賞
品
と
し
て
使

っ
て
く
だ
さ
い
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
十
四

本
（
一
本
千
五
百
円
相
当
）
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

ろ
め
t
`

C~
i!r:‘ ｀

内
＜
れ
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

機
村
昌
代
高
久
長
女
斗
合
田

8

月

2
4日

荒
明
美
和
富
夫
長
女
梅
原

8

月

2
9日

幅
地
秀
幸
秀
雄
長
男
新
里

9

月
4
日

久
保
口
は
喜
敏
夫
長
女
南
大
島

9

月
7

日

砂
賀
陥
乎
文
夫
二
男
斗
合
田

9

月
9

日

飢
刈
伸
仁
明
長
男
梅
原

9

月

1
3日

田
部
井
旭
登
長
男
梅
原
9
月

1
5日

小
牧
良
充
貰
次
長
男
上
江
黒
9
月

1
7日

ー
死
亡
ー
（
敬
称
略
）

世
帯
主

氏
名
年
令
地
区
死
亡
月
日

（
）
は
新

鈴
木
庄
吉
7
3
（
武
）
大
輪
9
月
2

日

田
口
善
―
-
5
4
（
二
ニ
雄
）
大
輪
9
月
4
日

江
原
仙
八
8
1
（
福
二
）
干
津
井
9
月

7

日

落
合
つ
ね

7
4
勝
次
郎
川
俣
9
月

7

日

中
島
胤
-
7
3
（
幸
二
大

M

貰

9

月
9

日

田
口
貞
雄

7
1
(
[
t
)
大
輪
9
月
1
6日

渡
辺
幸
一
郎

8
7
（
周
蔵
）
矢
島
9
月

2
5日
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9 月の

: 救急車出動回数
●交通事故 5 件
●急病 8 件

●その他 4 件

●計 17 件

ご悶 館林邑楽地区 館林地区 明和地区

日
産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田

10 月 18 日
真中医院後藤康生医院石井歯科医院 津久井医院 竹越医院
合 (72) I 6 3 0 合 (72) 3 9 7 5 合 (73)4264 後藤康生医院合(72)3975 合 (72) 3 3 I 6 合 (84) 3 I 3 7 

曜

10 月 25 日
浜野医院小倉医院石井歯科医院 宇沢医院 館林地区が
合 (88) 5 6 7 8 合 (72) 0 6 0 6 合 (72) 0 3 8 6 安楽岡医院合(72)0572 合 (74) 8 7 6 I 担当します

当

11 月 1 日
白沢医院大神医院石井歯科医院 川生医院合(72)3030 館林医院 館林地区が
合 (72) I 6 0 0 合0276(62)2200 合 (73) 7 9 5 I 大石医院合(74)2362 合 (74) 2 I I 2 担当します

番

11 月 8 日
藩合医院原 医 院鈴木歯科医院 寺内医院 小西医院
合(72) 0 I 6 0 合 (72) I 9 3 6 合 (72) 3 9 0 I 堀越医院合(73)4151 合 (72) 3 0 3 I 合 (86) 2 2 6 I 

医

11 月 15 日 根 喜 医院 川田医院 岩崎歯科医院 増田医院合(72) 1387 永寿堂医院 竹越医院

合(3 2 6 2 合 (72) 0 7 5 4 合 (74) 7 5 I I 阿久，幸医院合(72)3315 合 (72)4469 合 (84) 3 I 3 7 時

私のまち・私のむらの
写真募集

N
H
K

で
は
句
年
‘
放
送
を
通
し

て
若
者
の
立
場
か
ら
現
代
社
会
に
惹

見
を
訴
え
る
N
H
K

青
年
の
主
張
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
の

群
馬
県
予
選
を
次

の
と
お
リ
行
い
ま

す
。あ

な
た
か
今
学

校
‘
職
場
‘
地
域

杜
会
の
中
で
、
日

頃
感
じ
て
い
る
こ

と
‘
考
え
て
い
る

こ
と
、
あ
る
い
は

こ
れ
か
ら
や
リ
た

い
と
思
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
作
文

に
ま
と
め
て
く
だ

、
。

さ
し▼

課
題

▼
応
募
資
格

昭
和
二
十
一
年
一
月
—
六
日
か
ら

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

▼
応
募
方
法

止
つ
の
課
題
の
う
ち
．
つ
を
選
ん

で
直
分
以
内
に
発
表
で
き
る
よ
う
ま

と
め
た
椋
稿
（
四
「
L
I字
詰
瓶
稿
用
紙

四
枚
程
度
）
を
〒
―
―
―
七
一
前
橋
市
几
総

杜
町
一
八
九
番
地
N
H
K

前
橋
放
送
局

「
青
年
の
主
止
」
係
（
＝
―
-
七
―
―
ー
写
―
_

一
七
―
-
)
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切
十
月
二
十
二
日
（
当

日
消
印
有
効
）

共
同
募
金
運
動
に

ご
協
力
を

ま
れ
て
い
る
共
同
募
位
運
動
か
、
十

息
屯
心
屯
息
息
心
息
息
息
息
心
;
息
-
'
’
息
息
心
愈
息
母
息
愈
心
と
愈
愈
息
息

県
で
は
、
日
曜

日
を
除
く
毎
日
、

群
馬
テ
レ
ビ
を
通

じ
て
”
県
政
だ
よ

り
“
を
放
映
し
て

い
ま
す
。
こ
の
度

こ
の
県
政
だ
よ
り

を
使
っ
て
地
域
の

よ
う
す
や
活
動
を

紹
介
す
る
「
私
の

ま
ち
‘
私
の
む
ら
」

を
実
施
し
ま
す
か
‘

こ
れ
に
用
い
る
写

真
を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容
地
域
の

自
然
‘
行
事
、

地
域
の
人
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動

の
よ
う
す
。

▼
作
品
規
程
カ
ラ
ー
の
組
了
ザ
真
(
­

ー
九
枚
・
横
位
謹
）
サ
イ
ス
は
サ

ー
ヒ
ス
版
。
写
真
の
内
容
を
添
付

説
明
末
尾
に
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
・
性
別
・
年
齢
・
職
業
を
明

記
（
児
幸
里
•
生
徒
の
場
合
は
学
校

名
と
学
年
）

▼
募
集
期
間
昭
和
止
十
六
年
九
月

か
ら
昭
和
五
十
七
年
―
一
月
ま
で

▼
放
送
作
品
を
県
広
報
課
で
選
考

し
＂
県
政
だ
よ
リ

I
Iで
放
映

▼
応
募
先
〒
―
―
―
七
一
前
橋
市
大
手
町

一
ー
一
ー
一
群
馬
県
総
務
部
広
報
課

テ
レ
ビ
係

(
6
=―
―
七
―
-
|
_
―
―
―
―
-
—
―
ー
ニ
）

笹
沢
左
保
氏
の

公
開
講
座
が
開
催

東
群
馬
の
歴
史
、
文
化
に
焦
点
を

あ
て
た
学
習
を
深
め
‘
郷
土
の
歴
史
、

NHK青年の主張
予選コンクー）レの実施

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

芭
分
の
体
調
に

合
わ
せ
て
無
理
を

せ
す

0

い
ま
学
園
（
職
場
）
か
ら
訴
え
る

0

わ
た
し
の
挑
戦

0

ひ
と
つ
の
出
合
い

0

八
1

年
代
を
生
き
る
た
め
に

0

同
世
代
へ
の
提
言

〇
囚
際
杜
会
と
青
年

文
化
‘
風
土
に
根
さ
し
た
県
民
文
化

の
に
承
お
よ
び
創
造
を
め
さ
し
た
、

県
民
文
化
大
学
の
公
開
講
座
か
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
日
十
一
月
十
四
日

午
後

シ
ン
ナ
ー
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ろ
う

月
一
日
か
ら
1

．
一
月
．
ー
＿
十
一
日
ま
て

の
万
月
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

本
村
て
も
こ
の
連
動
期
間
中
‘
区

長
さ
ん
‘
民
生
委
員
さ
ん
な
と
か
、

谷
家
庭
や
事
業
所
（
会
社
）
等
に
お

伺
い
し
て
‘
募
金
を
お
顧
い
し
ま
す

の
て
‘
み
な
さ
ん
の
温
か
い
善
意
を

お
寄
せ
く
た
さ
る
よ
う
お
顆
い
し
ま

す
。一

献
血
車
が
来
ま
す
＿

愛
の
献
血
車
か
次
の
日
程
て
や
っ

て
来
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
温
か
い
愛

の
血
液
を
お
顧
い
し
ま
す
。

▼
期
日
十
一
月
土
日

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
時
間
午
前
＋
時
三
十
分
か
ら
午

後
□
一
時
ま
で

時
よ
り

▼
会
場
太
田
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
講
師
作
家
笹
沢
左
保

▼
演
題
上
州
の
歴
史
と
わ
た
し

▼
受
講
料
無
料

危
険
物
取
扱
者

試
験
の
実
施

危
険
物
取
扱
者
の
試
験
が
十
一
月

十
五
日
、
太
田
市
に
あ
る
関
東
学
園

大
学
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
十
月

二
十
日
ま
で
に
明
和
分
署
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

受
験
料
は
乙
種
か
二
干
円
‘
丙
種

か
千
六
百
円
て
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
明
和
分
署
（

6

三
一
三
一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
す
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
‘
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
て
て
す
。

め

今
月
の
納

今
月
の
納
税
は
村
県
民
税
第

二
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
三
期
、

利
板
加
用
水
組
合
費
‘
果
樹
・
建

物
共
済
及
ひ
水
道
仙
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
日
中
央
公
民
館
和
室

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

二
十
九
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
集
落
（
セ
）

適談 y • 

切員相会 日 クX' 、．
なか談場 時
助皆は 通
言さ無 1]  時 10 事

>/ ん料 ＼月
ので : 15 故
悩‘日
み専所 3 相

し‘ご門 時午 ニ詠火
] 0 との ま前
に相 で 10

• • 

会 日 月
場 時伊lj

<
時 10 政行
＼月—ヽ

叫 15 人
三日権

議室会 時ま3 H，「il ~ 相談
で 10
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ー

民
生
児
童
委
員

功
労
者
表
彰

大
輪
の
吉
本
正
さ
ん
ら
四
人
は

第
一
回
明
和
村
社
会
福
祉
大
会
が

十
月
十
四
日
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
福
祉
意
識
の
高
揚
と
た
す

け
あ
い
の
精
神
を
一
層
深
め
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
老
人
扶

養
模
範
家
庭
の
表
彰
、
金
婚
者
の
顕

彰
な
ど
社
会
福
祉
に
た
ず
さ
わ
っ
て

き
た
人
五
十
九
人
一
団
体
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

村
長
は
「
老
人
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
八
十
年
代
に
適
応
す
る
知

識
を
身
に
つ
け
る
と
共
に
、
地
域
社

会
と
の
交
流
を
深
め
、
家
族
の
方
々

は
勿
論
、
地
域
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
、

ま
た
、
必
要
と
さ
れ
る
老
人
と
な
っ

て
も
ら
い
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
あ
と
‘
一
人
ひ
と
り
に
感
謝
状

や
表
彰
状
を
手
わ
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
受
彰
者
を
代
表
し
て
、
金

子
利
一
さ
ん
が
「
明
和
村
は
福
祉
の

向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、

こ
の
よ
う
に
大

く
の
方
を
表
彰

し
て
い
た
だ
き
、

ひ
じ
ょ
う
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
」

と
謝
辞
を
述
べ
、

午
前
の
部
を
終

え
、
午
後
か
ら

は
‘
恵
の
園
の

理
事
長
山
田
二

三
雄
氏
の
講
演

を
行
い
第
一
回

目
の
社
会
福
祉

大
会
を
閉
じ
ま

し
た
。な

お
、
各
部

門
に
お
い
て
表

彰
な
ど
さ
れ
た

人
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
篠
原
伝
一
郎
・
さ
と
（
下
江
黒
）

▽
野
本
万
吉
・
ト
キ
（
上
江
黒
）

▽
枷
場
清
太
郎
・
ハ
ナ
（
田
島
）

▽
北
鳥
謙
治
・
タ
ツ
（
田
島
）

▽
奈
良
嘉
一
郎
・
か
弥
（
田
島
）

▽
本
沢
長
治
•
こ
と
（
南
大
島
）

▽
森
尻
興
三
郎
・
み
い
（
南
大
島
）

▽
今
成
文
一
・
た
け
（
南
大
島
）

▽
本
沢
己
三
郎
・
ま
つ
（
南
大
島
）

▽
吉
田
勝
雄
・
み
さ
（
新
里
）

▽
藤
野
友
衛
・
た
ま
（
川
俣
）

▽
田
口
重
夫
•
も
ん
（
須
賀
）

▽
田
口
治
雄
・
阿
以
（
大
輪
）

▽
野
本
彦
次
・
ふ
く
（
大
輪
）

▽
吉
本
勝
治
•
も
と
（
大
輪
）

▽
須
藤
勇
太
郎
・
し
ん
（
矢
島
）

▽
恩
田
八
太
郎
・
つ
ね
（
矢
島
）

▽
折
原
栄
吉
・
ヨ
シ
（
大
佐
貫
）

▽
篠
木
直
一
郎
・
い
き
（
大
佐
貫
）

▽
石
村
清
次
郎
・
た
け
（
大
佐
貫
）

▽
大
野
幸
雄
（
矢
島
）
▽
江
原
薫

（
千
津
井
）
▽
堀
口
三
四
（
須
賀
）

▽
鯉
沼
清
（
川
俣
）
▽
石
村
よ
っ

（
大
佐
貫
）
▽
久
保
庭
ヨ
シ
ミ
（
新

里
）
▽
小
林
政
介
（
下
江
黒
）

吉
本

高
額
寄
付
者
感
謝

▽
晴
山
流
愛
吟
会
明
和
支
部
▽
坂

上
長
吉
（
中
谷
）
▽
篠
木
織
三
郎

（
大
佐
貫
）
▽
佐
藤
京
子
（
新
里
）

▽
奈
良
原
光
子
（
千
津
井
）
▽
早

川
水
門
（
大
輪
）

人
命
救
助
で
表
彰

正
さ
ん
ら
四
人

▽
折
原
重
郎
（
中
谷

前
社
会
福
祉

協
議
会
長
感
謝

苦
楽
を
と
も
に

5
0年

金
婚
者
を
顕
彰

第

回
社
会
福
祉
大
会 • ̀ ム.,...9..\r. ••：ャ：．；

玉-:·.'·,': -;.;'.•',,· :·が―—ヽ

0

四
世
代
以
上
同
居
家
庭

▽
金
子
利
一
（
入
ヶ
谷
）

富
造
（
大
佐
貫
）

0

ね
た
き
り
老
人
介
護
者

▽
江
森
小
市
郎
（
上
江
黒
）

老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者
表
彰

▽
砂
賀
織
一
（
斗
合
田
）
▽
野
本

万
吉
（
上
江
黒
）
▽
奈
良
孝
次
郎

（
田
島
）

▽
神
田

老
人
扶
養
模
範

家
庭
表
彰

大
津
さ
ん
・
石
橋
さ
ん

橋
本
産
業
昧

の
程
人
命
救
助
と
い
う
事
で
警
察
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
吉
本
さ
ん
か
八
月
十
四

日
ブ
ド
ウ
畑
の
見
回
り
の
帰
り
、
新

堀
川
と
並
行
し
て
あ
る
入
ヶ
谷
用
水

路
か
ら
、
か
す
か
に
「
ウ
ー
」
と
い

う
う
め
き
声
か
聞
こ
え
捜
し
て
み
る

と
、
用
水
路
で
動
け
な
く
、
も
う
す

で
か
溺
死
と
い
う
状
態
の
人
を
助
け

た
も
の
で
す
。

顔
は
血
だ
ら
け
、
全
身
ず
ぶ
ぬ
れ
、

や
っ
と
の
お
も
い
で
道
路
ま
で
ひ
き

ず
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
乗

用
車
で
通
り
か
か
っ
た
大
輪
の
青
木

恵
幸
・
阿
部
富
弘
・
野
本
一
浩
く
ん

か
、
こ
れ
は
大
変
と
ば
か
り
に
乗
用

車
で
病
院
に
運
ん
だ
も
の
で
す
。

な
お
、
吉
本
さ
ん
の
お
父
さ
ん
勝

治
さ
ん
も
十
二
年
前
同
じ
よ
う
に
人

命
救
助
で
表
彰
さ
れ
、
親
子
二
代
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

統
計
関
係
で
表
彰

▼
中
谷
の
大
津
秀
雄
さ
ん
は
こ
の
程

農
林
水
産
大
臣
よ
り
感
謝
状
を
受
け

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
家
の
経
済
動
向
を
は

握
す
る
た
め
、
経
営
状
況
、
収
入
支

出
（
種
類
別
、
作
目
別
）
を
五
年
間

正
確
に
記
帳
し
た
た
め
に
よ
る
も
の

で
す
。

▼
上
江
黒
の
石
橋
幸
一
郎
さ
ん
は
、

県
知
事
よ
り
統
計
功
労
者
と
し
て
、

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

石
橋
さ
ん
は
昭
和
四
十
四
年
か
ら

群
馬
会
館
で
十
月
二
十
日
行
わ
れ

た
農
業
委
員
会
発
足
三
十
周
年
記
念

大
会
の
席
上
、
本
村
の
農
業
委
員
関

係
者
六
名
か
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▼
県
知
事
表
彰
新
井
初
太
郎
（
ニ

十
六
年
在
職
）

▼
県
農
業
会
議
会
長
表
彰

坂
上
喜
太
郎
(
+
七
年
在
職
）
田

口
政
男
（
十
四
年

I
I
)
奈
良
丑
松

（
十
三
年
1
1
)
清
水
幸
夫
(
+
­

年
I
I
)
小
川
裕
永

(
+
-
1
1
)

前
区
長
会
長
の
田
口
貞
雄
さ
ん
の

死
去
に
伴
い
、
区
長
会
の
役
員
が
次

の
と
お
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

▼
会
長
荒
川
一
郎
（
上
江
黒
）

▼
副
会
長
坂
上
喜
太
郎
（
中
谷
）

▼

1
1

折
原
功
一
（
大
佐
貫
）

▼
会
計
砂
賀
孝
三
（
斗
合
田
）

な
お
、
大
輪
の
区
長
に
は
、
松
本

竹
市
さ
ん
が
新
た
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

区
長
会
長
に

荒
川
一
郎
さ
ん
を
選
出

農
業
委
員
関
係
者
．

六
名
表
彰
さ
れ
る

国
勢
調
査
、
農
業
基
本
統
計
調
査
な

ど
行
い
、
迅
速
・
正
確
で
あ
っ
た
の
で

表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
中
谷
の
橋
本
産
業
閥
は
労
働
大
臣

よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
月
勤
労
者
の
賃
金
、
労

働
時
間
、
雇
用
状
況
の
記
入
か
正
確

で
迅
速
で
あ
っ
た
の
で
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。
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【
事
例
ー
】

0

日
時
…
…
一
月
二
十
九
日
困
午
後

八
時
十
分
晴

0

場
所
…
…
館
林
市
当
郷
地
内
、
県

道
寺
岡
館
林
線

0

事
故
概
要
：
：
・
・
館
林
市
四
十
一
歳

（
女
）
は
、
普
通
乗
用
車
で
進
行
中
、

前
方
左
側
を
歩
い
て
い
た
明
和
村
七

十
三
歳
（
男
）
の
発
見
が
遅
れ
た
た
め

衝
突
し
、
歩
行
者
は
死
亡
。

【
事
例2
】

0

日
時
：
·
…
一
月
三
十
一
日
出
午
前

十
一
時
二
十
五
分
晴

0

場
所
…
•
•
•
明
和
村
矢
島
地
内
、
県

道
矢
島
大
泉
線

0

事
故
概
要
…
•
•
•
明
和
村
四
十
九
歳

（
女
）
は
、
普
通
乗
用
車
で
進
行
中
、

十
字
路
交
差
点
に
お
い
て
一
時
停
止

を
怠
っ
た
た
め
、
左
方
か
ら
直
進
し

た
埼
玉
県
三
十
二
歳
（
男
）
の
運
転
す

る
ダ
ン
プ
カ
ー
と
衝
突
し
、
普
通
乗

用
運
転
者
は
死
亡
。

【
事
例3
】

0

日
時
…
•
•
•
三
月
一
日
回
午
後
七
時

三
十
八
分
曇

0

場
所
：
…
館
林
市
栄
町
地
内
、
国

道
―
二
二
号
線

0

事
故
概
要
：
：
・
・
埼
玉
県
三
十
八
歳

（
男
）
は
、
ラ
イ
ト
バ
ン
で
進
行
中
‘
進

路
前
方
を
左
方
か
ら
右
方
に
横
断
し

て
い
た
邑
楽
町
五
十
二
歳
（
男
）
の
発

見
が
遅
れ
衝
突
し
、
歩
行
者
は
死
亡
。

【
事
例4
】

0

日
時
…
…
三
月
五
日
困
午
後
八
時

四
十
七
分
晴

0

場
所
…
…
館
林
市
美
園
町
地
内
、

市
道

0

事
故
概
要
…
…
館
林
市
三
十
三
歳

（
男
）
は
、
普
通
乗
用
車
で
進
行
中
、
進

死
亡
事
故
1
1
の
事
例

路
前
方
を
右
方
か
ら
左
方
に
横
断
し

て
い
た
館
林
市
四
十
六
歳
（
男
）
の
発

見
が
遅
れ
衝
突
し
た
が
、
そ
の
ま
ま

逃
走
し
、
歩
行
者
は
死
亡
。

【
事
例5
】

0

日
時
…
…
四
月
二
十
七
日
同
午
前

二
時
四
十
五
分
晴

0

場
所
…
…
埼
玉
県
十
六
歳
（
男
）
は
、

自
動
二
輪
車
で
進
行
中
、
十
字
路
交

差
点
に
お
い
て
赤
信
号
を
無
視
し
て

進
入
し
た
た
め
、
青
信
号
に
よ
り
左

方
か
ら
右
折
し
た
茨
城
県
五
十
六
歳

（
男
）
の
運
転
す
る
普
通
貨
物
車
と
衝

突
し
、
十
六
歳
の
少
年
は
死
亡
。

【
事
例6
】

0

日
時
…
…
七
月
十
八
日
出
午
後
九

時
五
十
五
分
曇

0

場
所
：
…
館
林
市
堀
工
地
内
、
市

道0

事
故
概
要
…
…
館
林
市
二
十
五
歳

（
男
）
は
、
普
通
貨
物
車
で
進
行
中
、
十

字
路
交
差
点
に
お
い
て
右
折
す
る
際

館
林
市
十
七
歳
（
男
）
の
運
転
す
る
自

動
二
輪
が
反
対
方
向
か
ら
直
進
し
て

き
た
た
め
衝
突
し
、
少
年
は
死
亡
。

【
事
例7
】

0

日
時
：
・
・
・
・
七
月
十
八
日
出
午
後
十

一
時
五
分
曇

0

場
所
…
…
館
林
市
赤
生
田
地
内
、

前
橋
古
河
線
バ
イ
パ
ス

0

事
故
概
要
…
…
邑
楽
町
六
十
一
歳

（
男
）
は
普
通
乗
用
車
を
運
転
し
、
片

側
二
車
線
の
左
車
線
を
進
行
中
、
進

路
右
方
か
ら
左
方
に
原
付
自
転
車
で

進
行
し
た
館
林
市
五
十
三
歳
（
男
）
と

衝
突
し
、
原
付
運
転
者
は
死
亡
。

【
事
例8
】

0

日
時
…
…
十
月
三
日
山
午
後
六
時

五
十
五
分
晴

0

場
所
…
…
館
林
市
赤
生
田
地
内
、

前
橋
古
河
線
バ
イ
パ
ス

0

事
故
概
要
…
…
館
林
市
二
十
一
歳

（
男
）
は
普
通
乗
用
車
を
運
転
し
、
片

側
二
車
線
の
追
越
し
車
線
を
進
行
中
、

原
付
自
転
車
で
進
路
左
方
か
ら
前
方

に
進
出
し
た
館
林
市
三
十
九
歳
（
女
）

と
衝
突
し
、
原
付
運
転
者
は
死
亡
。

【
事
例9
】

0

日
時
…
…
十
月
九
日
⑥
午
後
十
一

時
十
分
曇

0

場
所
…
…
館
林
市
羽
附
地
内
、
前

橋
古
河
線
バ
イ
パ
ス

0

事
故
概
要
…
…
板
倉
町
三
十
四
歳

（
男
）
は
普
通
乗
用
車
で
進
行
中
、
進

路
右
方
か
ら
左
方
に
自
転
車
で
横
断

中
の
館
林
市
五
十
五
歳
（
男
）
と
衝
突

し
、
自
転
車
乗
用
者
は
死
亡
。

【
事
例
1
0
】

0

日
時
…
…
十
月
十
一
日
同
午
後
五

時
五
分
晴

0

場
所
：
…
板
倉
町
岩
田
地
内
、
町

道0

事
故
概
要
…
…
板
倉
町
三
十
四
歳

（
男
）
は
普
通
貨
物
車
を
運
転
し
、
岩

田
地
内
の
町
道
を
進
行
中
、
進
路
左

側
の
人
家
庭
先
か
ら
自
転
車
で
飛
び

出
し
た
板
倉
町
十
歳
（
男
）
と
衝
突
し
、

子
供
は
死
亡
し
た
。

【
事
例
1
1
】

0

日
時
…
…
十
月
二
十
五
日
同
午
前

五
時
四
十
五
分
晴

0

場
所
…
…
板
倉
町
海
老
瀬
地
内
、

佐
野
古
河
線

0

事
故
概
要
…
…
館
林
市
二
十
四
歳

（
男
）
は
、
普
通
貨
物
車
を
運
転
し
進

行
中
、
T

字
路
交
差
点
に
お
い
て
進

路
左
方
か
ら
進
行
し
て
き
た
明
和
村

四
十
六
歳
（
女
）
の
運
転
す
る
軽
ラ

イ
ト
バ
ン
と
衝
突
し
、
軽
ラ
イ
ト
バ

ン
に
乗
っ
て
い
た
夫
妻
が
死
亡
。
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一
高
年
齢
者
・
心
身
障
害
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
＿

--------------------------------------------

: ｀心身障害者 事業主 ; 

(:: 
□: 

こ
の
助
成
金
は
、
高
年
齢
者
や
心

身
障
害
者
な
ど
就
職
か
特
に
困
難
な

い
ま
の
子
供
は
、
わ
か
ま
ま
で
、

か
ま
ん
す
る
こ
と
が
苦
手
だ
と
‘

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
わ
か
ま
ま
と

は
、
ふ
つ
う
強
情
で
利
已
主
北
が

強
く
、
自
已
本
位
の
身
勝
手
な
行

為
や
心
理
を
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
と
‘

カ
ン
シ
ャ
ク
を
起
こ
し
て
泣
い
た

り
、
乱
暴
を
は
た
ら
い
た
り
し
ま

す
。こ

の
よ
う
な
わ
か
ま
ま
な
性
格

は
親
の
過
保
護
甘
や
か
さ
れ

会母
と
子
の舌＿＿

―
-
ロ
（第 3 回）
I 

杓
万
ま
ま
と
ロ
ロ
エ
置
の
区
別
を

霞
庄
m
o

方
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主

に
対
し
て
そ
の
賃
金
の
一

部
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

〈
受
給
で
き
る
事
業
主
〉

公
共
職
業
安
定
所
の
紹

介
に
よ
り
、
①
高
年
齢
者

（
五
十
五
歳
以
上
、
六
十

五
歳
未
満
）
②
心
身
障
害

者
そ
の
他
就
職
が
特
に
困

難
な
方
（
＿
ハ
十
五
＂
戌
未
満
）

を
常
用
労
悧
者
と
し
て
採

用
し
た
事
業
主
で
、
そ
の
前
後
六
ヵ

月
間
に
、
そ
の
事
業
所
の
労
働
者
を

て
育
っ
た
子
供
に
多
い
と
言
わ
れ
ま

す
。
親
に
し
て
み
れ
ば
、
か
け
か
え

の
な
い
子
供
と
い
う
意
識
か
先
行
し
、

子
供
の
た
め
な
ら
精
い
っ
ぱ
い
の
こ

と
を
し
て
や
ろ
う
、
子
供
か
喜
ぶ
の

な
ら
何
で
も
き
い
て
あ
げ
よ
う
と
い

っ
た
気
持
ち
が
‘
や
や
も
す
る
と
‘
子

供
の

I
I

ご
き
げ
ん
と
り
“
に
終
始
し

て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
う
い
う
子
供

は
1
1

何
で
も
思
い
通
り
に
な
る

1
1親

の
心
は
よ
く
理
解
で
き
て
も
、
同
じ

年
ご
ろ
の
友
だ
ち
の
気
持
ち
は
な
か

特
定
求
職
者
雇
用
開
発

助
成
金
の
活
用
を

(4) 

事
業
主
の
都
合
で
解
雇
し
た
こ
と
が

な
い
人
。

〈
受
給
で
き
る
額
〉

採
用
後
一
年
間
に
支
払
っ
た
賃
金

に
つ
い
て
、
中
小
企
業
は
そ
の
三
分

の
一
、
大
企
業
は
そ
の
四
分
の
一
。

重
度
心
身
障
害
者
な
ど
の
場
合
は

採
用
後
一
年
六
ヵ
月
間
に
支
払
っ
た

賃
金
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
は
そ
の

二
分
の
一
、
大
企
業
は
そ
の
三
分
の

一
。

〈
受
給
の
た
め
の
手
続
き
〉

対
象
と
な
る
労
働
者
を
採
用
し
た

日
（
賃
金
締
切
日
か
定
め
ら
れ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）
か
ら
一
ヵ

月
以
内
に
、
所
定
の
申
請
書
を
公
共

職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
館
林
公
共

職
業
安
定
所
（
6
七
ニ
ー
四
二
六
五
）

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
子
供
た
ち
の
間
で
は

利
己
主
北
か
強
す
ぎ
て
、
協
調
性
を

欠
き
、
み
ん
な
と
一
緒
に
仲
よ
く
遊

べ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
わ
か
子
の
わ
か
ま
ま

に
困
り
ぬ
い
て
、
お
母
さ
ん
方
の
多

く
は
、
支
配
的
‘
抑
圧
的
な
態
度
で

一
方
的
に
お
さ
え
つ
け
る
よ
う
に
な

り
か
ち
で
す
。

そ
の
た
め
、
子
供
に
し
て
み
れ
ば

自
分
の
欲
求
不
満
を
心
の
奥
深
く
押

大
輪
の
吉
本
正
さ
ん
は
、
今
年
の

東
日
本
巨
峰
（
ブ
ド
ウ
）
品
評
会
に

出
品
し
た
と
こ
ろ
、
三
百
点
の
な
か

か
ら
見
事
銅
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

吉
本
さ
ん
は
現
在
、
大
輪
巨
峰
研

究
会
の
会
長
と
し
て
、
ブ
ド
ウ
作
り

に
活
躍
し
て
い
ま
す
か
、
大
輪
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
巨
峰
は
ど
の
く
ら
い

の
ラ
ン
ク
に
な
る
だ
ろ
う
か
と
‘
今

年
初
め
て
出
品
し
、
そ
の
結
果
、
糖

度
、
外
観
品
、
大
き
さ
な
ど
申
し
分

な
く
、
大
輪
の
ブ
ト
ウ
か
世
に
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

「
大
輪
の
巨
峰
か
こ
ん
な
上
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
る
と
は
予
想
し
な
か
っ

た
。
栽
培
者
も
、
こ
れ
か
ら
自
信
を

し
か
く
し
、
表
面
的
に
は
親
に
気

に
い
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
か
ら
も
、

か
な
り
屈
折
し
た
心
理
状
態
に
な

ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

気
を
つ
け
た
い
の
は
、
わ
が
ま

ま
な
利
己
主
張
と
正
当
な
自
已
主

張
を
区
別
し
て
受
け
と
め
て
や
る

こ
と
で
す
。
頭
ご
な
し
に
し
か
る

前
に
子
供
の
言
い
分
を
よ
く
聞
い

て
‘
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
は
受
け

入
れ
、
わ
が
ま
ま
な
面
は
話
し
合

い
を
通
し
て
子
供
に
わ
か
ら
せ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
か
大
切
で
す
。

子
供
が
、
そ
の
場
の
状
況
に
応

じ
て
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
、
ふ
だ
ん

の
し
つ
け
に
気
を
つ
け
た
い
も
の

で
す
。 吉

本
さ
ん
の
巨
峰
が

銅
賞
を
受
け
る

東
日
本
巨
峰
品
評
会

ク
ー
ル
で
5

名
入
選

県
共
済
連
主
催
に
よ
る
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
明
中
二
年

の
渡
辺
孝
子
さ
ん
が
佳
作
に
入
選
し

ま
し
た
。

県
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

県
選
挙
管
理
委
員
会
、
県
教
委
な

ど
の
主
催
で
行
わ
れ
た
選
挙
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
次
の
五
名
の
方
が

入
選
し
ま
し
た
。

ク
ー
ル
で
渡
辺
さ
ん
入
選

県
共
済
連
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
で
八
名
が
入
賞

も
っ
て
出
荷
で
き
る
と
喜
ん
で
お
り

ま
す
。
来
年
は
金
賞
を
い
た
だ
け
る

よ
う
な
巨
峰
づ
く
り
に
は
げ
み
た
い
。
」

と
吉
本
さ
ん
は
き
っ
ば
り
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

交
通
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

現
在
、
明
和
村
・
館
林
市
・
板
倉

町
の
館
林
警
察
署
管
内
で
地
区
別
無

事
故
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
い
小
学
六

年
生
を
対
象
に
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

百
四
十
一
名
の
応
募
の
な
か
か
ら
、

次
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞
酒
井
美
子
（
東
小
）

▼
優
秀
賞
木
村
弘
（
東
小
）

▼
"
関
口
初
美
（
西
小
）

▼
優
良
賞
柿
沼
恵
一
（
東
小
）

▼
"
高
沢
由
美
子
（
西
小
）

▼
佳
作
田
口
義
行
（
西
小
）

▼
"
秋
野
恵
美
子
（
西
小
）

▼
須
藤
篤
史
（
東
小
）

▼
佐
藤
優
（
西
小
二
年
）
▼
田
口

昌
明
（
西
小
三
年
）
▼
江
森
孔
明

（
西
小
三
年
）
▼
松
本
洋
子
（
明

中
二
年
）
▼
田
口
文
子
（
明
中
二

年
）先

月
号
の
広
報
紙
で
”
廃
品
回
収

を
し
て
老
人
を
招
待
“
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
か
、

そ
の
後
、
こ
の
席
に
招
待
さ
れ
た
老

人
の
一
人
森
尻
重
作
さ
ん
は
、
若
妻

会
の
恩
に
対
し
て
一
人
ひ
と
り
に
、

自
分
の
気
持
ち
を
表
わ
し
た
短
冊
を

。
フ
レ
ゼ
ン
ト
し
喜
ば
れ
ま
し
た
。

短
冊
に
は
次
の
事
か
書
か
れ
て
あ

り
ま
し
た
。

▼
老
い
身
を
恵
た
わ
る
心
の
若
妻
会

幸
多
か
れ
と
祈
る
し
わ
の
手

ら

▼
長
良
い
て
嬉
し
く
思
ふ
目
に
涙
慈

愛
あ
ふ
る
る
女
神
と
ぞ
見
る

県
で
は
、
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け

て
一
時
的
に
資
金
が
必
要
な
中
小
企

業
者
に
、
次
の
よ
う
な
条
件
で
融
資

を
行
い
ま
す
。

▼
資
金
使
途
運
転
資
金

▼
限
度
額
一
企
業
五
百
万
円

▼
利
率
年
七
％
以
内

▼
融
資
期
間
五
ヵ
月

▼
実
施
期
間
五
十
六
年
十
一
月
二

日
か
ら
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

▼
申
し
込
み
各
金
融
機
関
へ

▼
締
め
切
り
融
資
枠
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

中
小
企
業
季
節
資
金

融
資
制
度
の
ご
利
用
を

お
礼
に
短
冊
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
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「
エ
ン
ガ
」

いや一たを入押に いな牛のモは
われ日か利れしぎ太に役馬すグ‘工
れるにや用‘‘りく利割出きリこン
たとーししテ土鍬て用り現おとのガ
゜ー反‘てコ中を長さとまこ言地＾
人のこ田のに足いれしでしい方柄こ
前畑れ畑原つ裏柄たて主に田で鍬；，
とをでを理きでを゜大要‘畑は一

こ
ん
な
道
具
を使
っ
た
な

ガ
ソ
リ
ン
に
揮
発
油
税
と
い
う
国

税
か
課
税
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
バ

ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ェ
ン
ジ
ン
の
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
る

軽
油
に
も
、
軽
油
引
取
税
と
い
う
県

税
か
か
か
り
ま
す
。

こ
の
軽
油
引
取
税
は
、
県
内
の
道

路
や
橋
を
整
備
す
る
費
用
に
あ
て
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
目
的
税
で
す
。

第 3 回

皆
さ
ん
か
ス
タ
ン
ド
で
軽
油
を
購

入
し
た
と
き
に
支
払
う
代
金
に
含
ま

れ
て
い
て
、
特
約
店
で
あ
る
特
別
徴

収
義
務
者
を
通
じ
て
県
に
納
め
ら
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
か
県
内
の
ス
タ
ン

ド
で
給
油
し
て
い
た
だ
く
と
、
そ
の

税
金
は
特
別
徴
収
義
務
者
を
通
じ
て

軽
油
は
県
内
の
ス
タ
ン
ド
で

購
入
し
ま
し
ょ
う

税
を
知
る
週
間

1

月

1

日
ー

1
7日

最
近
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い

て
い
る
主
婦
が
多
い
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
パ
ー
ト
収
入
と
い
う

と
内
職
や
外
交
員
の
収
入
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
か
、
主
婦
の
パ
ー
ト

収
入
か
給
与
だ
け
の
場
合
に
所
得
税

が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
説
明
す
る
と

一
年
間
に
パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
金
額

が
七
十
九
万
円
（
月
平
均
約
六
万
五

千
八
百
円
）
以
下
で
、
ほ
か
の
所
得

か
な
い
場
合
に
は
、
主
婦
に
は
税
金

は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
主
人
の
所
得

か
ら
配
偶
者
控
除
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

七
十
九
万
円
を
超
え
ま
す
と
税
金

も
か
か
り
ま
す
し
、
配
偶
者
控
除
も

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
税
務
課
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

毎
日
の
生
活
と
深
い
つ
な
か
り
を

持
っ
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
に
そ
の
仕
組
み
や
使
い
み
ち
な
ど

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
‘

こ
と
し
も
十
一
月
十
一
日
困
か
ら
十

七
日
因
ま
で
「
税
を
知
る
週
間
」
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
は
、

皆
さ
ん
の
身

ー
主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金
ー

7
9万
円
が
分
か
れ
め

県
に
納
め
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
県
内
の

道
路
や
橋
の
整
備
が
一
層
促
進
さ
れ
、

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
還
元
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

軽
油
は
県
内
の
ス
タ
ン
ド
で
購
入

し
ま
し
ょ
う
。

料
理
飲
食
等
消
費
税
（
県
税
）
は
、

料
理
店
・
バ
ー
・
飲
食
店
・
旅
館
な

ど
の
経
営
者
か
、
利
用
者
か
ら
料
金

の
支
払
い
を
受
け
取
る
と
き
に
、
県

に
代
わ
っ
て
受
け
取
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

料
理
店
や
バ
ー
な
ど
を
利
用
し
た

と
き
は
必
ず
公
給
領
収
証
を
受
け
取

り
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
経
営
者
は
公

給
領
収
証
を
交
付
し
ま
し
ょ
う
。

公
給
領
収
証
を

交
付
し
ま
し
ょ
う

受
取
り
ま
し
ょ
う

十
一
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第

二
期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。

第
二
期
分
の
納
税
額
は
、
す
で
に

税
務
署
か
ら
通
知
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
通
知
書
の
金
額
を
十
一
月

三
十
日
ま
で
の
間
に
納
め
て
く
だ
さ

、
。

し

所
得
税
の
予
定
納
税
は

1
1
月
3
0
日
ま
で
に

▼
会
場

昭
和
五
十
六
年
分
の
年
末
調
整
説

明
会
か
、
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
各
徴
収
義
務
者
は
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
十
一
月
十
七
日

時
三
十
分
よ
り

明
和
村
商
工
会

午
後

年
末
調
整
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

近
な
場
所
で
、
臨
時
の
税
務
相
談
所

を
開
設
し
た
り
、
税
に
関
す
る
資
料

を
展
示
す
る
な
ど
各
種
の
行
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ニ
忍
口
冗
：
＇
こ
い
い
『
／

□人
＜
／
土
よ
刀
•
•

高
血
圧
の
食
事
療
法

高
血
圧
の
治
療
の
中
で
一
番
大

切
な
こ
と
は
食
事
療
法
で
あ
り
、

塩
分
の
制
限
か
最
も
枯
と
な
り
ま

す
。
こ
の
塩
分
制
限
を
せ
ず
に
薬

だ
け
飲
ん
で
い
て
も
治
療
効
果
は

充
分
に
あ
が
り
ま
せ
ん
。

＊
塩
分
摂
取
量
は
一
日
十
g
以
下

に
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

-
、
み
そ
汁
は
量
と
回
数
を
へ
ら

し
な
る
べ
く
薄
味
に
し
ま
し
ょ
う
。

実
だ
く
さ
ん
に
し
、
汁
は
少
な

め
に
し
ま
し
ょ
う
。
み
そ
汁
一
杯

で
一
・
五
ー
ニ
g
の
塩
分
か
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

二
、
漬
物
、
つ
く
だ
煮
、
塩
物
な

ど
塩
辛
い
も
の
は
な
る
べ
く
ひ
か

え
ま
し
ょ
う
。

漬
物
は
古
づ
け
を
や
め
て
浅
づ

け
に
、
か
け
じ
ょ
う
ゆ
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

三
、
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
野
菜
や
果

物
は
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

（
ほ
う
れ
ん
草
・
キ
ャ
ベ
ッ
・
レ

タ
ス
・
じ
ゃ
が
い
も
・
ト
マ
ト
・

り
ん
ご
・
バ
ナ
ナ
）

＊
お
い
し
い
薄
味
料
理
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

ぼ
く
の
家
』

第17 回

新
鮮
な
し
ゅ
ん
の
材
料
を
選
び

調
味
料
や
香
辛
料
な
ど
を
う
ま
く

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
塩
分
を
減
ら

し
、
材
料
の
持
ち
味
を
味
わ
い
な

が
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼
香
り
…
…
し
そ
の
葉
・
く
る
み

ご
ま
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
‘
ゆ
ず
、
み

つ
葉
、
ね
ぎ

C
1
の
リ

▼
酸
味
…
…
レ
モ
ン
‘
酢
、
リ
ン

ゴ
酢
、
ポ
ン
酢

▼
油
：
…
大
豆
油
、
ご
ま
油
、
な

た
ね
油
な
ど
の
植
物
油

※
煮
物
よ
り
い
た
め
物
・
揚
げ
物

の
方
か
塩
分
か
す
く
な
く
て
す
み

ま
す
。

▼
旨
味
…
…
こ
ん
ぶ
、
か
つ
お
節

干
し
い
た
け
、
煮
干
し
、
と
り
が

上
ら▼

減
塩
し
ょ
う
ゆ
…
…
減
塩
し
ょ

う
ゆ
は
、
塩
分
が
普
通
の
し
ょ
う

ゆ
の
約
半
分
（
こ
ん
ぶ
、
か
つ
お

節
等
で
だ
し
を
と
り
、
同
量
の
し

ょ
う
ゆ
で
う
す
め
て
も
よ
い
）

▼
塩
分
の
少
な
い
ソ
ー
ス
・
・
・
・
・
・
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
、
フ
レ
ン
チ
ソ
ー
ス
、

ト
マ
ト
ヶ
チ
ャ
ッ
プ

『
毎
日
が
防
火
デ
ー
で
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

1
1月
2
6日
1
1
2月
2

日
ま
で
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特
産
物
の
案
内
板
を
設
置

村
で
は
、
こ
の
ほ
ど
村
の
公
共
施

設
や
特
産
物
を
知
ら
せ
る
案
内
板
を

設
漑
し
ま
し
た
。

・
町
、

こ
れ
は
五
十
八
年
の
国
体
に
阿
か

っ
て
環
境
整
備
を
は
か
る
た
め
と
‘

本
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
る

た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、
村

内
六
ヵ
所
に
”

梨
の
里
・
シ
ク

ラ
メ
ン
の
里
・

巨
峰
の
里
“
と

書
か
れ
、
ま
た

裏
に
は
道
路
案

内
を
兼
ね
た
も

の
を
設
置
。

こ
れ
に
よ
り

本
村
を
訪
れ
る

人
に
は
、
大
い

に
参
考
に
な
る

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
年
は
国
際
障
害
者
年
、

障
害
を
持
つ
す
べ
て
の
人

か
健
康
・
平
等
の
顧
い
を

込
め
て
、
県
で
は
各
市
町

村
に
“
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
＂
の

苗
木
を
配
布
し
ま
し
た
。

村
で
は
早
速
‘
十
月
二

十
四
日
西
小
学
校
で
村
長

の
手
に
よ
っ
て
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
か
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
北
ア
メ

リ
カ
原
産
の
広
葉
樹
、
四

月
頃
白
と
ピ
ン
ク
の
花
を

つ
け
ま
す
。
な
お
、
こ
の

木
の
花
言
葉
は
「
公
平
」

で
す
。

国
際
障
害
者
年

記
念
植
樹

、•”-., 

千
江
田
農
協
管
内
の
婦
人
た
ち
で

組
織
し
て
い
る
あ
す
な
ろ
会
で
は
、

十
月
七
日
、
千
江
田
農
協
で
＂
わ
か

家
の
自
慢
料
理
交
換
会
“
を
行
い
ま

し
た
。こ

れ
は
、
自
宅
で
と
れ
る
農
産
物

を
利
用
し
て
作
っ
た
自
慢
料
理
を
持

ち
寄
っ
て
‘
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ

よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日

「
即
席
茄
子
の
し
ば
漬
け
・
甘
酢
大

根
づ
け
・
白
う
り
の
し
ょ
う
ゆ
漬
け
」

な
ど
と
い
っ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
料
理
が
陳
列
さ
れ
、
お
互
い
に
勉

強
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
す
な
ろ
会
で

自
慢
料
理
交
換
会

第
二
十
六
回
村
民
体
育
祭
か
十
月

十
一
日
中
学
校
校
庭
で
開
か
れ
ま
し

た
。
当
日
は
絶
好
の
運
動
会
日
和
で

各
地
区
の
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
幼
児

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
出
場
で
、
こ

の
日
ば
か
り
は
校
庭
か
狭
く
感
じ
ら

れ
る
は
ど
で
し
た
。

梅
原
は
今
年
も
優
勝
を
狙
お
う
と
、

得
点
競
技
と
も
な
る
と
、
ス
タ
ン
ド

か
ら
大
声
援
。
そ
れ
を
受
け
て
か
、

梅
原
の
選
手
は
次
々
に
上
位
に
入
賞

し
、
準
優
勝
の
新
里
を
十
四
点
引
き

離
し
て
五
年
連
続
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

な
お
三
位
は
大
佐
貫
•
四
位
矢
島
・

五
位
南
大
島
・
六
位
斗
合
田
の
順
で

し
た
。 体

育
祭

梅
原
五
年
連
続
の
優
勝

斗
合
田
の
掃
人
会
で
は
六
年
間
も
毎
月

一
回
生
花
教
室
を
実
施
し
‘
み
な
さ
ん
も

う
。
フ
ロ
級
の
腕
前
。

こ
れ
は
、
毎
月
新
里
の
関
口
先
生
を
講

師
に
迎
え
勉
強
を
重
ね
た
結
果
で
、
十
月

二
十
六
日
に
は
集
落
セ
ン
タ
ー
で
巻
ヅ
ル

を
利
用
し
た
自
由
花
の
生
け
方
の
習
得
。

巻
ヅ
ル
を
い
か
に
蝶
か
飛
ん
で
い
る
よ
う

に
見
せ
る
か
か
コ
ッ
だ
そ
う
で
、
そ
こ
に

精
神
を
統
一
し
て
五
本
の
巻
ヅ
ル
を
生
け

て
い
ま
し
た
。

関
口
先
生
は
「
斗
合
田
の
皆
さ
ん
は
本

当
に
明
る
<
‘
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
て
、

そ
れ
が
花
を
生
け
る
の
に
よ
く
表
わ
れ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
生
花
教
室
は
心
の
安
ら
ぎ
が
も
て

る
と
あ
っ
て
と
っ
て
も
人
気
か
い
い
と
か
。

六
年
間
も
生
花
教
室

ー
斗
合
田
婦
人
会
ー
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須
賀
の
古
橋
真
一
さ
ん
の
庭
先
か

ら
、
ス
イ
カ
の
形
を
し
た
、
カ
ボ
チ

ャ
の
特
徴
を
持
っ
た
も
の
か
出
来
て

家
族
の
人
は
び
っ
く
り
。

須
賀
の
老
人
ク
ラ
ブ

郡
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
第
三
位
に
”
~

十
月
六
日
邑
楽
町
で
行
わ
れ
た
郡

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
た
須

賀
老
人
ク
ラ
ブ
八
千
代
会
は
第
三
位

と
い
う
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
邑
楽
郡
の
町
村
代
表

十
五
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
八
千
代
会
は
予
選
リ
ー
グ
も

二
勝
し
て
、
五
チ
ー
ム
の
決
勝
リ
ー

グ
に
進
み
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

第
三
位
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

二
位
ま
で
が
県
大
会
へ
出
場
で
き

る
と
あ
っ
て
、
八
千
代
会
の
皆
さ
ん

は
「
も
う
一
歩
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

来
年
は
絶
対
行
く
ぞ
」
と
、
誓
い
合
い

早
速
来
年
に
向
か
っ
て
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

突
然
の
冬
瓜
に
び

つ

く
り

｛、一

勤
め
先
で
あ
る
農

協
の
窓
口
へ
飾
っ
て

置
い
た
か
、
訪
れ
る

人
も
た
だ
単
に
首
を

ひ
ね
る
ば
か
り
。
た

た
い
て
み
た
り
、
中

を
割
っ
た
り
、
食
べ

て
み
た
り
し
て
、
や

と
う
が
ん

っ
と
冬
瓜
だ
と
わ
か

る
。冬

瓜
は
以
前
は
こ

の
あ
た
り
で
も
生
産

し
て
い
た
か
、
そ
れ

に
し
て
も
種
を
ま
い

た
事
か
な
い
の
に
、

な
ぜ
生
え
た
の
だ
ろ

・
う
と
皆
さ
ん
不
思
議

か
っ
て
い
ま
し
た
。

ダ
ミ
ー
を
使
っ
て
衝
突
実
験

明
和
村
交
通
安
全
協
会
で
は

十
月
十
一
日
の
体
育
祭
の
昼
休

み
の
時
間
を
利
用
し
て
ダ
ミ
ー

（
身
代
り
人
形
）
と
車
の
衝
突
実

験
と
交
通
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。衝

突
実
験
で
は
子
供
か
横
断

歩
道
を
渡
っ
て
ひ
か
れ
た
と
い

う
設
定
で
行
わ
れ
、
三
十
キ
ロ
．

四
十
キ
ロ
．
五
十
キ
ロ
の
速
度
で
三

回
行
わ
れ
、
最
後
の
五
十
キ
ロ
の

場
合
で
は
、
ダ
ミ
ー
か
大
き
く

は
ね
と
ば
さ
れ
、
車
の
下
に
は

い
り
込
ん
で
し
ま
い
、
見
物
人

か
ら
「
ワ
ー
す
ご
い
」
と
声
か

あ
か
り
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ

を
訴
え
ま
し
た
。

明
和
村
く
ら
し
の
会
（
会
長
野

村
初
枝
）
で
は
、
十
月
八
日
公
民

館
に
お
い
て
、
農
林
水
産
省
畜
産

局
の
後
援
を
得
て
牛
肉
の
料
理
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
食
肉
の
正
し
い
知
識

を
得
て
食
肉
の
消
費
拡
大
を
は
か

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
一

切
れ
百
四
十
考
も
あ
る
ロ
イ
ン
ロ

ー
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
高
級
な
と

こ
ろ
の
肉
を
使
用
し
て
の
料
理
。

参
加
し
た
人
た
ち
も
「
私
一
人

で
食
べ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
、

家
へ
持
っ
て
帰
ろ
う
か
し
ら
。
」

な
ど
と
、
お
い
し
い
、
お
い

し
い
を
連
続
し
な
か
ら
舌
Q

全
国
防
犯
運
動
が

十
月
十
一
日
か
ら
二

十
日
ま
で
の
十
日
間
、

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま

し
た
か
、
本
村
で
も
十
二

日
警
察
署
や
防
犯
協
会
の
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
車
十
四

台
を
連
ね
て
防
犯
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。

先
頭
の
広
報
車
は
「
秋
は
空
き

巣
か
増
え
る
季
節
で
す
。
ド
ロ
ボ

ウ
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
ち
ょ

っ
と
の
外
出
で
も
、
し
っ
か
り
と
カ

ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
」
な
ど
と
広
報

し
な
が
ら
村
内
を
約
二
時
間
か
け
て

行
い
ま
し
た
。

づ
み
を
打

っ
て
い
ま

し
た
。

牛
肉
を
使
っ
た
料
理
教
室
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つ
い
て
ま
わ
っ
た
事
は
、
一
口
に

今
の
若
い
者
は
、
う
ち
の
嫁
は
…

と
悪
の
批
判
を
と
も
す
れ
ば
耳
に

す
る
と
い
う
事
で
す
。

そ
れ
は
自
分
達
の
事
ば
か
り
、 田村喜代子さん

（斗合田）

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
田
村
さ
ん
で
す
）

達
の
理
解
か
大
い
に
必
要
と
い
う
事
人
会
の
和
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

で
、
敬
老
の
日
に
新
し
く
完
成
し
た
こ
の
よ
う
な
祝
い
は
、
い
つ
ま
で

集
落
セ
ン
タ
ー
に
老
人
を
招
待
し
、
も
続
け
る
事
に
価
値
か
あ
る
と
思

大
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
い
ま
す
。
来
年
も
、
今
か
ら
ど
の

老
人
達
の
顔
は
、
そ
れ
こ
そ
エ
ビ
よ
う
に
し
よ
う
か
と
思
案
中
で
す
。

参
予
忍
藷
＇
加
仔
（第63 回）

昭
和
五
十
五
年
に
お
け
る
全
国
の

覚
せ
い
剤
事
犯
検
挙
人
員
は
、
つ
い

に
二
万
人
を
突
破
し
、
昭
和
二
十
年

代
の
第
一
次
覚
せ
い
剤
乱
用
時
代
の

検
挙
人
員
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

群
馬
県
内
に
お
け
る
覚
せ
い
剤
事

犯
者
の
検
挙
者
数
は
、
年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和

五
十
五
年
の
人
口
十
万
人
あ
た
り
の

検
挙
人
員
は
三
三
・
ニ
人
で
、
全
国
第

二
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
状
況
と
同
様
に
乱

用
者
層
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
主
婦
・

学
生
な
ど
の
比
率
が
年
々
高
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
乱
用
の
一
般
大
衆
化
、

私
達
斗
合
田
婦
人
会
は
、
も
う

何
十
年
と
い
う
歴
史
を
も
つ
グ
ル

ー
プ
で
、
も
う
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
行
事
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

長
年
や
っ
て
き
た
中
で
、
常
に

若
年
化
の
傾
向
か
認
め
ら
れ
ま
す
。

◆
暴
力
団
の
資
金
源

覚
せ
い
剤
の
密
売
は
、
少
量
の
取

引
き
で
莫
大
な
利
益
が
得
ら
れ
る
た

め
、
暴
力
団
は
そ
れ
を
有
力
な
資
金

源
と
し
て
い
ま
す
。

暴
力
団
や
そ
の
仲
間
は
、
表
面
上

は
普
通
の
人
を
装
い
善
良
な
市
民
に

近
づ
き
、
甘
い
言
葉
で
巧
妙
に
悪
の

道
に
誘
い
込
ん
で
覚
せ
い
剤
を
売
り

込
み
、
資
金
を
稼
い
で
い
る
の
で
す
。

◆
覚
せ
い
剤
の
作
用

覚
せ
い
剤
を
使
用
す
る
と
、
一
時

的
に
陶
酔
感
、
そ
う
快
感
‘
疲
労
か

ら
の
解
放
感
な
ど
の
現
象
が
現
わ
れ

考
え
て
し
ま
い
、
他
の
人
に
目
か
向

か
な
か
っ
た
事
に
も
あ
っ
た
と
反
省

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
、
わ
る
い
批
判
を
善
に
す

る
に
は
、
家
庭
か
ら
、
さ
ら
に
老
人

闘
：
汀
全
国
第一
位

覚
せ
い
剤
を
追
放
し
よ
う

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
作
用
か
消
失
す
る

と
過
度
の
興
奮
の
結
果
と
し
て
疲
労

か
残
り
‘
け
ん
怠
感
、
虚
脱
感
を
覚

え
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
た
い
ば
か
り
で

な
く
、
続
け
て
使
用
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
、
繰
り
返
し
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
‘
慢
性
中
毒
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
覚
せ
い
剤
中
毒
の
症
状

現
実
に
は
存
在
し
な
い
声
か
聞
こ

え
る
と
い
う
幻
聴
、
壁
や
天
井
の
し

み
が
虫
や
小
動
物
に
見
え
た
り
、
人

の
顔
か
化
物
に
見
え
る
と
い
う
幻
視
、

誰
れ
か
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
被
害
妄

想
、
自
分
の
家
族
も
わ
か
ら
な
く
な

る
記
憶
喪
失
等
の
症
状
か
で
ま
す
。

◆
覚
せ
い
剤
中
毒
の
後
遺
症

覚
せ
い
剤
の
使
用
を
や
め
て
も
、

幻
覚
・
妄
想
を
主
と
す
る
精
神
分
裂

病
に
似
た
精
神
障
害
が
続
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ス
顔
。
一
生
忘
れ
る
事
の
出
来
な

い
あ
の
笑
顔
゜

ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な
敬
老
の
祝

い
で
し
た
か
、
老
人
と
の
和
か
家

庭
の
和
に
、
家
庭
の
和
が
私
達
婦

第 4 回村民ソフトボール大会結果
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◆
覚
せ
い
剤
追
放
の
た
め
に

県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
覚
せ
い
剤

の
恐
ろ
し
さ
を
認
識
し
て
、
覚
せ
い

剤
の
誘
惑
を
は
ね
つ
け
、
覚
せ
い
剤

を
「
持
ち
込
ま
な
い
・
持
ち
込
ま
せ

な
い
・
乱
用
し
な
い
・
乱
用
さ
せ
な

い
」
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
あ
な
た
の
周
辺
で
覚
せ
い

剤
に
つ
い
て
気
か
つ
い
た
事
が
あ
れ

ば
、
覚
せ
い
剤
ダ
イ
ヤ
ル

(
~
oニ

七
ニ
ー
ニ
四
ー
八
八
八
八
）
か
近
く

の
警
察
、
駐
在
所
へ
ご
連
絡
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

干
津
井

大
佐
貫
B

稲
荷
山
イ
ー
グ
ル
ス

田
島
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
愛
好
会

斗
合
田

須
賀
ソ
フ
ト
ク
ラ
プ

江
口
A

大
輪
上
ソ
フ
ト
ク
ラ
プ

新
里
ウ
イ
ン
グ
ス

明
和
イ
ー
グ
ル
ス

や
ま
う
の
漬
物
聡

千
津
井
―
一
ュ
ー
ス
タ
ー
ズ

明
和
村
役
場

下
昭
ク
ラ
プ

二
昭
友
の
会

上
江
黒
B

日
東
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
プ

大
佐
貫
A

大
明
金
属
工
業
昧

川
俣

矢
島
ソ
フ
ト
ク
ラ
プ

大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ

橋
本
産
業
昧

上
江
黒
A

侍江
口
s

リ
カ
ー
ズ

新
里
ラ
ー
ク
ス

第 1 回壮年ソフトボール大会結果
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西
部
A

西
部
B

上
江
黒
昭
和
会

斗
合
田
下
コ
ン
ゴ
ー
ズ

中
部
S
B
C

テ
ニ
ス
大
会
結
果

九
月
二
十
三
日
、
百
三
十
六
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
第
七
回
村
民
テ

ニ
ス
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

〇
一
般
男
子
の
部

優
勝
黒
沢
•
黒
沢
組

準
優
勝
高
木
・
塩
谷
組

三
位
森
尻
·
岩
崎
組

圏
一
般
女
子
の
部

優
勝
町
田
・
田
口
組

準
優
勝
野
本
・
福
田
組

®
中
学
男
子
の
部

優
勝
柿
沼
•
岡
安
組

準
優
勝
薗
田
・
武
田
組

三
位
奈
良
・
奈
良
組

＂
戸
ヶ
崎
・
石
川
組

圏
中
学
女
子
の
部

優
勝
高
木
・
泉
田
組

準
優
勝
本
島
・
大
塚
組

三
位
島
田
・
奥
沢
組

＂
富
塚
•
砂
賀
組

ェ
ロ
.
`
9
 

干
津
井

交
通
安
全
ク
イ
ズ

当
選
者
の
発
表

秋
の
交
通
安
全
運
動
に
伴
い
行
わ

れ
た
交
通
安
全
ク
イ
ズ
の
当
選
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
正
解
は
二
百
十
三
名
・
不
正

解
は
四
十
一
名
で
し
た
。
〈
敬
称
略
〉

蒼
特
賞
、
ン
チ
ズ
ン
置
時
計
（
二
名
）

▼
新
井
和
子
（
江
口
）
▼
松
本
文

子
（
千
津
井
）

圏
一
等
シ
ャ
ー
プ
電
卓
（
三
名
）

▼
石
川
温
也
（
矢
島
）
▼
大
野
マ

リ
子
（
新
里
）
▼
野
本
一
美
（
千

津
井
）

園
一
等
紳
士
ジ
ャ
ン
。
フ
傘
(
+
名
）

▼
新
井
綾
（
梅
原
）
▼
木
島
孝
子

（
同
）
▼
石
村
市
太
郎
（
大
佐
貫
）

▼
石
村
比
佐
江
（
同
）
▼
張
谷
よ

し
（
川
俣
）
▼
渡
辺
宏
（
須
賀
）

▼
田
村
豊
浩
（
斗
合
田
）
▼
森
原

千
里
（
上
江
黒
）
▼
薗
部
忠
雄
（

千
津
井
）
▼
青
木
昌
子
（
田
島
）

〇
三
等
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
（
二
十
名
）

▼
佐
藤
フ
サ
（
梅
原
）
▼
恩
田
久

（
同
）
▼
吉
永
和
枝
（
同
）
▼

本
沢
正
美
（
同
）
▼
古
屋
光
彦
（

同
）
▼
田
部
井
典
子
（
同
）
▼

恩
田
勝
彦
（
同
）
▼
吉
永
米
子
（

同
）
▼
折
原
光
江
（
大
佐
貫
）

▼
中
里
千
代
子
（
新
里
）
▼
野
本

清
子
（
同
）
▼
石
塚
幸
子
（
川
俣
）

▼
本
鳥
与
之
（
千
津
井
）
▼
奈
良

光
江
（
同
）
▼
薗
部
ア
イ
子
（
同
）
▼

丸
山
弘
美
（
同
）
▼
田
中
タ
カ
子

（
田
島
）
▼
北
島
シ
ズ
子
（
同
）
▼
須

藤
親
司
（
江
口
）
▼
関
口
茂
三
郎

（
下
江
黒
）

な
お
、
賞
品
は
地
区
の
安
全
協
会

の
役
員
が
届
け
ま
す
。



(9) 第242号 広 報 め し＼ わ 昭和56年11 月 10 日

卓
球
大
会
の

第
二
十
二
回
村
民
卓
球
大
会
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
奮

っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
十
二
月
六
日

▼
会
場
明
和
中
学
校
体
育
館

▼
時
間
午
前
九
時
試
合
開
始

▼
対
象
者
中
学
生
以
上

▼
試
合
方
法
シ
ン
グ
ル
及
び
ダ

ブ
ル
ス
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

三
セ
ッ
ト
ニ
十
一
本
勝
負

▼
申
し
込
み
公
民
館
事
務
局
へ

十
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
に
よ
る
防
災
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
次
の
局
で
一
年
を
通
し
て

放
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
日
本
テ
レ
ビ
木
曜
日
十
一

時
二
十
五
分
か
ら
十
一
時
三
十

分
▼
フ
ジ
テ
レ
ビ
土
曜
日

五
十
五
分
か
ら
十
時

郵
便
局
で
は
十
一
月
五
日
よ
り

年
賀
は
が
き
の
発
売
を
開
始
し
ま

し
た
。

年
賀
は
か
き
は
四
十
円
•
四
十

一
円
（
寄
付
金
つ
き
）
の
二
種
類

で
す
。

お
早
め
に
お
買
求
め
く
だ
さ
い
。

1

月

5

日
よ
り
発
売

年
賀
は
が
き
は

九
時

防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ご
覧
く
だ
さ
い 参

加
者
募
集

国
民
年
金
に
は
、
皆
さ
ん
が
長
い

人
生
の
節
々
で
、
ど
ん
な
事
故
に
遭

っ
て
も
年
金
を
支
給
し
て
、
親
切
に

手
当
て
す
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
ま

す
。年

金
の
額
は
現
在
、
月
額
で
老
齢

年
金
が
四
万
五
‘
二
七
五
円
（
二
十
五

年
納
付
）
、
障
害
年
金
（
一
級
）
は

五
万
六
、
三
二
五
円
、
同
（
二
級
）
が

四
万
五
、
〇
五
八
円
、
母
子
年
金
は
六

万
五
八
円
（
母
子
加
算
を
含
む
）
‘
寡

婦
年
金
は
夫
か
受
け
る
老
齢
年
金
の

半
額
で
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
は
、
物
価
の
上
昇

に
合
わ
せ
て
増
額
さ
れ
ま
す
の
で
、

将
来
目
減
り
す
る
こ
と
か
あ
り
ま
せ

j
 

自
発
的
行
動
を
起
こ
さ
せ
る
言
葉
を

道
で
転
ん
で
泣
き
そ
う
な
顔
を

し
て
い
る
小
さ
な
子
に
、
お
母
さ

ん
が
「
0
0

夫
ち
ゃ
ん
、
強
い
わ

ね
、
泣
か
な
い
で
一
人
で
起
き
ら

れ
る
わ
ね
」
と
励
ま
し
て
や
っ
て

い
る
光
景
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

こ
れ
は
「
強
い
わ
ね
」
と
か
「
い

い
子
ね
」
と
暗
示
を
か
け
て
、
子

供
の
自
尊
心
に
訴
え
、
気
持
ち
を

引
き
た
て
て
自
発
的
に
行
動
を
起

こ
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
わ
け

で
す
。

子
供
に
食
べ
物
の
好
き
き
ら
い

を
言
わ
せ
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず

親
か
「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」

と
何
で
も
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

見
せ
る
こ
と
か
大
切
だ
と
い
う
の

と
同
じ
理
屈
で
す
。

大
人
同
士
の
付
き
合
い
で
も
、

引
っ
込
み
思
案
の
人
、
遠
慮
深
い

人
、
警
戒
心
の
強
い
人
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
す
が
、
ど
ん

な
人
に
対
し
て
も
、
さ
ら
り
と
魅

力
的
に
誘
い
の
言
葉
を
か
け
て

行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
だ
と
、
人
生
は
楽
し
く
な
り

ま
す
ね
。
そ
れ
に
は
人
の
心
か
十

分
読
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
親
し
み
の
あ
る
態
度
、

温
か
み
の
あ
る
調
子
で
話
し
か
け

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
相
手
は
少

々
気
乗
り
の
し
な
い
事
で
も
誘
い

に
乗
ろ
う
と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
‘
悲
本
的
に
は
、
相

手
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
こ

と
、
満
足
を
与
え
る
よ
う
な
事
柄

で
な
か
っ
た
ら
、
む
や
み
に
人
を

誘
っ
た
り
、
人
に
勧
め
た
り
す
る

の
は
避
け
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

自
分
本
位
に
考
え
て
、
相
手
の
迷

惑
を
考
え
ず
、
ぐ
い
ぐ
い
押
し
の

一
手
で
迫
る
と
い
う
の
は
困
り
も

の
で
す
ね
。

こ
ん
な
と
きこ
ん
な
国
民
年
金
を

ん
。年

金
を
納
め
て
い
て
表
の
ど
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ら

林
檎
の
梢
高
き
は
茜
の
雲
の
流
れ
信

濃
路
已
に
落
葉
散
ら
す
か

立
岡
正
夫

色
褪
せ
し
衣
ま
と
ひ
つ
つ
萩
め
ぐ
る

峡
田
に
手
刈
る
信
濃
の
農
婦坂

上
千
枝
子

義
弟
は
や
七
七
忌
な
り
奥
津
城
に
曼

珠
沙
華
炎
ゆ
何
れ
逝
く
身
か富

塚
富
江

三
十
年
前
の
礼
な
ど
も
言
は
れ
つ
つ

検
診
に
記
憶
た
し
か
な
老
に
驚
く

山
形
ト
メ

し
ゃ
く
な
げ
は
花
を
つ
け
た
り
思
出

の
こ
も
ご
も
あ
り
て
吾
も
老
づ
く

細
田
武
子

片
靡
く
つ
ば
な
の
道
は
は
る
か
な
り

師
も
若
か
か
り
き
運
動
帽
子岡

安

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
体
育
祭
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
‘

板
倉
町
の
上
田
商
事
（
上
田
富
雄
） ふ

み

「明和村の民俗誌」予約は合月末までに
明和村の民俗についての調査が、上毛民

俗学会員により 8 月 6 日より 9 日までの 4

日間行われ、各地区の老人クラブ員をはじ

め、多数の方のこ協力を得て、村内の伝統

的な生活習俗や文化、水場、県境における

民俗等貴重な資料や記録調査が無事終了し

多大な成果を得ました。

この調査結果を集録した「明和村の民俗」

が出版されますので、購入を希望する方は

お早めに申し込んでください。

〔頒布方法〕

►体裁 B5 版約三百ページ

►価格 l 冊 3 千円（予定）

► 申込方法 申込用紙（公民館に用意）ま

たはハガキで冊数、住所、氏名、電話番

号を明記して 11 月 30 日までに中央公民館

までに申し込んでください。

►代金納入 本と引換え納入

►頒布予定来年 3 月～ 4 月

► その他 予約による限定出版です。

さ
ん
か
ら
一
心
同
体
の
賞
品
（
一
万

八
千
円
相
当
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
足
利
市
の
久
保
田
歯
科
医
院
（
患

者
か
ら
の
一
円
募
金
）
は
恵
ま
れ
な

い
人
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
二
万

七
千
百
七
十
八
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

館
林
消
防
署
を

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

婦
人
会
や
老
人
会
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
で
、
消
防
施
設
を
見
学
し

た
い
方
は
明
和
分
署
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

鈴
木
久
芙
子
勝
博
長
女
梅
原

9

月

2
2日

内
田
千
秋
雄
秋
長
男
江
口

9

月

2
2日

田
口
正
崇
博
信
長
男
須
賀

9

月

2
8日

渡
辺
久
美
子
操
二
女
田
畠

1
0月
3

日

荻
野
公
i
岩
夫
『
一
男
下
江
黒

1
0月
6

日

橋
本
直
也
久
長
男
中
谷

1
0月7
日

駒
宮
美
里
則
之
長
女
中
谷

1
0月
8

日

江
森
直
志
好
雄
長
男
梅
原

1
0月
1
9日

島烏烏原坂斉
田田田口上藤氏

とや ふり 名
うえ武くつ操

85 46 48 83 77 32 闊
•.. ^ ` 

高由由保 ：：：：：：：：世
紀紀 消は帯

男美美男 新主
‘’`’ 

中田田大中新地

谷烏烏輪谷里区

叱
亡
月
日

9

月

2
6日

1
月
5

日

1
0月
1
4日

1
0月
2
5日

1
0月
2
5日

1
0月
2
7日

ー
死
亡
ー

父
か
各

荷
禾
田

夫 父 ；盆、ビヽ 父 夫 悶 I , ヽ
力ゞ 又 か｀ 十

i ヽ
は に祖 死 や

嘉母 な父 亡 ケ

の つ又 し ガ
に

死

汀
て で

な 年亡
つ

で ; 冑 た 金
＾の と

な 覧 咀死 の
き

カゞ

し、 母亡 , 乎又

[ 
に 又で と

[ な は‘ な け
つ 9翡

つ
に

[ た た な

喜
ら

と 嘉が と つ れ
た き き た
と 」り と る
き子 ‘妻 き

と
^ 

に 姉 に
^ 妻 嘉 か‘ 嘉 ; き

に

[ 嘉
ヽ

に

裔士

え ‘ー＇

る

寡 遺 準 母 障

] : 老 雷婦 児 母 子 害 齢
子 の

年 年 年 年 年 年 目
金 金 金 金 金 金

早
急
に
役
場
国
民
年
金
係
に
受
給
申
凡

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
め
t
オ
]

：
｀
ぶ
<
f
升

ー
出
生
_
（
敬
称
略
）
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10月の

6 ...'‘ 救急車出動回数
●交通事故 0 件
●急病 6 件
●その他 0 件

●計 6 件

ご悶 館林邑楽地区 館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区
日

竹越医院
11 月 15 日 根 喜 医院川田医院岩(崎72歯)0 科4 医院 増田医院合{ 72 } 1387 永寿堂医院

ff(3  2 6 2 合 (72) 0 7 5 4 ff 8 9 阿久津医院合 72 3315 合 (72) 4 4 6 9 合 (84) 3 I 3 7 
曜

古屋医院後(藤72康)3 生9 医院宇治川歯科医院 田内医院合{ 72 } 3855 礫川堂医院
11 月 22 日

館林地区が
ff0276(63) 6161 合 7 5 合 (72) I 4 9 3 須田医院合 72 0862 合 (74) 0 I 8 4 担当します

当
多々良診療所合{ 72 } 3060 海宝医院 館林地区が

11 月 29 日
佐々木医院小倉医院大川歯科医院
合0276(62)2623 云 (12) a 6 a 6 合 (88) a 6 s a 大塚医院合 72 0176 合 (72) 3 I 5 5 担当します

番
真中 医院大神 畠 院 大川デンタルクリニック

12 月 6 日 後藤（愛）医院云{ 7 悶 0134 津久井医院 館林地区が
云 (72) I 6 3 0 合 0276(2200 合 (88) 6 0 6 6 ゆたか医院云 7 7308 合 (72) 3 3 I 6 担当します

医
横田医院後, 2j 康）医院大 (島72歯)4 科7 医院12 月 13 日 上野医院合{ 72 } 3330 岡田整形医院 小西医院

時合 (72) 0 2 5 5 合 3 9 7 5 合 2 0 後藤康生医院合 72 3975 合(72) 3 i 6 3 ff (86) 2 2 6 I 

曝立福祉大学校
入学者募集

ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ

ン
投
与
を
次
の
と
お
り
、
実
施
し
ま

す
の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
に
は
通

知
を
差
し
上
げ
ま

す
が
、
も
し
届
か

な
か
っ
た
り
、
す

で
に
他
の
市
町
村

で
実
施
さ
れ
た
方

は
役
場
保
健
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ

、
。

し▼
日
時
十
一

月
二
十
六
日
、

午
後
一
時
三
十

分
か
ら
二
時
ま

で
▼
会
場

公
民
館

県
立
伽
祉
大
学

校
は
、
診
療
放
射

線
技
師
、
保
健
婦
、

看
護
婦
を
養
成
す

る
医
療
関
係
技
術

者
の
専
門
養
成
機

関
で
す
。

▽
放
射
線
学
科

〇
募
集
人
員

三
十
五
名

〇
修
学
年
限

三
年

〇
資
格
大
学

の
入
学
資
格
を

有
す
る
者
（
高

校
卒
業
見
込
含
む
）

〇
顧
書
受
付
来
年
一
月
十
八
日

か
ら
一
月
三
十
日

▽
保
健
婦
学
科

▼
該
当
者
昭
和
五
十
五
年
‘
八
月
一

日
か
ら
昭
和
五
十
六
年
七
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

▼
そ
の
他
未
実
施
者
は
満
四
蔽
未

満
に
限
り
受
け
ら
れ
ま
す
。

----ｷｷｷ-ｷ-----ｷ-ｷｷ-ｷｷ-----ｷ--ｷ-ｷ--------------------

: ケン（鎌）煙の仲です
喫煙は他人の迷惑も考えて ] 
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県
立
准
看
護
婦
養
成
所
で
は
生
徒

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
養
成
所

は
太
田
市
高
林
の
県
立
か
ん
セ
ン
タ

ー
東
毛
病
院
内
に
設
置
さ
れ
て
あ
り

自
然
に
恵
ま
れ
た
所
で
す
。

▼
募
集
人
員
二
十
名

▼
入
所
資
格
中
学
校
を
卒
業
し
た

者
（
三
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

▼
修
業
年
限
ニ
ヵ
年

▼
特
典
修
学
資
金
を
貸
与
す
る
制

度
か
あ
り
ま
す
。
（
県
内
に
三
年

間
就
業
し
た
人
は
返
還
は
不
用
）

▼
願
書
提
出
期
間
来
年
一
月
十
一

な
お
、
願
書
は
〒
老
―
―
―
太
田
市
高

屯
…
…
…
屯
心
屯
屯
屯
屯
屯
屯
屯
屯
一
[
.
'
屯
屯
心
屯
屯
愈
屯
心
屯
愈
…
…
；

中
央

〇
募
集
人
員
四
十
名

〇
修
学
年
限
一
年

〇
資
格
看
護
学
校
ま
た
は
看
護

婦
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
見
込

み
の
者
）

〇
願
書
受
付
来
年
一
月
八
日
か

ら
二
十
一
日
ま
で

▽
看
護
学
科

〇
募
集
人
員
五
十
名

〇
修
学
年
限
三
年

〇
資
格
大
学
の
入
学
資
格
を
有

す
る
者
（
高
校
卒
業
見
込
含
む
）

〇
願
書
受
付
来
年
一
月
七
日
か

ら
二
十
二
日
ま
で

※
応
募
等
に
関
す
る
問
合
せ
や
出
願

用
紙
の
請
求
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
照

会
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
放
射
線
学
科
・
保
健
婦
学
科
は
前

橋
市
上
小
出
町
七
二
五
番
地
（

6

999999999999999999999999999999999999999999 

豆
一
に
備
え
て
）こ

、

嚢
ヽ

v̂ 

蘊
持
管
理
を
＼
慕
ヽ

b
h

杖
：

~
十
分
に
し
ま
し
ょ
う
一
・
人
仕
＼
一

7

l

 

尼

•
一

~
毛
）

―
と
フ
く

1
2

消
火
9季
｛

―
有
効
期
嘉

一
笠
茫
て
小
る
箆

唸
訪

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9

地
域
の
農

＝
―
-
七
―
―

_
-
l―-
I
六
七
羮
）

▽
看
護
学
科
は
前
橋
市
亀
泉
町
甲
三

I

―
二
（
竺
―
-
七
-
T—交
ー
＝
言
一
）

一
票
立
農
業
大
学
校
生
徒
募
集
一

県
立
農
業
大
学
校
は
、

白
衣
の
天
使
の

生
徒
募
集

林
六
一
七
の
一
群
馬
県
立
准
看
護
婦
養
成

所

(
6
0
-
―
七
六
(
-
天
）

l―
―
九
羮
）
に
用
意
さ

れ
て
あ
り
ま
す
。

＿
調
停
相
談
会
の
実
施
一

館
林
調
停
協
会
主
催
の
「
調
停
相

談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
・
土
地
家
屋
の
こ
と
・

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
相
続
）
の

こ
と
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
相
談
無
料
）

▼
日
時
十
一
月
二
十
七
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
会
場
館
林
市
新
宿
六
郷
公
民
館

（
几
邑
楽
会
館
）

く
わ
し
く
は
、
館
林
簡
易
裁
判
所

(
6七
―
-
|
-
―

-
0二
）
へ
お
た
す
ね
く
だ

さ
い
。

村
・
農
業
に
密
着
し
た
中
堅
指
尊
者

の
養
成
を
目
指
し
て
、
高
等
学
校
の

卒
業
生
（
卒
業
見
込
）
を
対
象
に
二

年
間
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
学
校
で

す
。

▼
募
集
人
員
農
学
科
三
十
人
‘
蚕

業
学
科
二
十
人
、
農
業
協
同
組
合
経

営
学
科
二
十
人

▼
願
書
受
付
来
年
一
月
十
六
日
か

ら
、
一
月
三
十
日
ま
で

▼
そ
の
他
出
願
書
類
な
ど
の
請
求

や
詳
し
い
こ
と
は
農
業
大
学
校

(
6

0
二
七
ニ
ー
六
九
ー
九
―
二
四
）
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

9
、
ヽ
・
1
1

.. ,.,
1
・
・
・
1

.. 
,

.

,
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た
ば
こ
は
村
内
で
”
~
―

一
箱
に
つ
き
三
十
円
弱
が
村
に
―

入
り
ま
す
。
一

ヽ
｀
＇
、... 
、
9
,
9
9

.. 
I
'

ヽ
’
,
.
.
.
;
.
.
~
.
.
,
.
,
.
.
'
.
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各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
税
は
固
定
資
産
税

第
四
期
、
個
人
事
業
税
第
二
期
、

国
民
年
金
第
四
期
及
び
水
道
使

用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
五
日
中
央
公
民
館
和
室

二
十
六
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

二
十
七
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
集
落
（
セ
）

ポリオ（小児マヒ）
生ワクチン投与

適談 • • 

切員相 畠 時日 父....... 
なか談

助言 皆んさ 無料は[ 門 > 通事
『 悩の で‘ 後午 1日9 故
み専 3 相

し‘ご門 時ま 午前 二秘火
] 0 との
に相 で 10

場• 会▼日i 
<時1 時11 月―‘
心 16 人

三日 権`

議室会 時でま3 午前10 相談
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昭和56年12 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第243号 (2) 

一杯だけが
命とり

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

勤
め
帰
り
に
熱
カ
ン
で
キ
ュ
ッ
と

＿
杯
：
·
：
。
お
酒
の
お
い
し
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
十
二
月
は

忘
年
会
な
ど
、
酒
を
飲
む
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
飲
酒
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
も
増
え
ま
す
。
「
ほ

ん
の
一
杯
だ
け
」
が
命
と
り
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
「
飲
む
な
ら
乗
る
な
、

乗
る
な
ら
飲
む
な
」
の
鉄
則
を
ド
ラ

イ
バ
ー
の
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、

こ
れ
を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

飲
酒
運
転
の
実
態
を
み
ま
す
と
‘

ま
す
、
酒
に
対
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の

認
識
不
足
か
め
だ
ち
ま
す
。

な
ぜ
飲
酒
運
転
を
し
た
か
、
と
い

う
問
い
に
対
し
て
「
あ
ま
り
酔
っ
て

い
な
い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
か
「
少

し
し
か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
」
と
答

え
る
人
が
多
く
、
な
か
に
は
「
酔
っ

た
勢
い
で
」
と
い
う
無
鉄
砲
な
ド
ラ

イ
バ
ー
も
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
影
響
を
理
解
し
て
い
な
い

と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
ア
ル
コ

ー
ル
は
一
種
の
＂
マ
ヒ
剤
“
と
な
っ

て
、
運
転
に
必
要
な
「
認
知
」
「
判

断
」
「
実
行
」
の
能
力
を
大
き
く
低

下
さ
せ
ま
す
。

酒
か
入
る
と
、
運
転
に
次
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

①
ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
に
む
と
ん
ち
ゃ

く
に
な
る
。

②
も
の
の
識
別
や
発
見
か
遅
れ
る
。

③
ブ
レ
ー
キ
や
ハ
ン
ド
ル
操
作
が
遅

れ
か
ち
に
な
る
。

④
ス
ピ
ー
ド
感
か
な
く
な
る
。

⑤
無
謀
運
転
を
無
謀
運
転
と
感
し
な

く
な
る
。 ア

ル
コ
ー
ル
は

種
の
”
マ
ヒ
剤
”

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
酒
酔
い
・
酒

気
帯
び
運
転
が
い
か
に
危
険
で
あ
る

か
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

道
路
交
通
法
で
は
「
何
人
も
酒
気

を
帯
び
て
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転

車
等
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

定
め
て
お
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
の

程
度
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
飲
酒
運

転
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

「
酒
気
を
帯
び
て
」
と
い
う
の
は
、

一
定
の
程
度
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
、

つ
ま
り
「
血
液
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に

つ
き
0
•
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
、
ま
た
は
呼

気
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

0

・
ニ
五
ミ

リ
グ
ラ
ム
」
を
超
え
た
濃
度
が
認
め

ら
れ
る
場
合
を
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
酒
気
帯
び
運
転
は
、

三
ヵ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
三
万

円
以
下
の
罰
金
に
科
せ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
違
反
点
数
は
六
点
で
、
運
転

免
許
は
停
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
飲
酒
の
影
響
で
正
常
な
運

転
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
血

中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
に
関
係
な
く

酒
酔
い
運
転
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五

道
交
法
で
は
全
て
の

飲
酒
運
転
を
禁
止

飲
酒
運
転
で
罰
せ
ら
れ
る
の
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
車
に
乗
ろ
う
と
す
る
人
に

酒
を
提
供
し
た
り
、
勧
め
た
り
す
る

こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

酒
び
た
り
に
な
り
や
す
い
年
末
·

年
始
、
ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
人
も
持
た

な
い
人
に
も
＂
乗
る
な
ら
飲
む
な
“

を
微
底
し
て
く
だ
さ
い
。

●
過
去
四
年
間
の
年
末
年
始
の
月
平

均
死
者
数
は
十
五
·
三
人
で
年
末
年

始
以
外
（
二
月
1

十
一
月
）
の
月
平
均

過
去
四
年
間
の
年
末
年
始

の
死
亡
事
故
を
み
る
と

◎
家
庭
で
は
主
婦
が
中
心
と
な
り

▼
家
族
が
酒
席
に
行
く
と
き
、
ま
た

は
飲
酒
後
外
出
す
る
と
き
は
車
両

を
運
転
さ
せ
な
い
。

▼
車
両
を
運
転
す
る
来
客
等
に
は
、

絶
対
に
酒
類
を
提
供
し
な
い
。

◎
地
域
で
は

▼
再
び
始
ま
る
行
政
区
別
無
事
故
無

違
反
コ
ン
ク
ー
ル
に
か
ん
か
み
、

地
域
か
ら
飲
酒
運
転
を
絶
対
出
さ

な
い
よ
う
監
視
し
、
住
民
一
人
ひ

と
り
か
注
意
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

酒
を
勧
め
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す

万
円
以
下
の
罰
金
に
科
せ
ら
れ
‘
違

反
点
数
は
十
五
点
で
、
運
転
免
許
は

取
り
消
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
実
験
に
よ
る
と
、
酔
い
か

さ
め
る
の
は
か
な
り
遅
い
の
で
、
二

日
酔
い
に
も
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。夜

遅
く
ま
で
、
多
量
に
酒
を
飲
ん

だ
あ
く
る
日
は
飲
酒
運
転
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

事
故
を
起
こ
し
て
か
ら
で
は
全
て
が
遅
い
の
で
す

死
者
数
（
十
四
・
六
人
）
よ
り
もO
·
七

人
多
い
。
特
に
十
二
月
は
月
平
均
十

七
・
三
人
で
年
末
年
始
以
外
の
月
平

均
の
一
・
ニ
倍
も
多
い
。

●
死
者
の
状
態
別
で
は
十
二
月
は
月

平
均
死
者
が
歩
行
中
で
は
六
・
三
人

（
年
末
年
始
以
外
の
一
・
三
倍
）
、
自
転

車
乗
用
中
で
は
四
・
八
人
（
年
末
年
始

以
外
の
ニ
・
ニ
倍
）
と
交
通
弱
者
の
死

亡
が
著
し
く
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
死
者
の
年
齢
層
別
で
は
老
人
の
死

者
か
十
二
月
は
月
平
均
五
・
八
人
（
年

末
年
始
以
外
の
一
・
五
倍
）
と
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
年
末
年
始
は
死

亡
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一一一一
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(3) 第243号 広 報 め し‘ わ 昭和56年12月 10 日

館林市
板倉町
明和村

行政区別無事故・無違反コンクール最終結果
実施期間 S55.1 1. 1~S56.10.31

順位
行政区名 市町村別 人口 累計 事故率

( ）は前回

1 60 13 区 板倉町 434 

゜ ゜2 19 下 江 黒 明和村 345 

゜ ゜3 79 入 ケ 谷 II 125 

゜ ゜4 59 JI¥ 俣 II 404 20 0.0495 
5 50 大 佐 貰 II 583 50 0.0858 
6 12 西本町南 館林市 815 100 0. 1Z27 
7 3 西本町北 II 637 80 0. 1256 
8 90 4 区 板倉町 302 40 0.1325 
9 31 7 区 II 326 50 0.1534 

3 区 II 355 60 0.1690 
11 7 須 "J.1 " 明和村 467 90 0 1927 
12 34 城 町 南 館林市 574 120 0.2091 
13 (84 } 23 区 板倉町 412 90 0 2184 

14 { 4 12 区 II 592 130 0 2196 

15 88 } 16 区 II 572 130 0 2273 
16 (23 本町＿こ丁目束 館林市 520 120 0 2308 
17 (44) 14 区 板倉町 539 130 0 2412 
18 { 25) 10 区 II 494 120 0.2429 
19 81) 青 柳 館林市 1,670 440 0.2635 
20 { 35) 松 沼 町 II 1,789 480 0.2683 
21 28) 朝日町北 II 663 200 0.3017 
22 (51 } 成 島 南 " 4,088 1,240 0.3033 
23 (9 千代田町 " 773 240 0. 3105 

24 { 71 l 大 輪 明和村 897 290 0 3233 
25 47 新 里 ” 874 290 0.3318 

26 i 40 栄 町 館林市 1,588 530 0 3338 

27 41 ] 大谷赤土 II 1,416 480 0.3 3 3 90 
28 45 18 区 板倉町 412 140 0 3 98 
29 49 27 区 II 762 260 0.3412 
30 (5) 本町ー丁目 館林市 964 330 0.3423 
31 (46 } 朝日町南 " 703 250 0.3556 
32 (89 22 区 板倉町 524 190 0. 3626 
33 { 32) 富士見町 館林市 761 280 0 3679 
34 36) 本町一丁目西 II 867 330 0.3806 
35 (22) 甲• .• •• 士 ／原 II 1,856 710 0.3825 
36 (54 } 上 = 林 II 1,385 530 0 3827 
37 (14 大 街 道 II 2,463 960 0 3898 
38 (86 } 17 区 板倉町 530 210 0 3962 
39 (57 つつじ町 館林市 878 350 0.3986 
40 (42 } 新 宿 FF 1,704 680 0.3991 
41 (74 25 区 板倉町 1,010 410 0.4059 
42 (73 } 広 内 町 館林市 1,489 620 0.4164 
43 (55 三林入ヶ谷 " 1,047 440 0. 4202 
44 { 26) 高 根 " 1,965 830 0.4224 
45 2) fI Il 町 北 " 633 270 0.4265 
46 (75) 1 区 板介町 863 370 0. 4287 

47 (61 l 15 区 II 691 300 0.4342 
48 (69 21 区 II 597 260 0.4355 
49 (92 , 区 II 617 270 0.4376 
50 (33 } 1 I I•I 町 南 誼林i Ii 477 210 0 4403 
51 (76 6 区 板倉町 677 300 0.4431 
52 (8) 本町四丁目 館林市 1,149 530 0.4613 
53 (10) 8 区 板倉町 452 210 0 4646 
54 (39 } 11 区 II 437 210 0.4805 
55 (24 堀 工 館林市 2,379 1,160 0.4876 
56 (80) 26 区 板倉町 530 260 0 4906 
57 (16) 台 宿 町 館林市 1,126 560 0 4973 
58 (77 } 赤 生 田 FF 2,331 1,160 0.4976 

59 { 29 尾 曳 町 91 1,487 740 0 4976 

60 21 } 大 手 町 FF 872 440 0 5046 
61 27 成 島 北 II 1,696 860 0.5071 

62 (53 } 諏 訪 II 493 250 0 5071 
63 (63 渡 瀬 南 II 2,303 1,170 0.5080 
64 (85) 上 江 黒 明和村 530 270 0 5094 
65 (87) 2 区 板倉町 804 410 0 5100 
66 { 37) 松 I京 館林市 2,901 1,480 0 5102 
67 48) 狙ト ベII II 2,992 1,560 0.5214 

68 { 6) 木 戸 If 648 340 0 5247 
69 43) 矢 島 明和村 667 380 0 5697 

70 (1( 5) 日 向 館林市 2,320 1,330 0.5733 

772 1 i 6647) ) 羽 附 " 3,117 1,790 0 5743 
大 島 II 1,980 1,150 0.5808 

73 68 i 緑町二丁目 II 1,167 680 0.5827 
74 58 近 藤 FF 2,237 1,320 0 5901 
75 82 4 ヽ 桑 原 II 1,270 760 0.5984 

76 i 78 I 中 穴LI 明和村 641 390 0.6084 
77 11 代 官 町 館林市 772 470 0.6088 
78 18 美 園 II 2,251 1,400 0.6219 
79 52 城 町 北 If 682 430 0. 6305 

880 1 ((390 4 I 24 区 板倉町 1,260 800 0.6349 
梅 原 明和村 832 540 0.6490 

82 ] 95 19 
区 板倉町 538 360 0.6691 

83 72 ---|— 合 田 明和村 398 270 0.6784 
84 20 本町三丁目 館林市 470 320 0.6809 
85 65 野 辺 II 674 460 0.6825 

886 7 696 1 I 渡 瀬 北 II 1,284 900 0.7009 
江 ロ 明和村 629 450 0.7154 

88 93 南 大 島 II 1,278 950 0.7433 
89 56 緑町一丁目 館林市 1,288 980 0.7609 
90 13 5 区 板倉町 276 220 0.7971 

91 62 I 20 区 II 635 520 0.8189 
92 70 田 島 明和村 563 510 0.9059 
93 58 苗 木 館林市 773 730 0.9444 
94 83 千 津 井 明悶村 609 610 1 0016 

95 17 } 29 区 板町 395 590 1 4937 
96 1 28 区 FF 213 360 1.6901 

合 計 98,478 46,300 0.4702 

人口は S 55.11.1現在

第 2 回行政区別無事故無違反コンクール

最終結果報告

（昭和55年 II 月 1 日～昭和56年 10 月 31 日）

交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
と
‘

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
習
慣
づ

け
を
目
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
第

二
回
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル

の
最
終
結
果
が
次
の
と
お
り
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

H
三
市
町
村
の
平
均
の
事
故
率

明
和
村

0
•
五
一
九
二

館
林
市

0
•
四
七
六
一

板
倉
町

0
•
四
五
五
四

口
村
内
の
事
故
概
況

●
人
身
事
故
二
十
三
件

（
前
回
対
比
マ
イ
ナ
ス
十
件
）

●
物
損
事
故
五
十
四
件

（
前
回
対
比
。
フ
ラ
ス
十
五
件
）

国
村
内
の
悪
質
違
反

●
酒
酔
い
（
帯
び
）
二
十
二
件

（
前
回
対
比
。
フ
ラ
ス
五
件
）

●
無
免
許
十
二
件

（
前
回
対
比
マ
イ
ナ
ス
十
三
件
）

●
速
度
違
反
十
二
件

（
前
回
対
比
マ
イ
ナ
ス
五
件
）

三
市
町
村
の
平
均
事
故
違
反
率
で

は
、
明
和
村
は

0

．
五
一
九
二
で
最

下
位
で
あ
り
、
交
通
事
故
の
発
生
状

況
で
は
人
身
事
故
は
減
少
し
ま
し
た

が
、
一
歩
間
違
え
ば
人
身
事
故
に
つ

な
が
る
物
損
事
故
か
多
発
し
ま
し
た
。

ま
た
、
重
大
事
故
に
直
結
す
る
酒

酔
い
、
酒
気
帯
び
運
転
、
無
免
許
、

速
度
違
反
、
あ
て
逃
げ
な
ど
の
悪
質

違
反
行
為
か
後
を
た
た
ず
運
転
者
の

モ
ラ
ル
低
下
が
う
か
か
わ
れ
ま
す
。

来
年
一
月
一
日
か
ら
引
き
続
き
、

第
三
回
目
の
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン

ク
ー
ル
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

交
通
事
故
や
違
反
の
な
い
明
る
い

快
適
な
村
を
築
く
た
め
、
村
民
一
人

ひ
と
り
が
、
交
通
安
全
意
識
を
さ
ら

に
高
め
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
実

践
さ
れ
る
よ
う
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ー一村内の結果順位

人口 滅点数 交通事故種別 悪質違反行為 1順 位

行政区名
死亡 重傷 麒 物損 酒酔い ひき 速(2!:l<r度叫違上反) あて 無

（持点） 累計 事故率
事故 事故 事故 事故 酒気帯ぴ 遥げ 逃げ 免許

( ）は前回

斗合田 398 270 0 6784 1 2 2 12(10) 

下江黒 345 0 0 1 (2) 

上江黒 5団 'l/0 0 5094 6 1 1 8 (14) 

千津井 6OO 610 I 0016 1 2 5 3 2 1 16(13) 

江口 629 450 0. 7154 1 2 2 3 1 13(7) 

田島 563 510 0 9059 1 2 1 3 1 1 15(8) 

南大島 1,273 950 0 7463 1 5 7 4 2 4 14(15) 

新里 874 290 0 3318 I 1 7 1 1 7 (4) 

中谷 641 390 0 6084 7 1 1 1 1 10(11) 

梅原 氾2 540 0.6490 1 4 4 1 11(16) 

川俣 404 al O 0495 I 3 (6) 

須賀 4町 90 0 1927 1 3 5 (1) 

大輪 8打 290 0 3233 1 1 1 4 1 1 6(9) 

入ヶ谷 125 0 0 2 (2) 

矢島 667 380 0.5697 1 5 2 1 9 (3) 

大佐貫 583 ~ 0 0858 1 4 (5) 

計 9,842 5,llO 0 5192 3 4 15 54 22 12 2 12 
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病
対
策
の
一
っ
と
し
て
“
減
塩
料

理
講
習
会
＂
を
知
っ
て
飛
び
つ
く

よ
う
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
私
は
勿
論
家
族
み

ん
な
の
健
康
を
考
え
、
学
習
し
て ヽ

柿沼けさ子さん
（梅原）

演
位
を
吾
乃
3
0
た1
1

（第64 回）

私
は
血
圧
か
高
く
、
よ
く
お
医

者
さ
ん
の
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

し
た
か
、
こ
れ
を
食
事
の
面
か
ら

な
お
そ
う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

四
年
前
館
林
保
健
所
主
催
の
成
人

き
た
み
そ
汁
‘
う
す
味
で
も
食
べ
ら

れ
る
副
菜
な
ど
を
食
卓
に
出
す
と
‘

「
こ
ん
な
味
の
な
い
物
か
食
え
る
か
」

「
甘
く
て
と
て
も
だ
め
だ
」
と
毎
日

お
こ
ら
れ
る
始
末
。

2
 第4 回戦没者追悼式

(4) 

9 ----'一、, "' 

第
四
回
戦
没
者
追
悼
式
か
十
一
月

十
一
．
一
日
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 会

場
に
は
＂
明
和
村
戦
没
者
の
霊
“

と
書
か
れ
た
墓
標
を
中
心
に
九
個
の

花
輪
か
飾
ら
れ
、
村
の
三
百
二
柱
の

霊
を
慰
め
る
と
同
時
に
‘
遺
族
の
人

は
‘
我
か
夫
‘
我
か
兄
、
弟
を
し
の

び
ま
し
た
。

式
は
戦
没
者
の
霊
に
対
し
‘
参
列

者
は
一
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
た
の

ち
、
村
長
の
式
辞
、
県
知
事
‘
議
長
、

造
族
会
長
の
追
悼
の
こ
と
ば
か
、
し

め
や
か
に
朗
読
さ
れ
‘
遺
族
の
方
の

涙
を
さ
そ
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
献
花
か
行
わ
れ
、
村
長
が

最
初
に
行
い
、
そ
の
後
参
列
者
が
一

本
い
っ
ぽ
ん
二
百
十
九
本
の
献
花
を

行
い
ま
し
た
。

な
お
村
長
は
式
辞
の
中
で
「
先
の

大
戦
か
終
結
し
て
早
や
三
十
六
年
の

歳
月
か
流
れ
、
今
こ
う
し
て
英
霊
の

今
で
は
塩
分
か
強
す
ぎ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

日
本
型
食
生
活
か
大
変
よ
い
と
＇

さ
け
ば
れ
て
い
る
昨
今
‘
う
す
味

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
に

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
柿
沼
さ
ん
で
す
）

私
は
そ
ん
な
事
は
一
向
に
お
か
ま
心
を
く
ば
り
な
か
ら
食
生
活
改
善

い
な
；
、
毎
日
繰
り
返
し
た
ら
‘
家
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

族
揃
っ
て
二
年
目
に
は
す
っ
か
り
、
も
う
今
で
は
血
圧
も
あ
か
る
事

う
す
味
に
慣
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
な
く
、
毎
日
を
楽
し
く
過
し
て

時
に
は
食
堂
で
食
事
を
す
る
と
、
お
り
ま
す
。

関
本
さ
ん
が
特
選

菊
花
大
会

御
前
に
額
づ
き
‘
過
ぎ
し
日
を
顧
り

み
ま
す
る
と
き
誠
に
感
慨
無
量
の
も

の
か
あ
り
ま
す
。

戦
後
我
が
国
は
敗
戦
の
中
か
ら
立

ち
上
か
り
、
今
や
世
界
で
も
有
数
の

経
済
大
国
に
成
長
し
飛
躍
的
な
発
展

を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

我
か
明
和
村
も
ま
た
明
る
＜
農
か

で
活
力
に
満
ち
た
村
と
な
り
‘
こ
れ

は
ひ
と
え
に
戦
没
英
霊
の
ご
加
護
と

ご
遺
族
の
皆
様
よ
り
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り

ま
す
。
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
三
日
明
和
中
学
校
で

行
わ
れ
た
消
防
隊
の
秋
季
点
検
の
会

場
に
お
い
て
次
の
方
々
が
感
謝
状
及

び
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

〇
斉
藤
雅
万
（
元
明
和
支
団
長
）

〇
内
田
初
雄
・
薗
部
修
二
•
本
沢
久

雄
・
佐
藤
勝
味
・
笠
原
久
・
荻
野
一

美衡
新
里
婦
人
消
防
隊
・
南
大
島
婦
入

消
防
隊
（
敬
称
略
）

総
合
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
菊
花
大
会
に
お
い
て
次
の
方
々

が
特
選
、
最
優
等
を
得
ま
し
た
。

【
園
芸
部
】

▼
細
物
三
本
立
特
選
関
本
宗
市

▼
厚
物
三
本
立
最
優
等
坂
上
重
一

▼

I
I
I
I

恩
田
万
吉

▼
石
村
ま
つ

消
防
功
労
と
し
て

表
彰
を
受
け
る

第
二
十
五
回
魚
釣
り
大
会
か
十

鯉
沼
さ
ん
が
優
勝

ー
魚
つ
り
大
会

最
優
等II 

▼
最
優
等

▼
盆
栽

▼
懸
崖

【
成
人
講
座
の
部
】

▼
特
選
松
本
あ
き

石
川
そ
の

【
老
人
会
の
部
】

▼
特
選
田
口
重
夫
•
青
山
マ
ツ
江

田
村
善
吉
▼
最
優
等
鯉
沼
利
三

郎
・
上
岡
金
治
·
砂
賀
織
一

折
原
隆
雄

栗
原
栄
一

田
畑
の
す
き
起
こ
し
に
畜
力
か

利
用
さ
れ
た
当
初
は
、
大
鍬
（
オ

ン
ガ
）
で
こ
れ
は
刃
に
か
え
し
か

な
い
為
、
円
形
に
廻
り
な
か
ら
耕

や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
か
、
摯
は
こ
れ
を
改
良
し
て

小
型
に
し
、
刃
先
の
向
き
を
変
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

そ
の
た
め
、
小
廻
り
が
き
い
て

往
復
が
出
来
、
扱
い
や
す
く
‘
能

こ
う
う
ん
き

率
か
あ
が
り
、
小
型
耕
転
機
の
出

現
す
る
ま
で
、
す
き
起
こ
し
の
主

役
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
た
ま

し
た
。

月
三
日
j
十
七
名
の
参
加
を
得
て
、

行
わ
れ
ま
し
た
。
十
位
ま
で
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優
勝
鯉
沼
実
（
川
俣
）
▼
準
優

勝
柿
沼
一
郎
（
下
江
黒
）
▼
三
位

山
岸
金
重
（
矢
島
）
▼
四
位
・
大
物
賞

落
合
清
（
須
賀
）
▼
五
位
秋
野
英
良

（
矢
島
）
▼
六
位
渡
辺
弦
司
（
同
）

▼
七
位
矢
島
希
一
（
田
島
）
▼
八
位

今
成
幸
一
（
江
口
）
▼
九
位
富
塚
保

五
郎
（
田
島
）
▼
十
位
打
木
文
男
（

上
江
黒
）

ー
, 
人が献花

こ
ん
な
道
具
を使
っ
た
な

す き （黎） 第 4 回
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子
供
に
、
ど
の
よ
う
に
小
遣
い

を
与
え
る
か
こ
れ
は
、
し
つ

け
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
―
つ
で
す
。

子
供
は
、
小
遺
い
を
通
し
て
、

お
金
の
価
値
は
も
と
よ
り
、
上
手

な
使
い
方
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
金
銭

感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

と
同
時
に
、
自
分
の
生
活
を
自
分

会母
と
子
の舌＿＿

―
-
ロ
（第 4 回）

で
”
管
理
“
す
る
う
え
で
必
要
な
自

主
性
や
計
画
性
も
養
わ
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
小
遣
い
は
、
子

供
自
身
が
自
分
の
欲
望
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
な
か
ら
、
自
ら
の
選
択
の
も

ロ

自
主
性
を
育
て
る
配
慮
を

と
に
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
あ

げ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

毎
日
、
少
し
ず
つ
小
遣
い
を
与
え

る
の
は
、
子
供
に
と
っ
て
も
計
画
の

! びわこ国体で活躍する金子選手
L ------------------------

中
谷
の
金
子
博
さ
ん
（
西
邑
楽
高

校
教
諭
）
は
十
二
月
一
日
か
ら
四
日

ま
で
パ
キ
ス
タ
ン
の
ラ
ゴ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
レ
ス
リ
ン
グ
の
ア
ジ
ア
選
手

権
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま

す
。金

子
さ
ん
は
世
界
で
も
一
・
ニ
位

の
選
手
か
ひ
し
め
く
と
い
う
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
六
十
二
k
g
級
に
出
場
。

力
と
技
が
勝
負
の
レ
ス
リ
ン
グ
の

た
め
、
体
調
を
い
か
に
保
持
す
る
か

し
な
い
か
か
大
き
く
勝
負
を
左
右
す

る
の
で
、
日
本
食
を
持
参
し
て
試
合

に
臨
む
な
ど
の
意
気
ご
み
。

も
う
二
十
八
歳
の
年
齢
は
レ
ス
リ

立
て
よ
う
か
な
く
、
そ
の
日
暮
ら
し

の
よ
う
な
浪
費
ぐ
せ
を
つ
け
て
し
ま

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
点
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
う
は
い
い
ま
し
て
も
、
小
遣
い

の
I
t
自
主
管
理
＂
は
小
学
校
三
年
生

ぐ
ら
い
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
お

母
さ
ん
か
そ
の
つ
ど
与
え
る
な
り
、

欲
し
い
も
の
を
買
っ
て
あ
げ
る
の
が

1
1

レ
ス
リ
ン
グ
ア
ジ
ア
選
手
権
I
I

金
子
選
手H
本
代
表
と
し
て

一

パ
キ
ス
タ
ン
ヘ

ン
グ
選
手
と
し
て
は
、
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
て
い
る
の
で
引
退
し
た
い
の
だ
が
、

生
徒
か
ら
「
か
ん
ば
っ
て
」
な
ど
と

激
励
さ
れ
る
と
、
と
て
も
フ
ァ
イ
ト

か
わ
く
と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
そ
う
で
す
。

精
神
・
技
と
も
充
実
し
た
金
子
さ

ん
の
善
戦
奮
闘
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

金
子
選
手
の

フ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
二
十
八
年
七
月
十
三
日
生

明
和
中
学
校
時
代
は
柔
道
で
活
躍

し
県
大
会
第
二
位
と
な
る
。
館
林
高

校
進
学
後
、
体
が
小
さ
い
の
で
柔
道

を
あ
き
ら
め
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
入

部
。
す
ぐ
に
、
そ
の
ず
ば
抜
け
た
素
質

を
表
わ
し
、
国
体
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な

ど
で
活
躍
。
そ
の
後
明
治
大
学
で
は

キ
ャ
ッ
プ
テ
ン
に
推
薦
さ
れ
る
な
ど

ま
す
ま
す
技
に
み
が
き
が
掛
か
り
、

学
生
選
手
権
で
は
優
勝
、
全
日
本
で

は
準
優
勝
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は

よ
い
で
し
ょ
う
。

小
学
校
も
三
、
四
年
生
に
な
る

と
、
＂
月
給
制
I
J
や
I
J
週
給
制
I
J

に
よ
る
予
算
生
活
を
送
ら
せ
る
の

が
子
供
の
し
つ
け
の
点
か
ら
も
、

よ
い
効
果
を
生
み
ま
す
。

使
い
方
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

細
か
い
こ
と
ま
で
差
し
出
が
ま
し

＜
干
渉
し
な
い
で
、
自
主
性
を
育

て
る
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
上

手
な
お
金
の
使
い
方
と
貯
蓄
の
大

切
さ
を
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
か
大
切
で
す
。

第
三
位
と
な
る
。

今
年
西
邑
楽
高
校
で
七
人
の
生
徒

と
レ
ス
リ
ン
グ
部
を
発
足
さ
せ
、
こ

の
程
行
わ
れ
た
県
高
校
新
人
戦
で
は

ゞ：

二
位
・
三
位
の
成
績
を
あ
げ
る
な
ど
、

選
手
で
あ
る
と
と
も
に
、
よ
き
指
導

者
で
も
あ
る
。

／，？岱、唸象嚢

糖［：肩；
尿4：：メ：：¼：＇

：、元
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防こ□9

最終回

食
物
の
栄
養
素
で
あ
る
糖
質
は
‘

血
液
の
な
か
で
主
と
し
て
ブ
ド
ウ

糖
と
な
っ
て
全
身
を
流
れ
ま
す
。

こ
の
糖
質
を
筋
肉
や
内
臓
は
利
用

す
る
の
で
す
が
、
こ
の
利
用
の
た

め
に
は
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
と
い
う
す

い
臓
か
ら
出
て
い
る
ホ
ル
モ
ン
か

必
要
な
の
で
す
。
糖
尿
病
は
、
こ

の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
不
足
す
る
た

め
血
液
中
の
糖
分
を
う
ま
く
体
の

中
に
と
り
入
れ
ら
れ
ず
尿
の
中
に

出
し
て
し
ま
つ
の
で
す
。

正
常
な
人
で
も
血
液
の
糖
か
1
6
0

m
g
／
成
を
越
え
る
と
、
尿
中
に
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
空
腹
の
と

き
に
も
尿
に
糖
が
出
る
場
合
は
異

常
で
あ
っ
て
糖
尿
病
の
疑
い
が
あ

り
ま
す
。

糖
尿
病
は
か
ら
だ
の
活
動
能
力

を
低
下
さ
せ
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、

腎
臓
病
、
視
力
障
害
、
感
染
症
な

ど
の
合
併
症
を
併
発
す
る
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
の
で
、
早
く
発
見
し

今
月
で
I
f
健
康
だ
よ
り
I
f
を
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
い

間
、
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

て
正
し
い
治
療
を
受
け
な
い
と
大

変
で
す
。

＊
糖
尿
病
を
防
ぐ
に
は

▽
肥
り
す
ぎ
な
い
こ
と

肥
っ
て
い
る
と
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

の
効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。

▽
過
食
・
運
動
不
足
に
な
ら
な
い

▽
神
経
を
疲
れ
さ
せ
な
い

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
副
腎
皮
質
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
か
増
加
す
る
た

め
、
血
糖
値
が
上
昇
す
る

▽
酒
、
タ
バ
コ
を
ひ
か
え
る

▽
糖
尿
病
の
検
査
を
定
期
的
に
う

け
る
。
と
く
に
両
親
や
近
い
血

族
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る
方
で

四
十
歳
以
上
で
肥
っ
て
い
る
人

は
要
注
意
”
~

今
後
も
健
康
だ
よ
り
に
掲
載
さ

れ
た
事
に
十
分
留
意
し
、
楽
し
い

張
り
の
あ
る
日
々
を
過
さ
れ
る
事

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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昭
和
五
十
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調
査
が
、

今
年
も
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行

わ
れ
ま
す
。

皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
イ
ラ

ン
政
変
を
契
機
と
し
て
石
油
の
有
限

性
が
認
識
さ
れ
、
わ
か
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
も
石
油
な
ど
燃
料
資
源
の

安
定
供
給
の
確
保
対
策
か
ら
、
一
方

で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
に
対
す

る
総
合
的
な
政
策
か
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
構
造

試合結果

大
間
々
中

゜

＼
ー
）6

2

 

—— 
戦

1
5
1
5

回
（

ー

2

■
明
和
中

準
々
決
勝
で
も
楽
勝
と
思
わ
れ
た
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
リ
ズ
ム
の
狂
い
か
ら

逆
転
敗
け
を
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で

す
。な

お
、
こ
の
大
会
で
太
田
・
奈
良

く
ん
は
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
、
十
二

月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
行

わ
れ
る
強
化
合
宿
に
参
加
し
、
よ
り

一
層
の
技
を
み
か
い
て
き
ま
す
。

草
津
中
箕
郷
中
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2
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／
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新井恒夫

太田正徳

宏酒井

江森勝

奈良吉伯

小松原豊久

青山正則

篠木和久

橋本康

森田和行

鯉沼稔

高橋一哲

明石伸克

蓮見和正

加藤浩

久保田

弘

士

敏

県
中
学
校
秋
季
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ベ
ス
ト
8

に
は
い
る

等
の
施
策
か
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
円
滑
に
推
進
し
、

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
著
し
い

不
均
衡
か
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実
態

と
動
向
を
的
確
に
把
握
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
‘
迪
商
産
必

省
で
は
「
商
鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
統
計
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
年
一
回
の
「
消

費
構
造
統
計
調
査
」
と
毎
月
行
う
「

消
費
動
態
統
計
調
査
」
の
二
本
立
て

県
中
学
校
秋
季
新
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に

お
い
て
、
明
中
男
子
バ

レ
ー
部
か
ベ
ス
ト
8

に

な
リ
ま
し
た
。

郡
大
会
で
は
全
く
他

を
寄
せ
つ
け
す
、
県
大

会
に
の
ぞ
み
、
一
・
ニ

回
戦
で
は
楽
勝
。
続
く

製
造
業
の
皆
さ
ん
、
通
商
産
業
省

で
は
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
三
十
一

日
現
1
1
で
‘
昭
和
五
十
六
年
エ
某
統

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
在
は
、
製
造
業
を
営
む
半

業
所
を
対
象
と
し
て
、
製
造
品
の
出

事業所統計調査結果
56年 7 月 1 日に行われた事業所統計調査の結果

は次のとおりでした。

\ 4し業所数 従菜者数

悶別謬叩ll率 雲雷叩岬

1裳林水廂丸 I 5 

鉱 丸 1 1 

゜
7 9 • 22 2 

建 設 丸 78 63 23 8 295 339 • 13 0 

製 造 茅ミ 144 125 15 2 1,994 1,635 22 0 

LLL売必小売叢 122 121 0 8 379 372 1 9 

金磁保険某 I I 

゜
4 4 

゜
不動産業 2 2 

゜
6 4 50 0 

運輸通伍業 8 5 60 0 101 33 206 0 

サービス業 61 54 13 0 189 160 18 I 

計 417 373 11 8 2,975 2,561 16 2 

荷
額
、
原
材
料
仙
用
額
、
有
形
固
定

資
産
額
な
ど
を
調
査
し
、
工
業
の
事

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

カ
行
わ
れ
ま
す

工
業
統
計
調
査
ゞ

工
業
実
態
基
本
調
査

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
工
業

（
製
造
業
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構

造
統
計
調
査
で
工
業
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
産
業
別
、
規
模
別
、
地
域

別
構
成
を
と
ら
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
従
業
員
三
十
人
以
上
の
事
業
所

を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
を

お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
年
末
・

年
始
に
か
け
て
調
査
員
か
調
査
票
を

持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

記
載
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
統

計
以
外
の
目
的
に
は
仙
用
さ
れ
ま
せ

ん
。

こ
の
統
計
調
査
の
結
果
は
、
例
え

ば
下
水
道
整
備
計
画
の
立
案
に
利
用

さ
れ
た
り
、
ま
た
み
な
さ
ん
か
各
種

製
品
の
生
産
、
販
売
計
画
を
た
て
る

場
合
の
参
名
に
も
な
る
な
ど
‘
生
活

と
深
い
関
係
か
あ
1

ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
工
業
実
態
碁
本
調

査
も
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
企

業
の
実
際
の
姿
に
つ
い
て
正
し
い
資

料
を
集
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
中
小
企
業
の
経
営
の
安

定
を
図
り
、
国
の
経
済
を
健
全
に
発

展
さ
せ
る
た
め
に
‘
ぜ
ひ
と
も
必
要

な
も
の
で
す
。

調
査
を
お
顧
い
す
る
製
造
事
業
所

に
は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
調
査
員

か
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇第25回村民バレーボール大会組合表◇
I一般女子の部 I I 一般男子の部 I

2-』.|2-_,  •° 

◇第25回ママさんバレーボール大会◇

江
口
新
生
ク
ラ
プ

ポ
ル
シ
ア

掬
大
成

役
場

ミ
ス
タ
ーパ

レ
ー
ポ
ー
ル

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

明
和
ハ
ン
サ
ム
ズ

緑
親
会

ロ
イ
ヤ
ル
ズ

2弓む， 1
明西役明聡明明江明
和幼 中三中和口和
西稚 P 明 P ク新ク
小園場 T 精 T ラ生ラ
愛 A 密 A プクプ
好 A B A ラ B
会プ

矢
島
・
入
ヶ
谷

下
江
黒

新
里

上
江
黒
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ

谷

中 千
津
井

梅

原

大
輪
下

須

賀

斗
合
田
婦
人
会

大
佐
貫

住
宅
パ
レ
ー
ポ
ー
ル

愛
好
会
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昔
の
農
具
、
民
具

な
ど
を
集
め
た
“
ふ

る
さ
と
教
，
｝
戸
か
こ

の
は
ど
東
小
学
校
に

オ
ー
。
フ
ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
学
習
の

一
環
に
利
用
し
よ
う

と
昔
の
道
具
を
P
T

A

の
協
力
を
得
て
集

め
た
も
の
で
、
児
置

達
の
手
に
よ
っ
て

ふ
る
さ
と
教
室
と
な

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ヒ
キ
ド
イ
・
糸
ぐ

る
ま
・
水
車
・
国
民

服
な
ど
と
い
っ
た
も

の
が
約
二
百
点
展
示

さ
れ
、
昔
の
生
活
が

一
目
リ
ょ
う
然
゜

児
童
達
も
、
か
つ
て
自
分
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
‘
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
実
際

に
使
っ
た
道
具
だ
け
に
、
よ
り
一
層

興
味
を
引
き
、
休
み
時
間
と
も
な
る

と
、
手
に
と
っ
て
み
た
り
、
ど
の
よ

う
に
使
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
‘
な
ん

の
道
具
だ
ろ
う
な
ど
と
、
み
ん
な
集

ま
っ
て
興
味
し
ん
し
ん
。

千
歯
こ
ぎ
な
ど
の
説
明
な
ど
に
お

い
て
は
、
実
際
に
稲
を
持
っ
て
来
て

昔
の
作
業
を
再
現
す
る
な
ど
大
い
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

な
お
‘
陳
列
だ
な
な
ど
も
古
さ
を

か
も
し
出
す
た
め
に
、
物
置
に
眠
っ

て
い
た
戸
だ
な
を
利
用
す
る
な
ど
、

村
で
初
め
て
の
り
っ
ぱ
な
郷
土
資
料

至
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

東
小
学
校
に

郷
土
資
料
室
が
完
成

奈良石などを調査

熊谷市の市誌編さん委員長ら

埼
玉
県
熊
谷
市
の
中
央
公
民
館
の

館
長
、
市
誌
編
さ
ん
委
員
長
ら
四
人

か
須
賀
地
先
の
＂
奈
良
石
I
t
や
、
南

大
島
森
尻
茂
さ
ん
宅
に
あ
る
三
五
詠

歌
碑
を
調
査
視
察
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
熊
谷
市
が
公
民
館
学
習
の

一
環
と
し
て
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て

事
前
調
査
に
お
と
ず
れ
た
も
の
で
、

ス
ケ
ー
ル
な
ど
取
り
出
し
て
測
定
し

資
料
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
よ
う
な
も
の
か
あ
る
事
は
知

っ
て
い
た
か
、
実
際
に
調
べ
て
み
る

と
た
い
し
た
も
の
だ
。
今
度
は
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
婦
人
学
級
生
を
連
れ
て

き
て
勉
強
し
て
み
た
い
」
な
ど
と
話

し
合
い
な
が
ら
調
査
し
て
い
ま
し
た
。

ｷ
 

な
気
か
し
ま
す
。

皿
洋
上
で
の
生
活
は
、
他
の
団
員
一

の
皿
群
馬
県
青
年
洋
上
大
学
の
派
遣
団
員
と
し
て
、
本
村
皿

一
そ
皿
か
ら
四
人
の
青
年
が
中
国
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

も
、
そ
し
て
自
分
も
宙
に
で
も
浮
一

―□
」□d

i
頁
口
亘
（
ロ
ロ
]
]
/
]

―
私
は
、
今
回
こ
の
「
青
年
洋
上
も
知
ら
ぬ
同
志
か
色
々
な
委
員
会
活
職
業
・
世
俗
と
い
う
内
容
で
様
々
i

一
大
学
＿
に
参
加
し
て
、
本
当
に
良
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
‘
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
な
意
見
か
出
さ
れ
、
色
々
と
勉
強
i

一
い
体
験
を
し
た
と
い
う
気
持
ち
で
ン
、
講
義
、
中
国
に
つ
い
て
の
勉
強
、
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一

一
い
っ
ぱ
い
で
す
。
と
い
う
の
か
今
そ
し
て
団
体
生
活
を
通
じ
て
群
馬
と
こ
こ
ま
で
の
中
で
自
分
か
一
番
一

i
の
自
分
に
素
直
に
言
え
る
言
葉
で
い
う
県
を
お
互
い
見
つ
め
直
し
、
何
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
洋
上
ゼ
ミ
一

か
群
馬
県
が
そ
れ
ま
で
広
く
感
じ
て
ナ
ー
ル
に
於
い
て
の
講
義
や
討
論
i

ー
事
前
研
修
に
始
ま
り
、
お
互
い
い
た
の
か
狭
く
思
え
ま
し
た
。
会
も
、
も
ち
ろ
ん
で
す
が
「
思
索
i

そ
う
し
た
中
で
、
の
時
間
」
と
い
う
一
時
で
し
た
。
i

―
日
け
い
·
`
[
、
一
＿
い
よ
い
よ
中
国
へ
と
こ
ま
て
も
三
百
六
十
度
の
群
青
ー

・
一
向
け
て
東
京
晴
海
の
海
原
と
青
い
空
、
光
り
輝
く
太
一

`
'
,
-
·

■

し

:
-
9

ー
，
一
ふ
頭
よ
り
中
国
船
陽
の
中
で
、
軽
音
楽
を
聞
き
な
が
一

、
ー

[
{
9
:

、
旬
「
燿
華
号
」
て
の
ら
、
何
も
考
え
る
事
も
な
く
、
た
一

＿
出
発
の
日
、
不
安
だ
じ
っ
と
海
を
な
が
め
て
い
る
だ
i

・
番
一

ー
|
|
f
｀
こ
~
J
ヅ
、
ノ3
-
2ーと
期
待
に
胸
を
と
け
て
、
現
実
か
ら
離
れ
て
い
く
自
ー

-
’
・
い
ほ
い
』
．
＼
一
ら
一
き
め
か
せ
、
高
ぶ
分
を
見
つ
め
ま
し
た
。
一

,
1
.
`

j
J
豆
る
気
持
を
お
さ
又
最
後
に
、
自
分
の
「
人
生
」
と
一

`
'
·
A

者
~
て
も
顔
で
は
、
う
い
う
本
の
中
に
大
き
く
み
だ
し
を
一

、
.
'
筆
ー
れ
し
さ
を
か
く
せ
つ
け
て
書
け
る
文
章
が
こ
の
「
青
i

―
な
か
っ
た
。
年
洋
上
大
学
」
に
あ
っ
た
と
い
う
一

員
一

＼
団
~
ま
た
、
同
時
に
事
を
添
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

9
□

4□
`
]
]ー
ロ□
｀
：

、
-
,
\
i
ー
一
ロ
ロ
ロ
＂
｀
口
冒
汀

[
O
­

`
`
·
,
.
9
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9
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9
`
9
•
9
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今
年
も
ま
た

東
小
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
江

口
の
通
学
班
の
第
一
班
（
代
表
新

井
宏
美
）
は
、
十
一
月
一
日
利
根

川
提
防
で
ミ
ニ
運
動
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
は
I
J
な
か
よ
し
運

動
会
＂
と
呼
ば
れ
、
運
動
会
を
通

し
て
み
ん
な
な
か
良
し
に
な
れ
ば

通
学
の
交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と

守
れ
、
一
班
か
ら
は
交
通
事
故
か

起
き
な
い
だ
ろ
う
と
、
毎
年
行
わ

れ
る
も
の
で
今
年
で
四
回
目
。

玉
入
れ
、
ス
プ
ー
ン
競
争
な
ど

十
八
種
目
。
上
級
生
か
下
級
生
を

い
た
わ
り
な
が
ら
進
行
は
本
当
に

ほ
ほ
え
ま
し
い
、
な
か
良
し
運
動

会
で
し
た
。

村
民
の
学
習
要
求
に
対
応
す
る

た
め
、
毎
年
四
人
の
講
師
を
迎
え

て
村
民
教
養
大
学
が
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
今
年
は
国
際
障
害
者
年
に

ふ
さ
わ
し
く
‘
盲
目
の
エ
レ
ク
ト

ー
ン
奏
者
大
島
彰
さ
ん
ら
を
迎
え

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

連
続
演
奏
で
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に

載
っ
て
い
る
人
ら
し
く
、
み
な
さ

ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
な
か
ら
、

休
ま
ず
演
奏
。

ま
た
、
村
の
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ

ス
も
友
情
出
演
し
、
明
和
小
唄
を

披
露
。
す
る
と
、
初
め
て
聞
く
歌

な
の
に
、
二
度
目
に
は
演
奏
す
る

な
ど
ま
さ
し
く
天
才
的
。
聴
衆
者

も
興
奮
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
に

、
つ
っ
と
り

一
DDo三

賣＇．

" 

公
民
館
学
習
活
動
の
一
っ
と
し
て

若
者
た
ち
を
対
象
に
し
た
”
ヤ
ン
グ

タ
ウ
ン
セ
ミ
ナ
ー
“
が
毎
月
三
回
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
十
一
月
十
三
日

に
は
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

青
年
、
特
に
男
の
人
が
多
い
教
室

な
だ
け
に
、
講
師
の
吉
永
裕
身
子
さ

ん
は
、
つ
と
め
て
や
さ
し
い
メ
ニ
ュ

ー
に
し
ま
し
た
と
、
い
い
な
が
ら
も

男
の
人
に
は
け
っ
こ
う
む
ず
か
し
い

様
子
。

お
れ
は
見
て
い
る
だ
け
、
そ
し
て

食
べ
る
だ
け
だ
よ
と
、
な
か
ば
あ
き

ら
め
の
様
子
の
男
の
人
も
。

青
年
達
の
料
理
教
室
だ
け
に
、
出

来
あ
か
っ
た
も
の
は
、
生
き
い
き
し

て
い
て
実
に
お
い
し
そ
う
で
し
た
。

川
俣
地
区
で
は
昨
年
に
引
き

続
い
て
交
通
事
故
防
止
の
座
談

会
を
十
一
月
十
五
日
に
地
区
集

会
所
で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
川
俣
地
区
か
ら
一

人
で
も
交
通
加
害
者
・
被
害
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
と
行
わ
れ

た
も
の
で
、
こ
の
日
、
館
林
警

察
署
か
ら
防
犯
課
長
、
交
通
係

長
、
川
俣
駐
在
所
の
三
人
が
出

席
し
て
、
川
俣
地
区
の
人
々
と

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

招
集
し
た
福
田
区
長
も
「
川

俣
で
は
こ
の
一
年
間
交
通
事
故

は
一
件
し
か
な
い
。
き
っ
と
こ

の
よ
う
な
事
が
良
い
の
で
し
ょ

う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
防
止
を

願
う
「
川
俣
」
地
区

’ 

「
な
か
よ
し
運
動
会
」

、. `:‘ ,... ~ 

ー，；ヤ迄

野球・ソフト場完成まじか

青
年
達
が
料
理
教
室

村
民
の
だ
れ
も
が

待
ち
望
ん
で
い
た
利

根
川
河
川
敷
の
総
合

運
動
場
建
設
が
十
月

二
十
日
に
着
手
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
予
定
分
は

野
球
場
（
二
面
）
ソ

フ
ト
場
（
二
面
）
で
、

現
在
外
野
に
赤
土
、

内
野
に
黒
土
、
囲
り

に
側
溝
を
入
れ
る
作

業
を
急
ピ
ッ
チ
で
行

っ
て
お
り
ま
す
。
完

成
後
は
大
い
に
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
完
成
予
定

は
来
年
二
月
十
日
の

予
定
で
す
。
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大
き
な
イ
モ
み
つ
け
た
”
~

国
際
障
害
者
年
記
念

ス
ポ
ー
ツ
大
会

国
際
障
害
者
年
を
記
念
し
て
、
十

一
月
三
日
中
学
校
体
育
館
で
邑
楽
郡

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
暗
く
な
り

が
ち
な
障
害
者
達
を
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
積
極
的
な
性
格
と
協
調
精
神

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

松
葉
杖
競
争
・
ボ
ー
ル
け
り
競
争

な
ど
十
五
種
目
に
お
い
て
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
こ
の
大
会
に
お
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
達
が
各
方
面
に
お
い

て
大
い
に
補
助
さ
れ
大
会
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
び
ま
し
た
。

な
お
、
得
点
競
技
に
お
い
て
明
和

村
が
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。西

保
育
園
の
園
児
達
は

十
月
十
八
日
イ
モ
掘
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
イ
モ
掘
り
は
須
賀

の
斉
藤
保
雄
さ
ん
宅
の
畑

で
、
園
児
達
に
少
し
で
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と

斉
藤
さ
ん
の
好
意
で
実
施

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
園
児
達
は
あ

ち
こ
ち
ド
ロ
だ
ら
け
に
し

な
が
ら
「
あ
、
大
き
い
イ

モ
が
あ
っ
た
」
な
ど
と
、

大
き
い
イ
モ
は
も
ち
ろ
ん
‘

ほ
ん
の
小
さ
い
イ
モ
ま
で

も
次
々
に
掘
り
出
し
ま
し

こ
。f
 __  

婦
人
消
防
隊
の

消
火
訓
練

サ
ァ
ー

な
ん
で
も
あ
り
ま
す
よ
と

買
物
ご
っ
こ

新
型
の
消
防

ポ
ン
プ
車
購
入

一
段
と
寒
さ
か
き
び
し

く
な
り
、
火
を
使
う
機
会

が
多
く
な
り
、
同
時
に
火

災
も
発
生
す
る
事
が
予
想

さ
れ
、
村
で
は
、
最
新
式

の
消
防
ポ
ン
。
フ
自
動
車
を

購
入
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
日
ポ
ン
。
フ
車

の
カ
ギ
と
車
検
証
が
村
長

の
手
か
ら
山
田
支
団
長
に

渡
さ
れ
、
そ
の
後
放
水
実

験
を
し
た
後
第
三
分
団
（

西
部
）
一
班
に
配
備
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
ポ
ン
プ
車

は
四
輪
駆
動
七
人
乗
り
百

二
十
五
馬
力
、
価
格
は
六

百
三
十
二
万
円
で
す
。

火
災
の
初
期
消
火
は
わ
た

し
た
ち
に
ま
か
せ
て
と
、
十

一
月
十
五
日
明
中
校
庭
に
お

い
て
明
和
村
婦
人
消
防
隊
の

消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

台
所
が
火
元
に
な
る
場
合

の
火
災
が
多
い
の
で
台
所
を

あ
ず
か
る
主
婦
の
立
場
が
重

要
な
の
で
、
テ
ン
プ
ラ
ナ
ベ

に
火
が
入
っ
た
と
い
う
想
定

で
消
火
器
や
ぬ
れ
た
布
な
の

で
す
ば
や
く
消
す
方
法
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。

よ
り
積
極
的
な
子
供
を
育
て
よ
う

と
、
東
幼
稚
園
で
は
十
一
月
十
四
日

父
兄
と
園
児
達
に
よ
る
”
お
店
屋
さ

ん
ご
っ
こ
“
を
行
い
ま
し
た
。

商
品
は
園
児
達
が
紙
ね
ん
ど
で
、

野
菜
、
花
、
お
も
ち
ゃ
、
時
計
な
ど

何
日
も
か
か
っ
て
作
り
あ
げ
た
も
の
。

買
物
ご
っ
こ
は
、
父
兄
が
買
い
手
、

園
児
が
売
り
手
と
な
っ
て
行
わ
れ
、

い
ら
っ
し
ゃ
い
、
安
い
で
す
よ
と
大

き
な
声
で
呼
び
入
れ
、
お
母
さ
ん
方

も
積
極
的
な
子
に
す
る
た
め
、
出
来
る

だ
け
、
園
児
か
ら
た
く
さ
ん
の
言
葉

を
引
き
出
そ
う
と
、
安
く
し
て
よ
、

お
い
し
そ
う
ね
な
ど
と
い
っ
た
会
話

が
主
体
の
買
物
ご
っ
こ
で
し
た
。
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0 中学生
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I. 2 年＼． 0Krn
A 年 1.2Krn

3 ・ I.51<.rn 
5.6 年 5.0Krn
男 3.0Krn
女

骰（年齢告I＼＄艮なし5).0Krn
男 3.0Krn
女ら39歳い）

0壮年 A (30歳力‘ 3.0Krn 

男 2.0Krn
女ら A9歳ょで）

0 壮年 B (A0歳力‘ 3.0Krn 

男 2.okrn
女

o 壮年 C (50歳以上） 2 .0Krn 
男女 でに中央

12 月 25 日ま

竺：；生の参加は
親の同意＇必要

r 申込先

. . ．~もの他
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｀入へ

.... にも
冬lじ
だ
＜

氷
点
下
四
度
以
下
は
こ
注
意
を

水
道
管
の
＂
冬
じ
た
<
“
は
で
き

て
い
ま
す
か
。

気
温
が
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下

に
な
る
と
、
水
道
の
水
が
凍
っ
た
り
‘

水
道
管
か
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。

と
く
に
、
水
道
管
が
次
の
よ
う
な
場

所
に
あ
る
と
き
は
、
防
寒
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
屋
外
に
あ
っ
て
、
む
き
出
し
に
な

っ
て
い
る
場
合

▼
北
向
き
の
寒
い
と
こ
ろ
に
あ
る
場

合▼
日
照
時
間
の
知
い
と
こ
ろ
に
あ
る

場
合

▼
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る

場
合こ

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道

管
は
、
早
目
に
＂
防
寒
策
“
を
講
じ

て
く
だ
さ
い
。

簡
単
に
で
き
る
水
道
管
の
＂
凍
結
・

破
裂
防
止
法
＂
は
次
の
通
り
で
す
。

手
近
に
あ
る
布
や
な
わ
、
こ
も
な

ど
を
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
巻
き

つ
け
て
保
温
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
や
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
布
な
ど
の

”
防
寒
材
“
か
ぬ
れ
ま
す
と
、
そ
れ

ら
が
凍
っ
て
、
か
え
っ
て
水
道
管
を

破
裂
さ
せ
る
結
果
と
な
る
か
ら
で
す
。

破
裂
し
て
し
ま
っ
て
は
、
た
く
さ

ん
の
水
か
ム
ダ
に
な
る
上
‘
修
理
代

も
ば
か
に
な
り
ま
せ
ん
。
水
道
管
に

も
温
か
い
思
い
や
リ
を
。

な
お
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

は
、
次
の
水
道
工
事
店
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

H

頃
か
ら
き
れ
い
な

選
挙
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

ロ右令が
沢松令
身長` 9• 9 b3 c 

竹木信弘(4 I 馴加藤二師 (33危）

のi、;
左まかの
左 Ii ll ミ
イホ‘‘

身長
l53 切t

•小柄で
ちよっ乙

した大人
·背中に
＇あ‘灸
！の跳あ l)

太田早 ~(31厳）

え）足に わ町IZ

QI;:1tう言:位藤慮ー (27厳）宇頁神寿ー (32，載）I祝原該二 (33巌）

一見
好男子

午長
9 7 5 年

桐島 耽 (2 7飯）

、雅？背

も目 T
k偽痕

身長
, 7 g切一一」

大坂正唄 (32巌）

0

松
本
水
道
設
備

〇
｛
晶
塚
水
道
工
業
所

0

石
崎
水
道
工
業
所

0

金
子
水
道
設
備

6
（
八
g
）
天
―
―
―
九

6
（
八
四
）
―
-
―
-
西
七

6
（
八
四
）
四
一
哩

6
（
八
四
）
―
―
―
唱

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
公
職
の
候

補
者
等
（
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る

者
お
よ
び
現
在
公
職
に
あ
る
者
を
含

む
）
は
、
選
挙
に
関
係
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
‘
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

名
義
で
も
選
挙
区
内
の
人
々
に
対
し

て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
こ
れ
ら
の
寄
附

を
求
め
た
り
、
受
け
た
リ
す
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
は
‘

忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
の
集
り
も
多

V

、
ま
た
、
お
歳
暮
な
ど
の
贈
り
物

の
季
節
と
も
な
り
ま
す
。

私
た
ち
有
権
者
も
、
こ
れ
ら
の
寄

0

島
田
設
備
工
業
所

〇
閻
大
川
工
業

0

高
田
設
備

6
（
八
四
）
＝
＝
言
一

6
（
苫
一
）
言
―
―

6
（
八
四
）
言
―
―
六

附
を
受
け
た
り
‘
求
め
た
り
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
、
日

頃
か
ら
き
れ
い
な
選
挙
を
心
か
け
ま

し
ょ
う
。

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

0

お
歳
暮
や
お
中
尤

0

お
祭
り
、
集
会
な
ど
の
寄
附

0

開
店
祝
い
の
花
輪
（
環
）

〇
結
婚
、
入
学
な
ど
の
お
祝
品
や
お

金
0

お
葬
式
の
香
典
や
供
花

〇
団
体
旅
行
な
ど
の
寄
附

ち
ょ
っ
と
お
得
な
お
話

ー
年
金
・
恩
給
の
受
け
取
り
ー

年
金
や
恩
給
な
ど
の
受
け
取
り
に

便
利
で
お
ト
ク
な
郵
便
局
の
「
振
替

預
入
」
を
利
用
す
る
と
、
年
金
や
恩

給
な
ど
を
自
動
的
に
受
け
取
る
こ
と

か
で
き
ま
す
。
支
払
い
日
ご
と
に
各

人
の
通
常
貯
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ

る
の
で
、
そ
の
つ
ど
郵
便
局
へ
行
く

手
間
も
、
ま
た
受
け
取
り
の
際
に
も

年
金
・
恩
給
証
書
や
支
払
通
知
書
等

を
持
参
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
国
民
年
金
は
五
日
、
厚
生
年

金
・
船
員
保
険
年
金
は
七
日
も
早
く

受
け
取
れ
ま
す
。
そ
の
上
、
通
常
貯

金
に
は
振
り
込
ま
れ
た
そ
の
日
（
支

給
日
）
か
ら
利
子
が
つ
き
ま
す
か
ら
、

と
て
も
お
ト
ク
で
す
。

► この顔にピンときたら……… l l 0番（爆弾・殺人犯人） ◄ 

こ
れ
ら
の
人
は
全
国
指
名
手
配
中
の
重
要
事
件

の
犯
人
で
す
。
竹
本
は
館
林
市
に
住
ん
で
い
た
事

も
あ
る
な
ど
、
意
外
と
身
近
に
潜
ん
で
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
似
て
い
る
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
連

絡
を
”
~

弦
、
現
井
5

当
近
島
長
。

湘
い
、
広
身1
6
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相
手
と
の
話
し
が

聞
き
に
く
い
時

国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
昭

和
五
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
外
国
人

も
国
民
年
金
の
加
入
対
象
と
な
り
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
、
日
本
国
内
に
住
所

を
有
す
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満

で
厚
生
年
金
な
ど
の
被
用
者
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
な
い
外
国
人
は
、

「
物
は
言
い
よ
う
」
「
人
を
見

て
法
を
説
け
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

に
あ
る
と
お
り
‘
使
う
言
葉
一
っ

で
話
に
角
か
立
っ
た
り
、
こ
ち
ら

の
気
持
ち
か
よ
く
理
解
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
相
手
を

見
て
、
ま
た
時
と
場
合
に
よ
っ
て

言
葉
を
選
ぶ
こ
と
か
大
切
で
す
。

親
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な

話
し
方
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
遣

い
、
相
手
の
痛
い
と
こ
ろ
に
触
れ

な
い
よ
う
な
細
か
い
心
配
か
好
ま

し
い
で
す
ね
。

お
も
し
ろ
く
話
す
と
い
う
こ
と

も
大
切
で
す
。
昔
の
人
は
「
言
葉

は
な
み

に
花
実
を
交
ぜ
る
」
と
言
い
ま
し

た
が
‘
こ
の
「
花
」
と
い
う
の
か

話
を
お
も
し
ろ
く
楽
し
く
す
る
技

巧
の
こ
と
で
す
。

日
本
語
で
は
男
女
の
物
の
言
い

方
に
か
な
り
の
違
い
か
あ
り
ま
す
。

近
ご
ろ
は
、
若
い
女
性
で
男
の
よ

う
な
話
し
方
を
す
る
人
か
多
く
な

っ
て
き
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
女

性
ら
し
い
優
し
さ
の
表
わ
れ
た
言

葉
遣
い
も
大
切
に
し
た
い
も
の
で

す
ね
。

ま
た
、
片
言
と
共
通
語
（
標
準

語
）
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。
共
通

語
は
日
本
全
国
に
通
用
す
る
言
葉

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
方
言
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
方
で
使
わ
れ
て
い
る

生
活
に
密
着
し
た
言
葉
で
す
。
＜

つ
ろ
い
だ
場
面
や
日
常
親
し
い
人

同
士
の
会
話
で
は
方
言
を
使
う
の

か
自
然
で
す
か
‘
改
ま
っ
た
場
面

や
公
共
的
な
話
し
合
い
の
場
な
ど

で
は
必
要
に
応
じ
て
共
通
語
も
便

え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

話
し
相
手
や
時
と
場
合
に
合
わ
せ
て

当
然
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
厚
生
年
金
な
ど
の
被
用
者

年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
の
配

偶
者
、
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
年
金
を

受
け
る
こ
と
か
で
き
る
人
と
そ
の
配

偶
者
、
昼
間
部
の
大
学
生
な
ど
は
希

望
に
よ
り
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
当
然
加
入
に
該
当
す
る

人
で
、
六
十
歳
ま
で
に
老
齢
年
金
ま

た
は
通
算
老
齢
年
金
の
受
給
に
必
要

な
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
脱

退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
加
入
の
手
続
き
な
ど
で
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
国
民
年
金
係
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。寄

付
あ
り
が
と
う

▼
足
利
市
の
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
（

社
長
相
馬
和
夫
）
で
は
、
恵
ま
れ
な

い
人
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
奉
仕
銀

行
へ
五
千
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
明
和
村
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
会

長
福
沢
平
一
郎
）
で
は
社
会
福
祉
協

議
会
の
奉
仕
銀
行
へ
三
万
円
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

廃
村
を
怒
る
老
夫
の
し
わ
の
ひ
だ
農

地
開
放
か
こ
ち
し
父
に
重
ね
る

江
森
佳
世
子

指
圧
師
の
「
車
検
切
れ
た
体
よ
」
と

嫌
味
な
き
声
に
友
も
苦
笑
す柿

沼
ま
つ
i
 

ヵ

愛
息
に
先
に
逝
か
れ
老
翁
の
横
顔

卓
内
は
冷
え
て
腕
さ
す
り
ゐ
つ

瀬
下
一
江ぁん
）

切
1

絵
の
疲
れ
持
ち
越
す
眼
に
緑
し

松
の
新
芽
に
降
り
そ
そ
ぐ
雨

．
奈
良
原
キ
ク
ノ

頬
を
伝
ふ
涙
ふ
き
つ
つ
読
み
進
む
今

今
の
児
等
に
読
ま
せ
た
き
も
の
を

（
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
）
江
森
政
美

生
か
さ
れ
て
い
ま
す

暮
ら
し
の
中
に

た
ば
こ
消
費
税
は

せ
っ
せ
こ
と
田
畠
に
通
う
老
い
た
母

感
謝
の
気
持
目
に
涙

ぐ
っ
す
り
と
寝
こ
ん
だ
孫
の
顔
を
見

て
我
が
子
の
幼
少
思
ひ
だ
す木

村

氏
名

堀
口
明
里

畔
木
康
裕

坂
村
基
樹

小
林
紐

島
田
亜
由
美

保
護
者
続
柄
地
区

一
夫
長
女
大
佐
貫

修
一
長
男
田
島

捧
二
男
新
里

秀
夫
長
女
新
里

哲
夫
二
女
南
大
烏

氏
名
年
令

椙
島
き
い

8
1

今
成
た
っ

8
9

山
田
幅
太
郎

8
3

古
犀
げ
さ
よ

7
7

増
田
キ
ク

7
1

松
本
初
男

1
8

飯
塚
春
f

7
5

田
村
喜
加
司

6
8

め

ー
死
亡
ー

し＼ わ

ー
出
生
ー

（
敬
称
略
）

●たばこは地元で

買いましょう

誕
生
日

1
0月
2
6日

1
1月
1
0日

1
1月
1
0日

1
1月
1
9日

1
1月
2
0日

（
敬
称
略
）

地
区
死
亡
月
日

世
帯
主

（
）
は
新

忠
夫
南
大
島

1
0月
3
1日

ミ
ヨ
子
須
賀

1
1月
3

日

正
樹
，
矢
烏

1
1月
3

日

血
〗
彦
梅
原

1
1月
1
0日

和
吉
田
烏

1
1月
1
6日

久
一
千
津
井

1
1月
1
8日

邦
夫
千
津
井

1
1月
2
4日

（
好
雄
）
千
津
井
1
1月
2
5日

昭和56年12 月 10 日

ぉ
虐
よ
｀

•••99 
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：
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ぶ
＜
了
升

国
民
年
金
へ
加
入
で
き
ま
す

g
 

テ
し
フ
ォ
ン
メ
モ

0
1z
 

みんなそろって明る l]お正月を

「歳末たすけあい運動」

にこ協力を

12 月 1 日～25 日
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の

[
l
[
[
6

月
[
以
叫

ーー

＿賣ク

救急車出動回数
●交通事故 5 件
●急病 2 件

●その他 l 件

●計 8 件

ご悶 館林邑楽地区 館林地区 明和

日
産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区

12 月 13 日
横田医院後藤康生医院兼原歯科医院 上野医院合(72)3330 岡田整形医院 小西医院
合(72) 0 2 5 5 fl'(72) 3 9 7 5 合 (72) I 7 0 0 後藤康生医院合(72)3975 合 (72)3 i 63 合 (86) 2 2-6 I 

曜
浜野医院川田医院神永歯科医院

12 月 20 日
大島診療所合(77) 1503 宇沢医院 館林地区が

合 (88) 5 6 7 8 合 (72) 0 7 5 4 合 (72) 2 0 5 3 安楽岡医院云(72)05 72 合 (74)8761 担当します
当

12 月 27 日
白沢医院原 医 院北村歯科医院 清河堂医院合(72) 3070 館林医院 竹越医院
合(72) I 6 0 0 合 (72) I 9 3 6 合 (82) 0 I 5 8 川生医院合(72) 3030 合 (74) 2 I I 2 合 (84) 3 I 3 7 

番

1 月 3 日 落合医院小倉医院綿(貫72歯)2 科0 医院 大石医院合(74)2362 寺内医院 館林地区が
合 (72) 0 I 6 0 合 (72) 0 6 0 6 合 5 7 堀越医院合(73)4151 合 (72)3031 担当します

医

1 月 10 日
根岸医院 大神医院 小西歯科医院

増田医院ff(72) 1387 
礫川堂医院 館林地区が

ff (72) 3 2 6 2 合0276(62)2200 合 0276(62)5952 合 (74) 0 I 8 4 担当します 時

米
年
度
の
保
育
園
の
園
児
を
次
の

と
お
リ
募
集
し
ま
す
。

▼
入
園
資
格
村
の
住
民
で
母
親
か

働
い
て
い
た
り
病

気
な
ど
で
児
童
の

保
育
に
当
た
れ
ず
、

ほ
か
に
も
児
童
の

め
ん
ど
う
を
み
る

人
か
な
く
、
家
庭

で
の
保
育
に
欠
け

る
と
認
め
ら
れ
る

者
で
、
昭
和
五
十

ー
一
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
五
十
四
年

四
月
一
日
の
間
に

生
ま
れ
た
児
童
。

▼
定
員
三
百

名
（
東
九
十
名
・

中
央
百
二
十
名
・

愈
屯
屯
屯
屯
；
屯
母
愈
心
息
愈
愈
愈
―
“
_
…
母
；
愈
母
息
心
；
母
心
…
愈
愈
屯

電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

児
窟
•
生
徒
の
場
合
は
‘
学
校
名
、

学
年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
は
、
米
年
二
月
二
十
八

日
ま
で
で
す
。

テ
レ
ビ
放
送
は
、
選
考
の
う
え
、

県
政
テ
レ
ビ
広
報
番
組
「
県
政
だ
よ

り
」
で
行
い
ま
す
。

応
募
先
、
内
容
の
問
い
合
わ
せ
は
、

県
庁
広
報
課
テ
レ
ビ
係
、
郵
便
番
号

―-
l七一
前
橋
市
大
手
町
一
ー
一
i
-

（
竺
―
―
芝
(
―
―
―
―
-
)
三
一
内
線
三
甚
）

一
年
末
・
年
始
の
役
場
業
務
＿

県
で
は
「
私
の

ま
ち
・
私
の
む
ら
」

の
写
真
を
募
集
し
、

群
馬
テ
レ
ビ
を
通

し
て
放
送
し
ま
す
。

題
材
は
、
県
民

の
皆
さ
ん
の
生
活

し
て
い
る
地
域
の

自
然
や
行
事
、
地

域
の
人
た
ち
の
い

ろ
い
ろ
な
活
動
の

様
子
を
紹
介
す
る

も
の
で
し
た
ら
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

応
募
写
真
の
規

格
は
、
カ
ラ
ー
、

横
位
置
、
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
、
三
ー

五
枚
の
組
写
真
で
す
。

写
真
の
内
容
説
明
、
氏
名
、
住
所
、

私のまち・私のむら
写真募集

保育園園児募集
12月21 日から受付開始

年
末
・
年
始
の
役
場
業
務
を
十
二

月
二
十
九
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
用
の
方
は
な
る
べ
く
お
早
め
に

-------------------------------------------------------
''  : : 
: : 
''  ’‘ ''  
''  
''  
''  

］さ：
• —--・一．C ^ノ·'

9＿ノ・ー：

-' , ー····---- ----=. ----.--.; 
''  
''  
''  
''  
''  
''  -------------------------------------------------------

西
九
十
名
）

▼
受
付
期
間
十
二
月
二
十
一
日
か

ら
一
月
九
日
ま
で

▼
申
込
用
紙
役
場
住
民
課
ま
た
は

各
地
区
の
民
生
委
員
方
に
あ
り
ま

館
林
高
等
看
護
学
院
で
は
来
年
度

の
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
お

リ
ま
す
。

▼
募
集
人
員
三
十
人

▼
修
業
年
限
三
年

▼
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
女
子

▼
願
書
の
受
付
来
年
一
月
五
日
か

ら
二
十
二
日
ま
で

入
学
願
書
な
ど
詳
し
く
は
館
林
高

等
看
護
学
院
（
6
七
三
—
七
一
七
五
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

り
っ
た
＜
リ
多
し
窃
ぶ

( 

玉
3
年
寄
り
の
／

`
3金
を
持
っ
て

ら
一
人
歩
き
は

ヽ

『
て
注
迂

i
狙
う
な
ら

一
―
I

-

.
'
9
,
 

一
年
ふ
り

：
勺

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
死
亡
届
、
婚
姻
届
、
出
生

届
の
業
務
に
限
り
平
常
ど
お
り
行
い

ま
す
。

年
末
の
ご
み
の
収
集
は
十
二
月
二

十
八
日
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
年
始

館
林
看
護
学
院

学
生
募
集

す
。

▼
受
付
場
所
役
場
住
民
課
ま
た
は

民
生
委
員
方
。

年
か
明
け
ま
す
と
例
年
の
こ
と
で

す
か
、
い
ろ
い
ろ
の
税
金
の
申
告
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

そ
の
事
前
準
備
と
し
て
、
昭
和
五

十
六
年
中
に
雇
人
料
を
支
払
っ
た
方

は
、
十
二
月
末
日
ま
で
に
役
場
税
務

課
へ
領
収
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
す
れ
ば
、
標
準
外
経
費
と
し
て

差
し
引
く
事
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
領
収
書
に
は
作
業
名
、
作

業
日
数
、
単
価
、
支
払
金
額
（
現
物

給
与
も
含
む
）
受
取
人
の
住
所
、
氏

名
な
ど
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
役
場
税
務

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
で
は
、
年
賀
状
の
受
付
を

十
二
月
十
五
日
か
ら
開
始
い
た
し
ま

す
。お

そ
く
差
出
さ
れ
ま
す
と
、
元
旦

配
達
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
場
合
か

あ
り
ま
す
の
で
、
十
二
月
二
十
日
頃

ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
。

な
お
、
毎
年
あ
て
名
が
不
完
全
な

た
め
配
達
で
き
な
い
年
賀
状
か
た
＜

さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
て
名
は
番

地
ま
で
正
確
に
お
書
き
下
さ
い
。

（
川
俣
郵
便
局
）

の
収
集
は
一
月
四
日
か
ら
と
な
り
ま

す
。

今
月
の
納
税
は
村
県
民
税
第

四
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
四
期
、

国
民
年
金
第
五
期
、
園
芸
施
設
・

麦
共
済
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
二
日
中
央
公
民
館
和
室

二
十
三
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

二
十
四
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
集
落
（
セ
）

今
月
の
納
め

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

適談 • • 
切員相会 日 ...... 父
なか談場 時
助皆は 通i

言 んさ 料無: ロロ『 事, 悩の で‘ 午後 1日7 故
み専 3 相

し‘ご門 時ま 午前 二畝火
] 0 との
に相 で 10

• 

• 日月
畠 時仔Ij

<
時 1 2 行政

1 月／ヘ

贔 16 人

三日`権―ク
会議室 時でま3 午前10 相談
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題
、
防
衛
問
題
等
重
要
問
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
的
に
は
、
財
政
再
建
、

行
政
改
革
の
完
全
実
施
、
景
気
浮
揚

の
た
め
の
経
済
対
策
を
、
強
力
に
推

進
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
に

関
連
す
る
五
十
七
年
度
一
般
会
計
予

算
等
、
地
方
財
政
計
画
に
お
き
ま
し

て
も
行
革
の
大
き
な
波
が
押
し
寄
せ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
事
情
の
き
び
し

い
中
に
あ
っ
て
、
幸
い
本
村
に
お
き

ま
し
て
は
、
新
井
議
長
を
中
心
と
す

る
議
会
の
皆
様
、
ま
た
村
民
各
位
の

ご
指
導
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

昨
年
は
中
央
幼
稚
園
、
中
学
校
の
校

舎
改
築
等
教
育
施
設
の
整
備
、
農
業

振
興
と
農
林
環
境
整
備
事
業
と
し
て

大
輪
・
梅
原
・
矢
島
地
区
に
集
落
セ

ン
タ
ー
の
建
設
、
新
農
構
事
業
、
生

活
道
路
の
改
良
舗
装
等
、
村
民
の
生

... 

や
§
．
ぃ
芯
言
ふ
＇
．
i
心
ダ
・
名
培
翠
繁

扉
ぷ
ら
｛
ふ
J
`
[
'
]
{
、
ー
い

A
{

□
:
]
ふ
ぶ
虔
コ

村
民
の
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
目

出
当
う
ご
座
居
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
の
年
頭
に
あ
た

り
皆
様
方
が

`
[
]
社
会
体
育
館
を
核
に

を
お
迎
え
に

な
り
：
健
康
づ
く
り
に
着
手

こ
と
を
心
よ

り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
昨
年
は
村
政
全
般
に
わ

た
り
ま
し
て
心
か
ら
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
か
国
を
と
り
ま
く
諸

情
勢
は
依
然
と
し
て
内
外
共
に
重

要
問
題
と
不
安
定
な
要
因
を
か
か

え
て
お
り
ま
す
。

国
際
的
に
は
石
油
問
題
、
イ
ラ

ン
・
イ
ラ
ク
の
紛
争
、
エ
ジ
。
フ
ト

大
統
領
暗
殺
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
非

常
事
態
宣
言
、
自
動
車
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
製
品
の
輸
出
摩
擦
問

村 長

奈 良 丑 松

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

行
政
各
般
に
わ
た
り
、
堅
実
な
行

政
効
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

な
お
、
本
年
は
私
の
か
ね
て
か

ら
の
理
念
で
あ
り
ま
し
た
”
よ
り

よ
い
村
づ
く
り
は
、
よ
り
よ
い
健

康
づ
く
り
“
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に

あ
た
る
と
思
い
ま
す
。
ま
も
な
く

利
根
川
運
動
場
の
一
部
完
成
、
社

会
体
育
館
の
建
設
と
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
が
よ
り
充
実
し
、
み
な
さ
ま

の
さ
わ
や
か
な
歓
声
が
利
根
の
河

原
に
、
館
内
に
と
響
き
わ
た
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
か
ら
の

継
続
事
業
の
促
進
、
各
種
産
業
の

発
展
、
教
育
文
化
、
道
路
の
改
良

舗
装
、
都
市
計
画
事
業
の
実
施
等

八
0
年
代
の

行
政
課
題
に

一
層
積
極
的

に
取
り
組
み

定
住
基
盤
の

整
備
促
進
を

は
か
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
新
総
合
計
画
の
各
種
政

策
の
基
本
と
な
る
、
快
適
な
環
境

と
健
康
で
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
議
会
の
皆
様
方
と

手
を
携
え
て
邁
進
す
る
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
か
、
本
年
も
村
政
に
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

村
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
一
家
の

ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま

す
。

第
七
回
定
例
村
議
会
か
十
二
月
二

十
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
一
般
会
計
補
正
予
算

と
農
業
共
済
事
業
会
計
の
補
正
予
算

で
し
た
。

ま
た
最
後
に
一
般
質
問
四
件
か
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
村
長
、
担
当
課
長

か
答
弁
し
ま
し
た
。

〔
主
な
補
正
予
算
〕

▼
一
般
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
六
百
十
六

万
円
を
追
加
し
て
、
予
算
の
総
額
を

二
十
億
八
千
六
百
八
十
六
万
円
と
し

ま
し
た
。

補
正
に
よ
る
主
な
支
出
に
つ
い
て

は
、
心
身
障
害
者
等
の
施
設
入
所
者

の
保
護
者
負
担
扶
助
四
十
七
万
五
干

円
。
矢
島
地
区
に
建
設
さ
れ
る
集
落

セ
ン
タ
ー
の
補
助
金
と
し
て
七
百
二

十
万
円
。
農
地
流
動
化
奨
励
金
六
十

二
万
二
千
円
。
台
風
に
よ
り
道
路
肩

決
潰
の
復
旧
工
事
費
五
百
九
十
四
万

円
な
ど
あ
り
ま
す
。

▼
農
業
共
済
会
計
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
、
主
な
支
出
は
水
稲
シ
マ
ハ
ガ

レ
病
の
発
生
と
植
付
時
の
低
温
並
び

に
台
風
に
よ
る
籾
ズ
レ
‘
秋
の
低
温

に
よ
る
被
害
等
に
よ
り
二
干
八
百
六

十
九
万
円
の
共
済
金
の
不
足
分
二
百

六
十
一
万
七
干
円
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

果
樹
共
済
に
つ
い
て
は
、
台
風
十

五
号
に
よ
り
落
果
等
の
被
害
に
よ
る

百
四
万
円
の
共
済
金
の
不
足
分
五
十

一
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

第
七
回定

例
村
議
会

業
者
の
談
合
の
疑
い
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て

梅
島
排
水
西
側
道
路
の
仮
舗
装
を

ぜ
ひ
と
も
五
十
七
年
度
に
予
算
化
し

て
も
ら
い
た
い
。

〔
答
〕
梅
島
排
水
路
の
監
備
か
五
十

八
年
度
に
完
成
予
定
な
の
で
、
そ
の

方
か
先
な
の
で
‘
仮
舗
装
の
来
年
度

予
算
化
は
考
え
て
い
な
い
。

最
近
建
設
業
者
の
談
合
か
問
題
に

さ
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
を
防
止
す
る

た
め
ど
の
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

~力゚

〔
答
〕
国
か
ら
談
合
に
関
し
て
の
方

針
か
出
さ
れ
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ

を
参
考
と
し
て
指
導
強
化
し
て
い
く
。

梅
島
排
水
の
西
側
道
路
の

仮
舗
装
に
つ
い
て

隣
接
市
町
村
で
は
大
型
企
業
を
誘

致
し
た
か
、
本
村
で
も
大
型
企
業
誘

致
の
為
の
土
地
確
保
は
ど
う
か
。
ま
た

村
長
と
し
て
館
林
市
と
の
合
併
問
題

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

〔
答
〕
国
の
行
政
改
革
に
よ
リ
、
地

方
財
政
は
き
び
し
く
な
る
の
で
、
土

地
の
確
保
は
考
え
て
い
な
い
。
合
併

問
題
に
つ
い
て
は
、
議
会
サ
イ
ド
で

色
々
と
広
域
行
政
の
調
査
研
究
も
終

わ
っ
た
の
で
結
論
を
出
す
べ
き
だ
ろ

う
。
全
て
は
村
民
か
決
定
す
る
。

朋
和
村
の
将
来
の

展
望
に
つ
い
て

般
質
問

全
体
的
に
見
て
勤
労
者
に
対
す
る

予
算
か
少
な
い
。
勤
労
者
住
宅
建
設

に
利
子
補
給
‘
太
陽
熱
温
水
器
設
置

補
助
な
ど
色
々
あ
る
が
そ
の
よ
う
な

補
助
の
考
え
は
。

〔
答
〕
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ー
田
島
の
奈
良
喜
＿
郎
さ
ん
ー

田
島
の
奈
良
喜
一
郎
さ
ん
は
、
館

林
農
業
改
良
普
及
所
主
催
の
「
大
豆

づ
く
り
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
優
良

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
邑
楽
館
林
地
区
で
は
、

稲
転
作
物
と
し
て
大
豆
を
つ
く
る
人

か
増
え
て
い
る
の
で
、
コ
ン
ク
ー
ル

な
ど
を
実
施
し
て
、
大
豆
を
稲
転
の

受
け
皿
と
し
て
、
今
後
大
い
に
奨
励

し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
奈
良
さ
ん
は
十
a

（
一
反
）

当
た
リ
三
百
七
十
六
k
g
収
穫
を
あ
げ

ま
し
た
。

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
顆
い
し
ま
す
。

・
議
長
新
井
初
太
郎

・
副
議
長
堀
口
正

・
議
員
一
同

・
村
長
奈
良
丑
松

・
助
役
関
口
浅
次

・
収
入
役
宮
沢
恒
雄

・
教
育
長
三
田
惣
三
郎

・
職
員
一
同

大
豆
つ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
良
賞
を
獲
得

勤
労
者
に
対
す
る

補
助
対
策
に
つ
い
て
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ー
マ
法
皇
狙
撃
事
件
ま
た
、
非
常
事

態
を
迎
え
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
情
勢
な
ど

国
際
関
係
は
、
大

き
な
危
機
感
か
高

ま
り
、
状
勢
は
一

段
と
緊
迫
化
を
増

し
て
ま
い
り
ま
し

こ
。f
 一

方
国
内
に
お

議長 新井初太郎

十
一
月
七
日
八
日
と
東
京
で
行
わ

れ
た
全
国
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
川

俣
の
小
磯
た
ま
さ
ん
（
七
三
歳
）
か

村
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
の
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
、
ご
家
族
お
揃
い
で
こ

健
勝
の
う
ち
に
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
、
議
員
一
同
心
か
ら
お

祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
議
会
に
対
し
理
解

あ
る
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜
リ

深
く
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
と
と
も

に
‘
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に

高
齢
者
部
門
の
部
で
全
国
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

小
磯
さ
ん
は
川
俣
の
漆
原
利
武
さ

あ
た
り
議
会
を
代
表
し
て
、
村
民
の

皆
さ
ま
に
慎
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
国
、
内
外
と
も
に
複
雑

多
難
の
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
特
に

国
外
に
お
い
て
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
サ

ダ
ト
大
統
領
射
殺
事
件
を
は
じ
め
ロ

ん
か
ら
民
謡
を
習
い
始
め
て
三
年
目
。

す
ぐ
さ
ま
、
す
は
抜
け
た
素
質
を
表

わ
し
め
き
め
き
上
達
。

あ
ま
り
の
う
ま
さ
か
ら
、
全
国
大

会
に
出
場
し
て
も
、
十
分
や
れ
る
だ

ろ
う
と
、
漆
原
先
生
の
お
す
み
つ
き

で
の
参
加
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
全
国
か
ら
選
び
抜

か
れ
た
二
十
九
名
で
高
齢
者
部
門
は

競
わ
れ
、
小
磯
さ
ん
は
自
分
か
最
も

好
き
な
っ
た
と
い
う
青
森
県
民
謡
の

と
さ
”
十
三
の
砂
山
“
を
唄
い
、
四
百
点

満
点
中
三
百
八
十
三
点
を
獲
得
し
、

他
を
全
く
寄
せ
つ
け
す
の
優
勝
。

一
緒
に
尺
八
で
伴
奏
し
た
漆
原
さ

ん
は
「
呼
吸
か
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
。

も
う
小
磯
さ
ん
は
、
こ
の
唄
を
完
全

に
自
分
の
も
の
に
し
て
い
る
。
声
だ

け
で
唄
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
心

い
て
は
、
な
ん
と
申
し
ま
し
て
も
臨

時
行
政
調
査
会
に
よ
る
行
政
改
革
の

第
一
次
答
申
で
あ
り
、
行
財
政
の
合

理
化
、
効
率
化
を
図
る
基
本
的
な
方

針
か
示
さ
れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
国

民
的
課
題
と
し
て
行
政
改
革
を
強
力

に
推
進
す
る
た
め
、
増
税
な
き
財
政

再
建
を
め
ざ
し
、
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ

の
設
定
、
こ
の
行
政
改
革
に
対
応
す

る
か
の
如
く
に
鈴
木
第
二
次
内
閣
の

誕
生
、
更
に
公
定
頂
合
の
引
き
下
け

な
ど
、
今
後
の
成
り
r
き
か
注
目
さ
れ

ま
す
。

県
内
を
見
ま
す
と
、
金
隔
機
関
の

猟
銃
強
盗
事
件
に
相
つ
い
で
、
県
北

部
を
襲
っ
た
凍
霜
害
に
つ
づ
い
て
、

ひ
ょ
う
害
に
見
舞
わ
れ
る
中
で
、
三

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

1
1

呉
の

)
'
ー

全
国
民
謡
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
勝

小
磯
た
ま
さ
ん

で
唄
っ
て
い
る
の
か
と
て
も
よ
か
っ

た
」
と
優
勝
に
と
っ
て
も
う
れ
し
そ

゜

、
つ

胸
の
と
き
め
き
‘
足
の
震
え
を
抑

え
な
か
ら
唄
っ
た
と
い
う
小
磯
さ
ん

は
「
参
加
者
は
十
年
、
二
十
年
と
長

歳
末
助
け
合
い
運
動
は
、
毎
年
十

二
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
ヵ
月
間
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
運
動
の
趣
旨
は
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に
‘

少
し
で
も
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
と
展
開
さ
れ
る
も
の
で

す
。

十
年
ぶ
り
に
天
皇
‘
皇
后
両
陛
下
の

ご
来
県
、
高
崎
高
校
の
甲
子
園
初
出

場
な
ど
と
内
外
と
も
に
明
暗
の
う
ち

に
暮
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
慌
た
だ
し
い
環
境
の
下

で
、
わ
か
明
和
村
は
、
村
民
各
位
の

ご
協
力
と
、
村
長
の
卓
越
し
た
行
政

手
腕
と
強
い
信
念
の
も
と
に
本
年
も

前
年
に
引
き
続
き
中
学
校
の
改
築
を

は
じ
め
と
す
る
文
教
施
設
の
整
備
を

更
に
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活

環
境
の
整
備
、
産
業
振
興
の
た
め
の

基
盤
整
備
な
ど
諸
施
策
を
推
進
す
る

一
方
、
村
民
の
生
活
の
安
定
と
福
祉

の
向
上
を
第
一
と
し
、
執
行
機
関
と

相
い
協
調
し
て
健
全
財
政
を
堅
持
し
、

真
に
明
和
村
の
発
展
を
考
え
財
政
の

許
す
限
り
最
大
限
の
行
政
効
果
を
あ

げ
る
た
め
、
一
体
と
な
っ
て
村
政
の

伸
展
の
た
め
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

い
間
唄
い
こ
な
し
て
い
る
人
達
な
の

で
、
私
は
た
だ
ま
ち
か
わ
な
い
よ
う

一
生
懸
命
唄
っ
た
の
か
結
果
的
に
よ

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
、
家
族
み

ん
な
で
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

本
村
で
も
、
皆
さ
ん
か
ら
物
心
両

面
に
わ
た
る
温
か
い
善
意
を
た
く
さ

ん
の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
額
は
六
十
二

万
二
千
八
百
五
十
一
円
と
な
り
十
二

月
十
六
日
こ
の
お
金
の
配
分
会
議
を

開
き
、
村
内
の
保
護
世
帯
及
ぴ
長
期

入
院
入
所
者
三
十
二
人
に
送
る
事
を

ま
し
た
。

今
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
村

民
の
村
政
に
寄
せ
る
期
待
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
り
ま
す
中
で
、
村

民
を
代
表
す
る
我
々
議
員
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
も
、
か
つ
重
大
な
も

の
か
ご
ざ
い
ま
す
。

議
会
は
、
議
決
機
関
と
し
て
の

機
能
を
無
限
に
発
揮
し
、
村
民
の

ご
期
待
に
そ
う
よ
う
、
決
意
を
新

た
に
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。ど

う
か
、
本
年
も
よ
り
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
顆
い
申
し

あ
げ
昭
和
五
十
七
年
か
村
民
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
な
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
あ
げ

て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

と
う
ご
ざ
い
ま
す

決
定
し
ま
し
た
。

◎
歳
末
助
け
合
い
運
動
に
寄
せ
ら
れ

た
温
か
い
善
意
品

▽
戸
別
募
金
六
一
万
六
六
九
七
円

▽
須
賀
の
堀
口
三
四
さ
ん
よ
り

一
万
二
八
六
三
円

▽
斗
合
田
砂
賀
造
船
所
社
員
〔
野
口

修
（
三
千
円
）
。
藤
村
明
憲
（
二
千

四
四
一
円
）
。
小
島
清
美
（
二
千
円
）

新
井
正
弘
（
八
千
四
八
一
円
）
。
坂
上

敏
博
（
一
千
円
）
〕
よ
り

▽
千
津
井
舞
鶴
会
よ
り
五
千
五
百
円

▽
斗
合
田
砂
賀
造
船
所
よ
り

三
万
五
九
三
六
円

▽
南
大
島
銀
店
ス
タ
ン
ド
よ
り

四
千
八
二
四
円

▽
梅
原
み
ず
ほ
会
よ
り四千

六
三
五
円

▽
館
林
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
婦
人

部
明
和
支
部
よ
り
三
万
六
六
九
一
円

▽
や
ま
う
の
漬
物
工
業
卸
よ
り

一
万
一
五
0
六
円

▽
消
防
署
明
和
分
署
よ
り

四
千
六
―
一
円

▽
斗
合
田
の
ば
ら
の
会
よ
り

一
千
五
四
三
円

な
お
‘
こ
の
金
額
の
中
か
ら
サ
ラ

シ
百
五
十
反
購
入
し
、
明
和
村
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ヤ
協
議
会
の
人
々
に
オ
ム
ツ

に
縫
っ
て
も
ら
い
ね
た
き
り
老
人
に

配
布
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
大
会
で
準
優
勝

先
月
号
で
”
金
子
選
手
日
本
代
表

と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
ヘ
“
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
金
子
選
手
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
金
子
選
手
か

ら
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
準
優
勝
に

な
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
よ
り
一
層
の
活
躍
を
み
な
さ
ん
と

見
守
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。



昭和57年 1 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第244号 (4) 

すをえたの目 し自つ
‘理なめ気をこま分た人
ひ解いに持気のうらり、前
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会' 母
と
子
の舌＿＿

―
-
ロ

I
I
 

V
I
I意
欲
I
Iを
引
き
出
そ
う

老
人
と
婦
人

弄
学
級
生
と
婦
人

学
級
生
合
同
の
世
代

間
交
流
が
十
二
月
十

七
日
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
老
人
の

気
持
、
婦
人
の
考
え

が
と
も
す
れ
ば
、
く

い
ち
が
う
事
か
ら
家

庭
不
和
が
起
こ
り
か

ね
な
い
為
、
食
事
を

し
な
か
ら
の
話
し
合

い
や
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
、
お
互
い
の
気

持
ち
を
つ
か
も
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

婦
人
学
級
生
か
作

っ
た
料
理
を
囲
ん
で

ま
う
傾
向
か
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
結
果
、
他
人
と
の
接
触
が
少

な
く
な
り
‘
友
だ
ち
も
で
き
に
く
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ひ
っ
こ
み
思
案
の

子
供
は
、
消
極
的
に
な
り
か
ち
で
す
。

し
か
し
、
子
供
は
友
だ
ち
と
の
交

流
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
大
人
の
助

動
な
ど
を
自
分
の
行
為
に
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
と
の
つ
き
合

い
や
社
会
習
慣
・
規
則
な
ど
を
身
に

の
昼
食
会
は
「
今
後
嫁
に
作
っ
て
も

ら
い
家
族
一
諸
に
食
べ
た
い
」
だ
と

か
「
作
り
方
を
。
フ
リ
ン
ト
し
て
く
だ

県
で
は
、
在
宅
の
重
度
身
体
障
害

者
に
対
し
て
、
日
常
生
活
の
利
便
を

図
り
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
る
た
め

用
具
の
給
付
ま
た
は
貸
与
を
行
っ
て

い
ま
す
。

対
象
者
は
県
内
に
在
住
す
る
重
度

身
体
障
害
者
で
す
。

給
付
さ
れ
る
用
具
は
、
浴
そ
う
‘

湯
沸
器
、
便
器
、
手
す
り
、
電
動
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
‘
盲
人
用
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
、
盲
人
用
時
計
、
点
字
夕

重
度
身
障
者
に

H

常
生
活
用
具
を
給
付

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
特
殊
マ
ッ
ト
、
聴

覚
障
害
者
用
屋
内
信
号
灯
、
特
殊
寝

台
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

費
用
は
、
用
具
の
給
付
を
受
け
た

者
ま
た
は
、
こ
れ
を
扶
養
す
る
者
か

負
担
能
力
に
応
じ
て
、
そ
の
一
部
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

給
付
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
福
祉

事
務
所
で
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
給

付
（
貸
与
）
を
希
望
す
る
人
は
福
祉

事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

つ
け
て
い
き
ま
す
。

で
す
か
ら
＂
新
し
い
経
験
＂
に
対

し
て
消
極
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

「
心
の
成
長
」
ば
か
り
で
な
く
、
「
社

会
性
」
を
は
ぐ
く
む
上
で
も
、
マ
イ

ナ
ス
に
作
用
す
る
こ
と
が
あ
リ
ま
す

か
ら
、
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

ひ
っ
こ
み
思
案
は
、
本
人
の
性
格

で
あ
っ
た
り
、
家
庭
環
境
が
原
因
だ

っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す

が
‘
過
保
護
に
よ
る
甘
や
か
し
、
子

大
い
に
交
流

さ
い
」
な
ど
と
希
望
か
あ
り
、
あ
わ

て
て
プ
リ
ン
ト
す
る
一
幕
も
。

午
後
か
ら
は
、
手
を
つ
な
ぎ
、
腕

を
組
み
、
肩
を
た
た
き
合
い
な
が
ら

の
ゲ
ー
ム
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
。

き
っ
と
、
こ
の
よ
う
な
世
代
間
交

流
か
家
庭
へ
の
和
に
通
じ
る
よ
う
で

し
た
。

供
に
理
想
を
追
い
す
ぎ
る
こ
と
か

ら
く
る
過
干
渉
の
弊
害
な
ど
、
し

つ
け
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
改
め

て
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

子
供
の
い
や
が
る
こ
と
を
無
理

に
強
い
た
り
す
る
の
で
な
く
、
目

先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
て
、
根
気
よ
く
人
と
の

触
れ
合
い
の
大
切
さ
を
教
え
、
集

団
生
活
や
共
同
の
遊
び
に
心
か
ら

と
け
込
む
意
欲
を
引
き
出
す
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。
子
供
の
長

所
を
伸
ば
し
て
あ
げ
る
配
慮
が
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ん
な
道
具
を使
っ
た
な

書
き
損
じ
た

ハ
ガ
キ
は
交
換
を

あ
っ
、
い
け
な
い
、
住
所
を
間
違

え
た
年
賀
状
を
書
き
損
じ
た
経

験
は
、
ど
な
た
も
一
度
な
ら
ず
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

年
賀
状
に
限
ら
ず
、
官
製
は
が
き

の
場
合
、
書
き
損
じ
た
も
の
や
多
く

印
刷
し
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
あ
い
さ
つ

状
な
ど
は
、
郵
便
局
に
持
っ
て
い
く

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

第 5 回

と
、
新
し
い
は
が
き
と
取
り
換
え
て

く
れ
ま
す
。

交
換
手
数
料
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。通

常
は
か
き
一
枚
五
円

往
復
は
か
き
一
枚
十
円

こ
の
ほ
か
”
ミ
ニ
・
レ
タ
ー
“
と

呼
ば
れ
る
郵
便
書
簡
も
一
枚
十
円
で

交
換
し
て
く
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
は
か
き
、
郵
便
書
簡
と

も
‘
切
手
に
相
当
す
る
部
分
を
汚
し

た
り
、
傷
つ
け
た
り
し
た
も
の
は
、

交
換
で
き
ま
せ
ん
。

に畑な
合でし鋤］
わはて起
せ万整こ
た能地し
か‘すの
少ツるあ
しブのと
広テに‘
いコせ荒［
田シま塊ii
畑でし、を

て間]i ar:: 
〔マンガ（馬鍬）〕

は
、
ほ
と
ん
ど
の

家
が
マ
ン
ガ
を
使

用
し
た
。

マ
ン
ガ
も
い
ろ

い
ろ
工
夫
改
善
さ

れ
、
百
本
マ
ン
ガ
、

千
本
マ
ン
ガ
と
い

う
の
が
出
き
て
来
た
。

ま
た
、
同
じ
マ

ン
ガ
で
も
主
と
し

て
畑
で
人
の
力
で

使
用
し
た
も
の
に

フ
リ
マ
ン
ガ
（
ニ

人
で
む
か
い
あ
っ

て
使
う
の
で
夫
婦

マ
ン
ガ
と
も
い
う
）

か
あ
っ
た
。

今
で
は
、
機
械

玩
に
よ
っ
て
今
は
思
い
出

6
農
具
と
し
て
納
屋
の
片
す
み
に

眠
っ
て
い
る
。
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通
年
雇
用
奨
励
金
は
、
い
わ
ゆ
る

出
稼
労
動
者
や
季
節
労
働
者
な
ど
季

節
的
な
業
務
に
就
く
人
を
通
年
雇
用

し
た
事
業
主
に
対
し
て
助
成
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
助
成
に
よ
っ
て
、
季

節
的
な
失
業
の
発
生
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の
常
時

雇
用
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。〈

受
給
で
き
る
事
業
主
〉

奨
励
金
を
受
給
で
き
る
の
は
、
次

の
①
お
よ
び
②
に
あ
て
は
ま
る
事
業

主
で
す
。

①
次
の
〔
イ
〕
ま
た
は
〔
口
〕
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
る
こ
と
。

私
達
が
東
京
か
ら
明
和
村
に
転
入

し
て
早
や
三
年
。

初
め
は
友
達
も
な
く
、
地
区
の
人

々
と
接
す
る
機
会
も
な
く
毎
日
を
淋

し
く
過
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
子
供

を
通
じ
て
P
T
A

に
入
り
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
各
種
運
動
に
積
極
的
に

参
加
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
み
な
さ
ま

と
親
し
く
な
り
、
淋
し
い
ど
こ
ろ
か

明
和
村
に
来
て
大
変
よ
か
っ
た
と
感 溝尾公子さん

（新里）

〔
イ
〕
林
業
、
建
設
業
、
セ
メ
ン
ト

製
品
、
清
酒
、
で
ん
粉
製
造
業
な
ど

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
業
種
で
、
そ

の
業
種
ご
と
に
労
働
大
臣
か
指
定
す

る
地
域
の
事
業
所
で
、
事
業
を
行
う

事
業
主
。

〔
口
〕
指
定
業
種
ご
と
に
定
め
ら
れ

て
い
る
移
動
期
間
（
注
参
照
）
に
、

指
定
地
域
以
外
の
地
域
に
移
動
し
て

事
業
を
行
う
事
業
主
（
移
動
期
間
以

外
の
期
間
は
、
指
定
地
域
の
事
業
所

で
事
業
を
行
う
こ
と
。
）

②
季
節
的
労
働
者
を
、
指
定
期
間
中

継
続
し
て
雇
用
し
、
同
時
に
、
そ
れ

以
後
も
二
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
す

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
私
に
と
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

と
は
健
康
と
大
勢
の
人
達
と
の
出

合
い
で
あ
り
、
村
民
と
し
て
の
自

覚
•
そ
し
て
自
己
の
向
上
に
な
く

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

〈
受
給
で
き
る
額
〉

労
働
者
一
人
に
つ
き
、
一
指
定
期

間
に
つ
い
て
十
五
万
円
、
ま
た
、
同

一
労
働
者
に
つ
い
て
の
受
給
回
数
は
、

継
続
三
回
か
限
度
で
す
。

〈
受
給
の
た
め
の
手
続
き
〉

こ
の
奨
励
金
を
受
給
し
よ
う
と
す

る
事
業
主
は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
、

申
請
書
に
通
年
雇
用
確
認
書
を
添
え

て
、
通
年
雇
用
届
を
提
出
し
た
公
共

職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
〉
移
動
期
間
1
1

積
雪
な
ど
の
た

め
に
指
定
地
域
で
事
業
を
行
え
な
い

期
間
中
、
他
地
域
に
移
動
し
て
事
業

を
行
う
期
間
。

十
一
月
六
日
明
中
体
育
館
で
行
わ

れ
た
村
民
卓
球
大
会
は
百
二
十
一
名

に
住
ん
で
い
た
よ
う
な
錯
角
に
お
ち

い
る
よ
う
な
楽
し
い
日
々
を
過
し
て

お
り
ま
す
。

主
人
も
地
区
の
パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
加
入
し
、
私
以
上
に
地
区

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
溝
尾
さ
ん
で
す
）

て
は
な
ら
な
い
大
切
な
生
活
の
一
の
人
達
と
融
和
を
深
め
て
い
ま
す
。

部
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
私
の
家
で
は
ス
ポ
ー

転
入
し
て
来
た
当
時
と
ち
か
っ
ツ
を
通
じ
て
、
早
く
明
和
の
村
民
に

て
、
今
で
は
友
達
も
多
く
集
ま
る
な
り
き
ろ
う
と
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま

よ
う
に
な
り
、
以
前
か
ら
こ
の
地
す
。

) 
回

私
長
ズ
ー
ツ
乏
論
言
3
0号
J
鯰

( 

1
2
1名が
熱
戦
展
開

ー
村
民
卓
球
大
会
ー

事
業
主
に
助
成
さ
れ
ま
す

ど
雇
用
し
た

な

を

か
参
加
し
て
熱
戦
か
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

上
位
三
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〇
小
学
生
の
部

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

●
優
勝
大
牧
博
（
西
小
六
年
）

●
二
位
坂
上
和
彦
（

I
I

六
年
）

●
三
位
奈
良
紀
行
（
東
小
六
年
）

•
I
I

塩
谷
秀
行
（
西
小
六
年
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

●
優
勝
長
谷
川
ひ
ろ
み
（
西
小
六
年
）

•
二
位
金
子
真
由
美
（

I
I

五
年
）

●
三
位
石
崎
友
子
（

I
I

五
年
）

•
I
I

森
尻
英
映
（

I
I

五
年
）

＊
中
学
生
の
部

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

●
優
勝
落
合
政
行
（
明
中
二
年
）

●
二
位
奈
良
政
彦
（

I
I

二
年
）

●
三
位
篠
木
英
恭
（

I
I

二
年
）

•
I
I

森
田
和
行
（

I
I

二
年
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

●
優
勝
荒
木
佳
代
子
（
明
中
一
年
）

●
二
位
藤
野
房
映
（

I
I
-
年
）

●
三
位
八
田
し
の
ぶ
（

I
I
-
年
）

•
I
I

荒
井
則
江
（

I
I
-
年
）

〇
一
般
の
部

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

●
優
勝
小
松
原
義
雄
（
南
大
島
）

●
二
位
田
中
則
之
（
川
俣
）

●
三
位
田
口
美
智
也
（
大
輪
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

●
優
勝
田
口
雪
枝
（
田
島
）

•
二
位
落
合
秀
子
（
須
賀
）

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス

●
優
勝
落
合
・
奈
良
組

●
二
位
藤
野
•
本
田
組

●
三
位
梅
沢
・
篠
木
組

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス

●
優
勝
田
ロ
・
落
合
組

●
二
位
中
村
・
荒
木
組

●
三
位
藤
野
・
八
田
組

十
月
十
九
日
晴
海
を
出
港
し
て

三
日
目
の
朝
、
い
よ
い
よ
青
島
入

港
で
す
。
い
ま
ま
で
海
ば
か
り
で

ど
ん
な
に
か
こ
の
日
を
待
ち
望
ん

だ
か
。
港
で
は
ド
ラ
の
音
に
混
じ

り
「
ホ
ウ
ァ
エ
ン
、
ホ
ウ
ァ
エ
ン

（
歓
迎
．
歓
迎
）
ユ
ー
リ
ー
ホ
ウ
ァ

エ
ン
（
熱
烈
歓
迎
）
と
二
時
間
も
待

っ
て
い
た
と
い
う
小
学
生
の
声
か

聞
こ
え
る
。

そ
ん
な
熱
烈
歓
迎
か
す
っ
か
り
、

私
の
船
旅
の
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
る
。

日
本
で
は
あ
の
よ
う
な
す
ば
ら

し
い
歓
迎
ぶ
り
は
ま
ず
な
い
よ
う

に
思
う
。
こ
の
よ
う
な
感
激
の
中

で
中
国
大
陸
に
第
一
歩
を
し
る
し
、

バ
ス
で
棧
橋
公
園
、
魯
迅
公
園
を

見
学
。

比
較
的
軽
い
病
気
の
人
が
入
院

す
る
と
い
う
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
病
院

で
私
た
ち
は
、
中
国
の
秘
術
と
い

う
か
、
ハ
リ
麻
酔
に
よ
る
手
術
、

磁
気
治
療
法
な
ど
神
秘
的
な
医
術

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
胸
の
高

ぶ
る
の
を
お
さ
え
る
の
に
や
っ
と

で
し
た
。

夜
は
青
島
市
主
催
の
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
ー
に
参
加
し
、
こ
れ
ま
た
感

激
し
、
興
奮
し
て
眠
れ
な
い
ま
ま

中
国
第
一
日
目
を
終
え
ま
し
た
。

二
日
目
は
幼
稚
園
視
察
、
子
ど

も
の
キ
ビ
キ
ビ
し
た
態
度
、
規
律

正
し
く
学
ぶ
態
度
に
本

当
の
教
育
の
姿
を
見
た

思
い
で
し
た
。

午
後
は
エ
人
文
化
官

で
中
国
青
年
と
の
交
流

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

綱
引
き
、
話
し
合
い
か

行
わ
れ
、
夜
は
古
来
か

ら
民
衆
に
親
し
ま
れ
て

い
る
と
い
う
伝
統
芸
I
t
雑

技
＂
を
見
て
ス
リ
ル
あ

ふ
れ
る
軽
業
師
た
ち
の

妙
技
を
堪
能
す
る
。

夜
、
船
で
次
の
訪
問

都
市
大
連
へ
向
う
。

感
激
で
夜
も
眠
れ
ず

野
本
能
大
（
大
輪
）

そ
の
2
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ー
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之え月
グ江ダ

希

l

和
女
．

ニ
ワ
H

、
デ
―

岨
叶
支
し
て
お
ぬ
イ
ヒ
う
こ
さ
い
キ
~
ォ
—
•

今
年

1

わ
ピ
叫
し
、
火
托
・
ィ
4
T゜
弁
ん
ば
I
J
｀
り
好

が
い
合
ク
・
K

の
よ
う
に
、
弘
も
ぐ
う
な
リ
た
い
ヒ

巴
，
、
主
す
；
J
し
て
小
望
政
巖
佼
の
／
へ
，
年
生
に

な
1
1
1

す
．
一
たI
rん
向
＇
物
』
怠
ー
（
千
級
生
ハ
も

ぱ
た
ー
ー
ー
ば
ん
よ
う
が
んIリ
仁
い
と
巳
ぃ
ょ
寸‘

r

'
私
り
杵
東
悶
か
は
尻
青
図
ハ

I
r
,
3
但
に
ら

1
1

た
い
と
も

1
:
1

い
ま
ず
，
心
ほ
岱
名
ぐ
ん
ぐ
小

ざ
い
手
が
だ
好
ぎ
仁
か
｀
グ
／4

そ
し
て

1

つ
も
杉
尺
預
、
を
応
収
千
疹
‘
↑
百
，
『
な

咲
刀
子

I
I
な
リ
仁
い
と
日

·
)
'
r
て

□
ま

1

白犬iJ /,/ J 7 
直iぶイーが

尋和女f手ク月.) f日

ぃ、予杖 正条哀祖

人
間
い
く
つ
に
な
っ
て
も
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
び
に
‘
―
つ
の
区
切
り

と
し
て
、
今
ま
で
出
来
な
か
っ
た
事
、
昨
年
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た

事
な
ど
、
今
年
こ
そ
は
と
元
旦
ひ
そ
か
に
誓
う
そ
う
で
す
。

ま
し
て
自
分
の
年
（
今
年
は
戌
年
）
だ
と
、
よ
け
い
に
活

力
が
わ
く
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
イ
ヌ
年
の
方
十
人
に
登
場
し
て
も
ら
い
、

大
い
に
吠
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

I I I イ呉

恩田敬次

S グ、y/

ム
｛

I 、

6~ 

社員

／る

魯
尊
狡
卒
業
と
同
門
‘

棒
茨
応
曝
L

五
昇
由
お
也
酷

た
な
り
ま

L

た
。

去
年
三
月
に
帰
村
L

村
c

危
良
驚
足

L
だ
ぃ
—
ぐ
寸
“
°

犀
竺
品
ナ
年
男
、

N
こ
を

巴
―
生
愚
令
＇
仕
品
竺
悶

だ
い
と
思
ぶ
す
竺
J
、
よ
ろ

L
く

よ
屡
蕊
で
ま
す
。

新
豆
よ
な
召
）
と
ク
―
二
＿
ざ
＼
ま
可

'
o

1；不ぷ仇It
Al ヽ否
叩ゎ豆， 3 、

'2-'7 

、名
冗し

壱

住
氏
所
名

生年月日

職 業

豆Lを；凡
千平叶

嗜］芥 0‘ ね
文、; I 、J、よf

棗豹

角
分
の
亭
を
竺
つ
え
〈
ろ

沿
ど
疇
―
し
マ
条
芸
し
た
。

ぞ
人
の
社
も
）
も
竺
可
ヵ

か
が
ら
ゴ
え
ろ
立
て
今
三
生
呆

戌
か
え
藁
が
広
条
た
ら
と
、

又
ぶ
が
ら
の
人
生
た

ス
9

ど
ふ
]
フ
マ
、

届
］
丁
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丁
ワ
ば
‘
‘
〖
二
十
一
土
勺

7
`
\
~
ょ
丁
。

百
兄
ち
ご
ぱ
言
ば
も
霞
賢
し
て

]
オ
ず

厄
く
も
げ
、
ご
り
千
‘
｀
〖
文
‘
く
な
っ

だ
り
わ
兄
応
人
ど
＼
~
し
ょ
口

竺
今
口
履
冨
区
び
ぢ
ぎ
だ

＼
こ
震
□
ど
ず
。

イヌ

(10人）
••• 

パm憎言霜震悶悶ピー-→:ロ

V腿打我戸仏え

茄莉箔家、う

妬呑 33千 lJ, I1 紐

住
氏
所
名

生年月日

な

痢
知
｛
り2

町
が
で
9

し
だ
f
J
炉
ゥ

g
も
兄
ぃ
う
ぶ
―
-
r
J

r衣

飴
知
に
令
6

よ
う
＼

蛸
知6れ
和
6
ノ

5t
t
禿
・L
．
ク
れ
ぅ

店
6
序
．
―
-
て
キ
・
勾

応
の
矛
の
多
＾
K
-
生
1
ふ
p
ゑ
汀
：
ー
<
r
J

の
c
l

屯
和
ー
名
予
＂
t
•
も

B
P
l
I
如
名
＇
・
ク
と
ク
か
し
3
ふ

こ
の
）
ぷ

5
2
忍
t
.
；
広
｀
？
翁
人

l
o

f
t

に
よ
’
f
J
和
哉
f
J
:
{
¢
り
チ

9ば
！
ん
6
小

f
4
•

も
？
し
し

5
｀
っ
！
ら
閉
｀
り
）

麿
宜
今
，
―-6？
ん
g
t
t
f
庄

言
ぃ
心
口
ぃ
げ
ら
峰
り
＞

朴
t
り
り
が

1
sう
奴
↓
危
k
,

t

屈
房
b
.

、
、
ー
「
合
そ
｀
tLが
3
:
恰

，
；
り
；
ノ

5と
乞
＼
そ
、
お
に
？

5
．
求
に

J
i
し
い
信
ゥ
＂

を

r

し
Sヤ
五
：
芭
6

も
笈
｀
名
唸

1
1が
f
J
t
忠
．
忍
う
｀
を
贔
予

今
f
ー
位
屯
i
；
・
マ

．
芥
胆
に

兎
v

納
貨
め
1

j

I

て

お
り
グ
、
と
う
ご
ざ
5
j
寸
，

今
外
l
c
J

r

ぶ
年
と
0ゞ
、
'
と1

て
了
ク
r
m

べ
た
い
し
え

;
1
 

ふ
ど
悶
亨
；
の
し
：
ぶ
年
ぇ
：
虞

尺
裟
？
貸
嘉
←
紅
き
‘
、2イ
己
‘
g
'
てli

ぅ
｀
J
し
が1
1
7
―
-
‘
イ
ね
。

え
、
れ
だ1

和
ぐ
h
悶
牙
、
さ
こ
に
茅
~
t
ち
ら
ん

嫁
沖
X

レ
ジ
＜
ー
心
·
し
た
＜
ら
ん
や
あ
こ
と
が

も
る
ハ
ら
氏
低
ゞ
i
づ

i
'
だ
1
1グ
牙
ほ
と
脅
い
う
矛
がIT
-
‘え
皇
ぃ

力
り

3
1
。
今
牙
5
．
そu
lが
見
‘
穴
1み
年
に
r
J
る

j
 

g
乞
ぃ

»
A
/
J
cc

沼
然
を
哀
朋
釈
了
迄
坂
す

弔
る
：
も
、
：
ク
の
ー
一
升
；
広
ぞ
｀
ー

合
目
條
に
賢
て
ぃ
ヽ
洛

、
ギ
．
u
た
り
占

ぷ
を
イ
サ

兇
り
ゥ

ー
デ
店
t
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オ
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叙
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甕
忍
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←
賃
り

ょ
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履
＜
王
く
国
ぎ
在
ヅ

言
奇
ズ
ャ
警
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天:l
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社
会
｀
竺
立
す
で
り

な
わ
節
ぽ
ど
一
声
で
咬
麗
す
‘

ぶ
‘
フ
l

え
成
で
石
り
た
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鱈
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予
＿
ャ
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千
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今
r
s

．
而夭
｀
ー
界

寸
J~
t
ダ

ゥ
i
ー
オ
名
、
し‘./ 

月洩
犬
月

汀
灯

b

て
f

ク
，
｀
ら
ず
し

ぃ
J
怒
；
ズ
J
呈

し
n
/
u

7
‘
(

J
い
｀
f
の

し
、
待
尻

r

ぁ
＼
々
、
、
偲
[
:
チ
く
か

入
1

沖

3
\

し
寸
た

1
抄

3ヽ

て
び
、
セ
が
J
r
小

1

町
ぜ

（
き
い

P
す
＼
菜
、
く
レ
ー
て
呑

J
し
J

I
`

、
、
て？^
く
た
し

げ
役
皐
襄
ャ
方
午1
1
9巧
文
f
J

ぁ
て
早
じ
ぃ
．
嗽
て
一

一
屈
＇
卜
す

l

ん
し
，
月
＇
り
人
茫

1

（
た

・
キ
'
J

I

さ
ざ
笑
よ
（
＇
＼
｛
＞
九
ャ
i
主

レd

沢
l
i
い
い
’
d
&
て
（
注
J
:

み
←
令
ム
i
／
↑
八
竹
り
介
る

9

｛
~
迎
ぱ
も
和
：
‘
[
応□

口
□

r

i
t
私
，
［
か
｝
す

l
>

ぬ
休
す
，

.
n

ぃ
・
・
さ

4
‘

よ
ぃ
象

4

：
か
の
す
小
バ
＞
レ
←
‘
恩
＼
．
身
ダ
府

月

C

J
旧

H
A

：
斤
ー
ム
t

r

り
＼
t

1

も
｀
？

オ
倉
＂
（
み

r
J

`
)
1イ
以
パ
心
<
g
い
（
い

ヽ
｀
社
1
喉

f
ト
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村
で
は
十
二
月
十
七
日
、

村
長
と
助
役
ら
か
二
班
に

分
か
れ
て
、
村
内
の
寝
た

き
り
老
人
・
ひ
と
り
暮
ら

し
の
老
人
や
重
度
心
身
障

害
者
な
ど
七
十
四
人
を
慰

問
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
福
祉
の
谷
間

に
あ
る
弱
者
に
対
し
て
村

長
か
自
ら
は
げ
ま
し
が
ん

ば
る
よ
う
に
と
勇
気
づ
け
、

よ
い
お
正
月
を
迎
え
て
く

だ
さ
い
と
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

四
季
の
自
然
と
遊
ぶ
事
を
目
的
に
行

わ
れ
た
も
の
で
、
園
児
達
は
ダ
ン
ボ

ー
ル
で
作
っ
た
自
家
製
ス
キ
ー
で
大

は
し
ゃ
ぎ
。

東
幼
稚
園
で
は
十
二
月
四
日
、
利
う
ま
く
す
べ
る
事
か
で
き
な
い
人

根
川
堤
防
で
芝
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝
こ
ろ
ん
で
降
り
て
く

し
た
。
る
な
ど
、
と
て
も
ゆ
か
い
な
芝
ス
キ

こ
れ
は
環
境
の
移
り
変
り
を
知
り
ー
で
し
た
。

t
.
<
 

芝
ス
キ
ー
っ
て

楽
し
い
な
ー

婦
人
は
家
庭
内
に
お
い
て
火

の
取
り
扱
い
か
多
く
、
万
か
一

火
災
を
起
こ
し
た
と
き
、
そ
ば

に
い
る
婦
人
の
初
期
消
火
は
最

も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
村
で

は
ま
だ
未
組
織
地
区
の
婦
人
消

防
隊
の
設
立
を
急
い
で
お
り
ま

し
た
か
、
十
二
月
に
全
地
区
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
組
織
さ
れ
た
斗
合
田

婦
人
消
防
隊
も
十
二
月
六
日
、

設
立
を
祝
う
と
と
も
に
、
消
火

器
の
扱
い
方
を
勉
強
し
た
り
、

火
の
取
り
扱
い
を
習
っ
て
い
ま

し
た
。

全
地
区
で

婦
人
消
防
隊
設
立

7
4人
を
歳
末
慰
問

.,ー’
~, -ｷ 
9 :.. 

` 

寒
風
を
つ
い
て
梨
の
せ
ん
定

梨
の
収
穫
に
大
き
く
影

響
す
る
と
い
う
梨
の
”
せ

ん
定
”
か
年
末
か
ら
年
始

に
か
け
て
、
あ
ち
こ
ち
の

梨
畑
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

せ
ん
定
は
新
し
い
品
種

を
接
木
し
た
枝
を
よ
り
伸

ば
す
た
め
、
古
い
品
種
の

枝
を
切
り
落
と
す
た
め
と
、

一
番
よ
く
実
が
付
く
ニ
・
三

年
の
若
い
枝
を
整
え
る
た

め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

栽
培
農
家
の
人
達
は
、
せ

ん
定
ハ
サ
ミ
と
ノ
コ
ギ
リ

を
器
用
に
使
っ
て
、
寒
風

に
は
敗
け
る
も
の
か
と
か

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

マラソンやゲートボールを楽しむ

南
大
島
稲
荷
山
地
区
で
は
、
地
区

の
人
達
の
健
康
増
進
と
融
和
を
図
る

事
を
目
的
と
し
て
、
今
年
も
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
十
二
月
十
三
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
、
六
十
一
歳
の
人
を
最
高

に
三
十
人
か
参
加
し
て
稲
荷
山
地
区

を
一
周
し
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
よ
り
全
体
的
に
記
録

も
あ
か
り
、
ま
た
四
組
の
夫
掃
か
な

か
よ
く
参
加
す
る
な
ど
ロ
ー
カ
ル
色

豊
か
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。

な
お
、
マ
ラ
ソ
ン
は
ダ
メ
と
い
う

老
人
達
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

い
て
楽
し
み
ま
し
た
。
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ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
始
め
た
ら
休

ま
ず
に
最
後
ま
で
続
け
て
下
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
ル
の
途
中
で
五
秒
以
上
間

を
お
く
と
；
プ
ー
プ
ー
＂
と
い
う

話
中
音
が
出
て
、
そ
れ
以
上
ダ
イ

ャ
ル
を
し
て
も
相
手
に
つ
な
か
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
回
転
式
ダ
イ
ヤ
ル
の
場

合
、
ダ
イ
ヤ
ル
が
戻
る
と
き
に
つ

な
が
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
指
で
ム

リ
に
戻
し
た
り
す
る
と
回
転
の
リ

ズ
ム
が
狂
い
、
つ
な
が
ら
な
く
な

っ
た
り
間
違
っ
て
か
か
っ
た
り
し

ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
場
合
は
指
止

め
ま
で
確
実
に
回
し
ま
し
ょ
う
。

ス
キ
ー
教
室

、
参
加

” 
体
育
協
会
主
催
の
ス
キ
ー
教
室

か
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
日
二
月
十
三
・
十
四
日

（
十
二
日
午
後
八
時
出
発
）

▼
場
所
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

▼
募
集
人
員
三
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
ゲ
切
）

▼
参
加
粍
一
万
二
千
円

▼
申
込
先
中
央
公
民
館

ダ
イ
ヤ
ル
は

つ
づ
け
て
正
確
に 。

ー
プ
し
フ
オ
ン
メ
モ
0
2z
 

多
か
れ
少
な
か
れ
人
に
は
癖
か

付
き
も
の
で
、
こ
と
わ
ざ
に
も
「
無

く
て
七
癖
、
有
っ
て
四
十
八
癖
」

と
言
い
ま
す
ね
。
言
葉
遣
い
や
話

し
方
に
も
人
そ
れ
ぞ
れ
の
癖
が
あ

っ
て
、
話
し
手
の
個
性
が
表
れ
ま

す
。
「
え
ー
」
「
あ
の1
」
「
ま
ー
」

な
ど
を
言
葉
の
間
に
繰
り
返
す
人
、

「
…
…
し
た
わ
け
で
す
」
「
…
…
と

思
つ
わ
け
で
す
」
と
何
に
で
も
「
わ

け
」
を
付
け
る
人
、
「
あ
た
し
が

サ
ア
、
行
っ
た
ら
サ
ア
」
「
そ
れ
で

ヨ
オ
」
と
「
サ
ア
」
や
「
ヨ
オ
」

で
話
の
調
子
を
と
る
人
‘
む
や
み

に
大
き
な
声
を
出
す
人
、
声
が
小
さ

く
て
語
尾
の
は
っ
き
り
し
な
い
人
。

自
分
の
癖
は
、
自
分
で
は
案
外

気
付
か
な
い
も
の
で
す
。
「
人
の
ふ

り
見
て
我
が
ふ
り
直
せ
」
と
言
い

ま
す
か
ら
、
時
々
周
り
の
人
の
話

し
方
に
注
意
を
向
け
て
み
ま
し
ょ

゜

、
つ

癖
と
い
っ
て
も
、
感
じ
の
よ
い
、

そ
の
人
の
持
ち
味
の
に
じ
み
出
た

話
し
癖
は
、
か
え
っ
て
魅
力
的
で

す
ね
。
「
ふ
る
さ
と
の
な
ま
り
な

つ
か
し
」
と
う
た
っ
た
石
川
啄
木

で
は
な
い
か
、
い
わ
ゆ
る
「
お
国

な
ま
り
」
に
も
自
然
な
味
わ
い
が

あ
り
ま
す
。

一
方
、
聞
き
ず
ら
い
も
の
、
他

人
に
い
や
な
感
じ
を
与
え
る
も
の
、

い
か
に
も
自
信
が
な
さ
そ
う
に
聞

こ
え
る
も
の
な
ど
、
自
分
に
と
っ

て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
よ
う
な
言
葉

の
癖
は
、
気
が
付
い
た
ら
な
る
べ

く
早
く
直
す
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。 : 

聞
き
ず
ら
い
癖
は
早
く
直
す

一
文
芸
欄
一

母
の
忌
の
仏
間
に
薫
る
菊
の
花

耳
遠
き
我
は
読
手
の
カ
ル
タ
会

猛
虎
吼
ゆ
軸
に
添
え
た
る
福
寿
草

岡
安
福
一

日
向
ぱ
こ
仕
事
な
き
身
の
置
き
所

毛
糸
編
み
膝
に
仔
猫
か
邪
魔
を
す
る

嬉
々
と
し
て
賽
米
あ
さ
る
初
雀

北
島
若
水

若
菜
つ
み
し
土
を
厨
に
こ
ぼ
し
け
り

若
菜
洗
い
振
り
切
る
篭
の
雫
か
な

安
見
あ
っ
子

春
嬉
し
淋
し
八
十
路
に
向
う
俺

千
代
千
代
と
御
代
を
唄
う
や
初
雀

田
口
春
栄

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
恵
ま
れ
な
い
人
に
使
っ
て
く
だ
さ

い
と
明
和
民
謡
会
（
会
長
奈
良
マ
サ

子
）
は
一
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
川
俣
の
竹
越
千
代
子
さ
ん
は
社
会

福
祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行
へ
五
千
円

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

あかぎ国体の

運動標語募集
昭和58年の国民体育大会は「あかぎ国

体」をテーマに開催されますが、国体を
契機に美しく住みよい豊かな郷土と、ス
ポーツに親しみ、健康で明るい生活を自
発的につくりだすことをめざす県民運動
を広く推進していただくため次のとおり
標語を募集します。
►応募資格 県内に在住、在勤、在学す
る者、及び県外の群馬県出身者。個人応
募に限る
►応募期間 1 月 31 日まで
►標語内容 次に掲げる 10の運動項目ご
とに、簡潔で親しみやすく表現されるも
の

1. みんなでスポーツしよう
2. 健康を高めよう
3. 親切の輪を広げよう
4. 明日にはばた＜青少年を育てよう
5. ルールを守って安全に気をつけよう
6. ものを大切にしよう
7. まちやむらを美しくしよう
8. 花いっぱいにしよう
9. ふるさとを緑でつつもう
10. ふるさとの文化を高めよう
►応募方法 ①官製はがきに 1 枚につき
1 点縦書きしてください ②標語の右に
必ず運動項目を朱書きして ③住所、氏
名、年齢、職業、電話番号を記入して、
④ 1 人で何点でも応募可
~送り先・問合せ先 〒371 前橋市大手
町 1 -1 - 1 群馬県国体事務局内第38回
国民体育大会群馬県実行委員会（合0272-
23-ll11 （内線3514)

、ら

辿
見
砥
吉

早
川
た
っ

多
田
一
男

大
塚
好
枝

田
中
か
め

87 57 52 89 72 

ー
死
亡
ー

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

茂
木
久
恵
道
男
長
女
須
賀

1
1月
5

日

函
部
瑞
歩
己
行
長
男
千
津
井

1
1月
1
8日

多
田
真
樹
子
正
一
長
女
斗
合
田

1
1月
2
4日

関
根
収
一
謙
吉
長
男
中
谷

1
1月
2
9日

新
井
雅
士
明
長
男
中
谷

1
1月
3
0日

斉
藤
祐
司
正
洋
二
男
大
輪

1
2月
5

日

橋
本
咲
義
男
長
男
梅
原

1
2月
1
2日

大
津
慎
吾
忠
明
長
男
矢
島

1
2月
1
5日

塩
谷
友
香
務
長
女
須
賀

1
2月
2
0日

尾
花
恵
美
正
久
長
女
大
輪

1
2月
2
3日

（
敬
称
略
）

松泉野飯
岡田本塚

氏
ヤ貞万
ヱー吉武名

66 74 75 59 芯

勝元下ー：：：：：：世
ーキ実は常

治—ー一新主

新矢上江地

里烏忌口区
12 12 12 12 タピ
月月月月亡
16 10 9 9 月
日日日日日

（
裕
伸
）
南
大
島
1
2月
1
6日

ミ
ヨ
大
輪

1
2月
1
8日

（
静
雄
）
上
江
黒
1
2月
2
1日

米
蔵
南
大
島

1
2月
2
4日

信
義
南
大
島

1
2月
3
0日

ー
出
生
—

敬
称
略

あ
め
し
よ
｀

/
9、
衣
く
れ
升

新
年
号
の
表
紙
を
描
い
て
く
れ

た
の
は
、
梅
原
の
始
沢
晴
夫
さ
ん

で
す
。
題
「
ひ
と
と
き
」

こ
の
作
品
は
始
沢
さ
ん
の
画
風

と
は
、
多
少
異
な
る
作
品
と
の
事

で
す
が
、
広
報
係
か
ら
新
年
号
の

広
報
紙
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
描

い
て
く
れ
と
無
理
に
お
願
い
し
て

ヽ

表
紙
説
明

で
う
内
よ
村
し

?

J

[

[

 

描
い
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

始
沢
さ
ん
は
、
こ
の
「
ひ
と
と

き
」
を
”
村
民
の
皆
様
が
本
当
に
良

い
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
I
J

と
念
じ
な
が
ら
描
い
た
そ
う
で
す
。

な
お
、
始
沢
さ
ん
か
ら
こ
の
作

品
を
村
に
寄
贈
す
る
と
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
近
く
公
民

館
に
掲
示
す
る
予
定
で
す
。

始
沢
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
四
八
年
生
現
在
一
期
会

員
羽
生
市
美
術
連
盟
会
員

斉
藤
敬
一
氏
に
師
事
今
ま
で
に

文
化
放
送
賞
、
東
京
都
議
会
議
長

賞
、
埼
玉
新
聞
社
賞
な
ど
多
数
の

賞
を
受
け
る
。

毎
年
三
月
に
画
廊
「
茶
居
花
」

に
て
個
展
を
開
い
て
い
る
。
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12月の

救急車出動回数
●交通事故 2 件
●急病 4 件

●その他 6 件

●計 12 件

ご悶 館林邑楽地区 館林地区J 明和

日
産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区

1 月 17 日 古屋医院川田医院 ; 02舟 畠 靡 阿久津医院云{ 72 } 3315 永寿堂医院 小西医院
合0276(63)6161 合 (72) 0 7 5 4 (31 田内医院云 72 3855 合 (72) 4 4 6 9 ff (86) 2 2 6 I 

曜

1 月 24 日
佐々木医院原 医 院坂村医院 須田医院云（72) 0862 海宝医院 竹越医院
合0276(62)2623 合 (72) I 9 3 6 合 (72) 0 7 5 0 多々良診療所云（72)3060 合 (72) 3 I 5 5 合 (84) 3 I 3 7 

当

1 月 31 日 真中医院後藤康生医院武安 喜 院 大塚医院合(723) ) 0176 津久井医院 館林地区が
合 (72) I 6 3 0 合 (72) 3 9 7 5 ff0276(2264 ゆたか医院合(7 7308 合 (72)3316 担当します

番

2 月 7 日 横田医院小 7, 医院中条医院 後藤（愛）医院合{ 72 } 0134 岡田整形医院 館林地区が

ft (72) 0 2 5 5 合(0 6 0 6 合 (73) 7 7 7 8 上野医院合 72 3330 合(72) 3 i 6 3 担当します

医

2 月 14 日 浜野医院大神医院長(塩72歯)3 科9 医院 清河堂医院ff(72) 3070 宇沢医院 館林地区が
合 (88) 5 6 7 8 合0276(62)2200 ff D O 後藤康生医院合(72)3975 ff(74) 8 7 6 I 担当します 時

N
H
K

学
園
で

は
、
通
信
教
育
の

生
徒
・
受
講
生
を

次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

◎
高
等
学
校
普
通

科
コ
ー
ス

N
H
K

の
放
送

を
利
用
し
て
、
働

き
な
が
ら
高
校
卒

業
の
資
格
を
と
り

た
い
方
に

▼
入
学
資
格
中

学
校
卒
業
・
卒

業
見
込
み
の
方

▼
受
付
期
間
三

月
一
日
1

四
月
十
五
日
ま
で

◎
高
等
学
校
教
養
コ
ー
ス

高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
知
識
と
教
養

婦
人
の
職
場
進
出
は
増
加
の
傾
向

愈
；
屯
屯
屯
屯
屯
…
…
：
…
…
屯
屯
一
國
＇
t
屯
屯
屯
心
屯
屯
屯
…
と
屯
…
屯
心

▼
受
講
資
格
十
五
才
以
上
の
方

▼
受
付
期
間
三
月
一
日
か
ら
四
月

三
十
日
ま
で

◎
社
会
通
信
講
座
（
書
道
・
簿
記
な

ど
十
一
講
座
三
十
五
コ
ー
ス
）

余
暇
を
利
用
し
て
趣
味
と
教
養
を

身
に
つ
け
た
い
方
に

▼
受
講
資
格
ど
な
た
で
も

▼
受
付
期
間
二
月
一
日
か
ら
五
月

二
十
日
ま
で

◎
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は

次
の
と
こ
ろ
ヘ
ハ
ガ
キ
に
高
等
学
校

（
普
通
科
コ
ー
ス
）
・
高
等
学
校
（
教

養
コ
ー
ス
）
・
社
会
通
信
講
座
別
を

記
入
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
一
八
六
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

ニ
ー
三
六

N
H
K

学
園
案
内
係

(
€
JO
四
二
五
ー
七
ニ
ー
三
一
五
一
）

NHK学園の通信教育で

あなたも学習を

働
く
婦
人
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
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すの 月
゜納

i: ざ＾嘉 塁iーは和室 日 用め
料

文
部
省
で
は
、
文
教
施
策
に
つ
い

て
広
く
一
般
の
方
々
か
ら
批
判
、
意

見
、
要
望
な
ど
を
伺
っ
て
文
教
行
政

の
参
考
と
す
る
た

め
の
五
十
七
年
度

教
育
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

要
領
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
仕
事
文
部
省

か
ら
送
ら
れ
て
く

る
文
書
に
ご
意
見

な
ど
を
記
入
し
、

回
答
し
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
文
教
行

政
に
対
す
る
ご
意

見
、
ご
要
望
な
ど

を
随
時
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

文部省で

教育モニター募集

▼
募
集
人
員
群
馬
県
か
ら
十
人

▼
依
頼
期
間
二
年
間

▼
応
募
資
格
教
育
に
つ
い
て
関
心

が
あ
り
、
教
育
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
仕

事
に
熱
意
を
も
っ
て
い
る
年
齢
満
二

十
歳
以
上
の
者

▼
謝
礼
依
頼
し
た
事
項
に
対
す
る

報
告
一
回
に
つ
い
て
千
五
百
円

▼
締
切
日
三
月
三
日

▼
申
入
用
紙
の
請
求
・
申
込
先

六
十
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
次
の
所
へ
請
求
（
申

込
）
し
て
く
だ
さ
い
。
〒
―
―
―
七
一
前
橋

市
大
手
町
一
ー
一
ー
一
県
教
育
委
員
会

部
長
室
秘
書
広
報
係
へ

(
6
0
-
―
七
丁

―
―
―
―
―
ー
三
一
内
線
塁
―
-
)
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

一
不
燃
性
の
危
険
物
収
集
＿

不
燃
性
の
危
険
物
収
集
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

金
属
類
は
一
月
十
七
日
に
、
ガ
ラ

ス
顆
は
一
月
二
十
四
日
に
指
定
さ
れ

た
と
こ
ろ
に
丈
夫
な
袋
に
入
れ
て
出

こ
の
講
習
会
は
危
険
物
取
扱
者
免

許
取
得
者
で
現
在
危
険
物
の
取
扱
の

仕
事
を
し
て
い
る
者
で
昭
和
五
十
二

年
以
降
講
習
を
受
け
て
い
な
い
者
が

対
象
で
す
。

▼
日
時
一
月
二
十
六
日
午
前

十
時
か
ら
十
六
時
ま
で

▼
会
場
館
林
文
化
会
館

▼
受
講
料
千
六
百
円

▼
申
込
期
間
一
月
十
一
日
か
ら
一

月
二
十
五
日
ま
で

▼
申
込
先
館
林
消
防
本
部

な
お
、
詳
し
い
事
は
明
和
分
署
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

を
た
ど
り
、
今
や
婦
人
の
労
働
力
は

不
可
欠
の
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
勤
労
婦
人
を
対
象
に
働
く
女

性
の
能
力
開
発
を
す
す
め
、
さ
ら
に

そ
の
能
力
を
職
場
で
有
効
に
発
揮
す

る
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
と
、
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者
県
内
企
業
に
雇
用
さ
れ

て
い
る
女
性
及
び
働
く
婦
人
の
問
題

に
関
心
あ
る
人

▼
会
場
群
馬
県
民
会
館

▼
日
時
二
月
五
日
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
十
六
時
ま
で

▼
募
集
締
切
一
月
二
十
五
日

申
込
方
法
や
問
合
せ
等
は
群
馬
婦

人
少
年
室
（
€
JO
二
七
二
（
三
一
）

五
一
三
六
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
の

保
安
講
習
会
の
実
施

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

適談 • • 

切員相 畠 日(-父-
なが談 時
助皆は 通i

言さ 胃: 時 1 事ん 1 月, 悩の で‘ 午後 1日4 故
み専 3 相

し‘ご門 時ま 午前 二畝火
手。 との
に相 で 10

し
て
く
だ
さ
い

月て

かいた今月i 再ら だは
びき 慧
行ま —‘ 
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フレーン刷

料
理
は
楽
し
い
な
や
め
ら
れ
な
い

今
度
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
挑
戦
だ

こ
れ
だ
け
つ
く
れ
り
や

一
人
前

幼
稚
園
の
コ
ッ
ワ
さ
ん

料
理
は
楽
し
い
な
や
め
ら
れ
な
い

と
く
い
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

こ
い
つ
は
う
ま
い
ん
だ
ぞ

よ
く
よ
く
見
て
ご
ら
ん

可
て
き
な
ポ
―
プ
ト
サ
ラ
タ

ひ
と
く
ち
だ
べ
て
ご
ら
ん

9
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9

9
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―
一
月
二
十
六
日
栗
幼
稚
園
の
園
児
~

二
産
は
エ
ン
ト
ツ
の
よ
う
な
幅
子
を
カ
~

：
ぶ
り
、
自
分
で
作
っ
だ
と
い
う
力
わ
~

：
い
い
エ
フ
ロ
ン
を
力
け
、
わ
だ
し
は
·
­

二
名
コ
ッ
ワ
だ
力
ら
な
ん
で
も
作
れ
る
i

ー
の
よ
と
い
っ
だ
顔
つ
き
で
ボ
テ
ト
サ
~

ー
ラ
タ
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作
り
ま
し
~

こ
に
。

料
理
は
楽
し
い
な
や
め
ら
れ
な
い

」
ん
な
に
お
い
し
そ
う
な

お
め
め
を
パ
ッ
チ
リ
ひ
ら
い
て

料理は楽しい
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五
十
七
件
•
四

百
八
十
万
円
。

こ
の
数
字
は
昨

年
一
年
間
、
館
林

邑
楽
交
通
災
害
共

済
の
対
象
と
な
っ

た
本
村
だ
け
の
件

数
と
見
舞
金
で
す
。

交
通
事
故
は
い

つ
自
分
が
被
害
に

あ
っ
か
全
く
わ
か

り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
と
き
に

備
え
て
館
林
邑
楽

交
通
災
害
共
済
組

合
へ
加
入
い
た
し

加
入
で
き
る
人

一

ま
し
ょ
う
。
安
い
会
費
、
簡
単
な
手
続

き
で
、
死
亡
、
ま
た
は
傷
害
の
程
度
に

応
じ
て
見
舞
金
（
表
I
-
)
か
支
払
わ

れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
入
院
さ
れ
る
と
‘

入
院
見
舞
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
共
済
は
、

三
月
三
十
一
日
で
期
限
が
切
れ
、
新

た
に
再
加
入
す
る
事
が
必
要
で
す
。

村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
、
及
び
外
国
人
登
録
し
て

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

共 共

済
の
期
間

済
会
費

交
通
事
故
ゼ

申
し
込
み
方
法

①
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
申
込

書
に
加
入
者
の
氏
名
を
記
入
し
、
会

費
を
添
え
て
二
月
末
日
ま
で
に
組
長

さ
ん
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

、
。
ー②

そ
れ
以
後
の
申
し
込
み
は
直
接
役

場
総
務
課
で
受
付
け
ま
す
。

一
人
に
つ
き
年
額
二
百
五
十
円
で

す
。
四
月
一
日
以
降
に
加
入
さ
れ
て

も
会
費
は
同
じ
で
す
。

共
済
の
期
間
は
昭
和
五
十
七
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

途
中
加
入
し
た
場
合
で
も
同
じ
で

す
。対

象
と
な
る
交
通
事
故

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車

等
で
道
路
上
で
発
生
し
た
人
身
事
故

が
対
象
で
す
。
ま
た
、
自
転
車
に
乗

っ
て
い
て
倒
れ
て
ケ
ガ
を
し
た
と
い

う
自
損
行
為
も
含
ま
れ
ま
す
。

入
院
見
舞
金

表ー 1 共済見舞金

傷 害 の 程 度 金 額（円）

死亡した場合 600,000 

廃疾となったもの

（身障福祉法により 1 級、 2 級
300,000 

に認定され、身体障害者手帳

を交付されたもの）

1 年以上の治療を要する傷害 200,000 

6 ヵ月以上の治療を要する傷害 100,000 

5 ヵ月以上の治療を要する傷害 80,000 

4 ヵ月以上の治療を要する傷害 60,000 

3 ヵ月以上の治療を要する傷害 40,000 

2 ヵ月以上の治療を要する傷害 20,000 

1 ヵ月以上の治療を要する傷害 10,000 

1 週間以上
6,000 

1 ヵ月未満の治療を要する傷害

ロ
の
B

ま
で

見
舞
金
の
請
求
方
法

役
場
に
次
の
証
明
書
を
も
っ
て
来

て
下
さ
い
。

①
安
全
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す
る
交
通

事
故
証
明
書
（
自
損
行
為
の
場
合
は

役
場
備
え
付
け
の
事
故
証
明
書
）

②
診
断
書
（
役
場
備
え
付
け
の
も
の
）

③
会
員
証

④
印
鑑

死
亡
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
・
死
亡

診
断
書

入
院
さ
れ
た
方
は
入
院
証
明
書

な
お
、
見
舞
金
の
請
求
は
事
故
の

日
か
ら
二
年
以
内
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
二
年
を
経
過
し
て
請
求
し
た

場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
り
入
院
治
療
を
受

け
た
方
に
つ
い
て
、
表
ー
一
の
共
済

見
舞
金
の
ほ
か
に
、
入
院
実
日
数
の

二
分
の
一
に
対
し
一
日
に
つ
き
五
百

円
の
入
院
見
舞
金
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
十
日
間
入
院
し
た
場
合

そ
の
二
分
の
一
の
五
日
分
に
対
し
て

加
入
し
て
ほ
し
い

一
日
五
百
円
支
給
さ
れ
る
の
で
、
ニ

千
五
百
円
か
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

（
入
院
実
日
数
の
最
高
限
度
は
三
百

六
十
日
ま
で
で
す
）

事
故
証
明
書
の
手
続

交
通
事
故
証
明
書
を
い
た
だ
く
の

は
、
役
場
、
駐
在
所
、
農
協
等
に
備

え
付
け
の
郵
便
振
替
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
便
局
窓
口
で
手
数

料
五
百
円
を
添
え
て
申
請
し
て
下
さ

い
。
す
ぐ
に
交
通
事
故
証
明
書
が
届

き
ま
す
。

三
団
体
・
九
人
を
表
彰

ー
転
作
協
力
者
ー

生
産
過
剰
の
米
を
少
し
で
も
減
少

さ
せ
よ
う
と
米
の
生
産
調
整
（
転
作
）

を
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

か
、
五
十
六
年
の
転
作
に
大
い
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
集
団
及
び
個
人

の
方
が
一
月
十
四
日
水
田
利
用
再
編

対
策
研
究
会
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

〇
集
団
の
部

▼
上
江
黒
農
事
組
合
（
代
表
小

牧
良
衛
）

▼
新
里
農
事
組
合
（
代
表
堀
口

武
徳
）

▼
入
ヶ
谷
農
事
組
合
（
代
表
金

子
嘉
昭
）

圏
個
人
の
部

▼
森
原
キ
チ
（
上
江
黒
）
▼
新

井
ゆ
き
（
江
口
）
▼
奈
良
源
蔵

（
田
島
）
▼
本
沢
長
治
（
南
大

島
）
▼
本
沢
隆
治
（
同
）
▼

高
沢
茂
（
梅
原
）
▼
松
本
太
一

（
大
輪
）
▼
田
口
未
男
（
同
）

▼
泉
田
和
作
（
矢
島
）
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か
見
守
っ
て
い
た
と
は

と
い
う
の
も

P
T
A

の
役
員
と

い
う
重
席
を
み
な
さ
ま
方
か
ら
、

お
お
せ
つ
か
り
、
そ
れ
か
幸
か
不

4
 

幸
か
大
変
に
勉
強
に
な
っ
た
。

帆足圭二さん

（南大島）

回第

f
；
手
令
｀
虎
t
·
g
”
f
T

6
6

「
知
ら
な
か
っ
た
」

「
全
く
無
知
な
私
だ
っ
た
」
と

つ
く
づ
く
思
い
知
っ
た
。

青
少
年
を
り
っ
ぱ
に
成
長
さ
せ

よ
う
と
‘
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人

「
分
福
茶
釜
の

茂
林
寺
」
な
ど
と

字
ふ
だ
を
読
む
の

と
同
時
に
「
ハ
イ
」

「
ハ
イ
」
と
目
に

も
止
ま
ら
ね
早
さ

で
取
る
子
供
会
上

毛
か
る
た
大
会
か

一
月
十
日
中
央
公

民
館
で
各
地
区
代

表
百
二
十
八
人
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。な

お
、
結
果
は

次
の
と
お
り
で
し

そ
れ
ま
で
の
私
は
、
た
だ
農
作
業

に
精
を
出
す
ば
か
リ
で
、
ま
わ
り
の

事
な
ど
に
目
か
向
か
な
か
っ
た
。

役
員
と
な
り
‘
暇
を
作
っ
て
は
多

く
の
会
議
や
講
演
会
に
参
加
さ
せ
て

ハ
イ. 
と
元
気
よ
く

こ
。f
 

0
個
人
戦

▼
男
子
の
部

優
勝
奈
良
紀
行
（
田

準
優
勝
大
谷
恒
夫
（
新

三
位
野
本
剛
大
（
須

▼
女
子
の
部

優
勝
柿
沼
文
子
（
新
里
）

準
優
勝
島
田
幸
子
（
大
佐
貰
）

三
位
宜
寺
香
か
字
（
中
谷
）

〇
団
体
戦

▼
男
子
の
部

優
勝

準
優
勝

三
位

に
毎
日
子
供
に
対
し
て
骨
身
を
削

リ
日
夜
努
力
し
て
い
る
事
に
感
謝

し
た
。私

は
今
ま
で
こ
の
様
な
多
く
の

人
達
か
い
た
事
に
感
謝
せ
す
に
い

（
写
真
・
文
の
題
字
と
も
帆
足
さ
ん
で
す
）

も
ら
い
、
そ
の
中
で
、
青
少
年
に
対
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に

し
て
子
供
育
成
会
、
青
少
年
補
導
員
、
私
は
父
親
と
し
て
、
村
民
の
一
人

少
年
警
察
協
助
員
、
青
少
年
対
策
協
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

議
会
な
ど
の
団
体
が
あ
る
事
を
知
り
、
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と

そ
の
団
体
の
人
達
か
、
我
か
子
同
然
誓
い
ま
し
た
。

矢
島
チ
ー
ム

新
里
チ
ー
ム

中
谷
チ
ー
ム

島
）

里
）

賀
）

1
1

子
ど
も
カ
ル
タ
大
会
1
1

▼
女
子
の
部

優
勝
須
貨
チ
ー
ム

準
優
勝
新
里
チ
ー
ム

三
位
梅
原
チ
ー
ム

な
お
、
優
勝
・
準
優
勝
し
た
方
は

二
月
七
日
村
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

た
郡
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

臨
時
村
議
会

昭
和
五
十
七
年
第
一
回
臨
時
村
議

会
か
一
月
二
十
日
、
会
期
一
日
で
行

わ
れ
ま
し
た

C

こ
の
臨
時
会
は
全
て
人
事
院
の
勧

告
に
よ
る
職
員
の
給
与
や
諸
手
当
の

引
き
上
げ
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
給
与
は
四
、
三
五

％
諸
手
当
は
0
‘
六
二
％
、
そ
の
他

〇
‘
二
六
％
引
き
上
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
リ
職
員
の
初
任
給
は
高

校
卒
で
八
万
八
千
七
百
円
、
知
大
卒

九
万
四
千
七
百
円
・
大
学
卒
で
十
万

一
干
九
百
円
と
な
り
ま
し
た
。

｢
i
,
 

都
市
計
画
に
基
づ
く

明
和
村
は
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、

昭
和
五
十
二
年
八
月
三
十
一
日
に
、

「
線
引
き
」
か
行
わ
れ
、
市
街
化
区

域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
分
け
ら
れ

都
市
整
備
か
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

既
存
権
利
の
届
け
出
を
行
っ
た
方
に

田
の
草
取
は
田
植
後
十
五
日
位

過
き
て
か
ら
七
月
下
旬
ま
て
に
三

そ
の
際
、
市
街
化
調
整
区
域
に
権

利
を
有
し
て
い
た
方
は
、
都
市
計
画

法
の
規
定
に
よ
る
「
既
存
の
権
利
の

届
け
出
」
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
の
権
利
は
‘
線
引
後
五
年
の

期
間
内
に
届
け
出
の
目
的
の
と
お
り

回
や
る
の
か
普
通

で
‘
這
っ
て
手
で

取
る
の
と
道
具
を

使
う
の
と
お
リ
ま

ぜ
て
や
っ
た
。

道
具
は
総
称
し

て
田
こ
す
り
と
言

．
っ
た
か
、
そ
の
中

に
田
こ
す
り
‘
げ

ん
ご
ろ
う
、
か
ざ

ぐ
る
ま
、
八
反
こ

ろ
か
し
‘
株
間
ど

り
等
か
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
、

木
に
鉄
の
爪
を
梢

．
え
こ
ん
で
作
っ
た

田
こ
す
り
か
古
く
‘

柄
は
竹
で
腰
を
か

か
め
な
い
で
楽
な

姿
勢
で
や
れ
る
よ

う
長
く
一
間
半
（
二
m

七
十
C
m
)位

か
普
通
で
あ
っ
た
。

権
利
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

届
け
出
を
な
さ
れ
た
方
は
、
今
年

八
月
三
十
一
日
に
そ
の
期
限
か
切
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
‘
至
急
手

続
き
を
行
い
、
工
事
を
完
了
さ
せ
て

下
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
、
そ
の
他
不
明
の

事
か
あ
リ
ま
し
た
ら
役
場
企
画
開
発

課
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
道
具
を使

っ
た
な

第 6 回
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会母
と
子
の舌＿＿

―
-
ロ

寒風をついて440人が
健脚を競う十→•十・ト十 4• 十・ト

第 3 回マラソン大会―

(4) 

赤
ち
ゃ
ん
は

“
ー

第
三
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
か
、

健
康
づ
く
り
と
村
民
の
融
和
を
目
的

と
し
て
一
月
十
七
日
に
行
わ
れ
ま
し

^..tへr
、 :,.r•鴫

....I ~. -, 

で
、
事
情
は
い
変
し
ま
す
。
そ
の
結

果
、
上
の
子
は
、
ミ
ル
ク
を
ほ
乳
び

ん
で
飲
み
た
い
と
だ
だ
を
こ
ね
た
り
、

オ
シ
メ
を
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
の
言
葉
を

使
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
は
＂
退
行
現
象
J
J

と
呼
ば
れ
、
母
親
の
関
心
を
自
分
に

向
け
さ
せ
た
い
か
た
め
の
行
為
で
、

し
っ
と
心
か
ら
く
る
f
f
赤
ち
ゃ
ん
返

I
I

ラ
イ
バ
ル
I
I

こ
。t
 当日

は
北
風
の
吹
き
荒
れ
る
あ
い

に
く
の
天
候
で
し
た
が
昨
年
よ
り
十

三
人
多
い
四
百
四
十
人
が
健
脚
を
競

っ
た
と
こ
ろ
、
大
会
新
記
録
か
十
三

も
で
る
な
ど
、
大
変
、
盛
り
あ
が
っ

た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
し
た
。

な
お
、
上
位
三
位
ま
で
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

＊
小
学
生
の
部

▼
一
・
ニ
年
生
（
男
）
一
．
o
k
m

一
位
後
藤
克
己
（
東
小
二
年
）

〈
時
間
四
分
三
十
秒
〉

二
位
飯
塚
克
則
（
東
小
二
年
）

三
位
小
松
原
照
素
（
東
小
二
年
）

▼
一
・
ニ
年
生
（
女
）
―
．
o
k
m

一
位
岩
瀬
理
絵
（
西
小
二
年
）

〈
時
間
五
分
一
秒
〉

二
位
新
井
静
香
（
東
小
二
年
）

三
位
篠
原
玲
子
（
東
小
二
年
）

〔
第
三
位
ま
で
大
会
新
記
録
〕

▼
三
•
四
年
生
（
男
）
一
・
ニ
k
m

一
位
田
部
井
隆
行
（
東
小
四
年
）

〈
時
間
五
分
四
秒
〉

り
”
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

上
の
子
に
と
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
は

ラ
イ
バ
ル
と
い
っ
て
も
よ
い
存
在
で

す
。
で
す
か
ら
、
単
に
「
あ
な
た
は

お
兄
さ
ん
な
の
だ
か
ら
、
か
ま
ん
す

る
の
で
す
よ
」
と
い
っ
た
ぐ
ら
い
で

は
、
な
か
な
か
納
得
し
な
い
こ
と
か

多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
し
っ
と
心
か
た
ま
り
た
ま
っ

て
、
ゆ
か
ん
だ
欲
求
不
満
や
劣
等
意

二
位
川
島
啓
靖
（
西
小
四
年
）

三
位
帆
足
洋
一
（
東
小
三
年
）

▼
―
二
•
四
年
生
（
女
）
一
・
ニ
k
m

一
位
今
成
芙
美
江
（
東
小
四
年
）

〈
時
間
五
分
三
十
一
秒
〉

二
位
島
田
明
美
（
西
小
四
年
）

三
位
野
中
秀
子
（
西
小
四
年
）

四
位
高
瀬
由
紀
子
（
東
小
四
年
）

〔
第
四
位
ま
で
大
会
新
記
録
〕

▼
五
・
六
年
生
（
男
）
一
・
五
k
m

一
位
笠
井
康
史
（
東
小
六
年
）

〈
時
間
五
分
五
十
七
秒
〉

二
位
柿
沼
智
樹
（
西
小
六
年
）

三
位
高
瀬
博
司
（
西
小
五
年
）

▼
五
・
六
年
生
（
女
）
一
・
五
k
m

一
位
奈
良
佳
洋
子
（
東
小
六
年
）

〈
時
間
六
分
四
十
六
秒
〉

二
位
松
崎
早
苗
（
東
小
六
年
）

三
位
寺
島
美
貴
（
西
小
六
年
）

〇
中
学
生
の
部
（
男
）
五
．
o
k
m

一
位
大
沢
浩
昭
（
二
年
）

〈
時
間
十
七
分
五
十
四
秒
〉

二
位
本
田
喜
章
（
二
年
）

〔
第
二
位
ま
で
大
会
新
記
録
〕

識
と
な
っ
て
子
供
の
心
に
宿
り
、

成
長
後
、
大
き
な
精
神
的
後
遺
症

と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
し
っ
と
心
を
抱
か

せ
な
い
た
め
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か

生
ま
れ
る
前
か
ら
、
よ
く
子
供
に

言
い
き
か
せ
て
心
の
準
備
を
さ
せ

て
お
く
こ
と
か
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
家
族
間
の
役
割
と
立

場
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
一
人
一
人

か
納
得
の
い
く
形
で
日
常
生
活
を

営
む
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

` • 

三
位
奈
良
正
明
（
二
年
）

圏
中
学
生
の
部
（
女
）
三
．
o
k
m

一
位
飯
島
由
貴
（
一
年
）

〈
時
間
十
一
分
二
十
四
秒
〉

〔
大
会
新
記
録
〕

二
位
赤
坂
好
生
（
一
年
）

三
位
篠
木
利
恵
（
一
年
）

l
t
l
一
般
の
部
（
男
）
五
．
o
k
m

一
位
荻
野
正
志
（
川
俣
）

〈
時
間
十
七
分
三
十
四
秒
〉

二
位
新
井
和
彦
（
田
島
）

三
位
原
島
政
己
（
上
江
黒
）

l
t
l
一
般
の
部
（
女
）
三
．
o
k
m

一
位
横
塚
栄
子
（
千
津
井
）

〈
時
間
十
五
分
五
十
一
秒
〉

l
t
l
壮
年
A
の
部
（
男
）
三
．
o
k
m

一
位
飯
塚
忠
（
千
津
井
）

〈
時
間
十
分
二
秒
〉

二
位
木
村
進
（
江
口
）

三
位
堀
口
正
敏
（
新
里
）

〔
第
三
位
ま
で
大
会
新
記
録
〕

圏
壮
年
A

の
部
（
女
）
二
．
o
k
m

一
位
宮
川
豊
子
（
中
谷
）

〈
時
間
十
三
分
六
秒
〉

二
位
多
田
広
子
（
上
江
黒
）

＊
壮
年
B

の
部
（
男
）
三
．
o
k
m

一
位
奈
良
原
勇
三
郎
（
千
津
井
）

〈
時
間
九
分
十
五
秒
〉

荒
木
博
（
大
佐
貫
）

落
合
勲
（
須
賀
）《

敬
称
略
》

手
づ
く
り
の
タ
コ
で
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
よ
う
と
、
一
月
三
十
一

日
教
育
委
員
会
と
子
ど
も
会
育
成
団

体
の
主
催
で
第
六
回
タ
コ
あ
げ
大
会

が
利
根
川
梅
原
地
先
の
堤
防
で
行
わ

4
9個
の
タ
コ
が
舞
う

ー
第
六
回
タ
コ
あ
げ
大
会
ー

位位

：コ 行政区別、無事故・無違反

ンクールが実施されています

一人ひとりの運転マナーが

すぐに地区に反映します

笠笠関寺笠野
井井口内井

恒本
康徹直太健
史也宏郎雄香

運転には十分注意しま しょ 、
つ

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
江
口
）

（
江
口
）

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
タ
コ
あ
げ
に
は
絶
好
の

風
か
吹
き
四
十
九
個
の
タ
コ
は
ど
れ

も
こ
れ
も
よ
く
あ
か
り
、
審
査
員
も

順
位
を
決
め
る
の
に
ひ
と
苦
労
゜

ま
た
、
も
う
―
つ
の
楽
し
み
で
あ

る
タ
コ
の
図
柄
は
今
年
は
テ
レ
ビ
マ

ン
ガ
の
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
や
、
あ

ら
れ
ち
ゃ
ん
か
多
く
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
高
度
と
安
定
度
を
審
査
し

た
と
こ
ろ
次
の
方
々
か
入
賞
し
ま
し

こ
。f
 

▼
一
位

▼
二
位

▼
三
位

▼
四
位

▼
五
位

▼
六
位
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私
は
、
友
人
の
話
す
中
国
を
、

自
分
の
瞳
で
見
た
く
て
”
青
年
洋

上
大
学
”
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
得
た
も
の
は
、
と

て
も
大
き
な
も
の
だ
っ
た
。

私
達
二
番
目
の
訪
問
都
市
大
連

は
、
雨
に
ね
れ
て
淋
し
さ
を
の
ぞ

か
せ
て
い
た
。
そ
の
中
で
子
供
達

の
熱
烈
歓
迎
の
声
が
力
強
く
響
き

雨
の
中
へ
消
え
て
行
く
。
ず
ぶ
濡

れ
に
な
っ
て
迎
え
て
く
れ
た
子
供
達

が
、
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
。

大
連
ガ
ラ
ス
製
品
工
場
を
見
学
。

芸
術
品
と
い
え
る
精
巧
な
カ
ッ
ト
グ

ラ
ス
、
花
瓶
・
置
物
な
ど
生
産
数
の

六
割
を
日
本
・
カ
ナ
ダ
な
ど
約
八
十

ヵ
国
へ
輸
出
。
専
門
学
校
を
出
た
青

年
達
か
七
割
、
女
性
労
動
者
も
四
十

三
％
占
め
て
い
る
と
い
う
工
場
だ
。

翌
日
、
潅
陽
へ
向
け
て
、
約
六
時

国
を
満
喫

岩
上
悦
子
（
南
大
島
）

そ
の
3

青島のサナトリウム病院の患者と（筆者は右から 2 番目）
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プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

(
L
P
ガ
ス
）
は

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
か
、
安
全
管
理
を
怠

る
と
、
思
わ
ぬ
事
故
に
結
び
つ
き
ま

す
。家

庭
で
起
こ
る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
事

故
は
、
ガ
ス
器
具
を
誤
っ
て
操
作
す

る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に

よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

昭
和
五
十
五
年
に
発
生
し
た
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
に
よ
る
事
故
は
、
全
国
で

五
百
八
十
三
件
。
こ
の
う
ち
、
取
り

扱
い
上
の
不
注
意
（
い
わ
ゆ
る
消
費

者
ミ
ス
）
に
よ
る
事
故
は
四
百
二
十

件
と
、
全
体
の
七
二
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
不
注
意
に
よ
る
事
故
の

原
因
を
み
ま
す
と
、
最
も
多
い
の
が

元
栓
や
器
具
の
栓
の
締
め
忘
れ
で
、

三
八
・
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
以

下
多
い
順
に
挙
げ
ま
す
と
、
ゴ
ム
管

の
脱
落
・
ゆ
る
み
・
ひ
び
割
れ
・
点

火
ミ
ス
・
立
消
え
・
換
気
不
足
に
よ

る
中
毒
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
原
因
は
、
ふ
だ

ん
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
防
げ
る
も
の

ば
か
り
で
す
。

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
正
し
い
使
い
方
を
い

ま
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
火
か
着
い
た
か
ど
う
か
を
、

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

全
体
の
7
2％
は

取
り
扱
い
上
の
不
注
意

[
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
事
故
防
止

必
ず

②
い
つ
も
青
い
炎
で
使
い
ま
し
ょ
う
。

青
い
炎
は
完
全
燃
焼
し
て
い
る
証
拠

で
、
炎
が
黄
赤
色
で
ゆ
ら
ゆ
ら
と
勢

い
が
な
い
と
き
は
、
空
気
（
酸
素
）

不
足
に
よ
る
不
完
全
燃
焼
で
す
。
ま

た
、
炎
が
ゴ
ー
ツ
と
音
を
た
て
て
い

る
と
き
は
、
空
気
が
多
す
ぎ
る
こ
と

に
よ
る
不
完
全
燃
焼
で
、
こ
の
場
合

は
、
炎
が
飛
ん
で
消
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
空
気
孔
を
正
し
く
調
節
し

ま
し
ょ
う
。

③
換
気
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
燃
え
る
に
は
、
た

く
さ
ん
の
空
気
が
必
要
で
す
。
換
気

扇
を
回
し
た
り
、
時
々
、
窓
を
開
け

ま
し
ょ
う
。

④
ガ
ス
を
使
っ
た
あ
と
は
、
元
栓
、

器
具
栓
を
必
ず
締
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
ゴ
ム
管
は
時
々
点
検
し
、
早
め
に

取
り
換
え
ま
し
ょ
う
。

。
フ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
全
く
見
え
ま
せ
ん

い
わ
ば
、
見
え
な
い
凶
器
で
す
。

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

食
管
法
が
で
き
た
の
は
昭
和
十
七

年
、
食
糧
事
情
の
ひ
っ
迫
し
た
戦
時

中
に
、
食
糧
の
分
配
を
公
平
に
す
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
法
律
で
す
。
と

こ
ろ
か
、
時
代
は
大
き
く
変
わ
り
、

実
情
に
合
わ
な
い
面
か
出
て
来
ま
し

こ
。f
 例

え
ば
、
米
穀
通
帳
に
よ
る
配
給

制
度
で
す
か
、
今
の
若
い
方
た
ち
に

は
、
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
食
糧
需
要
の
変
化
に

伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
食
管
制
度

に
は
、
何
度
か
手
直
し
が
加
え
ら
れ

ま
し
た
が
昭
和
五
十
六
年
六
月
に
大

幅
な
法
改
正
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十

七
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

間
半
の
列
車
の
旅
。
行

け
ど
も
行
け
ど
も
風
景

は
か
わ
ら
ず
、
日
本
と

は
全
く
違
つ
異
国
の
地
。

中
国
な
ら
で
は
の
広
さ

だ
な
と
感
動
し
た
。

す
れ
ち
が
う
蒸
気
機

関
車
、
後
へ
消
え
て
は

現
わ
れ
る
り
ん
ご
畑
゜

畑
で
働
く
人
々
の
服
装

が
モ
ン
ゴ
ル
系
に
変
わ

り
潅
陽
に
近
づ
い
た
事

を
知
る
、
着
い
た
の
は
、

あ
た
り
か
暗
く
な
り
、

気
温
マ
イ
ナ
ス
四
度
と

知
ら
さ
れ
驚
く
。

そ
れ
で
は
、
食
管
制
度
の
ど
ん
な

点
が
変
わ
っ
た
の
か
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
す
。米

穀
通
帳
な
し
で

お
米
が
買
え
ま
す

も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
米
穀
通
帳
の
配
布
が
ほ
と

ん
ど
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

消
費
者
の
立
場
か
ら
は
あ
ま
り
変
化

は
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
ブ
ラ
ン
チ
制
度
」
が

導
入
さ
れ
ま
し
た

ブ
ラ
ン
チ
と
は
、
お
米
屋
さ
ん
が

小
袋
詰
精
米
だ
け
を
主
と
し
て
店
頭

で
販
売
す
る
小
売
店
の
支
所
の
こ
と

翌
日
、
寒
さ
で
震
え
る
中
、
北
陵

公
国
に
て
の
記
念
植
樹
。
国
営
住
宅

の
見
学
。
た
ず
ね
た
部
屋
は
老
夫
婦

の
二
人
住
ま
い
。
ベ
ッ
ト
と
小
さ
な

机
と
タ
ン
ス
の
あ
る
狭
い
部
屋
、
台

所
と
ト
イ
レ
は
共
同
で
浴
室
は
な
い
。

そ
れ
で
も
二
人
で
寄
り
添
い
な
が
ら

幸
せ
そ
う
だ
っ
た
。

子
供
達
か
下
校
後
、
集
ま
っ
て
来

る
少
年
宮
は
体
操
•
音
楽
・
美
術
・

化
学
に
い
た
る
ま
で
好
き
な
事
が
出

来
る
所
で
、
こ
こ
で
専
門
的
な
知
識

を
得
て
い
る
よ
う
だ
。

夜
は
日
中
友
好
パ
ー
テ
ィ
が
日
本

側
接
待
で
開
か
れ
た
。
各
ク
ラ
ブ
の

発
表
は
、
友
好
を
深
め
る
の
に
花
を
添

食
糧
管
理
制
度
t
f

□
t
J-
0
改
正
さ
ね
ま
し
だ

え
、
意
見
を
交
換
し
あ
い
楽
し
い

時
が
過
ぎ
た
。

大
連
に
も
ど
り
、
船
で
の
感
謝

宴
で
は
、
船
中
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
、

一
人
ひ
と
り
か
礼
を
述
べ
た
。
各

班
で
三
分
間
の
出
し
物
を
し
た
が
、

ど
の
班
も
―
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い

こ
。f
 県

内
か
ら
見
ず
知
ら
ず
の
人
達

が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を

胸
に
い
だ
き
な
が
ら
も
‘
―
つ
に

ま
と
ま
り
、
た
と
え
一
瞬
で
も
一

緒
に
生
き
た
と
言
う
こ
と
は
貴
重

な
体
験
だ
と
思
う
。

お米をたくさん

食べましよう

で
、
一
般
の
小
売
店
よ
り
簡
単
な
手

続
き
で
設
置
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ

れ
に
よ
っ
て
、
消
費
者
の
皆
さ

ん
は
こ
れ
ま
で
に
比
べ
、
よ
り
身
近

に
お
米
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

「
縁
故
米
・
贈
答
米
」
が

認
め
ら
れ
ま
し
た

米
の
無
償
譲
渡
の
道
が
開
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
郷
里
に

帰
っ
た
時
に
持
ち
帰
る
、
い
わ
ゆ
る

縁
故
米
や
お
中
元
、
お
歳
暮
な
ど
と

し
て
贈
る
＂
贈
答
米
t
I
な
ど
に
つ
い

て
も
規
制
が
解
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
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水
稲

裏
作

普
通
畑
（
一
等
）

（
二
等
）

キハニ巨 II 梨陸
II II ユウラ峰＾ ＾田 II
＾ウス 赤青

一、無リ ー一
二加＾
期温加
作ー温
、．

農
業
所
得
の

標
準
決
ま
る

-
‘
一
＿
璧
‘
―
-
=
0
円

一
、
0
―
-
=
‘
-
0
0
円

八
六
七
‘
-
0
0
円

四
一
八
‘
―
-
=
0
円

七
畳
、
写
＝
＝
円

一
会
、
八
＝
＝
円

ト
マ
ト
（
加
温
）

＂
（
無
加
温
）

イ
チ
ゴ
（
ト
ン
ネ
ル
）

ナ
ス

露
地
ナ
ス

養
豚
（
一
頭
当
た
り
）

肉
用
豚
写
0
0
円

繁
殖
豚
六
0
、
六
0
0
円

養
鶏
（
採
卵
用
十
羽
当
た
り
）

一
千
羽
未
満
―
-
、
五
0
0
円

五
千
羽
未
満
四
‘
六
＝
＝
円

肥
育
牛
（
一
頭
当
た
り
）

和
牛
収
入
金
課
税

乳
牛

I
I

そ
の
他
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
役

場
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、
。
し

農
家
の
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農
業
所
得
金
額
は
、
農
業
用
自
動
車

の
償
却
費
、
租
税
公
課
、
耕
う
ん
機

な
ど
の
農
機
具
の
償
却
費
、
土
地
改

良
区
費
な
ど
の
経
費
を
別
に
差
し
引

い
て
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。 芸

六
‘
―
-
=
0
円

八
四
六
、
八
＝
＝
円

盃
、
八
＝
＝
円

翌
、
六
0
0
円

―
―
―
―
―
-
、
七
＝
＝
円

八
＝
‘
六
＝
＝
円

歪
、
八
0
0
円

―
―
―
―
四
‘
六
＝
＝
円

―
―
―
―
七
‘
-
=
0
円

三
八
‘
-
=
0
円

一
＿
唱
、
四
＝
＝
円

(10a 当リ）

個
人
事
業
税
の
申
告
は

三
月
十
五
H

ま
で
に

相
談
日

ヽ
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.. 
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e
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涵
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9、3
へ
；
心
〉
、
：
ゞ
“
ご
＼
、
い
い
，
＾

1
、r
,

、
豆
貸
貸

今
年
も
所
得
税
と
住
民
税
の
申

告
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

申
告
期
間
は
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
行

わ
れ
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
は
、
次
の
日
程

に
よ
り
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
か

ら
、
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

二
月
十
八
日
・
十
九
日

※
三
月
二
日

午
前
1
1

斗
合
田
・
上
江
黒

午
後
1
1

千
津
井

相
談
会
場
1
1

東
部
児
童
館

※
三
月
三
日

個
人
の
事
業
税
と
は
、
個
人
で
、

事
業
を
営
ん
で
い
る
か
た
か
、
前
年

中
の
事
業
か
ら
生
じ
た
所
得
に
応
じ

て
納
め
る
県
税
で
す
。

個
人
事
業
税
の
申
告
は
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
、

あ
る
い
は
村
民
税
、
県
民
税
の
申
告

書
を
提
出
し
た
場
合
に
は
、
個
人
事

業
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
事
業
税
の
こ
と
に
つ
い
て
、

詳
し
い
こ
と
は
館
林
財
務
事
務
所
、

(
6七
ニ
ー
四
四
六
一
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
場

対
象
者

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
四
時
ま
で

中
央
公
民
館

農
業
所
得
者
等

1
1

お
気
軽
に
お
来
し
く
だ
さ
い
I
I

午
前
1
1

江
口

午
後
1
1

下
江
黒
・
田
島

相
談
会
場
1
1

東
部
児
童
館

※
三
月
四
日

午
前
1
1
川
俣
・
須
賀

午
後
1
1

大
輪

相
談
会
場
1
1

明
和
農
協
第
一

※
三
月
五
日

午
前
1
1

矢
島

午
後
1
1

入
ヶ
谷
・
大
佐
貫

相
談
会
場
1
1

明
和
農
協
第
一

※
三
月
八
日

午
前
1
1

南
大
島
（
七
軒
・
八
軒

を
除
く
）

午
後
1
1

中
谷
・
南
大
島
（
七
軒
．

八
軒
）

相
談
会
場
1
1

中
央
公
民
館

※
三
月
九
日

午
前
1
1

梅
原

午
後
1
1

新
里

相
談
会
場
1
1

中
央
公
民
館

＊
時
間
は
各
相
談
所
と
も
午
前
は
九

時
三
十
分
よ
り
十
二
時
ま
で
。
午
後

は
一
時
三
十
分
よ
り
四
時
ま
で
で
す
。

申
告
書
は
、
各
自
記
入
し
て
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

記
載
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、
後

日
問
題
な
ど
か
お
こ
ら
な
い
よ
う
に

質
問
に
応
じ
ら
れ
、
な
お
自
書
の
出

来
る
方
に
お
願
い
し
ま
す
。
（
住
所
、

氏
名
、
扶
養
親
族
の
記
載
等
必
ず
自

書
願
い
ま
す
。
）

生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
ひ
と
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の

払
込
保
険
料
か
九
千
円
を
超
え
る
場

合
は
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
、
農
業
者
年
金
の
保
険
料
等
の
領

収
書
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

損
害
保
険
料
控
除
は
、
所
得
税
の

. み
認
め
ら
れ
ま
す
か
、
金
額
の
多
少

パート収入と所得税

最近は、パートタイムで働く主

婦が多くなっています。パートに

よる収入と税金の関係ですが、年

収が一定額を超えると、夫の所得

から配偶者控除が受けられなくな

ったり、主婦自身に税金がかかっ

たりします。

パートの
夫の所得 パート収

年収
から配偶 入に所得

者控除が 税が

79万円 受けられ かからな

以下 る し‘

79万円超
受けられ

かかる
ない

に
か
か
わ
ら
ず
払
込
証
明
書
を
必
要

と
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
た
方
及
び
給
与
所
得
の
み
の

方
で
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か

ら
明
和
村
税
務
課
へ
送
付
済
の
方
は

住
民
税
の
申
告
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
還
付
請
求
を
さ

れ
る
方
は
、
い
つ
で
も
手
続
き
か
で

き
ま
す
か
ら
、
早
目
に
申
告
し
て
納

め
過
ぎ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

、
。
し

確
定
申
告
書
の
用
紙
は
役
場
税
務

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

館
林
税
理
士
会
で
は
白
色
納
税
者

の
方
々
の
た
め
に
、
次
の
日
程
で
申

告
手
続
き
な
ど
無
料
で
行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

、
。
し〇

相
談
日

〇
会
場

圏
時
間

三
月
三
日
ー
六
日
ま
で

館
林
文
化
会
館

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で

だばこは村内で
買いましよう

たばこ消費税は暮らしの中に
: 生かされています。

村内でたばこを買うと、 1 箱につき 30円弱がた
ばこ消費税として村の貴重な財源になります。
昨年 1 年間に村にたばこ消費税は 28,295 、 790 円
入りました。
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こ
「きりたんぽなべ」

千津井

松岡 ミヨさん

う9

どレ \\\ J' m、`｀ーこ
千津井の松岡ミヨさんに、秋田名物のきり
たんぽなべを紹介していただきました。
●材料四人分

米 4 ~ 5 合 トリ肉300g しらたき 1 コ
ネギ 3 本シメジ150 gごほ‘‘う少々 春菊 1 ワ
出し汁 5 ~ 6 カップ・しょうゆ大さじ 3 ・調
味料少々・片栗粉少々

●下ごしらえ
①米をとぎふつうに炊きあげる
②炊きあかったら片栗粉を少々まぶし、すり
こきでつぶす。
③塩水を手につけスギばしに、まわしなから
つけてゆく
④火にかさ‘｀してきつね色の焼きめをつけ、焼
きあがったらクシをまわしなからぬきとる。
⑤ネギは斜め切り、シメジは石づきを取り、
トリ肉はソギ切りごぱうはささかきにする。
●作り方
①前もってトリ肉（脂肉の多いもの）で出し
を取り、出し汁にしょうゆ、調味料を入れる
②しらたき、シメジ、春菊、ごほ‘‘うを入れ煮
込む。
③きりたんぽは食べやすいようにし、ネギと
同時に入れ煮込む
●ポイント

きりたんぽをスギばしにつける場合余り厚
くつけない。

きりたんぽを焼く時は、マメタンまたは、
スミで焼くとよい。
またスギばしかない時は、団子にして煮込

んでよい。
きりたんぽを食べなから松岡さんは「秋田

では、いつも食べているが、特に珍しいお客
様か来ると必ずもてなしのために作り、時に
は煮込まないでみそ
をつけて焼くみそつ
けたんぽにする時も
あり大人達は囲炉裏
を囲み酒を飲みなが
ら、子供達は遊びな
がら一人で三～四本
位食べてしまいます
よ。こちらでゆうと
焼まんじゅうのよう
なものですね」と話
してくれました。

今月から‘‘わが家の味自慢”と題して、
奥様の得意な料理を紹介していきたいと思
います。
昔から伝わる我が家の独特な料理、味。
また、ちょっとした工夫でこんな風にもで
きる。ある家でこもそうになった。 は
とてもおいしかったなどと、料理に関して
はいろいろあると思います。
自•他薦でも結構です。広報係まで二連

絡下さい。

〇―`.、•9ぺ．ク£ア．＾口
----̀ • • • •.` 

．．t三一直「、一”し

—. `石`―,.

長
年
、
無
事
故
・
無
違
反
で
安
全

運
転
を
し
て
い
る
優
良
運
転
者
は
、

次
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
優
良
運
転

者
と
し
て
表
彰
を
受
け
る
事
か
で
き

ま
す
。

受
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す
る

無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
銀
章
（
県
表
彰
）

H
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許

を
有
す
る
方
で
、
昭
和
四
十
六
年

十
二
月
三
十
一
日
以
降
、
無
事
故
・

無
違
反
で
あ
る
こ
と
。

口
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
、
過

去
銅
章
（
地
区
表
彰
）
を
受
け
て

い
る
者
。

口
過
去
に
こ
の
表
彰
を
受
け
て
い

な
い
事
。

四
実
質
的
に
運
転
十
年
以
上
従
事

し
て
い
る
事
。

◎
銅
章
（
地
区
表
彰
）

H
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許

を
有
す
る
方
で
、
昭
和
五
十
一
年

十
二
月
三
十
一
日
以
降
、
無
事
故

・
無
違
反
で
あ
る
こ
と
。

口
原
付
・
小
特
運
転
免
許
を
有
す

る
方
で
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
三

十
一
日
以
降
、
無
事
故
・
無
違
反

で
あ
る
こ
と
。

口
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
、
こ

の
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
事
。

四
実
質
的
に
、
自
動
車
ま
た
は
原

付
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

◎
締
切
日

●
地
区
表
彰
…
.. 
三
月
十
五
日

公民館まつりが
行われます

公民館の各種活動を理解していただ

こうと‘次のとおり‘‘公民館まつり”

が開催されます。

◄期 日 3 月 13 日仕）～ 14 日（日）

◄ 展示発表 陶芸、手芸、切り絵、写

真、生花、七宝焼など。

14 日午前民謡、民舞

午後 カラオケ大会

小学校児童の村民憲章、

村の木、村の花普及の書

き方、作文の展示゜

◄ VTR による活動紹介 14 日午前10

時～午後 3 時まで。

婦人学級、放送教室、運動会などの

活動状況

◄実演即売

◄舞台発表

◄作品展

カレー、おでん

誓悶郷土芸能発表大会の実施
郷土芸能を知り、そして語り継ぐ事を
目的として、館往·邑楽郷土芸能発表大
会が次のとおり付われます。
► 日 時 2 月 21 日午後 1 時から
► 会 場板倉町中央公民館
► 出演団体 雷電神社里神楽保存会、上

三林ささら保存研究会、明
和八木節クラブなど多数
郷土芸能に関係する面や衣
裳など。
無料

► 展 ホ

► 入場料

9x、・・・溢 9,..: x以．．漢ヽビ
9^ 9 -} • v 9 ̂  ̀  99~ ` ~ • •.. < 9 9 
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”:;””~::,哀ぷ〉．貸贅賢互
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心l:
g翡匁姿
岩覧心唸、

き§蕪芦
早ク：•し：む；；§ユら：在
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牛忍、誘筏！皇
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優
良
運
転
者

●
県
表
彰
…
…
…
…
二
月
二
十
日

◎
申
請
場
所

●
館
林
交
通
セ
ン
タ
ー

(
6⑫
_
立
=
―
―
-
=
)

●
明
和
村
安
全
協
会
支
部
長

丸
山
紋
一

(
6⑰
|
-
―
七
九
―
-
)

吉
永
雄
司

(
6闘
ー
ニ
三
八
）

奈
良
原
昭
三
郎
(
6闘
ー
忌
二
）

な
お
詳
し
く
は
館
林
交
通
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カラオケ大会の
参加者募集

公民館まつりの一環とし

て行われるカラオケ大会の

参加者を次のとおり募集し

ます。

► 期 日

► 参加資格

► 申込先

► その他

3 月 14 日午

後 1 時から

村内在住の20

才以上の者

3 月 5 日まで

に公民館へ申

し込んでくだ

さい。

（先着順）

カラオケテー

プは各自持参

の事。

第
五
回
県
民
芸
術
祭
の
一
環

と
し
て
、
県
内
ア
マ
チ
ュ
ア
劇

団
の
出
演
に
よ
る
県
演
劇
祭
が

次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
二
月
十
四
日
同
午

後
一
時
か
ら
。

▼
会
場
太
田
市
民
会
館
大
ホ

レ
。

) 

▼
入
場
料
無
料

▼
出
演
団
体
尾
島
女
子
高
等

学
校
、
館
林
高
等
学
校
、
館

林
女
子
高
等
学
校
‘
桐
丘
高

等
学
校
の
演
劇
部
、
劇
団

「
円
」

▼
演
目
夕
鶴
、
か
げ
ほ
う
し
、

幻
想
、
隅
田
川
、
怪
傑
ピ
ー

°
、

タ
ー
ノ
ン

ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
の

「
劇
」
の
鑑
賞
を

県
演
劇
祭
の
実
施
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豆
拳
士
達
が
も
ち
つ
き
大
会

青
少
年
を
よ
り
よ
い
方
向
へ

導
び
こ
う
と
‘
丸
山
竹
一
郎
さ

ん
ら
二
十
二
名
は
青
少
年
育
成

補
導
推
進
員
と
し
て
、
知
事
と

村
長
の
委
嘱
を
受
け
て
活
動
し

て
い
ま
す
か
、
年
末
・
年
始
は

と
も
す
れ
ば
非
行
の
道
へ
落
ち

入
り
や
す
い
時
期
。
そ
こ
で
青

少
推
の
人
達
は
昨
年
二
十
九
日

か
ら
新
年
の
八
日
ま
で
、
身
も

ち
ち
む
夜
間
、
神
社
や
空
家
を

中
心
に
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
。

鍵
の
か
か
っ
て
い
な
い
家
や

不
審
な
車
や
人
を
発
見
す
る
と
‘

い
ろ
い
ろ
た
ず
ね
た
り
し
な
か

ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し

こ
。f
 

気
持
を
引
き
締
め
、
み
ん
な
の
和
拳
法
の
拳
士
達
は
、
一
月
二
十
四
日

を
一
層
深
め
よ
う
と
明
和
村
少
林
寺
も
ち
つ
き
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

! 
＾
レ
卍

ち
び
っ
こ
拳
士

達
は
楽
し
く
て
、

も
ち
米
の
た
き
あ

か
る
の
も
待
て
ず

早
く
つ
き
た
く
て

う
す
の
前
に
並
ん

で
待
つ
ほ
ど
。

「
力
を
こ
め
て

お
も
い
き
り
」
と

い
う
先
輩
達
の
声

に
励
ま
さ
れ
て
、

つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
か
ら

お
し
る
こ
や
き
な

こ
も
ち
に
し
て
も

ら
い
舌
つ
づ
み
を

打
ち
ま
し
た
。

非
行
防
止

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
で

ニー ヽ／

梨
の
実
会
で

健
康
マ
ク
ラ
作
り

総
額
二
百
万
円
の
抽
選
会

総
額
二
百
万
円
の
賞
金

か
当
た
る
明
和
村
ス
タ
ン

プ
会
の
福
引
大
売
出
し
の

抽
選
会
か
一
月
二
十
四
日
商
工
会
で

警
察
官
な
ど
の
立
ち
合
い
の
も
と
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
金
付
大
売
出
し
は
昨
年
に

続
い
て
二
回
目
。

一
等
十
万
円
か
三
本
も
当
た
る
と

あ
っ
て
、
数
字
の
書
か
れ
た
回
転
す

る
板
に
矢
を
投
げ
る
消
費
者
の
代
表

の
方
も
緊
張
ぎ
み
の
様
子
。

な
お
、
引
き
換
え
は
二
月
二
十
日

。

明
和
剣
友
会
で
は
初
め
て
大
晦
日
か
ら
新
年

に
か
け
て
年
越
し
げ
い
こ
を
村
武
道
館
で
行
い

ま
し
た
。

南
大
島
の
梨
の
実
会
で
は
、
一
月
十

四
日
、
中
央
公
民
館
で
安
眠
は
ま
ち
か

い
な
い
と
い
う
＂
健
康
マ
ク
ラ
“
を
作

り
ま
し
た
。

こ
の
健
康
マ
ク
ラ
は
綿
と
ソ
バ
ガ
ラ

を
半
々
に
入
れ
作
っ
た
も
の
で
、
吸
湿

性
か
よ
く
‘
冷
え
る
の
で
、
と
て
も
よ

＜
眠
れ
る
と
の
評
判
の
よ
い
マ
ク
ラ
。

現
在
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
ス
ポ
ン

ジ
な
ど
の
入
っ
た
マ
ク
ラ
は
よ
く
眠
れ

な
い
と
よ
く
耳
に
す
る
の
で
、
農
業
改

良
普
及
員
の
指
導
を
受
け
て
作
っ
た
も

の
で
、
「
私
は
大
き
く
縫
い
す
ぎ
ち
ゃ

っ
た
。
ソ
バ
ガ
ラ
を
た
く
さ
ん
使
う
わ

ね
」
な
ど
と
た
の
し
そ
う
に
作
り
あ
げ

ま
し
た
。

大
晦
日
の
午
後
十
一
時
半
か

ら
新
年
に
か
け
て
、
し
ん
し
ん

と
冷
え
る
中
、
は
く
息
も
は
っ

き
り
と
白
く
見
え
る
ほ
ど
の
猛

げ
い
こ
。

新
し
い
年
の
五
分
前
に
な
る

と
‘
練
習
を
や
め
、
会
場
を
ま

っ
暗
に
し
黙
と
う
を
し
な
か
ら

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
度
は
礼
儀
正
し
く
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
先
生
に
一
人
ひ

と
り
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ

た
あ
と
、
用
意
さ
れ
た
お
し
る

こ
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

会
長
の
原
口
さ
ん
は
「
黙
と

つ
の
中
で
、
み
ん
な
決
意
を
固

め
る
と
同
時
に
、
す
か
す
か
し

い
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
る
事

か
で
き
て
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま

し
た
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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せ二生四費にとも ま科課 めか鳥り • • • ▼る実は
< I 女入月募もはすよ通すで程桐 通iますを野年 ヵ、 そ 集日場方施次日
だ二子学十集わ‘るい信゜年が生 しみ少鳥々 の 合時所はしの本
さ一高を日期ず最人の制齢あ女 信ょ網しは野 す 他 ぜま日野
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ー合さで＝かし家き日 係男校十ー に保し住山 l' まス後舟九十良加野お会
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い七は 日せで婦学な 学の信 猟たすな才＝ 昼上野 々 さ味鳥支

かん‘なぼく で普制を はめ゜＜止 食映鳥良 いの会部
わ三桐ら゜学どうてき通の や‘野な 持をの沼 ゜あをで
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探
鳥
会
が行

わ
れ
ま
す

|
 

飾
ら
な
い
で
親
し
み
の
わ
く
使
い
方
を

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対

し
て
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
し
込

み
受
付
け
を
次
の
要
領
に
よ
り
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

▼
選
定
方
法

お
正
月
に
は
若
い
女
性
の
晴
れ

着
姿
か
目
立
ち
ま
し
た
ね
。
服
装

に
も
ふ
だ
ん
着
、
外
出
着
、
晴
れ

着
と
い
う
区
別
か
あ
る
よ
う
に
‘

言
葉
遣
い
に
も
、
相
手
や
場
合
に

応
じ
て
使
い
分
け
か
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
、
く
つ
ろ
い
で
打
ち
解

け
た
言
い
方
か
ら
、
よ
そ
行
き
の

改
ま
っ
た
言
い
方
ま
で
、
い
ろ
い

ろ
で
す
。

例
え
ば
、
同
じ
寒
い
と
言
う
の

に
も
「
寒
い
わ
ね
」
「
寒
い
で
す

ね
」
「
お
寒
う
ご
ざ
い
ま
す
ね
」

の
順
で
丁
寧
さ
か
増
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
人
の
動
作
に
つ
い
て

言
う
場
合
「
読
む
」
「
読
ま
れ
る
」

「
お
読
み
に
な
る
」
「
お
読
み
あ

そ
ば
す
」
の
順
で
尊
敬
の
度
合
い

が
高
く
な
り
ま
す
。

も
っ
と
も
「
…
…
あ
そ
ば
す
」
は

い
わ
ゆ
る
「
あ
そ
ば
せ
言
葉
」
で
、

あ
い
さ
つ
と
し
て
の
「
ご
免
あ
そ

三
月
一
日
囲
ま
で

選
考
に
よ
り
行
う

▼
融
資
額
木
造
住
宅
（
八
十
面
以

上
）
の
場
合
四
百
八
十
万
円
ー
五

百
万
円
。
断
熱
構
造
化
工
事
を
行

う
場
合
二
十
万
円
1

四
十
万
円
。

太
陽
熱
温
水
器
設
置
工
事
を
行
う

場
合
十
万
円
の
融
資
額
の
加
算
及

び
老
人
（
六
十
五
歳
以
上
）
等
が

ば
せ
」
な
ど
の
ほ
か
は
あ
ま
り
使

わ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

さ
て
、
敬
語
を
使
う
べ
き
場
合

に
使
わ
な
い
で
話
す
と
、
相
手
に

不
快
感
を
与
え
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
十
分
注
意
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ

る
か
ご
と
し
」
で
、
必
要
以
上
に

丁
寧
な
言
葉
遣
い
を
し
た
た
め
に

か
え
っ
て
相
手
の
人
に
よ
そ
よ
そ

し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
り
、
窮
屈
な

思
い
を
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
ね
。
あ
ま
り
ご
て
ご
て
と

言
葉
を
飾
ら
な
い
で
、
自
然
な
親

し
み
の
わ
く
よ
う
な
物
言
い
を
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
敬
語
の
使

い
方
に
も
程
の
よ
さ
と
い
う
こ
と

が
好
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

匹
｀

住
宅
金
融
公
庫
の
申
込
み

I

三
月
一
日
ま
で
で
す
ー

刈
り
終
え
て
病
む
腕
さ
す
る
茜
雲
母

住
む
方
へ
鰯
雲
流
る

属
居
す
る
場
合
五
十
万
円
ー
百
八

十
万
円
の
融
資
額
の
割
増
し
制
度

が
あ
り
ま
す
。

▼
利
率
年
五
·
五
％

▼
返
済
期
間
木
造
の
場
合
二
十
五

年
以
内

▼
申
込
場
所
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
所
(
€
J
O

二
七
ニ
ー
三
ニ
ー
六
六
五
五
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
川
俣
の
藤
倉
王
治
さ
ん
は
、
西
小

学
校
に
図
書
館
用
書
庫
（
五
万
円
相

当
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
上
江
黒
の
多
田
年
男
さ
ん
は
東
小

学
校
に
児
童
用
図
書
ニ
セ
ッ
ト
（
五

万
円
相
当
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

石
村
艶
子

川
原
辺
に
息
等
と
炭
お
こ
し
焼
肉
を

大
声
も
ま
た
空
に
吸
わ
る
る江

森
征
子

中
傷
の
言
葉
聞
き
ゐ
る
グ
ル
ー
プ
の

十
人
十
色
の
性
を
思
へ
り

始
沢
良
子

豊
か
さ
の
貧
し
き
心
空
罐
に
問
ひ
か

あ
っ
、

け
た
り
き
草
刈
る
間
に

篠
木
よ
し

知
ら
ぬ
ま
ま
切
り
た
る
小
枝
の
ざ
く

ろ
の
実
外
に
幾
つ
と
孫
の
目
輝
く

昭和57年

年賀はがきお年玉当せん番号

等級 お年玉の品名 組 番号

A組

ステレオラジオ

I 等 カセットテープ

レコーダー

AｷB 

組共通

086492 

133933 

811218 

815630 

2等
折りたたみ式

自転車 AｷB 
組共通

3等

手紙セット（便
せん・封筒・グ
リ＿ティングカ
ードのセット）

4等 お年王切手
シ．ート

A 組 30952 

89745 

立
川
ツ
ヤ
子

緑
濃
き
マ
リ
モ
は
湖
の
妖
精
か
水
面

に
浮
き
て
誰
を
恋
ふ
ら
む

立
川
ふ
さ

古
稀
す
ぎ
て
病
む
人
の
歌
お
も
ふ
と

き
心
泌
み
ら
に
秋
風
を
き
く立

川
文
子

コ
ス
モ
ス
の
花
の
揺
ら
ぎ
を
止
め
い

づ
冷
た
き
ま
で
に
赫
き
夕
映

野
ロ
タ
カ

吟
行
会
出
ら
れ
ぬ
夜
は
気
遣
い
て
宛

無
き
旅
の
地
図
見
せ
る
夫
は野

村
初
枝

山
の
温
に
と
ま
り
し
家
族
の
語
ら
ひ

し
峰
み
ね
望
み
東
山
温
泉横

塚
純
江

▼
昨
年
九
月
号
の
氏
名
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
次
の
よ

う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ひ
と
つ
手
順
た
か
へ
た
る
ら
し
獅
子

頭
の
振
り
戸
惑
ひ
ぬ
奉
納
さ
さ
ら
の

砂
賀
久
美
子

四
十
路
に
病
重
き
に
逝
き
た
り
し
形

見
に
抱
き
来
石
楠
花
の
鉢橋

本
悦
子

夏
期
休
暇
終
り
て
混
む
か
高
速
道
大

型
バ
ス
は
演
歌
流
し
つ
つ蓮

見

タ
カ

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

田
中
智
史
則
之
長
男
川
俣
1
2

月

2
3日

長
島
里
佳
忠
良
長
女
田
磨
1
2

月

2
6日

石
田
真
山
美
清
美
長
女
中
谷

1

月
4

日

今
泉
麻
里
義
男
長
女
千
津
井

1

月
6

日

深
野
正
明
二
夫
長
男
南
大
島

1

月
9

日

石
橋
純
―
一
郎
長
男
上
江
黒

1

月
1
1日

宮
沢
泰
之
公
一
郎
長
男
須
賀

1

月

1
1日

（
敬
称
略
）

氏
名
年
令
霜
げ
畔
地
区
死
亡
月
日

立
川
始
8
1
実
梅
原

1

月
2

日

多
田
い
ち

8
7
千
代
蔵
江
口

1

月
5

日

中
村
し
ん

8
2
賢
作
下
江
黒

1

月

1
2
日

小
林
愛
之
輔
7
8
（
政
介
）
下
江
黒
1

月

1
5
日

柴
崎
龍
太
郎
8
5
久
助
梅
原

1

月
1
8
日

柿
沼
知
江

7
1

英
雄
江
口

1

月

2
6日

中
村
利
作
7
3
孝
川
俣

1

月

2
8日

▼
先
月
号
お
く
や
み
の
欄
で
多
田
一

男
5
2と
あ
り
ま
し
た
が

6
6オ
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
申
し
上

げ
ま
す
。

—
死
亡
ー

ー
出
生
ー ぁ
虐
よ
｀

／
｀
ぶ
く
れ
升

（
敬
称
略
）
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1 月の

6 
..95ア

救急車出動回数
●交通事故 1 件
●急病 8 件
●その他 3 件

●計 12 件

ご悶 館林邑楽地区 館林地区 明和

日
産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区

2 月 14 日
浜野医院後藤康生医院長塩歯科医院 後藤康生医塁忠悶3975 宇沢医院 館林地区が
合 (88) 5 6 7 8 合 (72) 3 9 7 5 合 (72) 3 9 0 0 清河堂医 3070 合 (74) 8 7 6 I 担当します

曜
安楽岡医院合(72)0572 館林医院

2 月 21 日
白沢医院川田医院仁木歯科医院 小西医院

云(72) I 6 0 0 ff (72) 0 7 5 4 合(86) 4 5 3 I 大島診療所合(77)1503 云 (74) 2 I I 2 合 (86) 2 2 6 I 

当
川生医 塁て{ 72 } 3030 寺内医院2 月 28 日

落合医院原 医 院野村歯科医院 館林担地区が
云 (72) 0 I 6 0 ff (72) I 9 3 6 合0276(62)2807 大石医合 74 2362 ff(72) 3 0 3 I 当します

番
礫川堂医院

3 月 7 日
根 喜 医院大神医院浜田歯科医院 竹越医院
ff(3262 云0276(62)2200 云（ 72) 0 7 I 6 堀越医院合(73)4151 合 (74) 0 I 8 4 合 (84) 3 I 3 7 

医

3 月 14 日 古屋（恒ぶ 医院 小 79 医院 早川歯科医院 増田医院ff(72) 1387 永寿堂医院 館林地区が
云0276(6 6161 云(0 6 0 6 合(74) I 2 0 5 阿久津医院合(72)3315 合 (72) 4 4 6 9 担当します 時

館林高校で
定時制生徒募集

剣
道
大
会
の

参
加
者
募
集

▼
会
場

▼
期
日

▼
時
間

脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
成
人
病
に
よ
る
死
亡
は
、

昭
和
二
十
六
年
以
来
、
死
亡
原
因
の

上
位
を
独
占
し
、

特
に
、
こ
れ
ら
の

疾
病
は
社
会
ま
た

は
家
庭
に
お
い
て

も
中
核
を
な
す
中

高
年
齢
層
に
多
発

す
る
こ
と
か
ら
大

き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

村
で
も
、
こ
の

成
人
病
を
少
し
で

も
滅
ら
そ
う
と
次

の
と
お
り
成
人
病

予
防
教
室
を
実
施

し
ま
す
。

▼
日
時

県
立
館
林
高
校

で
は
、
五
十
七
年

度
の
定
時
制
生
徒

を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
学
の
普

通
科
で
年
齢
を
問

い
ま
せ
ん
。
働
き

な
が
ら
夜
間
学
ぼ

う
と
す
る
意
欲
的

な
か
た
に
、
最
も

適
し
て
い
ま
す
。

学
費
も
わ
ず
か
し

か
か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
第
一
次
募
集

三
月
十
五
日
か

ら
三
月
十
九
日
正
午
ま
で

▼
入
試
三
月
二
十
五
日
（
国
語
·

数
学
・
面
接
）

二
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
四
時

三
十
分
ま
で

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
対
象
者
村
民
一
般

▼
費
用
無
料

▼
内
容
成
人
病
を
防
ぐ
食
事
に

を体体
力に
づ合

▼
第
二
次
募
集
三
月
二
十
九
日
か

ら
四
月
十
日
正
午
ま
で

入
学
希
望
の
か
た
は
出
身
中
学
校

か
、
館
林
高
校

(
6七
―
-
|
g
-
―

1
0七
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
四
日

午
前
十
時
三
十
分
よ
り
午

後
三
時
ま
で

中
央
公
民
館

剣
道
大
会
が
三
月
二
十
一
日
、
村

の
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

試
合
は
小
・
中
学
生
・
一
般
の
三

群
馬
県
育
英
会
で
は
、
東
京
都
世

田
谷
区
に
あ
る
学
生
寮
「
上
毛
学
舎
」

の
入
寮
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

▼
募
集
人
員
八
十
人
程
度

▼
応
募
資
格
本
県
出
身
者
の
男
子

で
、
東
京
、
そ
の
周
辺
の
大
学
一

年
に
入
学
す
る
男
子

▼
募
集
期
間
二
月
下
旬
ま
で

▼
入
寮
期
間
二
年
以
内

-

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

部
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。

剣
道
の
心
得
の
あ
る
人
は
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

三
月
十
日
ま
で
に
中
央
公
民
館
事
務

く
つ
ろ
ぎ
よ
リ
も

ま
ず
確
認

し
ま
し
ょ
う

M

一
八0
0ー
一
八
一
九

M
覧
ー
一
i
-
―
―
―
―

1
0

※
対
象
番
号
~

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
か
、
梅

原
・
須
賀
・
大
佐
貫
を
中
心
に
二
月

下
旬
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
は
物
を
置
か

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
は
村
指
定
の

水
道
業
者
が
行
い
ま
す
。
料
金
は
無

料
で
す
。

な
お
、
交
換
の
対
象
と
な
る
メ
ー

タ
ー
器
は
管
の
口
径
が
十
三
‘
｀
｀
リ
で
メ

ー
タ
ー
器
の
番
号
は
次
の
と
お
り
で

す
。

ノ＇‘ 
II+  II++  期及今月 ムつし
五四三

責i 日 [ 悶塁明日 雰中日 A 訥合集
び贔月

iげの
:0 ;閏 納め＾ざ集落 館民ー室館和民

梱
原
・
須
賀
・
大
佐
貫
を

中
心
に
メ
ー
タ
—
器
を

交
換
し
ま
す

旅
館
に
布
い
た
ら

' ‘-今ローノ ｀ヽ , 9,  
''  --------------------------------------------------------

局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

9
§
§
＆
も
屯
屯
§
&
~
i

"
"
1
1

』
.
'
e
,
9
&
§
9
屯
屯
9
9
屯
9
&
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愈

二
月

▼
講
師

西
川
和
子

成人病予防教室が
実施されます

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

上
毛
学
舎
の

入
寮
生
募
集

つ
い
て
講
演
及
び
実
習
映
画

み
そ
汁
測
定
（
み
そ
汁
茶
わ
ん
一

杯
持
参
）

▼
申
し
込
み
三
月
十
五
日
ま
で
に

役
場
保
健
課
ヘ

▼
経
費
負
担
①
入
寮
金
二
万
円

②
寮
費
二
人
部
屋
六
千
円
一

人
部
屋
七
千
円
／
月
額

な
お
、
詳
し
く
は
群
馬
県
育
英
会

(
6
=
-
l

七
ニ
ー
―
―
―
―
―
ー
ニ
―
―
内
線
冒
―
-
)

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
消
費
者
講
座
の
開
催
一

か
し
こ
い
消
費
者
に
な
る
た
め
の

消
費
者
講
座
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
二
月
十
七
日
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
約
二
時
間

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
テ
ー
マ
暮
ら
し
に
女
性
の
魅
力

を
探
る

生
活
評
論
家

適談員 • • 

切なが相談場会 時日 _._  父
助皆は 通i

言さ ' [ 時 2 事ん 1 月

[ 悩の で‘ 午後 1日8 故
み専 3 相

いご門 時 午月．，lj 吾砧火
手。 との ま
に相で 10

• • i 場会 時日

i 
時 2

三 午後1 1月日5 ―権し人一‘‘ 

議会室 時でま3 午前10 相談
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------, 灯
り
を
つ
け
ま
し
ょ

ほ
ん
ほ
り
に
：
·
：
·
:
·
:
·

帷
ね
で
毛
子
供
の
頃
に
一
度
は
唄
つ

だ
記
憶
万
あ
る
と
思
う
。

雛
入
形
を
も
と
は
ひ
い
な
人
形

（
ひ
い
な
と
は
小
さ
い
と
言
う
意
峠
）

と
言
っ
て
女
の
児
の
お
も
ち
ゃ
で
紙

や
工
で
作
つ
だ
人
形
に
着
吻
を
着
せ

て
遊
ぶ
小
さ
な
着
せ
変
え
人
形
だ
っ

だ
ら
し
い
。

古
く
は
平
安
時
代
麿
つ
あ
夏
そ

の
頃
は
、
立
雛
で
紙
で
出
来
て
い
だ
。

合
日
の
よ
う
に
坐
雛
に
芯
つ
だ
の

は
江
戸
中
期
以
降
だ
と
言
う
。

中
国
、
四
国
地
方
で
は
こ
の
日
、

雛
荒
し
と
言
っ
て
少
年
少
女
万
、
ひ

な
祭
の
供
初
を
毛
ら
っ
て
歩
く
楽
し

い
行
事
万
あ
る
。

で矢切
す島り

: 0 の絵
' : 石・
: 川文
; 照と
{ 子も
iさ
' ：ん
' ' '----------------

ひな
まつり

,.. 
r
 卒

業
式
、
入
学
式
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
の
喜
び
ご
と
に
親

か
着
る
服
は
、
そ
う
大
げ
さ
に
考
え

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
と
い

っ
て
、
あ
ま
り
ふ
だ
ん
着
め
い
て
い

て
も
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
す
。

「
冠
婚
葬
祭
い
ず
れ
に
も
向
く
」
と

い
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
も
と
に
流
行

し
て
い
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
マ
ル

で
す
が
、
「
い
ず
れ
に
も
向
く
」
も

の
は
、
ま
た
、
「
い
ず
れ
に
も
中
途

半
端
」
な
も
の
で
す
。
結
婚
式
に
着

て
い
け
る
も
の
は
お
葬
式
に
は
ち
ょ

っ
と
無
理
で
す
し
、
お
葬
式
に
出
ら

れ
る
よ
う
な
服
は
、
サ
ク
ラ
の
下
の

入
学
式
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い

っ
た
感
じ
で
、
実
際
に
は
あ
ま
り
役

に
立
ち
ま
せ
ん
。

柔
ら
か
な
色
調
の
グ
レ
ー
、
ピ
ン

ク
、
ブ
ル
ー
な
ど
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
や

ス
ー
ツ
か
‘
む
し
ろ
ふ
さ
わ
し
い
よ

う
で
す
。
同
じ
服
を
着
る
な
ら
、
卒

業
式
は
よ
り
華
や
か
に
、
入
学
式
は

や
や
厳
粛
に
、
下
に
着
る
ブ
ラ
ウ
ス

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
変
化
、
調
節
し

て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

卒
業
・
入
学
式
の
服

し 』
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輯入学"’年）児の

交遍事諌書随こう

新
学
期
は
、
子
供
の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
行
動
範
囲
が
グ
ッ
と
広
が

っ
た
り
、
新
た
に
自
転
車
を
利
用
し
始
め
た
り
す
る

新
入
学
（
園
）
児
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

道
路
に
い
き
な
り
飛
び
出
し
て
く

る
子
供
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
か
、
子
供
は
時
と

し
て
大
人
か
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う

な
行
動
を
と
り
、
事
故
に
つ
な
か
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供

を
交
通
事
故
か
ら
守
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
ま
．
ず
、
次
の
よ
う
な
子
供
の

特
性
を
十
分
理
解
す
る
必
要
か
あ
り

ま
す
。

▼
子
供
は
‘
―
つ
の
こ
と
に
注
意
か

向
く
と
、
周
り
の
も
の
は
目
に
入
ら

な
く
な
る
。

▼
子
供
は
、

「
ー

L
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解
で
き
ず
‘
考
え
方
も
自
己
中
心
的

に
な
り
か
ち
。
自
分
が
黄
色
い
旗
を

あ
げ
れ
ば
、
車
は
必
ず
止
ま
っ
て
く

れ
る
も
の
と
思
い
込
み
が
ち
で
あ
る
。

▼
子
供
は
、
応
用
的
な
動
作
か
で
き

な
い
。
い
つ
も
通
る
道
で
は
交
通
ル

ー
ル
は
守
れ
る
が
、
知
ら
な
い
道
で

は
守
れ
な
い
。

▼
子
供
は
「
あ
ぶ
な
い
よ
」
と
か
「

注
意
し
な
さ
い
」
と
い
う
よ
う
な
抽

象
的
な
言
葉
だ
け
で
は
よ
く
理
解
で

き
な
い
。
具
体
的
な
行
動
を
通
じ
て

理
解
さ
せ
る
必
要
か
あ
る
。

▼
子
供
は
、
大
人
や
年
上
の
子
の
ま

ね
を
す
る
。

▼
子
供
の
視
点
は
大
人
よ
り
も
低
い

駐
車
中
の
車
な
ど
が
あ
る
場
合
、
大

人
に
は
先
を
見
と
お
せ
て
も
、
子
供

に
は
見
え
な
い
こ
と
か
あ
る
。

子
供
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
に

は
、
子
供
の
特
性
を
理
解
し
た
上
で
、

次
の
点
を
具
体
的
に
指
導
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。

®
実
際
の
通
学
（
固
）
時
間
に
合
わ

せ
て
、
保
護
者
と
児
童
か
実
際
に
そ

の
通
学
（
園
）
路
を
何
回
か
通
っ
て
、

信
号
機
、
道
路
標
識
の
見
方
、
横
断

歩
道
の
正
し
い
渡
り
方
を
指
導
す
る
。

®
寝
る
前
に
翌
日
の
準
備
を
済
ま
せ

る
よ
う
習
慣
づ
け
る
。
ま
た
、
登
校

時
間
に
余
裕
を
も
た
せ
‘
忘
れ
物
か

な
い
か
ど
う
か
登
校
前
に
必
ず
点
検

す
る
よ
う
習
慣
づ
け
る
。

®
帰
宅
後
、
遊
び
に
行
っ
て
よ
い
範

囲
や
帰
宅
時
間
な
ど
を
、
自
宅
か
ら

の
距
離
や
交
通
環
境
を
考
え
て
決
め
‘

子
供
に
し
っ
か
り
守
ら
せ
る
よ
う
指

導
す
る
。

0
子
供
に
自
転
車
を
利
用
さ
せ
る
場

合
に
は
、
子
供
の
年
齢
、
体
力
、
能

力
な
ど
を
考
え
て
体
に
適
し
た
自
転

車
を
選
び
、
ま
た
、
乗
る
場
合
は
必

ず
点
検
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

®
自
転
車
を
安
全
に
利
用
さ
せ
る
に

は
、
ま
す
、
空
き
地
な
ど
安
全
な
場

所
で
、
安
全
な
乗
り
方
、
特
に
正
し

い
止
ま
り
方
と
交
差
点
の
安
全
な
渡

り
方
を
十
分
に
教
え
て
か
ら
、
徐
々

に
道
路
に
な
じ
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
道
路
環
境
や
交
通
量
を
考
慮

し
て
、
自
転
車
に
乗
っ
て
も
よ
い
区

域
、
時
間
な
ど
を
指
定
し
て
利
用
さ

せ
る
。
そ
し
て
、
決
め
た
こ
と
に
つ

い
て
は
必
ず
守
ら
せ
る
と
と
も
に
、

子
供
か
ふ
だ
ん
ど
の
く
ら
い
自
転
車

近藤千乃さん
（東小）

細井健〈ん
（西小）

戸ヶ崎英幸くん
（西小）

省
資
源
·
電
気
安
全

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

戸
ヶ
崎
さ
ん

近
藤
さ
ん

優
秀
賞
に
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を
利
用
し
て
い
る
か
を
把
握
し
て
、

事
故
防
止
に
努
め
る
。

子
供
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、

以
上
の
点
を
よ
く
わ
き
ま
え
る
と
と

も
に
、
わ
か
子
の
性
格
を
よ
く
考
え
、

日
常
生
活
の
な
か
で
具
体
的
に
指
導

し
て
い
く
こ
と
か
重
要
で
す
。

県
内
の
小
学
五
年
生
を
対
象
に
行

わ
れ
た
省
資
源
・
電
気
安
全
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
で
明
和
村
か
ら
次
の

方
々
か
入
選
し
ま
し
た
。

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
は
六
百
五
十
六

点
、
標
語
は
九
百
三
点
の
応
募
が
あ

個
人
戦
で
大
谷
こ
が
優
勝

郡
の
子
供
カ
ル
タ
大
会
が
二
月
七

日
、
明
和
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

こ
の
日
各
町
村
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
精
鋭
‘
団
体
十
五
チ
ー
ム
‘
個
人

十
六
人
か
出
場
し
て
、
部
門
ご
と
に

総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
で
勝
敗
を
競

い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
村
代
表
者
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

＊
団
体
の
部
（
男
子
）

三
位
矢
島
こ
ど
も
会

0
個
人
の
部
（
男
子
）

優
勝
大
谷
恒
夫
（
新
里
）

衡
個
人
の
部
（
女
子
）

準
優
勝
柿
沼
文
子
（
新
里
）

三
位
島
田
幸
子
（
大
佐
貫
）

郡
カ
ル
タ
大
会

り
ま
し
た
。

【
ポ
ス
タ
ー
】

▼
優
秀
賞
戸
ヶ
崎
英
幸
（
西

▼
佳
作
細
井
健
（
西

【
標
語
】

▼
優
秀
賞
近
藤
千
乃
（
東
小
）

:
5雌

〇
/
)
>
ゴ
y

じ
、

電
穏

＿
最
秀
賞
を
得
た
戸
ヶ
崎
く
ん
の
ポ
ス
タ
ー 小小



(3) 第246号 広 報 め し‘ わ 昭和57年 3 月 10 日

川島聖子さん
（中谷）
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紗
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性
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行

（第67 回）

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

申
告
も
れ
に
な
っ
て
い
た
所
得
か
あ

っ
た
り
、
ま
ち
か
っ
て
税
金
を
過
大

に
申
告
し
た
こ
と
な
ど
、
申
告
の
誤

り
に
気
づ
い
た
場
合
に
、
申
告
し
た

所
得
や
税
額
か
実
際
よ
り
少
な
過
ぎ

た
と
き
は
「
修
正
申
告
」
、
申
告
し

た
所
得
や
税
額
か
実
際
よ
り
多
過
ぎ

た
と
き
は
、
「
更
正
の
請
求
」
の
手

続
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
正
規
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

申
告
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
す

と
、
結
果
的
に
は
加
算
税
な
ど
余
分

な
税
金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

雨
、
風
の
日
、
そ
し
て
真
夏
の

太
陽
か
ま
っ
し
ぐ
ら
に
顔
へ
、
又
、

菜
の
花
咲
く
春
等
、
私
は
年
間
を

通
し
て
空
気
の
良
い
自
然
に
恵
ま

れ
た
田
畑
を
左
右
に
毎
日
会
社
へ

と
ペ
タ
ル
を
踏
ん
で
お
り
ま
す
。

慌
た
だ
し
く
一
分
間
を
争
っ
て

短
か
い
距
離
を
行
き
交
う
中
で
、

毎
朝
私
に
張
り
合
い
づ
け
て
下
さ

る
新
鮮
な
小
さ
い
心
の
集
団
か
あ

確
定
申
告
書
を
提
出
し
、
そ
の
申

告
期
限
後
に
そ
の
申
告
書
に
記
載
し

た
金
額
か
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
と
き
は
、
さ
き
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
税
務
署
か
ら
更
正
の
通
知
か

あ
る
ま
で
は
、
い
つ
で
も
誤
っ
た
申

告
額
を
修
正
す
る
た
め
の
「
修
正
申

告
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。

®
確
定
申
告
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、

「
納
め
る
税
金
」
と
し
て
記
載
し
た

税
額
に
不
足
が
あ
る
と
き
。

り
ま
す
。
そ
れ
は
登
校
時
の
子
供
達

3

私
の
姿
を
見
る
と
誰
れ
か
ら
と
も
な

く
「
お
早
様
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
必
ら

ず
笑
顔
で
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
の
で

す
。
こ
の
一
声
を
耳
に
そ
の
子
等
の

修
正
申

告

確
定
申
告
を
誤
っ

た
場
合
の
手
続
は

す
か
ら
、
早
め
に
手
続
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

®
確
定
申
告
書
に
記
載
し
た
「
純
損

失
な
ど
の
金
額
」
か
多
過
ぎ
る
と
き
。

®
確
定
申
告
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、

「
還
付
さ
れ
る
税
金
」
と
し
て
記
載

し
た
金
額
か
多
過
ぎ
る
と
き
。

〇
確
定
申
告
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、

納
め
る
税
金
か
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
「
納
め
る
税
金
」
と
し
て
税
額

を
記
載
し
な
か
っ
た
と
き
。

以
上
の
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
、
「
修
正
申
告
」

の
手
続
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
を
提
出
し
、
そ
の
申

告
期
限
後
に
、
そ
の
申
告
書
に
記
載

し
た
所
得
金
額
や
所
得
控
除
額
な
ど

に
次
の
よ
う
な
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

は
‘
申
告
期
限
か
ら
一
年
以
内
に
限

り
、
誤
っ
た
申
告
額
の
訂
正
を
求
め

る
た
め
の
「
更
正
の
請
求
書
」
を
提

お
早
様
ご
ざ
い
ま
す
の
挨
拶
は
大

切
な
言
葉
だ
。
＂
目
は
口
程
に
物

を
言
う
”
と
あ
り
ま
す
が
私
は
挨

拶
こ
そ
そ
の
人
の
心
の
鏡
と
思
っ
゜

こ
の
子
等
の
心
、
姿
は
ど
こ
の
場

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
川
島
さ
ん
で
す
。
）

姿
を
見
て
、
ぐ
っ
と
胸
か
締
め
つ
け
に
行
っ
て
も
き
っ
と
美
し
く
鏡
に

ら
れ
慎
重
感
に
浸
り
ま
す
。
時
間
か
う
つ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
小
さ
く

か
ち
合
わ
す
、
そ
の
子
等
を
目
に
せ
て
も
新
鮮
な
心
の
持
主
で
あ
る
子

ぬ
時
は
と
て
も
淋
し
い
気
持
に
な
る
。
等
と
の
挨
拶
か
い
つ
ま
で
も
絶
え

一
日
不
愉
快
さ
も
感
じ
る
。
そ
れ
程
な
い
よ
う
‘
顛
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

更
正
の

土
月

l
l＝ロ

求

念
願
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
し
た
。

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
庭
木
を
植
え
よ
う

と
考
え
て
い
る
方
は
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
く
だ
さ
い
。
次
の
事
を
よ
く
注
意

し
て
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

約
四
十
h
a栽
培
さ
れ
て
い
る
本
村

特
産
の
＂
明
和
梨
I
lこ
の
梨
は
農
家

の
方
が
一
年
中
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て

作
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
梨
の

大
敵
に
『
赤
星
病
』
と
い
う
の
か
あ

り
ま
す
。
こ
の
赤
星
病
に
か
か
る
と

梨
の
実
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
葉
ま
で

も
か
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

栽
培
農
家
に
と
っ
て
は
、
恐
ろ
し
い
病

気
な
の
で
す
。
こ
の
病
気
の
原
因
は

庭
木
や
生
け
垣
に
利
用
す
る
ビ
ャ
ク

シ
ン
類
の
木
（
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
・

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
の
木
は
や
め
よ
う

庭
木
を
植
え
る
方
に

出
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

®
確
定
申
告
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、

「
納
め
る
税
金
」
と
し
て
記
載
し
た

税
額
か
多
過
ぎ
る
と
き
。

®
確
定
申
告
書
に
記
載
し
た
「
純
損

失
な
ど
の
金
額
」
が
少
な
過
ぎ
た
と

き
や
確
定
申
告
書
に
「
純
損
失
な
ど

の
金
額
」
を
記
載
し
な
か
っ
た
と
き
。

®
確
定
申
告
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、

「
還
付
さ
れ
る
税
金
」
と
し
て
記
載

し
た
金
額
か
少
な
過
ぎ
た
と
き
や
確

定
申
告
書
に
「
還
付
さ
れ
た
税
金
」

と
し
て
の
金
額
の
記
載
が
な
か
っ
た

と
き
。

※
「
修
正
申
告
」
及
び
「
更
正
の
請

求
」
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
‘
わ
か

ら
な
い
点
は
、
役
場
税
務
課
、
ま
た

は
税
務
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

用
紙
な
ど
は
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

セ
ン
バ
コ
キ
は
元
禄
頃
か
ら
大

正
時
代
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
稲
・

麦
等
の
脱
穀
に
主
要
な
役
割
り
を

果
た
し
て
き
た
道
具
で
あ
る
。
現

在
、
こ
れ
を
保
存
し
て
い
る
家
庭

ヒ
バ
・
タ
マ
イ
ブ
キ
・
ハ
イ
ビ
ャ
ク

シ
ン
等
）
の
胞
子
な
の
で
す
。

梨
畑
か
こ
れ
ら
の
木
か
ら
、
二

k
m

以
内
に
あ
る
と
こ
の
胞
子
の
影
響
を

受
け
る
の
で
栽
培
農
家
の
人
は
大
変

苦
慮
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
栽
培
農
家
の
方
は
、

毎
年
四
月
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
木

を
一
本
い
っ
ぽ
ん
全
部
消
毒
し
て
回

り
ま
す
。
金
魚
池
か
近
く
に
あ
る
と
‘

液
か
か
か
ら
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル

を
か
ぶ
せ
消
毒
し
た
り
す
る
の
で
、

と
て
も
大
変
な
作
業
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
を
ご
理
解
の
う
え
、

梨
畑
か
ら
二
k
m以
内
の
方
で
、
こ
れ

か
ら
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
を
植
え
よ
う
と

考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
他
の
庭
木

に
変
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
顧
い
し

ま
す
。ま

た
、
現
在
植
え
ら
れ
て
あ
る
家

庭
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
も
あ
る

と
思
い
ま
す
か
、
抜
き
取
る
な
ど
し

て
、
明
和
の
特
産
で
あ
る
梨
栽
培
を

よ
り
よ
い
方
向
へ
持
っ
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

普
通
は
鉄
製
（
金
コ
ギ
）
で
あ

る
か
、
ま
れ
に
写
真
の
よ
う
な
竹

製
の
も
の
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
鉄
製
の
も
の
よ
り
古
い
と

考
え
ら
れ
る
か
、

堅
牢
さ
で
は
及
ば

な
い
。
し
か
し
歯

を
自
分
で
作
り
替

え
ら
れ
る
便
利
さ

も
あ
っ
た
。

使
い
方
は
稲
の

穂
首
を
歯
先
に
か

け
て
引
き
、
籾
を

反
対
側
へ
こ
き
落

と
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
手
間
と
根

気
の
要
る
仕
事
で

あ
っ
た
。

セ
ン
バ
コ
キ

（
千
歯
扱
・
千
把
扱
）

こ
ん
な
道
具
を使

っ
た
な

第 7 回



昭和57年 3 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第246号

を六のあたく明し村定文年
設力ほつしわがて民し化四村
置所どたなかなもかま財月でi旨宜乞文｛ヒ月オに
しに村のどらい近らしをには
ま説ででのなのく→た六村五
し明は‘声かでに見か件指十
ぢ板‘こかつよ説学‘決定六

説明板設置

明和村老人クラフ芸能大会
i'i'iii:,.と人？う）i硲さ．！合 ・(i蒻棺11 胡柑！1 社合ばUPJ合

(4) 

明
和
村
老
人
ク
ラ
ブ
主

催
の
「
第
一
回
芸
能
大
会
」

か
二
月
五
日
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
歌
や
踊
り
を
習

っ
て
い
る
人
か
多
い
の
で

「
ぜ
ひ
我
々
に
も
発
表
の

機
会
を
」
と
い
う
会
員
の

声
か
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ

で
は
芸
能
を
通
じ
て
会
員

相
互
の
交
流
と
親
睦
を
深

め
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。

こ
の
日
、
百
二
十
五
人

の
老
人
達
か
自
分
の
得
意

な
歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。な

か
に
は
、
余
り
の
熱

演
に
対
し
て
花
束
を
受
け

る
人
な
ど
も
い
て
、
ま
る

で
ス
タ
ー
気
分
に
な
っ
た

人
も
。出

演
し
た
人
は
「
気
持

ち
か
と
っ
て
も
若
返
っ
た
。

ぜ
ひ
、
米
年
も
や
っ
て
く

れ
。
」
と
約
束
を
迫
る
な
ど
‘

楽
し
い
雰
囲
気
の
な
か
で

行
わ
れ
た
第
一
回
老
人
ク

ラ
ブ
芸
能
大
会
で
し
た
。

カ
メ
―
っ
―
―
ュ
ー
ス

明
和
村
交
通
講
師
団
は
二
月
二

十
三
日
西
保
育
園
で
園
児
達
に
腹

話
術
や
動
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
で
交

通
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
日
初
め
て
パ
ン
タ
や
ス
ヌ

ー
ピ
ー
、
オ
オ
カ
ミ
の
ぬ
い
ぐ
る

み
を
使
っ
て
や
る
と
い
う
の
で
、

い
さ
さ
か
緊
張
気
味
の
様
子
で
し

た
か
、
園
児
達
に
は
大
人
気
。
盛

ん
に
「
急
な
飛
び
だ
し
は
絶
対
し

な
い
で
ネ
。
」
な
ど
と
約
束
し
て

い
ま
し
た
。

ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
て

交
通
教
室

t_ 
公
→
，
＂

r
r
]
的
＼
s
&
v
 

＇璽
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た

第
一
回
芸
能
大
会

• 

昨
年
十
月
よ
り
着
手
し

て
い
た
利
根
川
河
川
敷
運

動
場
の
今
年
度
分
の
建
設

で
あ
る
野
球
場
二
面
ソ
フ

ト
場
二
面
か
そ
れ
ぞ
れ
二

月
二
十
日
に
完
成
い
た
し

ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
は

四
月
か
ら
に
な
り
ま
す
か

ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ

、
。
し

来
年
度
は
サ
ッ
カ
ー
場

と
テ
ニ
ス
場
の
建
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
施
設
の
建

設
資
金
の
一
部
は
年
金
積

立
金
か
ら
融
資
を
受
け
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

完
成
”
~
野
球
場
二
面

ソ
フ
ト
場
二
面

明
中
校
舎

も
う
す
ぐ
完
成

三
階
建
て
の
中
学
校
改

築
工
事
は
は
ぽ
外
壁
の
エ

事
も
終
了
し
、
現
在
内
部

工
事
で
あ
る
電
気
の
配
線
、

床
の
張
り
付
け
、
内
部
塗

装
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。三

月
二
十
日
の
完
成
を

め
ざ
し
、
現
在
急
ピ
ッ
チ

で
工
事
か
進
め
ら
れ
、
み

な
さ
ま
の
前
へ
も
う
す
ぐ

テ
ラ
ソ
ク
ス
校
舎
か
姿
を

表
わ
し
ま
す
。

な
お
、
外
構
工
事
の
完
成

は
三
月
末
の
予
定
で
す
。
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ご危） こ
さんぺいじる

「三平汁」

大輪

酒井美代子さん

大輪の酒井美代子さんに、北海道名物の三
平汁を紹介していただきました。
●材料 4 人分
生鮭 2 ~ 3 切・ジャガイモ 4 個・長ネギ 1

本・ニンジン 300 g・ダイコン 300 g ·シイタ
ケ 2 ~ 3 枚・タケノコ 200~300 g白菜 4 分 1
チクワ 1 ~ 2 本・焼豆腐 1 丁・だしコブ15cm位
塩適量
●下こ‘‘しらえ

①鮭・ジャガイモは大きめに切る。
②ダイコン・ニンジンは皮をむきいちょう切
り・シイタケ・タケノコ・白菜は食べやすい
大きさに切る。
③チクワ・長ネギは斜め切り。
●作り方

①なべにだしコブを入れ、水 7 カップを入れ
出し汁を作る。
②まず野菜を入れ煮込む。
③煮たったら、だしコブを取り除き、鮭を入
れ弱火でジャガイモがやわらかくなるまで煮
込む。
④塩を入れ味付けをする。
⑤焼き豆腐を入れひと煮たちさせる。
●ポイント

具を煮込むと、アクか出るのでこまめに取
る。
出し汁は、コブでとり多めにするとよい。
弱火でじっくりと煮込む。
酒井さんは北海道小樽市に住んでいたので、

海か近く新鮮な魚貝顆を利用した石狩なべ、
イカ飯など海の幸を使った料理法かたくさん
あるそうです。
今回は新鮮な具がなかなか手に入らないと
いう事で、この辺で言われているみそ汁のよ
うな三平汁を紹介してもらいました。
「塩味のほか、味付けはみそ味もあります

か、皆が塩味の方が好きなので塩味にしてみ
ました。」と話してくれました。
なお、次の機会に新鮮な海の幸か入ったら

イカ飯などを紹介していただくことにして、
家を後にしました。

詈信里柑晋遵塁翌翌蜀塁塁
賢筐蓋演：塁塁疇類塁輯璽賛晨

ジ
ャ
ン
ボ
ロ
ー
ソ
ク
で

南
大
島
の
福
島
甚
一
さ
ん
は
‘
る
た
め
に
、
一
段
と
冷
え
る
の
か
予

ナ
ス
栽
培
を
し
て
い
ま
す
か
‘
想
さ
れ
る
夜
に
は
直
径
十
五

e
m、
高

二
月
に
ハ
ウ
ス
内
に
苗
の
植
付
さ
四
十

e
mも
あ
る
ジ
ャ
ン
ボ
ロ
ー
ソ

を
す
る
と
‘
寒
さ
か
ら
苗
を
守
ク
を
と
も
し
ま
す
。

辺
i

+
m
位
の
間
隔
で

一
本
ず
つ
立
て
る
の

で
、
ユ
ラ
ユ
ラ
と
明

し
り
か
ハ
ウ
ス
に
反
射

一

し
て
ま
る
で
メ
ル
ヘ

ン
の
世
界
の
よ
う
に

美
し
い
そ
う
で
す
。

時
に
は
上
か
ら
露

か
落
ち
て
来
て
消
え

て
し
ま
っ
た
失
敗
も

あ
っ
た
と
か
。
朝
、

ハ
ウ
ス
を
開
け
る
と
、

ま
る
で
一
面
も
や
が

た
ち
こ
め
た
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
そ
れ

か
寒
さ
を
防
ぐ
よ
う

で
す
。

千
津
井
の
小
久
保

弘
治
さ
ん
は
、
シ
ク

ラ
メ
ン
、
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
‘
ラ
ン
な
ど

の
花
栽
培
を
し
て
い

ま
す
か
、
今
年
か
ら

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ー
テ
ン
で

———• ァ疇

一

¥
 

一ー
＿

\ 

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ー
テ

ン
と
い
う
方
法
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

カ
ー
テ
ン
は
そ
の
名

の
と
お
り
‘
回
り
を

水
の
カ
ー
テ
ン
で
お

お
い
、
外
気
を
し
ゃ

だ
ん
す
る
も
の
で
、

今
ま
で
暖
房
を
し
て

い
た
も
の
か
、
全
く

不
用
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。

中
に
入
る
と
、
パ

イ
プ
の
細
か
い
穴
か

ら
霧
の
よ
う
に
水
か

吹
き
出
て
い
て
、
ま

る
で
噴
水
を
取
り
付

け
た
よ
う
。

ま
だ
ま
だ
改
良
す

る
所
か
あ
る
か
大
変

省
エ
ネ
に
役
立
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

南
大
島
の
小
池

清
さ
ん
は
、
キ
ュ

ウ
リ
栽
培
を
し
て

い
ま
す
が
、
ハ
ウ

&` 
ス
の
内
側
に
下
か
ら
一
m
五
十

c
m位

の
と
こ
ろ
ま
で
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
板
か
ぐ
る
り
と
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
を
昨
年
か
ら
実
施
し

た
そ
う
で
、
今
ま
で
一
番
外
側
の

所
か
実
の
つ
き
か
悪
か
っ
た
か
、

こ
れ
を
し
た
お
か
げ
で
、
全
く
中

央
の
も
の
と
変
わ
り
が
な
い
そ
う

で
す
。

ま
た
、
は
じ
で
は
ビ
ニ
ー
ル
も

垂
れ
下
が
り
、
作
業
の
邪
魔
に
な

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
解

消
さ
れ
て
、
と
っ
て
も
作
業
か
や

り
や
す
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
‘
寒
い
北
風
か
ら
ビ
ニ

ー
ル
を
守
る
防
風
ネ
ッ
ト
を
し
ま

し
た
か
、
こ
れ
を
す
る
と
中
の
温

度
が
あ
か
り
省
エ
ネ
に
も
な
る
そ

う
で
す
。

発泡スチロールで
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日
中
友
好
と
群
馬
の
青
年
達
の

連
帯
を
深
め
る
為
の
中
国
訪
問
の

旅
も
い
よ
い
よ
終
り
に
近
づ
き
ま

し
た
。天

津
で
お
世
話
に
な
っ
た
耀
華

号
の
人
達
に
別
れ
を
告
げ
下
船
。

天
候
に
恵
ま
れ
た
船
旅
で
し
た
が
、

絶
え
間
な
い
エ
ン
ジ
ン
の
音
と
振

動
に
は
悩
ま
さ
れ
た
の
で
、
ホ
ッ

と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

天
津
は
人
口
七
百
万
人
、
上
海
、

北
京
と
な
ら
び
中
央
直
轄
市
で
す
。

こ
こ
は
雨
が
少
な
く
年
間
降
水
量
は

日
本
の
三
分
の
一
だ
そ
う
で
と
て
も

空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
し
た
。

天
津
で
の
一
日
目
は
体
育
館
に
お

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
芸
に
よ
る
交

歓
会
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
郷
土
芸

能
で
あ
る
八
木
節
を
や
り
ま
し
た
。

中
国
の
人
達
と
一
緒
に
手
ぬ
ぐ
い
踊

り
な
ど
を
や
り
、
私
は
一
生
忘
れ
得

ぬ
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

大
木
久
史
（
川
俣
）

り
を
知
る

（
最
終
回
）

天津の青年達との文芸交換会（天津体育館にて）
--------------------------------------------------------------

戦
没
者
の
遺
族
に
対
し
て
支
給
さ

れ
る
第
三
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期

限
が
本
年
の
五
月
七
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
期
限
ま
で
に
請
求

し
な
い
と
時
効
に
よ
り
請
求
出
来
な

く
な
り
ま
す
か
ら
期
限
ま
で
に
手
続

し
て
く
だ
さ
い
。

圏
第
三
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給
条
件

①
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
の
受
給
者
が
い
な
く
な
っ
た
こ

と②
旧
陸
海
軍
部
内
の
判
任
文
官
等

の
遺
族
の
場
合
は
、
昭
和
五
十
四

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
公
務
扶

助
料
等
の
受
給
者
が
い
な
く
な
っ

た
こ
と
。

圏
請
求
者
の
順
位

①
妻
（
遺
族
内
再
婚
、
氏
を
改
め

な
い
再
婚
等
）

②
子

③
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹
（
生
計
関
係
あ
り
、
改
氏
婚
な

し
、
優
先
）

④
三
親
等
内
の
親
族
（
死
亡
者
死

亡
当
時
一
年
以
上
生
計
関
係
が
あ

っ
た
者
）

圏
特
別
弔
慰
金
の
額

翌
日
は
、
ジ
ュ
ー
タ
ン

工
場
、
周
恩
来
記
念
館
、

幼
稚
園
を
見
学
。
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

幼
稚
園
で
英
語
、
日
本
語

の
歌
に
迎
え
ら
れ
て
一
緒

に
手
を
つ
な
ぎ
、
踊
っ
た

こ
と
だ
。

確
か
に
中
国
は
貧
し
い

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
建
物
、
町
の
人
達
‘

そ
し
て
子
供
達
の
服
装
を

見
て
わ
か
り
ま
す
。
け
れ

ど
、
子
供
達
の
元
気
な
姿

を
見
て
い
て
、
子
供
達
は

ど
こ
も
同
じ
だ
な
あ
ー
と

感
じ
、
何
か
温
か
さ
が
伝

請
求
は
5

月

7

日
ま
で
に

特
別
弔
慰
金
1
2万
円
支
給

村
で
は
毎
月
第
二
•
第
三
木
曜
日

に
乳
幼
児
検
診
．
妊
婦
検
診
を
無
料

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

該
当
者
は
進
ん
で
受
け
て
、
障
害

な
ど
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〇
乳
幼
児
検
診

▼
日
時
第
二
木
曜
日
午
後
一
時

よ
り
公
民
館
で
実
施

身
体
計
測
診
察
指
導

▼
内
容

国
民
年
金
の
な
か
の
各
種
福
祉
年

金
及
び
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
け

福
祉
年
金
な
ど
の
預
金
の

利
子
が
有
利
に
な
り
ま
す

乳
幼
児
検
診

壬
ヨ
両
英
入
多

ぜ
ひ
受
け
て

女
女
木
一
＿
―
-
ロ

戦
没
者
一
人
に
つ
き
十
二
万
円
、

（
六
年
償
還
国
債
で
支
給
）

〇
請
求
期
限

昭
和
五
十
七
年
五
月
七
日

圏
請
求
手
続

請
求
用
紙
は
役
場
住
民
課
に
用
意

さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

離
乳
食
展
示
試
食

▼
対
象
三
、
六
、
九
、
十
二
、
十
八

ヵ
月
児
、
該
当
月
に
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人
は
次
の
月
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
育
児
上
の
問
題
、
心
配

の
あ
る
場
合
は
月
令
を
と
い
ま
せ

ん
の
で
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

＊
妊
婦
検
診

▼
日
時
第
三
木
曜
日
午
後
一
時

よ
り
公
民
館
で
実
施

検
尿
而
皿
圧
測
定
貪
血

の
検
査
・
診
察
・
指
導

妊
娠
し
て
い
る
人
、
月
令

は
と
い
ま
せ
ん
。

▼
対
象

▼
内
容

標
準
小
作
料
は
、
地
域
の
適
正
な

額
を
設
定
し
、
個
々
の
貸
し
手
、
借

り
手
に
対
し
て
公
平
を
は
か
る
ば
か

り
で
な
く
、
今
日
の
条
件
下
で
中
核

わ
っ
て
米
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
最
終
訪
問
地
で
あ
る

北
京
。
北
京
は
天
津
か
ら
バ
ス
で

二
時
間
程
で
し
た
。
天
安
門
広
場
、

故
官
、
万
里
の
長
城
を
見
学
し
、

と
に
か
く
巨
大
な
建
物
に
た
だ
驚

く
ば
か
り
で
、
今
さ
ら
な
が
ら
中

国
の
雄
大
さ
を
知
り
ま
し
た
。

今
、
中
国
は
自
力
で
ゆ
っ
く
り

と
近
代
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
『
も

う
す
ぐ
日
本
に
追
い
着
き
ま
す
よ
』

の
言
葉
に
中
国
の
大
き
な
力
を
感

じ
、
日
本
も
こ
の
ま
ま
で
は
危
な

い
な
あ
ー
と
思
い
ま
し
た
。

最
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
万
里

の
長
城
で
、
同
じ
班
の
人
達
十
四

ご
存
知
で
す
か

標
準
小
作
料

て
い
る
人
が
金
融
機
関
に
定
期
預
貯

金
さ
れ
る
と
、
普
通
預
貯
金
よ
り
利

子
が
有
利
に
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
取
扱
期
間
昭
和
五
十
七
年
一
月

十
八
日
よ
り
昭
和
五
十
七
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で

▼
預
入
限
度
一
人
に
つ
き
百
万
円

の
範
囲
内

▼
申
込
方
法
郵
便
局
や
農
協
な
ど

の
金
融
機
関
で
証
書
を
持
参
の
う

え
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は

役
場
住
民
課
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

的
農
家
の
育
成
、
農
地
の
有
効
利
用

等
を
通
じ
て
農
業
発
展
の
条
件
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
三
年
ご
と
に
標
準

小
作
料
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

現
在
使
わ
れ
て
い
る
小
作
料
は
次

の
と
お
り
で
す
。

名
が
協
力
し
て
作
っ
た
“
洋
上
大

学
群
馬
の
力
“
と
書
い
た
横
幕
と

共
に
写
真
を
撮
っ
た
時
に
、
見
ず

知
ら
ず
の
友
と
よ
く
こ
こ
ま
で
や

っ
て
こ
ら
れ
た
と
強
く
感
じ
ま
し

こ
。t
 団体

生
活
を
行
う
こ
と
は
大
変

な
こ
と
で
す
。
他
人
を
思
い
や
る

心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り

ま
し
た
。

貴
重
な
十
四
日
間
の
中
で
学
ん

だ
こ
と
を
、
色
々
な
方
面
に
役
立

ら
c

農地区分 標準小作料 備 考

田の部A 10 a 当り 18,000 円 B 区分以外

II B 10 a 当り 12,000円 谷田川堤内地

畑の部A 10 a 当り 16,000円 B 区分以外

II B 10 a 当り 13,000円 谷田川堤内地



(7) 第246号 広 報 め し＼ わ 昭和57年 3 月 10 日

: 十月受けな料※ 期日 時間 場 所 いし お春月を

午前 9 時～ 10 時 斗合田集落 （セ）
゜ま予り秋以予村 あ

・らお金 す防ま二上防で
十れ‘ 4 月 5 日 午前10時30分～ 11 時30分 東部児童館 の注す回のすは な

胄 ーなム--, = 日い回平 午後 1 時～ 3 時 江口集会所 必を 予 篇 たろ
いに人喜五

4 月 6 日
午前 9 時 ～ 11 時30分 明和農協第 1 ず次防めし悦i 0); 第のが百 午後 1 時～ 3 時 矢島公民館 受の 注年にい 翡愛

ニたわ円 け日 射―‘犬

次め 午前 9 時 ~ 10 時 南大島集会所 て程 を開生の 犬
狂にる
犬‘< 4 月 7 日 午前10時30分～ 11 時30分 梅原三島神杜 くで 行又旦之後狂 を l “ 

だ実 つ録三犬 1.... 

病五て、 午後 1 時 ~ 3 時 1/又n 場 さ施 て、力病

「
ご
苦
労
さ
ん
」
「
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
」
「
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
」

「
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」
な
ど

は
、
人
の
骨
折
り
や
苦
労
を
ね
ぎ

ら
う
と
き
の
あ
い
さ
つ
言
葉
で
す
。

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
は
、
相
手
へ

の
思
い
や
り
や
、
い
た
わ
り
の
気

持
ち
か
ら
出
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
学
校
で
何
か
行
事
か

あ
っ
た
た
め
に
、
子
供
か
遅
く
な

っ
て
く
た
び
れ
て
帰
っ
て
き
た
と

き
な
ど
、
「
大
変
だ
っ
た
わ
ね
、

疲
れ
た
で
し
ょ
う
」
と
い
う
お
母

さ
ん
の
一
言
か
、
ど
れ
ほ
ど
子
供

の
胸
に
快
く
響
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
配
達
や
集
金
な
ど
の
用
事

で
訪
れ
る
人
々
に
対
し
て
も
「
ご

苦
労
さ
ま
」
と
声
を
掛
け
る
こ
と

が
温
か
い
人
間
関
係
を
作
る
き
っ

：ぅ

か
け
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
皆
と
一
緒
に
何
か
一
仕

事
を
済
ま
せ
て
別
れ
る
と
き
な
ど

に
も
「
お
互
い
に
大
変
で
し
た
ね

ー
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
「
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
」
と
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
こ
と
か
あ
り
ま
す
ね
。

日
常
生
活
の
中
で
、
ご
う
し
た

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
惜
し
ま
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

相
手
か
目
上
の
人
で
あ
る
場
合

に
は
「
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」
と

言
う
よ
り
も
「
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
（
お
疲
れ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
）
」

と
い
う
方
か
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
要
は
態
度
や
口
調

に
心
が
こ
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か

で
、
あ
ま
り
窮
屈
に
考
え
る
必
要

は
な
い
で
し
ょ
う
。

態
且
ぺ
t
謡

k

心
さ
ー

9
)め
て

護
「
“

,
'
長
：
ン
］
ー
：
i
．

2
-
~

木
村
ト
ミ

秋
の
夜
長
民
謡
の
集
ひ
も
賑
ひ
て
流

老
齢
年
金
を
は

国
民
年
金
の
保
険
料
か
、
四
月
分

か
ら
一
ヵ
月
五
千
二
百
二
十
円
に
な

り
ま
す
。

昨
年
、
年
金
額
が
物
価
ス
ラ
イ
ド

に
よ
り
、
七
、
八
％
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
に
見
合
っ
て

五
千
二
百
二
十
円
に
改
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

国
民
年
金
で
は
、

じ
め
、
各
種
年
金
の
額
か
物
価
の
上

昇
に
よ
り
目
減
り
し
な
い
よ
う
に
、

毎
年
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
そ
の

一
方
、
年
金
受
給
者
も
急
増
し
て
い

る
の
で
、
給
付
費
が
増
大
し
て
き
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
財
源
は
、
加
入

者
か
納
め
た
保
険
料
の
積
立
金
と
国

の
負
担
金
と
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
給
付
費
だ
け
を
引
き
上
げ
て

い
き
ま
す
と
、
財
政
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
将
来
に
向
っ
て
国
民
年

金
を
発
展
、
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
国
の
負
担
と
と
も
に
、
保
険

料
の
引
き
上
げ
も
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

今
回
の
保
険
料
の
引
き
上
げ
も
、

国
民
年
金
を
長
期
に
わ
た
っ
て
健
全

に
維
持
し
、
将
来
加
入
者
の
皆
さ
ん

に
満
足
し
て
い
た
だ
く
年
金
を
支
給

す
る
た
め
の
も
の
で
す
の
で
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

▼
中
谷
の
内
山
利
子
さ
ん
は
恵
ま
れ

な
い
人
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
奉
仕

銀
行
へ
六
千
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
南
大
島
の
新
和
会
（
会
長
平
石
妙

子
）
で
は
一
万
円
奉
仕
銀
行
へ
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

待
つ
心
足
ら
ふ
三
輪
福
寺
草

見
上
ぐ
る
目
ふ
く
れ
芽
と
逢
ふ
ね
こ

や
な
ぎ

紅
梅
の
ほ
こ
ろ
び
初
め
て
お
ち
ょ
ぼ

ロ節
分
や
明
治
の
人
を
な
つ
か
し
む

林
倫
常

同
窓
会
車
内
に
ひ
び
く
恩
師
の
声
は

昔
な
つ
か
し
武
田
節

思
い
出
残
し
て
歌
声
は
赤
城
の
裾
野

に
消
え
て
行
く

文

芸

欄

国
民
年
金
の
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

れ
る
テ
ー
プ
に
虫
の
音
も
入
り
て

泉
田
政
子

白
菜
の
連
作
障
害
お
そ
れ
つ
つ
堆
肥

散
ら
し
に
つ
か
れ
い
と
は
ず野

本
み
ね
子

白
雲
の
長
く
棚
び
き
秋
深
し
コ
ン
バ

ィ
ン
の
音
の
み
遠
近
よ
り
聞
こ
ゆ

菅
井
清
子

一
望
に
傘
松
公
園
股
の
ぞ
き
笑
み
合

ふ
友
と
天
の
橋
立

奈
良
照
子

病
む
足
を
必
死
に
駆
け
て
ゴ
ー
ル
イ

ン
ト
レ
パ
ン
姿
の
眼
に
残
り
た
り

奈
良
と
よ

陽
々
と
義
父
の
植
ゑ
く
れ
し
記
念
樹

の
夫
と
の
年
輪
又
刻
み
行
く原口

美
津
子

稲
わ
ら
の
束
の
か
げ
り
も
き
は
だ
ち

て
野
良
人
の
影
い
づ
こ
に
も
見
ゆ

機
村
君
江

目
覚
め
れ
ば
先
づ
犬
小
屋
へ
頭
数
か

ぞ
え
て
今
日
一
日
の
始
ま
り尾

上
痔
恵

母
と
共
に
稲
刈
り
ゆ
き
て
は
づ
か
に

も
遅
る
る
声
の
あ
り
て
恥
ぢ
ゐ
つ

福
田
初
江

職
人
の
白
髪
も
増
し
て
た
た
み
替
ヘ

陽
の
当
る
縁
へ
り
布
選
ぶ

山
岸
澄
枝

ソ
バ
切
り
の
庖
丁
の
音
か
ザ
ク
ザ
ク

と
長
く
出
来
よ
と
顆
ひ
を
入
れ
て

小
平
和
子

初
め
て
の
一
泊
の
旅
に
出
合
ひ
し
友

再
会
を
約
し
カ
メ
ラ
に
収
む堀

口
吟
子

土
手
に
立
ち
見
渡
す
里
の
屋
根
瓦
一
光

り
か
か
や
き
空
の
碧
さ
よ

橋
本
和
江

「
父
ち
ゃ
ん
も
元
気
で
ゐ
れ
ば
良
か

っ
た
に
」
つ
ぶ
や
く
母
に
湯
の
香
り

ほ
の
か

女子ソフトボールの
選手募集．グ

近く女子の‘‘オール明和”チームを

結成いたしますので、選手を募集

します。

連絡先●中央公民館合84-4491

●谷津好一云84-3295

●禾火里予公： 5エてゞ84-3479

伊
藤
琴
子

傷
つ
き
て
日
々
を
痛
め
ど
す
べ
も
な

し
三
十
余
年
長
か
り
し
と
い
ふ

新
井
道
子

あ
わ
t
ォ衣

く
れ
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

吉
永
直
孝
明
二
男
梅
原

2

月
6

日

吉
田
斐
利
広
三
女
梅
原

2

月
9

日

森
尻
敏
邦
夫
長
男
南
大
島

2

月
1
3日

馬
場
朗
紀
理
淳
二
長
女
新
里

2

月
1
7日

福
田
大
輔
勘
二
長
男
梅
原

2

月
1
9日

野
本
佳
二
責
義
二
男
千
津
井

2

月

2
0
日

阿奈野吉奥島田斉野幅部良本本沢田口藤本島氏五
金い佳と浦り夕満いス名亡
ーせ二ら雄んケ吉せギ I 
71 79 0 86 71 85 82 88 92 69 忠

薮は孝し云平治面長旦：：：：：：：世
塁な蔵つ今二目雄雙松一品塁
斗川千大大南大須千上地
合津佐大 津江
田俣井輪貫島輪賀井黒区ほ
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 死略
月月月月月月月月月月亡一
28 25 20 20 16 13 12 7 6 3 月
日日日日日日日日日日日
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2月の

救急車出動回数
●交通事故 2 件
●急病 II 件
●その他 4 件

●計 17件

ご芯 館林邑楽地区 館林地区 明和

日
産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区

3 月 14 日 古屋（恒ぶ医院小 胃 医院早川歯科医院 貰久田津医医 院院云云{ 72) 31. 33• 817 5 ｷ 永寿堂医院 館林地区が
・合0276(6 61 61 ff(7 0 6 0 6 合(74) I 2 0 5 72) 合（ 72) 4 4 6 9 担当します

曜
佐々 6言 医院後藤康生医院平川歯 は）医院3 月 21 日

海宝医院 館林地区が
ff027 2) 2623, ff(72) 3 9 7 5 合0276(2290 田内医院ff(72) 3855 合(72) 3 I 5 5 担当します

当
3 月 28 日 六吉 胃 医院原 医 院福田歯科医院 多々良診療所合{ 72 } 3060 津久井医院 小西医院

•ff (7 I 6 3 0 云 (72) I 9 3 6 云 (86) 2 I 8 3 大塚医院云 72 0176 合(72) 3 3 I 6 ff(86) 2 2 6 I 
番

4 月 4 日
横田医院川田医院森下歯科医院 後藤（愛）医院云{ 72)0134 岡 (田72整)3 形I 医院 館林地区が
ff(72) 0 2 5 5 ff(72) 0 7 5 4 ff(73) 4 7 5 8 ゆたか医院云 73)7308 ff 6 3 担当します

医

4 月 11 日
落合医院 後藤康生医院 石 (井73歯)4 科2 医院 後藤康生医院合(72)3975

宇沢医院 竹越医院
合(72) 0 I 6 0 合(7?) 3 9 7 5 合 6 4 云(74) 8 7 6 I ff (84) 3 I 3 7 時

56年生まれの赤ちゃんへ
ッベルクリン反応検査です

教
育
委
員
会
で
は
、
小
、
中
学
校

の
校
庭
、
体
育
館
及
び
河
川
敷
運
動

場
を
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
に
開
放

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
利
用

し
て
ス
ポ
ー
ツ
を

行
う
団
体
は
、
新

た
に
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

登
録
で
き
る
団

体
は
ス
ポ
ー
ツ
を

行
っ
て
い
る
十
人

以
上
で
組
織
さ
れ

て
い
る
団
体
で
、

成
人
の
監
督
者
が

含
ま
れ
て
い
る
事

が
条
件
で
す
。

登
録
さ
れ
た
団

5
6年
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
の
結
核

感
染
の
有
無
を
調

べ
る
た
め
に
、
結

核
予
防
法
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
注

射
及
び
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

村
で
は
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す

の
で
該
当
者
は
必

ず
受
け
て
く
だ
さ

、
。

し▼
該
当
者
昭
和

五
十
六
年
中
に
生
ま
れ
た
者
、
お
よ

び
前
年
度
未
実
施
者
の
う
ち
四
オ
に

達
し
て
い
な
い
者
。

体
は
毎
月
二
十
日
に
代
表
者
会
議
を

行
い
、
翌
月
の
施
設
使
用
日
を
決
定

し
ま
す
。

な
お
、
三
月
二
十
日
午
後
七
時
よ

▼
期
日
四
月
七
日
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
注
射
（
通
知
書
、
母
子
手
帳

持
参
）
四
月
九
日
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
、
B
C
G

接
種
（
問

診
票
、
母
子
手
帳
持
参
）

▼
受
付
時
間
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
二
時
ま
で

▼
会
場
中
央
公
民
館

※
該
当
者
に
は
通
知
を
差
し
あ
げ
ま

す
が
、
間
近
に
な
っ
て
も
通
知
が
届

か
な
か
っ
た
り
、
明
和
村
へ
転
入
以

前
に
実
施
さ
れ
た
方
は
、
事
前
に
役

場
保
健
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
問
診
票
に
は
必
ず
印
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

一
定
時
制
生
徒
募
集
一

県
立
館
林
高
校
で
は
、
五
十
七
年

り
代
表
者
会
議
を
行
い
ま
す
の
で
、

こ
の
席
上
で
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
中
央
公
民
館
事
務
局

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

村
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
固

定
資
産
税
の
基
準
と
な
る
価
格
を
登

録
し
た
課
税
台
帳
を
四
月
一
日
か
ら

二
十
日
（
日
曜
日
、
土
曜
日
の
午
後

を
除
く
）
ま
で
役
場
税
務
課
で
縦
覧

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
自
分
の
資
産
を
確
認
し
て
く
だ
さ

、
。

ー
＞

も
し
‘
登
録
さ
れ
た
価
格
に
疑
問

が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
課
へ
申
し
出

~
恐
ろ
し
さ
を
知
ろ
う

麻
[
<
口
[
[
バ
疇
忍
総
‘

:` 
麟

r旦□
｀

99,.~99999999999999999999999999999999999999 

…
；
…
；
愈
愈
；
…
…
…
t
…
…
-
國
＇
…
t
愈
屯
…
…
屯
t
屯
…
…
心
屯
屯

度
の
定
時
制
生
徒
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
学
の
普
通
科
で
年
齢
を
問

い
ま
せ
ん
。
働
き
な
か
ら
夜
間
学
ぱ
＿

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

対
話
の
時
を

も
と
う

` 悶
息言

9

9

9

9

9

9

,

 

う
と
す
る
意
欲
的
な
か
た
に
最
も
適

し
て
い
ま
す
。
学
費
も
わ
ず
か
し
か

か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
第
一
次
募
集
三
月
十
五
日
か
ら

三
月
十
九
日
正
午
ま
で

▼
入
試
三
月
二
十
五
日
（
国
語
·

数
学
・
面
接
）

▼
第
二
次
募
集
三
月
二
十
九
日
か

ら
四
月
十
日
午
午
ま
で

入
学
希
望
の
か
た
は
出
身
中
学
校

か
、
館
林
高
校
(
6
竺
一
ー
空
―

-
0七
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村
発
注
の
建
設
工
事
・
物
品

の
製
造
販
売
業
者
等
は

3

月

2
0日
ま
で
に

「
入
札
指
名
参
加
願
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

だ

II+  II++  悶］今九六五

心i 日 羹公明日 農公日 [ 集
す。の月

悶
はの

ざ＾嘉 貸iー室貸和 日 水納

使道 め
用
料

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

スポーツ団体は
登録してください

固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧

桐
生
女
子
高
校
に
は
通
信
制
の
課

程
が
あ
り
、
男
女
共
学
の
普
通
科
で

年
齢
に
関
係
な
く
入
学
で
き
ま
す
。

通
信
制
は
毎
日
登
校
し
な
く
て
も

よ
い
の
で
働
き
な
が
ら
学
ぼ
う
と
す

る
人
や
、
家
庭
の
主
婦
な
ど
に
は
、

最
も
適
し
た
方
法
で
、
学
費
も
わ
ず

か
し
か
要
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間
は
三
月
十
五
日
か
ら
四

月
十
日
ま
で
で
す
。

入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
桐
生

女
子
高
校

(
6
0
-
―
七
ヤ
|
-
―
―
―
-
|
-
―
―
公
一
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

通
信
制
で
高
校

卒
業
資
格
を

適談 • • 

切員相 畠 日 ...... 父
なが談 時
助皆は 通

[ 贔 さ : ; 時 3 事ん 1 月

悩の で‘ 午後 1日8 故
み専 3 相

いご門 時ま午前 茨畝
手。 との
に相 で 10

て
く
だ
さ
い
。

場▼会 • 時日i 
<
時 3

三 午後1 1月85 —· 権人-̀ 二
議室会時ま3 午前 相談
で 10
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